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は　し　が　き

　「教員集団が協働して研究に取り組んでいる姿を学生に示す必要があるのではないか」

　国語教育専修所属学生担当指導教員の一人から声をかけられた。その声に応じて、研究課題

「小・中学校9か年を見通した学び合いにおける話すこと・聞くことの能力育成」の取組が始

まったe

　国語教育の課題に、国語教育学の教員のみならず、国語学、国文学、漢文学の教員が参加し

ての取組となった。研究分野の異なる教員が、同一の課題に取り組む。この協働により一一つの

分野一人の教員による追究では得ることのできない成果が得られた。また、本報告書を学生に

紹介することで、彼らの向学心を刺激するであろう。

　今回の協働研究取組の特徴は、授業の事実に深く根ざした研究であったことである。授業の

直接観察、授業記録VTRの繰り返し視聴、文字記録の繰り返し読み、がされた。そのことを

通して、学び合いにおける話すこと・聞くことの実態把握を行い、学び合いが成立する要件、

学び合いに必要な話すこと・聞くこと能力の追究を行った。事実から離れない論究が行われ・

説得力のある論が展開できた。

　報告書に収めた授業記録は、学部学生、大学院院生がまずテープ起こしを行い・分析考察者

が修正を行った。長音記号など表記に一貫性がないが、臨場感が出ている学生・院生による表

記を尊重した。

　研究課題の性格上、姿勢、体勢、音量、強勢、音調、間などが重要な検討課題となる・しか

し、それらの事実を示す授業のVTRを収録できないことは遺憾であるが致し方ない・ビデオ

テープは別途保管している。

　この研究は、実践者の協力、授業公開の提供がなくては遂行できないものであった。本学部

の附属学校教員を始め、公立学校教員のご協力をいただいた・ここにそのことを記してお礼申

し上げる。

　なお、折角研究協力員になっていただきながら、協力していただく課題を具体的に提示する

ことができなかったため、協力の仕様がない事態を生んだ事例がいくつかある。また・授業の

ビデオテープの提供をいただきながら、分析考察を行うことができなかった事例もあるbこの

ことも合わせて、失礼、無礼のありましたことをお詫び申し上げます。

　多くの方のご協力をいただいて、研究成果報告書を作成できましたことを・関係者ともども

喜びたい。

平成19年3月20日
　研究代表者常木正則
（新潟大学　人文社会・教育科学系　教授）
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1　研究の概要

1　研究組織

研究代表者　・　常木

研究分担者　　　鈴木

研究分担者　　　堀

研究分担者　　　三塚

研究分担者　　・　中川

正則

　恵

竜一

　貴

　諭

（新潟大学　人文社会・教育科学系

（新潟大学　人文社会・教育科学系

（新潟大学　人文社会・教育科学系

（新潟大学　人文社会・教育科学系

（大東文化大学　文学部　助教授）

教授）

教授）

助教授）

教授）

研究協力者　　　足立

研究協力者　　　渡邊

研究協力者　　　山本

研究協力者　　　中原

研究協力者　　　山田

研究協力者　・　μ」田

研究協力者　　　根岸

研究協力者　　　藤井

研究協力者　　　佐藤

研究協力者　　　島

研究協力者　・　伊藤

研究協力者　　　三村

幸子

元栄

敦子

広司

綾子

浩之

恵美

正人

佐敏

和宏

　守

孝志

（新潟大学　人文杜会・教育科学系　助教授）

（新潟市立笹口小学校教諭）

（見附市立見附小学校教諭）

（五泉市立五泉小学校教諭）

（新潟市立割野小学校教諭｝

（新潟大学教育人間科学部附属新潟小学校教諭）

（新潟大学教育人間科学部附属新潟小学校教諭）

（新潟大学教育人間科学部附属新潟小学校教諭）

（新潟大学教育人間科学部附属新潟中学校教諭）

（新潟大学教育人間科学部附属長岡中学校教諭）

（魚沼市立小出中学校教頭）

（新潟市立鳥屋野中学校教頭）

所属、職名は研究開始年度（平成17年度）のものである。

2　交付決定額（配分額）
（金額単位唱円）

直接経費 間接経費 合 計

平成17年度 1， 400， 000 O 1， 4◎0， 0◎O

平成18年度 800， OO⑪ O 80◎， OOO
総　計 2， 20⑪， 000 O 2， 200， 0◎0

3　研究目標

以下の3つのことを明らかにする・
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（1）学び合い成立の要件と話すこと・聞くこと能力の実態

（2）学び合い成立の要件と話すこと・聞くことの能力

（3）学び合い成立の要件を満たし話すこと・聞くこと能力を育成する教育課程と教育方法

4　研究内容と方法

（1）研究代表者が、学び合い成立の要件と話すこと・聞くことの能力を提示し、一つの授業

の分析考察事例を示した（「回　佐藤佐敏教諭の授業（中3）を手がかりに常木正則」であ

　る）e

提示した学び合い成立の要件と能力の事項は以下の通り。

　〈学び合い成立の要件）

1

2

3

4

5

6

共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

学習課題が明確であること、難易度が適切であること

自学がなされ各人解を持っていること

学び合いの進め方が分かっていること

一人ひとりの解の吟味検討が保障されること

学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

（学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力）

1

2

3

4

解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことできる

学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

前の発言につなげて話すことができる

話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人

　　に体を向け視線を向けて聞くことができる

　5　話し合いを論理的に進めることができる

（2）研究分担者は、上記の要件と能力及び分析考察例を参考に分析考察を行い、要件と能力

　の必要性を確かめる。また、分析考察過程で、新たな要件、能力を見出した場合は、その

　事項を付け加え分析考察を行う。

（3）各分析考察で明らかにされた知見をまとめ、学び合い成立の要件を満たし話すこと・聞

　くこと能力を育成する教育課程と教育方法を構想し提案する。

5　研究の特質と意義

　授業の事実に深く根ざした研究であることである。学び合い成立の要件と話すこと・聞くこ

と能力の実態及び要件、能力の事項を、授業の実際の直接観察及びVTRの視聴、文字記録に

よって、明らかにしていることである。

　授業の事実に基づいて、学び合い成立の要件とそれを満たす方法及び話すこと・聞くこと能

力とそれを育成する方法を提案していることである。
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ll学び合いにおける話すこと・聞くこと能力の

　　実態把握及び教育課程・教育方法の構想



囚　山田浩之教諭の授業（小2）を手がかりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析考察者　堀　　竜一

1　授業の概要
公開授業日時：平成17年9月29日（木）2校時10時00分’10時45分
学校．学年・組：新潟大学教育人間科学部附属新潟小学校2年2組　児童数40名

　指　　導　　者：山田浩之教諭

　単元・題材名1お手紙（全il時間本時第9時）

　主な学習課題：
　　①教師改作の「お手紙」と教科書の「お手紙」との相違点に気づくe

　　②教師改作の「お手絢と教科書の「群糸氏」とで・どちらが「がまくん」の喜び｝まいっ

　　　ぱいかを考える。
　　③「最後でがまくんが、とてもよろこんだのは・どうしてか・」を考える・（雛の部分の

　　　「がまくん」の気持ちを考える。）

皿　分析の対象とした授業記録

（別紙）

皿　授業の分析考察

1　学び合い成立の要件
（1）共に学び共に成長しようという意欲態駐もつ集団（学細であること

済轄でもペア学習でit．〉　．なごやかな雰囲気が漂うと購に・とても元気がよく・仲間と

共に問題解決に当たろうとする意欲態度が伺われる学習集団である・

　（2）学習課題が明確であること、難易度が適切であること

学習課題は明確である灘易度樋切である・ただし・轄纈②と酬課題③のっながり

が㌶繭に、本時では融材「お手紙」の末尾輌脚・それぽ最後のところ」）

のrrがまくん』のことを勉蜘することカs伝えられている・本時の主な学習課題は三っあり・

それに対応して、大きく分けると三っの学習活動が行われた・

学習羅①「纐改作の「お手紙」と教糖の「お手紙」との相違点に気づく・ユについ了は・

まず二つの「お手絢を黙読し、次いで全員で舗した後ほ頭で「どこが違うでしょつ？」

（1。，。6）と問うた．これは次の学習課題②にっなげるための学＝である・ここではすぐ

に：灘麓舗慧㌫教科訓灘』とで、どちらがrがまくん』の喜

びはいっぱいかを考える．ユは、次の学習課題③につなげるための学習課題である・授業開始時

に、塒ではrrがまくん』のことを勉強ユすると伝えられたが・その躰的な内容が・「『がま

くん』の軸を考えることであると・ここで鯨醐確化された・まず・この学習課題を゜

頭で問う（1・：13）．次いで、課題のプリント（rrお手紙』べんきょうプリント」）を酉己机・
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　rl　どちらのお話の『がまくん』が、いっぱいよろこんだのでしょうか。（後略）」を考えさ

せる（10：14）。5、6分のプリント作業後、意見発表に…移るが、その時点で、教師改作の「お

手紙」の方を選んだ学習者が3分の2ほど、残りの学習者は教科書の「お手紙」の方を選んだ

　（10：20）。その後、それぞれの意見発表となった（教師改作文の意見発表4人、教科書教材文

の意見発表5人）。その後、それぞれの意見を闘いて、自分の意見（選択）を変えた学習者は赤

鉛筆で修正するよう指示し、学習課題③に移った（10：　28）。

　学習課題③「『最後でがまくんが、とてもよろこんだのは、どうしてか。』を考える。（最後の

部分の『がまくん』の気持ちを考え一“る。）」は、本時の中心的学習課題である。まず、「最後でが

まくんがとてもよろこんだのはどうしてか。」と書いた模造紙を黒板に貼り（10：28）、本時の

課題を明確に伝える。これと対応した「『お手紙』べんきょうプリント」の「2　教科書の『お

手紙』のさいこのぶぶんで、がまくんは、どうしてとてもよろこんだのでしょう。（後略）」の

作業に入る前に、再度、学習課題②で教師改作の「お手紙」を選んだ学習者と教科書の「お手

紙」を選んだ学習者との分布を確認した。この時点ではほぼ半々であった（10：29）。指導者は

当初、学習課題②のそれぞれの立場からの意見発表後、全員の支持が教科書教材文に一本化さ

れると構想していた。学習課題③も、その流れから、教科書教材文の最後のがまくんの喜び（気

持ち）について考えようというものであった。しかし、短時間での意見の収敵は困難と見たの

か、教師改作の「お手紙Jと、教科書の「お手紙1との、それぞれの文脈に即して、最後のが

まくんの喜び（気持ち）を考えるように指示した。

　もちろん、学習者が指導者の予想外の反応を示し、それに応じて授業中に構想を変更・修正

することは珍しいことではない。しかし、ここでは指導者は、教科書の「お手紙」の、親友か

ら手紙をもらったがまくんの喜び、その「もらった手紙の価値」を考えさせたかったのだから、L

教師改作の「お手紙Jの文脈では、当然ながら、その点を考えることはできない。結局、学習

課題③は、学習課題②でなぜがまくんはよろこんだのか、という問いに対する理由を、教材文

本文（教科書の「お手紙Jと、その最後の部分を教師改作文に差し替えた「お手紙」のそれぞ

れ）に書かれている表現と関連づけさせるという形になり、学習課題②の発展というよりは、

再検討・深化といった位置づけに変わったと言えるだろう。指導者は最後の発表の場では、教

科書の「お手紙」を選んだ学習者に意見発表させた（IO：39・一）。やはり授業としては、教科書

教材の文脈に即して「もらった手紙の価値」を考える方向に焦点化して行くべきなのだが（も

ともと指導者もそのように構想していた）、しかし、なぜ多くの学習者が予想外にも、教師改作

の「お手紙」支持を変えなかったかという点は、指導者が考えさせようとする「もらった手紙

の価値」を闇い直させる興味深い観点を含んでいることの証である。おそらく指導者もそのよ

うに考えたのではないだろうか、次回の時間に教師改作の「お手紙」のがまくんの喜びについ

て考えると予告して授業は終了した。

（3）自学がなされ各人解を持っていること

　本時では、自学、共学、ペア学習が効果的に組み合わされていた。授業時間はまず、教師改

作の「お手紙」と教科書の「お手紙」を黙読し、クラスで一斉に音読することから始まり、両

者の「お手紙」の相違点の意見発表へと進み、次いで「『お手紙』べんきょうプリント」が配布

され、学習者は自学で課題に取り組むbここでの課題は「どちらのお話の『がまくん』が、い

っぱいよろこんだのでしょうか。Oをつけましょう。」［二者択一］と、「そう考えたりゆうを書
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きましょう．」［酪欄3行］である．「これ、なカ・なか難しいな・」（1・・18）と1・　Nった声端か

れたが、作業時間は4s　5分であった。　｛Fme以前に、教轍作の瞬細と教糖の「お手

紙」との相違点を・頭録させたので（板書もしてある）潮酬としては洛人それぞ抽る

離自分なりの読みをもって作業にとりカ・かり時間はそれほど躍ないと予想していたので

はないだろうか．実際二者択一を問うたところ、全財みやかにいずれか｛こ挙手をし・その

理由も積極的に発言しようとした。
その後、意見発表が続きN授業開始後3・分｝まどで、二翻の自学として・「r樟縄べんき

ょうプリント」の課題2に取喘ませた．ここでの課題｝ま、「教繊の「瀞細のさいこのぶ

ぶんで、がまくんは、どうしてとてもよろこんだのでしょう。あなたの考えを書きましょっ。

そのあとで、しょうこ瞳きましょう．」であり、「考えユと「しょうこ」をそれぞれ3行の解

答欄に書き込むというものである。ここでも、与えられた5分ほどの短い馴で学習者は飾

的に課題に取喘んだ．課題2（轄課題⑨は課題・（轄課題⑳と重複ぎみの課題で
あり、「遷胴じところをくりぬいて、書く一…・？」（1・・29）といった声も複鯛かれた・

しかし．a科書の全文を醗して、「しょうこ」を麟書く轄者もいたbここで自学｝こよ略

人に何らかの解を持たせたために、次のペア酬一人による全体の前での発表へと喘に授

業を進めることができた。

　（4）学び合いの進め方が分かっていること

授業は全体的に教師主導で進められた力淳轍作の「お手細と教糖の「お手紙」とを

比較し湘違点を指摘する糎（1…6－）瀕臓作の「持細と教科書の「お手紙」とで
どちらが「がまくん」の喜びがより大き1…かの理由を述べる緬（1・・21－’）で1ま・挙手’発

言することが求められていることを全員が了角eしていて・積醐に発乱ていた（他の人が指

名されたときに、「なんでかからな1・　N〔指名されない〕の一」（1°1’1）・噸むV－e　ie）てて一・

醐い一」（1。、13）、「教科書〔の方を選んだグループ〕も言いたいよ一」（1°122）靴いっ

た端名をせがむような声があちらこちらカ・ら挙っていたほどである）・　　　．

　　またコrお手紙』べんきょうプリント」に記述する活動が2回あったが・先に見たよっに・

いずれの齢E学習者は活動の進め方を心得ていたので・短時間で行うことカミできた・

　　ペア轄で、「がまくん」役と質F・H9役と｝こなって・お互い燗き合うという活動（1°：35

－－

R8）も、学習内容、進め方を心得て1…て・鯛間で行っていた・

　　一人が代表して皆の前で発言する場翻1・・39－）で鯛様である詳酬全員が学習の流

れを理肌ているので、すぐに前に出て発乱・その獺こ対して質問や舗を投lt’返すとい

　う活動が円滑に行われていた。

（灘㌶案瓢灘㍗；縫改作の「鰍と教科書の「鰍と
の相違点を発計る蹴②rrお手紙』べんきょうプリント」の課題1（学習紘②）の解を

発計る場面、③rrお手紙』べんきょうプリント」の課題2酬鞭③）’の解描言する場

面（学習課題②の二つの立場からそれぞれ学習課題③を考えさせたが・発言を求めたの｝ま凄

樽㌶㌶灘）IM、　S・M、　T・S、　K・A、　K・N、1・N・S・Kの7人
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である，これは課va　1（学習課題②）を考える前提としての問いなので、あまり深入りすべき

場面でもなけれぱ、一人ひとりの答えを吟味検討すべき場面でもない。

　②の場面での発言者は、1・T、S・M、　S・S、Y・R（以上、教師改作文支持）、M・M、

Y・S、S・K、　K・A、　A・S（以上、教科書教材文支持）の、計9人である。教科書教材

文支持のうち3人は①の揚面での発言者と同一である。

　③の場面では、教科書教材文支持のW・Mが代表して全員の前で発言し、それに対してY・

M、K・N、　Y・S、　K・A、M・S、　K・Nの5人（K・Nは2回）が・質問・意見を述べた。

このうちK・Aは①、②の場面でも発言している（K・Nは①の場面でも指名されたが、解答

はしていない）。

　発言者は17人であるeしかし、原則として授業時間に全員が1回は発言するという共通理解

があるのではないかと思われる（「今日まだお声を聞いてない人にいきますか」（10：24）とい

う指導者の発言。また、「え一、今目聞いたよ。なのに、今日かからない」（10126）は、まだ

発言していない自分が指名されず、すでに発言しているK・Aが再び指名されたことに対して

の不満の声）。本時では全員が指名されるには至らなかったが、発言者の発言・解は板書され、

授業中に吟味検討された。それと照らし合わせ、各自は自分の解を吟味検討し、それが次の発

言につながる。また、指導者は、こまめに机間巡視することで、全員の解を把握し、指導しよ

うと努めていた。

　（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　　（5）の①、②、③のいずれの場面でも、学習者から意見を引き出し、整理し、考えを深め

させて、次の課題へ思考を発展させて行くためには、指導者の強力なイニシアチブが必要とさ

れる。特に、③の場面は、一人の意見をもとに、読みを広げたり、深めたりしていくことが難

しい場面であった。「最後にがまくんがとても喜んだのはなぜか」という問いに対して、代表の

学習者W・Mは、「親友のかえるくんからお手紙をもらったからです」（10：39＞と意見を発表

する。それに対するY・Mの質問が、「親友のかえるくんからお手紙をもらうと、どうして喜ぶ

んですか？」（10：40）である。この議論は、②の場面の教科書教材文支持の意見とほとんど重

複してしまっている。そこにK・Nから別の質問が提出される。すでに内容を知っている手紙

をもらってどうしてがまくんは喜んだのか、教師改作の「お手紙」のように、別のお友だちか

ら内容を知らない手紙をもらった方が喜びは大きいのではないかという、もっともな質問であ

る（10：41）e指導者は、教師改作の「お手紙」には触れず、「がまくんは、お手紙の中身を知

ってるんだよね。それなのにどうしてがまくんは嬉しいんですか？」（10：41）と、教科書の「お

手紙jの方に学習者の目を向けさせる。W・Mにしても、他の誰にしても、納得のゆく説明を

提示できなかったが、そもそもこの問いは言葉では非常に説明しにくい問いである（しかし、

この問いを学習課題にすれば、議論が深まるのではないだろうか）．いずれにしても、指導者は、

親友からお手紙をもらうことの喜び・嬉しさ（指導案に言う、「もらった手紙の価値」）を考え

させようと適切に導いている。

　他にも、学び合いが論理的（自然）に展開するように教師が介入する場面は多々見られた。

①の場面で教師改作の「お手紙」と教科書の「お手紙」との相違点を発表させたが、指導者は

学習者の発言を巧みに整理しっっ、がまくんの受け取った手紙の差し出し人が違うこと、教師

改作の「お手紙」では、かえるくんの出した手紙がどうなったのか語られていないことが重要
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な相違点であることに注目させていた。この点は、学習課題②に取り組ませる前にも、確認し

た（10：15）。しかし、②の場面で、教師改作の「お手紙」の方では、がまくんは「ほかのお友

だち」からの手紙と、かえるくんからの手紙との両方をもらったので、教師改作の「お手紙」

の方ががまくんの喜びは大きいと発言する学習者がいた（10：21）e学習者は、教材文を誤って

読み取っていると同時に、先の指導者の確認をよく理解していなかった。ここで再度、指導者

は教師改作の「お手紙」の状況設定を確認する（10：21）。高学年の学習集団であれば、自主的

に誤りを正しながら学び合いを進めて行けるだろうが、低学年の学習集団では、やはり、その

都度、先に進む前に学び合いの筋道を丹念に修正することは必要であろう。

（7）適度な相槌、1コ挿みであること

　指導者は学習者の反応や発言に対して、きわめて適切・適度に相鎚を打ったり、口挿みをし

ていた。以下に、授業記録から一例を挙げてみよう。

　　（10：　06）（指導者）はい、じゃあ静かに座りましょう。……では、山田先生が作ってきた

　　　上の方のお話「ゆうびんやさんへん」と、教科書のお話、みんなが今まで勉強してきた

　　　お話の、どこが違うでしょう？　違うところを教えてください。見つけられるかな、違

　　　うところ。

　　（学習者）はい。はい。はい。（一斉に挙手）／えっ、どういう風に言えばいいの？

　　（指導者）あ一どういう風に言えぱいいのかな。こっちはこうで、こっちはこうですとい

　　　う言い方があるよね。

　これは学習課題①「教師改作の「お手紙」と教科書の「お手紙」との相違点に気づく。jに関

わる場面である。この課題はそれほど難しくはない。もう少し上の学年になれば、比較する学

習スキルが着実に身についていると思われるが、ここでは、二つの手紙の相違点は分かっても・

それをどのようにまとめ、発表したらよいのか迷ったのだろうか。そこで指導者は巧みに・学

習スキル「比較する思考」の表現法（あるいは、思考の働かせ方）を再確認している。

　これは、「相鎚、口挿み」という以上に踏み込んだ、学習者の反応を見ての学習スキル指導で

あるが、これ以外にも、指導者が、適宜学習者の反応に応じて「相鎚、口挿み」を行い・学習

者の思考を促し、整理を行う場面、机間巡視をしながら、自学でプリントの課題に取り組む学

習者をほめたり、励ましたりする場面は多々見られる（「おっ・ちゃくちゃくと終わってます」

（10：15）、「Aさん、すばらしいですよ」（iO　：　19）、「S・Kさん、やる気まんまんですね」（10：

19）、「二つ証拠が見つかったらたいへん素晴らしい」（10：31）、「いいですね！」（10：31）・「す

ごい！J（10：34）、「いいなあ」（10：35）、「おお、いいですねえ」（10138）等々）。

　学習者も、指導者の言葉や、他の学習者の発言に対して、積極的に相槌を打ったり・口挿み

をしたりしている。話題に敏感に反応している様子が伺える。

2　学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことできる

　学習課題①「教師改作の『お手紙』と教科書の『お手紙』との相違点に気づく・」では話す学

習活動が行われた。学習課題②「教師改作の『お手紙』と教科書の『お手紙』とで・どちらが

『がまくん』の喜びはいっぱいかを考える。」および・学習課題③「『最後でがまくんが・とて

もよろこんだのは、どうしてか。』を考える。（最後の部分の『がまくん』の気持ちを考える。）」

一9一



では、瀞く学習活動と話す学習活動が行われた。しかも、学習活動②および③で「『お手紙』べ

んきょうプリント」に解を書く際も、答え（②では二者択一、③では「考え」）とその「りゆう」

　「しょうこ」を一組（セット）にして書かせている。解を話したり書いたりするときには、答

えだけでなく、同時にその理由・根拠も話したり書いたりするという一連の思考の手続きは、

学習スキルとしてあらゆる学習の場で繰り返し教えられていると思われる。それが、話す場で、

自分の思考を整理し、説得的・論理的に話すことを可能にする。

　学習課題②の学習の場では、まず二者択一で挙手させ、それぞれの立場から発言させている。

指導者は「それぞれじゃあ意見を言ってもらいましょうか、理由を言ってもらいましょうかね

一。」（10：20）と、理由・根拠と蘭連させて解を述べるように、再確認してから発言させてい

る。その後の、学習者の発言に際しても、繰り返し、「理由は？」（10：22）、「なぜだ、なぜで

すか？」（10122）、「どうして（…）と思ったんですか一？」（10：24）、「どうして（…）？」

（10125）と、理由・根拠を語ることの重要性を強調している。

　学習課題③はそもそも理由・根拠（「しょうこ」）を述べる課題である。

　一方で、解、すなわち答えとその理由・根拠を明確に話す学習活動は、解を明確に書くこと

ができたかどうかに左右される。あらかじめ書くことをせず、その場で発言させた学習課題①

の場合、やはり、観点にしても、発言の仕方にしても、やや散漫にならざるをえない（先に見

た、「えっ、どういう風に言えぱいいの？」（10：06）という発言からも伺える）。二っの「お手

紙」の相違点についてまず発言したK・Mは、相違する箇所を読み上げるという形で指摘する。

それに対し、指導者が、では何が違うのかと質問し、観点を整理させる。その後の発言では、

作者名の違い、「ほかのお友だち」の登場の有無、がまくんが受け取る手紙の差し出し人の違い、

タイトルの違い、かたつむりくんの到着の有無（かえるくんの手紙の配達の有無）が指摘され

る．指導者の構想としては、「ほかのお友だち」から手紙をもらって喜んだ場合と、かえるくん

から手紙をもらって喜んだ場合とで、がまくんの喜びはどう違うのか、「もらった手紙の価値」

に目を向けさせることに学習課題①を行う意味がある．しかし解の形式が与えられていなかっ

たので、なかなかその点に焦点化されなかったように思われる。逆に考えれば、この場面は、

気づいた点を次々と挙げさせることで、さまざまな角度から本文が読めることを実感させるこ

とができたとも言えよう。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

授業の実際では、ほぼ全員が成員全員に届く音量で話していた。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　このことを意識した話の仕方が身についている。この点は、授業記録からも容易に伺える。

たとえば、学習課題②で、教師改作文の「お手紙Jの方ががまくんの喜びは大きいと考える理

由を発表する場面で、「普段はあまり逢えない人から〔手紙を〕もらった方が嬉しいからです」

という1・Tの発言を受けて、S・Sは、「1・Tさんと言い方が違って、同じ意見なんですけ

ど、ほかの友達から［手紙を］もらったから、とても喜んだ」（10：22）と発言している（実質

的には、あまり言い換えになっていないが）。

　やはり、学習課題②で、今度董ま教科書の「お手紙」の方ががまくんの喜びは大きいと考える

理虫を発表する場面で、M・Mが遷由は、かえるくんはがまくんの親友だから、……教科書
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の手紙〔の方ががまくんの喜びは大きいの〕だと患いました。j（10　：　24）と発言したのに対し、

Y・Sは、「あっ、付け足しじゃないんだけど、とっても似てるから付け足しとも言える」と前

置きして、「あの、かえるくんが内容を言った時、『親愛』って言いましたよね？　で、で、大

好きな親友っていうことだから、教科書の方がいいと思いますJ（10：25）と発言している。Y・

Sの発言は、M・Mの言う「親友」という二人の関係性をさらに実感的に修飾し、強調する重

要な補足である。前の二人の発言に続けて、S・Kも次のように、明確に話型を意識した上で

発言する。「僕は、M・Mさんに付け足します。かえるくんとがまくんは親友で、好きな人から

手紙をもらうと嬉しいと思ったからです」（10：25）。

　学習課題③で、W・Mが前に出て、物語の最後でがまくんが喜んだのはなぜかをスピーチし

（ここでは、自分ががまくんになったつもりで、心情を答える）、それに他の学習者が次々と質

問をする場面では、この「前の発言につなげて話す」というスキルが存分に発揮されていた。

そもそも、相手が話したことに質問をするということ自体が、「前の発言につなげて話す」こと

なのだが、ここでは、指導者の巧みな導きのおかげもあって、発言の連鎖が長く続き、思考が

深められて行く。この場面は先にも取り上げたが、「親友のかえるくんからお手紙をもらったか

ら」（10：39）がまくんはとっても喜んだというW・Mの発言に対し、「親友のかえるくんから

お手紙をもらうと、どうして喜ぶんですか？」・（10：40）という質問が投げかけられ、「とって

も仲良しの親友の子からもらうと私も嬉しいので、がまくんもそうだと思います」（10：40）と、

自分の場合に引き比べてW・Mは説明する。そこでK・Nから新たな問いが出される。「どうし

て中身を知ってても、親友からきた方が、えっと、いいんですか？」この問いにはW・Mも答

えられず、指導者が全員に思考を促す。この困難な悶いに対し、Y・Sが「大好きな親友だか

ら」（10：42）と答える。しかしこれは堂々巡りの答えである。さらに、「がまくんは、お手紙

を初めてもらうからです」という発言、Y・Sへの付け足しとして、「親友の人からお手紙をも

らったからです」という発言（これも、言い換えにはなっていない）が続き、最後に、W・M

への質問者であるK・Nが、それまでの議論をよく吟味検討した上で自分なりの結論を述べる。

「どうしてW・Mさんは、ええと、そう考えたかと言うと、お手紙の中身を見たときに、がま

がえるくんへ『ぼくは、きみがぼくの親友であることを、うれしく思っています。』っていう場

所で、だからその言葉を聞いてとても今までの中で一番嬉しかったから、中身を知っててもそ

っちの方が嬉しいと考えたんだと思います」。この発言は、根拠となる教科書本文の記述が踏ま

えられている。また、ここで比較されているのは、がまくんがかえるくんからの手紙を受け取

ったとき、その手紙の内容をあらかじめ知っている場合と、そうでない場合とである。これ以

上、この問題に深入りすることはできず、時間切れとなったが、発言の連鎖によって思考が非

常に深められた。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人に

　　体を向け視線を向けて聞くことができる

　黒板に向かっての着席型態であり、全体的に指導者に向かって話す学習者が多かったが（発

言の内容は十分聞き取れる）、発言者のうち二人ははっきりと・成員に向かって話すということ

を意識して話していた。10：26のK・Aの発言と、10：44のM・Sの発言である・K・Aは前

から二列目、M・Sは最前列に着席している。　K・Aは、10：10の発言に続き、二回目の発言

の際には、この話し方を思い出したのであろうか。K・Aはさらにle：43にも発言しているが、
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このときは、黒板の前に立っW・Mとの一連のやりとりの中でだったので、W・Mに向かい合

うように、前を向いて発言している。その同じ流れの中で・M・Sは・指導者から差し出され

たマイクに向かって話すという想定にもかかわらず、成員に身体と視線を向けて話した。

　書いたものをもとに発言する場合、プリントに目を落としながら話す（あるいは・書いたも

のを読みあげる）といった姿も予想できるが、代表として黒板の前に出て話すW・Mに・指導

者は「〔プリントを〕見ないでやりますよ、見ないでね」（10：39〕と指示をした・「話す人は話

を伝える成員に身体を向け視線を向けて話す」ことを日頃から指導していると思われる。

　ペア学習では、指導者の構想どおり、話すスキル「体の向きと声の大きさを意識して話す」

を使って話すことができていた。このスキルはグループ学習では無理なく使える。クラス全体

で話すときも、ペア学習やグループ学習の延長として話せるように工夫するとよいのかもしれ

ない。

　聞く場合は、話す人に身体と視線を向けて聞くということは・よくできていたように思われ

る。

（5）話し合いを論理的に進めることができる

　本時では、意見発表も質疑応答もほぼ指導者が司会役を務めたため・本時に限って言えば・

学習集団に「話し合いを論理的に進める」力があるかどうかは判断できない・話し合いの場面

としては、唯一10：35－38の、二人組になり、それぞれがまくん役と質問者役とで・がまくん

がよろこんだ理由をインタビューし合う活動があった。このとき指導者が注意を促したのは・

がまくん役が教師改作の「お手紙」の方のがまくんなのか、教科書の「お手紙」の方のがまく

んなのかをまず確認するということである。ここでの質問役は・「どうして喜んだのですか？」

とがまくんの発言を促す役にすぎず、がまくんの方も、学習課題②の「考え」を答えればよい

ので、「話し合い」の学習活動とは言えない。これを、例えば・質問と答えを二巡以上繰り返す

決まりにするとか、グル・一・一・一プを4人組にして、司会者・がまくん・質問者二人とし・順繰りに

役割を交替させるとかすれば、「話し合い」となっただろう。しかし・この後すぐに・代表者が

発言し、クラス全体で質問・補足するという活動に移行したために・話し合いが深まったこと

は、すでに見た通りである（ここで、指導者が司会役を務めたこともその大きな一因である。

グループ学習でここまで深めることは難しいだろう）。

IV　分析考察に基づく教育課程と教育方法の構想

　1．学び合い成立の要件

（1）共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

　本時では、大変なごやかで活発なクラスの雰囲気が感じられた・指導者に対する学習者の反

応、他の学習者に対するクラス全体の反応も大変よく、積極的に発言しようとする態度が見ら

れた。一つの学習課題に対して、クラスが一体となって集中するからこそ・学び合いが発展し・

深まるのであろう。学習はその1時間だけで成立するわけではないeその前提として・常日頃

の意図的計画的な学級経営により学習集団が学び合いに向かって育てられていなければならな

いのだろう。

（2）学習課題が明確であること、難易度が適切であること
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　学習課題の適否、難易度の適否は、実践してみないと判断できないこともあるだろう。学習

課題は、発問や指示といった形で学習者に提示される。それは授業の骨格にもなり、また学習

者の思考を導くカともなるbしたがって、実践の場ではその都度修正が不可避的に必要となる

にしても、まずは指導者が適切な学習課題設定を目指すことが何より重視されなければならな

い。

　国語科の場合、学習課題は多くの場合詣導者の教材文理解によって設定されるものである。

本単元のような文学的文章では、出来事に焦点を当てるか、登場人物に焦点を当てるか、大き

くはそのどちらかになるだろう。本時の学習課題②も学習課題③も、ともに登場人物のがまく

んの心情に焦点が当てられていた。その課題の設定自体は妥当だが、やはりやや重複気味であ

るe実践では、指導者が指導案で言う「一般的な手紙に対する常識とのズレ（ここでは手紙を

もらう前にその内容を知っているというズレ）Jの問題がどうしても浮上して来てしまった。手

紙を書いた当のかえるくんが、手紙より先回りしてがまくんの家を訪問し、手紙の内容を語る

ばかりか、がまくんと一緒に手紙の到着を待つという、出来事に関わる設定の解釈は、読み取

り上、重要である。この筋の設定を、手紙を受け取ったがまくんの喜びの感情に収敏させて読

んでももちろん問題ないのだが、もう少し「手紙の価値ユに留まって考えさせてもよかったよ

うにも思われる。

　学習課題②で考えさせた、教師改作の「お手紙」は、かえるくんの手紙が届くという重要な

筋を欠いている。そして、かえるくんとがまくんの親密な世界に唐突に別の異質な世界が入り

込み、物語が調和的に終わっていない。その点で、話のまとまりが悪いのは言うまでもない。

しかし、「ほかのお友だち」からの手紙は、かえるくんとがまくん二人だけの閉じられた世界を

開く存在である（この点に注目した「がまくんにまだ他の友達がいたの？」（10：14）という声

もあった〕。その「手紙の価値」は未知数である。そちらに何かを期待する解釈もあながち否定

はできないだろう。教師改作の「お手紙」支持の意見を深めて行けば、「手紙の価値」に対する

考察をさらに深く追求できるのではないかと思われる。

　また、本実践では、教科書の本文と教師改作文とを比較させて、場面や心情などを考えさせ

るという方法が用いられた。これは単純な方法ではあるが、非常に有効な方法である。「間違い

探しみたい」（10：11）と、二つの手紙の比較をおもしろがる声も聞かれた。読みとは・何らか

の他の本文や本文内の他の本文との比較によって生じるものである。違う角度から見ることでh

一っの本文内でも、さまざまな関連づけが見えてくる。

（3）自学がなされ各人解を持っていること

　教室での学び、集団学習の意義は、自分とは異なるさまざまな見方や考え方・感じ方・価値

観に触発されることで、自分の内部で思いがけない気づきや新たな発見が生じ・学びが発展し

て行くという点にあるだろう。しかしそれは、自分なりの解を（いかに漠然としたものであれ）・

他の学習者の解と向き合わせる（比較・対比する）ことによって可能となる・また・集団学習

の場では数多くの刺激が与えられるが、それは再び自分に戻って・自分なりの文脈や言葉で捉

え返され、内面化されなければならない。このことは、1時間の授業時間の中で・個人学習と

集団学習をどのように組み合わせるか、位置づけるかという問題ともつながる・基本的には・

個人学習（自学）→集団学習（学び合い）→個人学習（自学）という形態の中で・各入の解か

ら出発し、学習集団全体の解へと発展し、再び各人の解（出発時とは何かしら別の解）に戻り
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学習はひとまず完結する。各人に解を持たせる仕方はさまざま考えられるが、本実践からは、

先に見たように、「考え」と「りゆう」を一組で考えさせるという仕方で、解（答えとその根拠・

理由）を学習者各人に持たせることの意義を見出すことができる。

（4）学び合いの進め方が分かっていること

　この点は、先の（1）とも関係する。常日頃から学習集団を育てていなければ、1時間の授

業時間だけで「学び合いの進め方」を身につけさせることはできないeまた一方で、これは学

習スキルの問題でもある。スキルは、ある学習集団に閉じられることなく、学習集、団が変わっ

ても使うことができるはずである。低学年から高学年になるに従い、「学び合いの進め方」を身

につけた学習者たちは、自主的に課題を発見し、学び合いを深めて行くのではないだろうか。

（5）一人ひとりの解の吟味検討が保障されること

　（3）でも見たように、学習形態が、個人学習（自学）→集団学習（学び合い）→個人学習

（自学）という流れをたどるとすれば、初めの個人学習の場面と、最後の個人学習の場面で、

一人ひとりの解が吟味検討されなければならないことは言うまでもない。しかし、もちろん、

授業時間内に指導者がすべての個人の解を綿密に吟味検討することはできないe一部の学習者

に発表させ、代表的な解を吟味検討したり、グループ学習の形態をとり、グル・一・一・プ内で相互に

吟味検討させるのが普通であろう。本実践を見てみると、「一人ひとりの解」というものが、指

導者と学習者個人の間だけでやりとりされるものではなく、他の学習者の解と相互に影響・作

用し合うことで、解が深まって行くということがよくわかる。

（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　皿・1（6）で見たように、学び合いを深めて行くためには指導者の適切な指導が不可欠で

ある。しかし、話し合いなどの場でどこまで指導者が介入するかは一概には言えない。また、

学習者に学び合いの展開を委ねる場合、話し合いの趣旨から反れるように思われる発言や誤読

とも思われるような解釈をも話し合いの中に取り入れることは困難であろう。文学的文章を扱

う本実践の場合、解釈の多様性、多角的な視点をできるだけ生かすことは、全体の読みを深め

て行く際、重要な点である。やはり指導者の読みの力が学習者の学び合いの論理的展開に不可

欠である。

（7）適度な相槌、ロ挿みであること

　指導者にしても、学習者にしても、他者の発言をよく聞きながらも、他者の発言に対して非

常によく反応していた。それが適度な相槌、口挿みとして話し振りに見て取れる。適度な相槌

や口挿みは、発表や話し合いに勢いをつける潤滑油とも言えるだろう。このことは、次の2．

（1）や（3）とも関係する。

2．学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことできる

　解が「答えとその理由・根拠1であることを認識することが必要である。「その理由・根拠」

は、本単元の場合、物語本文の読みに支えられている。多かれ少なかれ，物語本文と関連づけ
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ることで、理由・根拠は明確で説得的なものとなる。本単元のように、答えとその理由・根拠

を常に一組（セット）として考えさせることで、そのような認識が育っと考えられるLSこれは

思考の型に関係するが、発表などの表現の型としても重要である。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　やはり相手意識の問題だろう。相手に自分の言葉が届くように話すということを意識させる

ことが大切である。それと同時に、自分の話が聞いてもらえ、理解され、ある程度共感が得ら

れているという感触を話し手が持てることも大切だろう。一方的なスピーチにしても、自分の

発言に聞き手から何らかの反応を返してもらえれば、話している実感が持てるだろう（また、

自分なりに新たな発見にもっながる）e学習の場で、一方的に話すだけでなく、常に反応が返さ

れるような活動として話す・聞く活動を組織することで、適切な話し方が育っのだろうcこの

ことも、1（1）、（4）と関連する。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　本時での学習者の発言の形態は、指導者の質問に対して指名された者が答えるという形と、

一人の発言者にみんなが質問をし、発言者が答えたり、別の発言者が補足するという形の二通

りがあった。特に後者では、指導者の巧みな導きがあったためでもあるが、「前の発言につなげ

て話すこと」で、クラス全体が一つの課題に集中し、思考を深化・発展させて行くことができ

た。充実した学習を成立させるための有効なスキルや手段として・「前の発言につなげて話すこ

と」を位置づけることができる。

　前項とも関連するが、一つの発言を多面的・多角的に眺めるなら、解説・疑問点・反対意見・

補足等々の次の発言が生じて来る。文学的文章に限らず・言葉は常に解釈の可能性をはらんで

いる。解釈を重ねるにつれて、言葉は豊かで新たな世界を切り開いて行く。（1）で答えをその

理由・根拠と関連づけて話すことの大切さに触れたが、前の発言を理由・根拠・後の発言を・

その理由・根拠から導き出された答えと考えるなら（これは連鎖をなして行く）・（1）と（3）

は、多面的なものの見方と関連していると考えることができる。特に文学的文章の学習は・多

面的・多角的なものの見方から価値が生み出されることを認識させる学習として・意義を有す

ることを本実践は教えてくれる。逆に言えば、文学的文章の読みは個人の読み（解）で完結す

るだけでなく、他者の読みと出会うことで豊かになって行くeしかも・その場での瞬時的相互

関係によって成り立っ話す・聞くという学習活動は、読みの連鎖反応を生み出すのに適してい

ると言える。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人に

　　体を向け視線を向けて聞くことができる

　単発的な（指導者に向かっての）意見発表、クラス全体に向けてのスピーチ・クラス全体で

の話し合い、討論などと、話す学習の目的が違えば・着席形態・活動形態は異なる・また・書

かれた原稿の有る無しによっても、話す者の意識は異なってくる・いずれにしても・（2）とも

関連し、学び合うという学習の共有感が話す・聞く態度を生み出すのではないだろうか・

（5）話し合いを論理的に進めることができる。
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　司会者、発言者、質問者、補足者などと役割分担を決め、順序（手順）に従って話し合いを

行えぱ、各人の心理的負担も少なくてすむ。また、さまざまな観点から論点を吟味検討すると、

新たな発見や関連づけが生じてきて、話し合いを深め発展させることができる。日頃からさま

ざまな形態（話し合いの目的、グループの構成等）による話し合いを多く経験させることで、

学習課キルが身について行くのだろう。　∵　　　　　r
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実践者からの見解

山田　浩之

　咽　山田浩之教諭の授業（小2）を手がかりに」（以下「手がかりに」と表す｝を拝見した・

実際に授業を行った者として、いくっか見解を述べる。

①大きく二つの観点がある

　学習者が話すこと・聞くことを通して、学び合う授業を成立させるために、検討しなければ

ならない観点が、大きく二つあることが分かった。

　一っは、授業における課題や構成などの、いわゆる「授業づくりユにあたる観点である。も

う一つは、その授業までに出来上がっている、いわゆる「学級づくり」にあたる観点である。

　前者σ授業づくり」）は、一時間の授業や単元として、検討すべきことである。これは、主

に当校の研究における「働き掛け」に当たるbまた、指導技術に当たる内容も含んでいる。

　後者（「学級づくり」）は、比較的長期間の指導として検討すべきことである。「手がかりに」

を見ると、r学級づくり」についても、学級の雰囲気、風土、学習者同士や学習者と指導者との

信頼関係などの心情にかかわる部分と学習者が身に付けている技能の部分とがある・特に、技

能の部分は、当校の研究における1学：習スキル」に当たる。

　「授業づくり」に関する項目は、1（2）「学習課題が明確であること、難易度が適切である

こと」、1（3）「自学がなされ各人解を持っていることユ、1（5）f一人ひとりの解の吟味検

討が保障されること」、1（6＞「学び合いが論理的に（自然）に展開するよう指導者が適切に

指導すること」、1（7）r適度な相槌、口挿みであること」（指導者に関して）・2（5）「話し

合いを論理的に進めることができる」、である。

　　「学級づくり1に関する項目は、1（1）「共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集

団（学級）であること」、1（4）f学び合いの進め方が分かっていることA1（7）「適度な

相槌、口挿みであること」（学習者に関して）、2（1）「解を明確に話すことできる」・2（2）

「学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる」・2（3）「前の発言につなげて話

すことができる1、2（4＞「話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができ

る。聞く人は話す人に体を向け視線を向けて聞くことができる」・2（5）「話し合いを論理的

に進めることができる」、である。

　2（5）は、どちらの観点も含んでいると読み取れた。「司会者・発言者・質問者・補足者な

どと役割分担を決め」のように一時閲の授業の仕組みにかかわることと・「日頃からさまざまな

形態による話し合いを多く経験させることでjのように、日々の指導にかかわることとが述べ

られているからである。

　話すこと・聞くことを通した学び合う授業は、一時間の授業の「授業づくり」とそれまでに

いたる「学級作り」との両方がうまくいって、成立する高度な授業であり・だからこそ・その

ような授業で学習者は、質の高い学びを得ることができるのである・
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②f授業づくり」について

　　「手がかりに」を読み、個人的にも多くの示唆を受けたところである。特にIV　1（2）は、

構想した「働き掛け」の有効性を子どもの事実から、分析・考察してあり、授業を行った者と

して問題意識の高い部分である。r手がかりに」もこの部分に一番力を入れて分析・考察してあ

る。

　例えば、教師改作の「ほかのお友だち」からの「『手紙の価値』は未知数である」は、大きな

指摘である。指導者は、教師改作文の「手紙の価値」は低いと決め付けて授業を行った。実際

の子どもの「読み」は、「手がかりに」の指摘のとおり、「ほかのお友だち」からの手紙に価値

を見出したのである。これによ“閨A子どもの思考と授業の構想にズレが生じ、スムーズに学習

課題③に入ることができなかった。Ml（2）のとおりである。これは中心の教材である「ほ

かのお友だち」からの手紙という教師改作文の有効性への疑問であり、指導者は真摯に受けと

めなければならない。

　さらに、「手がかりに」は、「教師改作の『お手紙』支持の意見を深めていけば、「手紙の価値」

に対する考察をさらに深く追求できるのではないか」と述べている。これは、授業中における、

指導者の判断に対する指摘である。学習課題②が行き詰ったところで、すぐ学習課題③に入る

のではなく、学習課題②での議論を尽くすべきだという指摘である。指導者は、学習課題②に

そのまま踏み止まり、二つのお手紙の価値を明らかにするということに自信がもてなかった。

そこで、学習課題③に、進むのだが結局「再検討・深化といった位置づけに変わった（皿1（2））」

だけであった。「指導者が困ったところに、その授業の成功の鍵がある」という授業の原則どお

りの結果となった。

　以上二っの例は、指導者への指摘に留まらない。

　子どもの思考を促すという当校の研究テーマにおける授業分析と「手がかりに」のIV　1（2）

「学習課題が明確であること、難易度が適切であること」とが、同じ視点で分析・考察されて

いる。この点が興味深い。っまり、子どもの思考を促すという視点と「話すこと・聞くことを

通した学び合いjに必要とされる要件とが大きくかかわっているという可能性を示していると、

読み取ることができた。このことから、子どもの思考を促すことが、話すこと・聞くことを通

して学び合う授業の要件の一つであるという仮説を提案したい。

③「学級づくり」にっいて

　「授業づくり」にくらべて、「学級づくり」に関する分析・考察には、一般的な議論が見られ

る。これは、仕方がないといえる。一時間の授業の分析では、その時間の子どもの姿を分析・

考察するしかない。長期にわたり、どのような指導を続けてきたのかを把握することができな

いからである。

　「学級づくり」の部分で具体的な知見を得るためには、継続的に観察し、分析・考察するこ

とが必要であろう。また、指導者の授業スタイルや普段重視している学習スキルなどの、指導

者側からの情報も検討する必要があるのではないか。

　その際、①でも述べたように、心情にかかわる部分と技能にかかわる部分とを分けて考える

必要がある（「手がかりに」も項目毎に見ていくと分けて述べてあることが分かる）。
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④　おわUに
　最後になりましたが、私のつたない授業を研究の対象として取り上げてくださった常木正則

先生、授業の正確な記録を起こしてくださった岩舩尚貴様、指導者本人に対しても多大の示唆

のある、分析・考察をしてくださった堀竜一先生に心より感謝申し上げます。指導者として・

今後の実践の手掛かりをつかむこと添でき、望外の喜びを得ることができました。
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別紙分特の対象とした擾業記録

　　　　　　　　　　　　　　　　山田浩2教諭の授業認録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録作成者：岩舩尚貴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修　正　者1堀　竜一一
　　　公開授業日時：平成17年9月29目（本〕2校時10時⑪0分～10時45分

　　　学校’学年組噺蹴学鮪燗科学部附属新鴇博櫨年端児撒4脇
　　　指　　　　　　導　　　者：山田浩之教諭

　　　巣元・題材名：お手紙（全H時間本時第9時〕

　　　主な学習課題1「最後に『がまくん』1菰どうしてとても喜んだのか」を考える。

　　　注詰翻礁劇場型である鴫右の2・i；illはそれぞ繊し酬に鮒で着席して1、　Nる。

公開授業時第9時

鮭刻　　　　　諜習指導 学習書の発言・学習活動の様相 備考
田：00　1．これから2時閤目の勉強を始め

ます。rお綱の勉強をしています。

今日はね「お手紙」の一一番最後のと

ころ、5の場面の、それも一番最後 えっ、5の場面？
のところだよ。

あ、まとめ～？

これから、その部分のがまくんのこ

とを勉強したいと思います。そうす

ると、みんながまたがまくんにお手

紙を書く時に、今日の勉強が役立っ

かもしれませんね。

10101　2．さて、山田先生は、この一番最

後の部分を、ちょっと物語を変えて

作ってみました。

えっ、どういうこと？　変える？

題名は～？

題名は同じです。 作は誰指？

（プリントを配る）

作は違うんですよね～。 （プリントを見て）「作・山田浩之」。

作者っで山田先生なんでしょ？

違うよ。ヤマノルド＝ヒローベル』

うわ、なんだこれ～。

10：02　3．では、開いてみましょう。上の

段は山田先生がちょっと変えたも

の。下は、下はなんでしょう？

えづ、ここに載ってるやつ。

そう。教科書と同じです。では、上

と下とを比べて、まず黙読をしてみ

ましょう。黙読が終わったら先生の

方に目で合図して下さい。
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うわ～全然違う。

ヤマノルド＝ヒローベルだって～。

（黙読）

10：03 あれ、最後まで読んだかな？　下の 終わった～。変なの～。

段も読みましたか？ かえるくんがかわいそうだよ。

4．はい、ではみんなで声を出して

読んでみたいと思います。では皆さ

ん立ちましょう。 はい。

はい、ではいきま～す。

今度は上の段です。上の段を行きま

しょう。ええと、先生が題名と作者

名を読みますから、みんなは本文を

読みましょう。

（題名と作者名だけ範読） （教師が「ヤマノルド＝ヒローベルさ

読みましょう。さん、はい。 く」と読んだ瞬間に教室中で笑いが起

こる）

10：04 （全文を音読）

10：05 はい、今度はじゃあ教科書の方、下

の方ですね。教科書と同じところで

す。下を読みましょう。じゃあ先生

が齢と儲名を謝ます。
（教科書の題名と作者名だけ範読）

さん、はい。 （教科書本文を音読）

10：06 5．はい、じゃあ静かに座りましょ

う。……では、山田先生が作ってき

た上の方のお話「ゆうびんやさんへ

ん」と、教科書のお話、みんなが今

まで勉強してきたお話の、どこが違

うでしょう？　違うところを教えて

＜ださい。見つけられるかな、違う

ところ。 はい。はい。はい。（一斉に挙手）

えっ、どういう風に言えばいいの？

あ～どういう風に言えばいいのか

な。こっちはこうで、こっちはこう

ですという言い方があるよね。 はい。はい。はい。

えっ、このヤマノルド＝ヒローベル・・

10：07 ■　唱　■

@o
じゃあ、K・Mさんどうぞ。

「ゆうびんやさんへん」は、「長いこと

まっていました。四日たって、かたっ

むりくんが、がまくんの家にっく前に

ゆうびんやさんが来ました」ですが、

「お手紙」の方は、「長いことまってい

ました。四日たって、かたっむりくん
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が、がまくんの家にっきました。」です』

すると何が違うの？

着く前にゆうびんやさんが来た。

あっ、そうか。ということは来たの

は誰？

ゆうびんやさん。

10108 教科書の方は？

かたつむりくん。

そこが違うね～。（意見を板書する）

言われた～。

一

まだある。名前が違う。

あと、ありますかね。 まだある。まだある。はい。はい。

はい、S・Mさん。 なんであたしじゃないんだろ～。

もう、うるさい。

（S・M）ええっとね。ヤマノルド＝

ヒローベル。作者が違う。

10：09 （意見を板書する）

ヤマノルド＝ヒローベルは私のこと

です。まだありますか？　どんどん なんでかからなかったんだろ～。

行きましょう。T・Sさん。

「ゆうびんへん」はお友だちが出てる

けど、教科書の方は出てない。

お友だちって、何した人かな？ （首をかしげる）

まだある！

10110 まだあります？　はいではいきまし

よう。ううんと……、K・Aさん。

「ゆうびんやさんへん」は、「そして、

ほかのお友だちからのお手紙を、がま

くんにわたしました」なんですけど、

教科書のは、「そして、かえるくんから

のお手紙を、がまくんにわたしました」

です。

10：11 お手紙が違うんだなあ。お友だちの

お手紙だ祇（意見を板書する） まだある。まだある。

なんでかからないの～。

はい、じゃあなんでかからないK・

Nさんどうぞ。

でももう言われちゃった。

ああ、言われちゃった。残念でした。

まだある？　じゃあ、1・Nさん。

えっと、ヤマノルド＝ヒローベル作の

方は「ゆうびんやさんへん」と書いて

あるんですけど、アーノルド＝ローベ

ルの方は書いてありません。

あ～、題名が違う。

おもしれ～、間違い探しみたい。

おっ、最後かなあ。はい、S・Kさ

ん。
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『ゆうびんやさんへん］の方は、稼に

つく前に」つてなってるけど、「お手紙1

の普通の方は、「家につきましたj。

1◎：12 あ～、そうだね。着く前に何が起こ あっ、言われた。

ったんだっけ？　あ～、そうだね。

着く前って、かえるくんの手紙が着 着く前に他の人からのお手紙が届い

く前だぴ（意見を板書する） 桓

6．はい、じゃあもうひとつ聞こう

かなあ。みんな今臼はほら、がまく

んのことを考えるんだったよね？

上のお手紙、「ゆうびんやさんへん」

と下のお手紙、教科書の「お手紙1

でがまくんはおんなじなのかなあ？

（一斉に）うん。

えっ、なに？

おんなじでしょ、だって、「お手紙をも

らって、がまくんは、とてもよろこび

ました。」ってあるよ。

違うよ～。

はい、じゃあ皆さんにひとつ聞きた

いことがあります。上のお手紙の物

語と下のお手紙の物語と、一番最後

の文はどうなってますか。

はい。はい。はい．（まばらに挙手）

文がちがう？

全然ちがくないよ。同じ。

10：13 同じだね、これね。どちらの文もこ

う書いてあります。「お手紙をもらっ

て、がまんは、……

（声をそろえて）「とてもよろこびまし

療

た。］

7．そうだね。じゃあみんなに聞き

たいことは、先生が作ったお手紙の

物語と教科書のお手紙の物語とで

は、どっちが……、どっちが……が

まくんの……喜びは……いっぱいで

しょう？

はい。はい。　（一斉に挙手）

頼む～。あてて～。お願い～。

えっ、そんなすぐわかっちゃうの？

ちょっとそれは、読み方が足りない

んじゃないの～。

8．それではまず、紙に書きましょ 発表もするの？

1◎：14 う。（プリントを配る）
かえるくんの方がよろこぶのかな？　　　ぎ

裏と表があるので、表に書いて下さ 「ほかのお友だち」って、がまくんに

’
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い口 まだほかの友だちがいたの？

どっちにも書くの？

まず、名前を書きましょう。名前を 表も裏も？

書いたら先生の方を向いて下さい。

10：正5 おっ、T・Sさん一番。W・Mさん

二番。鉛筆を置いてこっちを向いて

下さい。さああと、もう。おつ、ち

やくちゃくと終わってます。

ええと、みんながちょっと誤解して

ると悪いのでちょっと話したいんだ

けど、山田先生の方の作ったお手紙、

　　　　　　　　　　、uゆうびんやさんへん」の方は、え

えと、かえるくんからのお手紙はま

だ届いていません。そうだよね？ うん。

このあとかえるくんからのお手紙が

届くかどうかわからないんです．お

友だちのお手紙が来た時のがまくん

の気持ちを考えてください。

9．わかりましたか？　わかった？ はい。

はい、ではじゃあどちらのお話のガ

マ君がいっぱい喜んだのでしょう

10：16 か？　まず、マルをつけて、それか

ら、そう考えた理由もここに書きま

しょう。始め～。

（プリント作業を開始する）

理由も書くの？

理由も書いて下さい． （黙々とプリントに集中）

（机間巡視）

10：18 これ、なかなか難しいな。

10：19 2番も書くの？

2番はまだ書きませんよ。1番の終わ

り……、2番はまだ書かないんだよ。

（机間巡視しながら）Aさん、すば

らしいですよ。 1番とかって、最後の行まで書くんで

すか？

そうそうそうそう。

よかったよかった。

解答欄からはみ出してしまった。

じゃあ、あともう1分位ですよ。

2番、まだ書かないんだよね？　表の

2番。

言ったじゃん。

S・Kさん、やる気まんまんですね。

終わり～。1分経ったよ。

10：20 10．はい、では鉛筆置きましょう。

途中の人もそこまでにしておいて。

後は口で言うことにしましょう。で
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はまず、ズバリと、どちらの方がが

まくんは喜びが大きいかを聞きま

す。手を挙げて聞きます。 はい。はい．（一斉に挙手）

では、いきましょう。ヤマノルド＝

ヒローベルの方、っまりrゆうびん

やさんへん」の方ががまくんの喜び

がいっぱいだな～って思う人、手を

挙げて下さい。

は～い。（約3分の2ほどが挙手）

はい、じゃあ逆に、やっぱり教科書

の物語の方ががまくんの喜びがおっ

きいなあって思う人、手を挙げてく

ださい．

は～い。（残りの児童が挙手）

お～。それぞれじゃあ意見を言って

もらいましょうか、理由を言っても

らいましょうかね～。

はい。はい。はい脅はい8

11．では、まず「ゆうびんやさんへ

1◎：21 ん」の方、こっちの方が喜び、おっ

きいよ～っていう人。

はい。はい。

1・Tさん。 あ～。（残念そう）

普段はあまり逢えない人からもらった

方が嬉しいからです。

（意見を板書） はい。はい．

はい。S・Mさん。

「ゆうびんやさんへん」はがまくんが

ほかのお友だちからのお手紙と、あと

かえるくんからのお手紙をもらってい

るからです。

あ～二っ紅あ、ごめん。ひとっだ

け先生にお話させて。さっきもお話

したんだけど、この「がまくんはよ

ろこびました」、この時はまだかえる

くんからのお手紙はもらってないと

きなんですよ。もらってないとき。

っまり、よそのお友だちからもらっ

たときで終わってるんですよ。その くるかわからない。

時だったら、どっちが喜びが大きい

ですか？ （S・M、少し考えてから）

10：22 rゆうびんやさんへん」。

あ～そうですか。理由は？

1・Tさんと同じ。

あ～、1・Tさんと同じね。

はい。はい。

う～ん、S・Sさん。
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PTさんと言い方が違って、同じ意

見なんですけど、『ほかの」友だちから

もらったから、とても喜んだ。

あ～、ほかの友だちの方がいいんで

輪
はい．はい。

なぜだ、

ああ、なぜだ、なぜですか？（意見 教科書も言いたいよ～。

を板書する） 俺ば違う。

違うんですか？　じゃあ、Y・Rさ

んお願いします。

亙O：23 はい。なぜrゆうびんやさんへん」の

方がいいかと言うと、理由は、かえる

くんがお手紙をあげて内容も言ったか

ら、友だちからもらった方が内容もわ

からないから、楽しみに見れるからで

す。

あっ、Y・Rさんと同じ意息

そうだね。うん、でもちょっと違う

ね。中身を知らないからでしょう．

（意見を板書する） あづ、わかった。

教科書も言いたいよ～。教科書も言い

たいよ～。

12．はい、では逆に、教科書軍団い　　　　　　　　　　　　　’

きましょう。

は～い。（違う意見の児童が一斉に挙

手）

10：24 教科書の人たちは、どうしてそちら

の方ががまくんの喜びがいっぱいだ

と思ったんですか～？ はい。はい．

今日まだお声を聞いてない人にいき

ますか．では、M・Mさん。

あたしは教科書のお手紙の方がいいと

思いました。理由は、かえるくんはが

まくんの親友だから、……教科書の手

紙だと思いました。

あっ、もうちょうと詳しく言って。

親友だから一㌔

親友だから……、だと思います。

教科書の方がいい？　f親友だか

ら」、よしわかりました．億見を板

書する） （他の児童が）あ～付け足し。ちょっ

と似てる．とっても似てるけど付け足

し。

とっても似てる？　あっ、じゃあ付

け足しいいですよ。Y・Sさんどう

己

一一 Q6－一



あっ、付け足しじゃないんだけど、と

1◎：25 っても似てるから付け足しとも言え
はい、どうぞ。 る。あの、かえるくんが内容を言った

時、「親愛」って言いましたよね？　で、

r親愛なる……』。 で、大好きな親友っていうことだから，

教科書の方がいいと思います。

どうして大好きな親友……？

……
i沈黙）

ああ、わからないかな。はい、あと

他の教科書紘 はい。はい。

付け足し～。

付け足しですか。じゃあS・Kさん

どうぞ。

僕は、M・Mさんに付け足します。か

えるくんとがまくんは親友で、好きな

人から手紙をもらうと嬉しいと思った

からです。

Io：26 あっ、好きな人から手紙をもらうと

嬉しいから、ですね。

（複数人、挙手）

K・Aさんどうぞ。

え一、今日聞いたよ。なのに、今日か

からない。

（K・A、後ろを向きながら）がまく

んとかえるくんは親友だし、教科書の

4の場面で、がまくんは、『とてもいい

（意見を板書する） お手紙だ。」と言ってたからです。

「とてもいいお手紙だ！」って言って

たからね～。

じゃあ、あと一人、A・Sさん。

私はM・Mさんと似ていまポとても

仲良しな親友とか、毎日のように楽し

く遊んでいる人にもらった方が嬉しい

と思います。

1◎：27 あ～、そっちの方が嬉しい。

13．では、赤鉛筆を持って。

え～、何をするんだろうね～。

はい、友だちの、こっちの方ががま

くんは喜びいっぱいだよ～ってい

う、その理由を聞いてみて、あっ、

やっぱり考えを変えて、ええと何だ

ったかな、え～、別の方にしようっ

ていう人は、赤丸を別の方につけて

ください。変えない人はそのまま、

何も書かなくてもでいいです。

変えないよ。絶対変えない。

変える～。
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変えられない。

どうしよっかな～。

10：28 14．はい、じやあ赤鉛筆も置いて。

では、続いて、じゃあ最後の部分を

今日はみんなでじっくり考えたいと

思います。 それ、なんだろう～。

（今臼の課題を書いた模造紙を黒板

に賭る）

2番は何？
2番はこれから考えるんだよ。　　　　　　　　　　噌

みんなで、今日の課題を読んでみま

しょう。さん、はい。 （一斉に）r最後でがまくんがとてもよ

ろこんだのはどうしてカ㌔」

はい、「がまくんがとてもよろこんだ

のはどうしてか。」です。

15．ええと、もう一回ちょっと手を

挙げて聞いてみようかな。ええと、

ごめんなさい、お手紙「ゆうびんや

さんへん」の方が、がまくんの喜び

はいっぱいだなあと思う人、手を挙

げて下さい。

10：29 はい。はい。（約半分が挙手）

はい、その人はお手紙「ゆうびんや

さんへん」で考えてください。いい いえい。

ですか？

それから、いや、教科書の方の「お

手紙」の物語の方ががまくんの喜び

はいっぱいだなあと思う人、手を挙

げて下さい。

はい。（残りの児童が挙手）

多くなった～。

はい、じゃあその人は、教科書の方

のがまくんのことをよく考えて書き

ましょう。ではその2番のところが、

この課題のみんなの考えを書くとこ

ろです．

1番と同じところをくりぬいて、書く

・一・ H

先生、「しょうこ」って5の場面じゃな

くってもいいんですか？

「しょうこ」は5の場面じゃなくて

もいいですよ。教科書の他の場面で

もいいですよ。

教科書じゃなくっても……？

えっ、この1番の考えをくり抜いても

いいの？
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1◎：3◎ はい、いいですよ～．

「考幻のところは？

16．r考え」のところは、自分の考え

を書きます。『しょうこ」のところは、

教科書の文や、この、今日先生がみ

んに印刷してきたものから抜いて書

いて下さい。では、じゃあr最後で

がまくんがとてもよろこんだのはど

うしてか。」を、みんなで考えて書き

ましょう。始め。

（机閥巡視） （プリント作業）

よっしやあ。

ねえ．『しょうこ」の言葉って最後の行

まで書くの？

rしょうこ」の言葉はちょっと短く

して。 「考え」は最後？　文は？

文は最後まで。

10：31 「しょうこ」って、二つ書いてもいい

の？

ああ、いいですよ。もちろん．二っ

「しょうこ」が見っかったらたいへ

ん素晴らしい。

（机間巡視） （プリント作業）

（机間巡視しながら）いいですね！　　　軌

10：33 5の部分だけ？　終わりの部分だけ？

「しょうこjの言葉は。

「しょうこ」の言葉は教科書の全部、

「お手織の全部からだよ。

よっしやあ。

終わった。

10：34 先生、「しょうこ」って、一番最後の行

まで書かないといけないんですか？

「しょうこ」って、はみ出してもいい

んですか。はみ出しちゃった！

では、じゃあ今書いてる文が終わる

ところで○にして下さい。

rしょうこ」つて、二っ書いていいん

ですか？

「しょうこ」、三つも書いちゃった。

すごい！

10136 17．はい、では鉛筆を置きましょう。 これ、はみ出さないと書けない。

はい、では今度は二人組で、がまく

ん役と、それから、かえるくんでは

なくって、ごめんごめん、質問者役

の人になって、がまくんがとても喜

んだのはどうしてかを、お互いに聞

き合ってみましょう。その時に注意
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が必要です。僕は「ゆうびんやさん

へん」のがまくんになりますとか、

僕は教科書のがまくんになりますっ

てことを最初に隣の人に言ってか

ら、それを言ってから…… どっちも同じ。

あ～、どっちも同じだったらいいで

すね。それを言ってからやりましょ

う。わかりましたか～。できますか

～。質問ありますか？　S・Sさん

は、……いいなあ。じゃあいきまし

よう。二人組で、お互い…：’・、あっ、

引き続き質問がある人はしてもいい

ですから輪始めましょう。どうぞ。

（机間巡視） （隣同士、がまくん役と質問者役に分

担して、がまくんが喜んだ理由を言い

合う）

10：38 終わった人は、姿勢よく。姿勢よく。

よ～し。さあみんなの目が集まって

きた。

目が集まってきた。聞く聞くビーム。

18．あっ、聞く聞くビームの人。お

お、いいですねえ。はい、ではじゃ

あ、みんなが代表の人に来てもらっ

て、がまくんになってもらおうと思

います。で、ええっとそうだなあ、 はい。はい。

あともう時間がちょっとしかないか

10：39 ら、今日は、じゃあ……教科書のが

まくんの人。教科書のがまくんの人、 はい。はい。

いらっしゃいませ～。 よっしやあ。

はい。はい。

W・Mさ～ん。

MMかえるだ。

みなさん、引き続き質問がある人は、

手を挙げて質問して下さい。いいで

すカ㌔ （W・M、教卓の前へ）

見ないでやりますよ、見ないでね。

じゃあ、W・Mがまくんに聞きます。

（笑いが起こる）

ね～これ、「しょうこ」も言うの？

「しょうこ」は言わなくてもいいで

すよ。

W・Mがまくんに聞きます。最後で

W・Mがまくんがと一っても喜んだ

のはなぜですカー？　（マイクを向け

るしぐさ） 言われるかも。

（W・M）親友のかえるくんからお手

紙をもらったからです。

10：40 引き続き質問がある人はいますか
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～？ はい。はい。

あ～、ありますか。

では、う～んと、Y・Mさん．そこ

で言ってください。立って。

親友のかえるくんからお手紙をもらう

と、どうして嘉ぶんですか？

ああ、親友のかえるくんかももらう

と、どうして喜ぶのかな？（マイク

を向げるしぐさ） 言われてしまった。

（W・M）とっても仲良しの親友の子

からもらうと私も嬉しいので、がまく

んもそうだと患います。

いいですか。あっ、はい．では引き

続き質問がある人。

はい、はい。お願い。

じゃあ、お願いされました。K・N

さん。はいどうぞ』 （笑い）

躍：41 どうして中身を知ってても、親友から

きた方が、えっと、いいんですか？　え

っと；親友じゃなくても友だちなら、

知らない方が、なんていうか、楽しみ

で喜びが大きいと僕は思います。

そっか、教科書の方の物語は、がま

くんは、がまくんは、お手紙の中身

を知ってるんだよ紅それなのにど

うしてがまくんは嬉しいんですか？

（マイクを向けるしぐさ）

（W・M）……（沈黙）

ちょっと待って．他のがまがえるく

ん、それを言える人いる？　答えら

れる人いますか？

ちょっと持って。

考えてみる？　ちょっと考えてみよ

う。どうして中身を知っているのに

●　●　■●■　升 （w・M），……（沈黙）

あ～僕もやりたいよう。

10：42 W・Mさんも考えてるんだから、み

んなも考えてみよう。

あ～、たぶんW・Mさんはそう考えた

ん怠わかった。

お前はW・Mさんか！

だからわかったって。

19．W・Mさん答えられそう？　ち

よっと考えてみる？　ああ、じゃあ

ちょっと考えてみてください。じゃ

あ今の問題はとても大事なので、も

う一回聞いてみようかな。みなさん （W・M、席に戻る）
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の中で、答えが分かった人、考えが

わかった人。どうして中身を知って

いるのにかえるくんは、ごめん、が

まくんは、喜びがいっぱいなのか。

じゃあK・Nさんは質問者だから、

後で、一番最後に聞きましょうね。

じゃあY・Sさんどうぞ。じゃあY・

Sがえる。

（タオルを巻いている発表者を見て）

はちまきがまくんだよ。

あ～、はちまきがまくん、はちまき　　　　　　　　　　　㌔

がまくんに聞きます。「どうして喜ん

だんですか］の答えで、その後、「ど

うして中身を知っているのに喜ぶん

ですか？」（マイクを向けるしぐさ）

i◎143 （Y・S）大好きな親友だから。

大好きな親友だからですか．ほかに

ありますか～？

はい。（何人も挙手）発表したい。

W・Mさんわかりますか。では後で

聞きます抵じゃあ、K・Aさんど

うそ。はい、どうして中身を知って

いるのに、がまくんはとても喜んだ

のでしょうか？　はい。（マイクを向

けるしぐさ） あっ、わかった。

（K・A）がまくんは、お手紙を初め

てもらうからです。

ほかにありますか？　あっ、W・M

さん同じだったんですね。

では最後です。M・Sさんどうぞ。

M・Sがまさん、M・Sがまさんは

どうして中身を知っているのにお手

紙をもらって嬉しかったんですか？

はい．（マイクを向けるしぐさ）

10：44 （後方を向きながら）私はY・Sさん

に付け足します。親友の人からお手紙

をもらったかちです。

なるほど。

はい。　　　　　　　〉

あっ、では最後に、K・Nさん最後

ね。あなた自分で質問したんだもん

ね。では、質問した人がもう一回自

分で考え直して言います。どう在

どうしてW・Mさんは、ええと、そう

うん。うん。（相づちをうっ） 考えたかと言うと、お手紙の中身を見

たときに、がまがえるくんへ「ぼくは、

きみがぼくの親友であることを、うれ

しく思っています。」つていう場所で、
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だからその言葉を聞いてとても今まで

の中で一番嬉しかったから、中身を知

っててもそっちの方が嬉しいと考えた

10：45 んだと思います。

20．はい、ええと、今日は教科書の

お手紙をやったんだけど、じゃあ明 発表したかった～。

日、続きは、山田先生が作った方も

同じように考えてみましょう。

最後に今日のこのプリントの一番最

後の5番だけ書いて終わりにしたい

と思いま～す。

5番だけなの？裏～？　3、4は？
裏だけです。 3、4は明日だって。

今日の匡語の勉強で一番賢くなった

なあと思うのは、何をしていた時で

すか？　どのようにして賢くなりま

したか？　もし、時間がある人は二

番も書いて下さい．

二番って何？

一番賢くの次の二番目に賢くのこと

1◎146 を書いてください。まあでも時簡が

ないから一番だけでもいいですよ。 最後まで書くの？

まあ、時間が来たら終わりにします。

（先生方、ありがとうございまし
た。）

10：47 皆さんも、あと2分たったら終わり

にします。

え～、全然書いてない。

あ～、もう思いつかないよ、

へ～A最後まで書いた！？ 難しい。

一番しか書いてない。

一番を書けば十分だよ。 書け鬼終わった！

10：48 はい、では今書いている文が最後ま

でいったらマルをつけてこれで終了

です。

よし！では、じゃあ後ろから今日

のプリントを集めて終わり～。 今欝の勉強楽しかった～。

今口の勉強いっぱい手挙げられた。

よかったねえ。先生も楽しかった。

よく頑張ったね～．
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回　根岸恵美教諭の授業（小3）を手がかljに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分祈考察者　常木　匡E繋

1　授業の概要

公開授業H時：平成16年6月1H（水）2校時19時05分～10時50分
学校・学年・組：新潟大学教育人間科学部附属新潟小学投3年2組　児童数甜名

指　　導　　者：根岸恵美教諭

　単元・題材名1たのしさいっぱい！西大畑公園（総合・虹の輪、全30時闇本時第8時）

主な学習課題
　　①1年生が西大畑公園で遊んでいるVTRを見て、気づいたことをプyントに書き発表す

　　る。

　　②1年生へのインタビュ・一の内容を確かめる。

　　③fアドバイスカー一”　F’iにアドバイスとその理虫を書く。

　　④指導者のアドバイスについて、質問や意見を述べる。

　　⑤1年生に教えてあげたいことをグループで話し合う。

il　分析の対象とした授業記録

　（別紙）

皿　授業の分bi考察

1　学び合い成立の要件

口）共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集題（学綴）であること

　1単位時閲の授業の観察に過ぎないが、一斉学習でも班学習でも・和気藷・々としSC雰逮気が

漂い、仲間と共に問題解決に当たろうとする意欲態度が伺われた学習集蓮である・

（2）学習課題が明確であること、難易度が適切であること

　学習課題は明確である。難易度も適切である。

しかレ学習課題の提示の時期が不適切なものがあった・学習指導2「1雑鏑大嬢繊

で遊んでいるVTRを見せる」（授業記録参照、以禰様）での主な学W課蜜寧縫毒運文

畑公園で遊んでいるVTRを見て、気づいたことをプリントに書き発表する」、学習繋導き霞

年生にr醒西大畑公園でどんなことをしたいか』をインタビー硫縫鰭鍵§匡檀
主な学習課題「②1年生へのインタビューの内容を確かめる」の2っの学習轟纏で羨ミ｝。

　この2つの学習課題の提示の時期が不適切であるとする理康は・∨TRを慧せ芝鐵こ嚢薫童

提乱ていることである。見終わってから課題を提示した齢・課戴こ鑑磯纏Lて遷塾

った学習者は答えられないことがあるからである。課題に即もてもう一墓慧擢董ま慕慧嘉ミき蟄㍉

場合が生じるからである。①の課題では、「これから1年生が選毒でいる撞筆を叢幸土ぎ「ぎ建糞

見せます。自分たちの遊びと違うところはどこかに注意してみてく慧さ㌔＼慧養穀彗文き・慧

表してもらいます」、②の課題では、r1年生にインタビューL主ぜデまをji董ま竜・ミ聾嚢璽ぐ

ンタビューにどのように答えていたかよく猟いててください・慧藁ミi巨彗塾ミきぎ轟裏きミこ藝嚢で
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いたか聞きますよ」と、課題を視聴させる前に提示することである．

　なお、この学習課題の提示の時期については、①の課題の場合は、学習指導計画の段階では、

事前に提示することが計画されていた。「発問『1年生がこの前、西大畑公園で遊んでいるビデ

オを見せてもらいました。これからみんなに見てもらいます。みなさんのビデオとどんなこと

が違っているか教えてください』」と計画されていた。計画通り実施されなかったということで

ある。こうした計画と異なったことが行われることはよくあることである。

（3）自学がなされ各人解を持っていること

　学習者各人が解を持って学習活動に取り組んだのは、主な学習課題「①1年生が西大畑公園

で遊んでいるVTRを見て、気づいたことをプリントに書き発表する」、「⑤1年生に教えてあ

げたいことをグルー・・一一プで話し合うjの学習活動である。主な学習課題「②1年生へのインタビ

ューの内容を確かめる」、「④指導者のアドバイスについて、質問や意見を述べる」では、学習

課題の提示後直ちに（即時的に）解を出させている。「③『アドバイスカード』にアドバイスと

その理由を書く」は、「⑤1年生に教えてあげたいことをグループで話し合うjの学習活動に用

意された自学である。

　学習課題「①1年生が西大畑公園で遊んでいるVTRを見て、気づいたことをプリントに書

き発表する」での学習活動の発言の文字記録を見ると、文の骨格、主述が整っていることが鮮

明である。自学がきちんとなされていたからであるe

　学習活動「⑤1年生に教えてあげたいことをグループで話し合う」の学習記録が2つある。

A班では、順次教えてあげたいことを発表しているが、個々人の発表内容が明確ではない。そ

の原因については、「1．学び合いにおいて必要とされる話すこと聞くことの能力」の「（1）

解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことできる」で論究する。B班のそれは、「アドバイ

スカード」に書いたことをかなり忠実に伝えている。

　主な学習課題「②1年生へのインタビューの内容を確かめる」は、聞き取ったことを反復す

るだけであるから自学による解を必要としない。「④指導者のアドバイスについて、質問や意見

を述べる」は、自学があってもよい課題である。ただし、主な学習課題「③『アドバイスか一

ド』にアドバイスとその理由を書く」で、自分のアドバイスを書いているので・質問や意見は

作りやすくなっている。

（4）学び合いの進め方が分かっていること

　主な学習課題の活動、学び合いの進め方は、「①1年生が西大畑公園で遊んでいるVTRを見

て、気づいたことをプリントに書き発表する。②1年生へのインタビューの内容を確かめる。

③「アドバイスカード」にアドバイスとその理由を書く。④指導者のアドバイスにっいて、質

問や意見を述べるjは、指導者の司会進行により進められている。「⑤1年生に教えてあげたい

ことをグループで話し合う」では、「名簿の早い順から発表する」という指示で・そのとおり進

められている。特に司会は決めていないようである。アドバイスを順番に紹介するところまで

は順調に進んでいるが、その後は明確でなかったようである。時間切れでその後の活動が最後

まで展開しなかったので、はっきりしない。

（5）一人ひとりの解の吟味検討が保障されること
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　主な学習課題「①1年生が西大畑公園で遊んでいるVTRを見て、気づいたことをプリント

に書き発表する」では泊学がなされている．しかし、その自学を他の頗1こ報告紹介できた

のは、挙手で指名された9人だけである。後の31人は、自分の自学を他の成員に報告紹介す

る機会はなかった。9人の報告紹介を聞いて、自分の自学の吟昧検討を行った学習者はいたで

あろう。しかし、r自分は…　ことを思ったよJと他の成員に報告紹介し・何らかの反応を得

ることはできなかった。

　主な学習課題「⑤1年生に教えてあげたいことをグループで話し合う」では・自分の解（ア

ドバイスとその理由）を紹介するところまで行われている。自学の報告紹介までは行われた。

しかし、アドバイスが適切なものなのかどうかの吟味検討はなされていない。この班学習の目

的は、上述のそのアドバイスが適切なものなのかどうか（1年生に西大畑公園のよさが伝わる

か、西大畑公園の自慢を教えているか）の吟味検討へて、自分のアドバイスに付け加え（修正）

をすることにあったので、初期の目的は達成できなかった。時間切れと班学習の進め方が原因

である。

（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　主な学習課題の活動「①1年生が西大畑公園で遊んでいるVTRを見て・気づいたことをプ

リントに書き発表する。②1年生へのインタビューの内容を確かめる・③「アドバイスカードユ

にアドバイスとその理由を書く。④指導者のアドバイスについて・質問や意見を述べる」は・

指導者の司会進行により進められている。この活動の中で・最も指導者のイニシアチブが必要

とされる学習活動は、「④指導者のアドバイスについて・質問や意見を述べる」である。その展

開過程の授業記録を見ると、まず質問を出させ、その後意見を求めており・学び合いの展開は

整然としている。

（7）適度な相槌、口挿みであること

　この観点は、根岸教諭の授業分析の過程で気づいた新たな観点である。

　授業記録の「備考欄」に書いておいたことであるが・VTRの視聴中・指導者の発言中・他

の児童の発言中に、発声したり口を挿さんだりすることが多い・視聴中や他の人が発言中は声

を出したり口を挿んだりしないことが原則である。

　しかし、適度な相槌や口を挿むことは、対話や話し合いを生き生きと展開させる働きをする・

　たとえば、次のような事例である。

　「学習指導1．3年生が西大畑公園で遊んでいるVTRを見せる」で、

　　はい、では、え・一・・一と、今日の虹の輪は、西大畑公園にいきま…

　　　　せん！（全員で声を合わせて）

　　　　す！す1す！す！（児童の何人かが）

　　こんな状態でいけるわけがない。
　　で、それで、え一と、行かないんだけれど、今まで行ってきたことを色々…ビデオ｛こ撮っ

　　たので…
　　　　え一！ホントですか？ウソォー！わかんなかった、イェィ！イェィ！

　　観てちょ一だい。
　　その代わりにね…え一っと、そこでnv・らない・偲がしかったので注意を力睦ている・）



　　　その代わりね、先生のビデオの撮り方が悪かったのかもしれない。声が入らない。

　　　　　先生すごいね。え一。なんだよ一。静かに！

　　指導者の話し方が、学習者を引き込む話し方になっている。例えば、上述の場面では、「はい、

　では、え一と、今日の虹の輪は、西大畑公園にいきま・・’jとfま1で間を取り「せん11

や「す！す！す！す！」の発言を、「2、1年生が西大畑公園で遊んでいるVTRを見せる1で

は、「今日は、別の人も西大畑公園にいたので、その人たちのビデオも観てもらいます。それは

ね…　　」と「ね」で間を取り学習者の反応「1年生だよ1N小学校！幼稚園。　N小学校」を

引き出し、続けて、「そう、N小も居たねえ。え一っと、登場するのは、この学校の…1年生！

　しかも、担任の先生は、N先生です」のところでは、　rN中央幼稚園。　N中央幼稚園！1年生！

　1年生。え一。（拍手が起きる。N先生のほうを向く）」というように、発声や行動を起させて

いる。こうしたやり取りによリビデオ視聴への期待感を高めている。

　また、学習者間では、例えば、B班の学習場面では以下のようなやり取りがあって、話し合

いのムードを高めている。

　　B－3　頭大畑公園は広いから、遊具だけじゃなくて、もっと広い範囲で遊んだらいいと

　　　思います。なぜならみんなが遊具で遊ぶとけが人がでるからです。

　　ははは、何それ一へへ。けが人がでるからですだって。

　以上のような事例では、他者の発言中に、発声したり口を挿さんだりすることが、学習者の

活動への期待感や、話し合いのムードを高める働きをしている。

　しかし、他者の発言中に、発声したり口を挿さんだりすることが好ましくない場合もある。

　例えば、「教師が考えたアドバイスを提示し、質問や意見を言わせる」のところで、次のよう

なやり取りがある。

　　はい、じゃあKさん教えてください。

　　　　Kさん：はい、あの一、桜を、桜の花びらを、前へ、いっぱい集めて一、川のところ

　　　　に…

　　　　他の学習者：流していた人いたよ一。

　　　　Kさん：落ちていたチューリップ、や、と一緒に流してみたんですけど、結構きれい

　　　　でした。

　ここでの、他の学習者の口挿みは不要である。

　A班の学習場面では、次のような事例が見られる。

　　A－2．う一んと、遊具のほかに、きっ…

　　A－3．いまアドバイス。

　　A－4．アドバイスだよ？

　　A－2．うん、だからアドバイスのとこだよb

　　A－4．あっそうなの？

　　A－2．だから、木で遊んだbできるし、まあ、池でえ一、オタマジャクシや、アメンボ

　　　を捕まえることもお、できる。

　A－2の発言途中に、A－3、A－4、A－4が口を挿んでいるeA－－2が、声を詰まらせ

たため、手助けのつもりで口を挿んだのであろうか。この場面は、A－2の発言の続行を待つ

とよいのであろう。

　根岸実践では、学習者の不要な相槌や口挿みがやや多い。しかし、一見騒々しいようである
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が、きわめて刈バリのある授業闘でtまあった．このような授業展開は・酬教細有の展

開の仕方である．もし、VTR視聴中も他者の発許も声をlllしてはいけないとした6，授業

の様相は大きく異なったものとなろう．この要件の纈盒は適麟切な相槌と・‡称を・とい

うことになる。

2　学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことができる

　ここでは、この能力を最も必要とされる主な学習活動の「①1年生が西大畑公園で遊んでい

るVTRを見て、気づいたことをプリントに書き発表する」と「⑤1年生に教えてあげたいこ

とをグループで話し合う」を取り上げ分析考察する・

　主な学習課題の「①1年生が西大畑公園で遊んでいるVTRを見て、気づいたことをプリン

トに書き発表する」の発表では、「解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことできる」こと

が具現している。
　この授業が行われた学校では、学習スキルを設定し、その習得習熟に全校体制で取り組んで

いる。この活動では、「話すスキル『自分の考えを整理して話す』を使って・理由を付けながら

1年生の西大畑公園の考え方を予想し、それを理由にあげて話す」ということが計画されてい

た。こうした指導体制、学習指導計画があること、及び先にも指摘した自学による解を個々の

学習者が持っていたことも影響して、解を明確に話す能力を発揮している。

　主な学習活動の「⑤1年生に教えてあげたいことをグループで話し合う」は・お互いのアド

バイスを紹介しあい、友達のアドバイスを聞いて・自分のアドバイスに付け加えることがあれ

ば付け加えることを目的とした学習活動である。

A班の活動の実際は、講に見られるように不明確である・実際の要となる発言を以下に引

く．合わせて、「アドバイスカードiに書し・てあったものをいを付して示す・記述の前半は

「みなさんにアドバイスしたいことla」が、後半は「なぜなら」幡かれている・引用は原文

どおり．／は改行の印であるe醜の囲み書きは後から書き加えているものである・※印を付

し分析考察を行う。

A－、．　b．．．一んとねの一んと、もっといろんなところで遊べるようにとか゜°’いろんなところ

で遊べるし、木だったら木登りできるし漂っぱで船を作って・川で浮かべて遊べるようにな

ります。

（．もっといろんな所であそべるよ．木とカ・川とか・／・木だったら木のぼりカミできるよ・／’

はっぱでふねを作って川にうかべてあそべる／こんなに広い西大舩園を｛吏わないで・1かし

ょだけにかたまってあそんでいるから、／・自然を使っていないから・）

※アドバイス炉ドをほぼ机の上に乗せる状態で・カードを見ながら乱ている・アドバイス

カ＿ドには、・年生に語りかける文体で書かれている・韻に自分のアドバイスを伝えるため

には文体と言趨を変える必要がある．たとえば次のようにである・「私のアドバイスは・Sっと

いろんなところで遊べるということです．木勤ができること漂っぱで船を作って川こ浮か

べて遊べること、です1．伝える相手・目的に応じて文｛本と話型を繊することができなかった

ため、明確さを欠く話になった。
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A－2．だから、木で遊んだりできるし、まあ、池でえ一、オタマジャクシや、アメンボを捕

まえることもお、できる。

（・ゆうぐのほかに、木であそんだりできること。／・池で、オタマジャクシや、アメンボを、

っかまえることができること。／一年生は、ゆうぐしかあそべる所を見つけていないと思うか

ら、ほかの所を教えてあげたいe＞

※アドバイスカードを班員に見せながら話している。読んではいない。この学習者の場合は、

話型を整えて話すことができていないため、明確さを欠く話になった。

A－3．えっとお一、えっと、内緒の場所とかで…。

A－3．みんなが知らない場所とかで、その、少ない人と一緒に遊んだりすることもできるん

　だけど、後は言われちゃったりして、あんまりない。

（1年生の人に、もうちょっとしぜんで、あそんでもたのしんだこと、おしえてあげたいこと

　と、西大畑公園には、人が、あんまりみないところもあるから、そうゆうところで、ないし

　ょのごっこを（3字読み敢れず）、たのしいよとか、木の登りもたのしいし、森みたいなとこ

　ろで、どうぶっごっこをしてもいいし、みんなで、所場を、きめて、おにごっこをしても、

　たのしいし、Alで、はっぱをうかばせてもいいかえるをつかまえてもたのしいよ、とおしえ

　たいです。／西大畑公園には、いろんな、あそびが、たくさんあるのに、ゆうぐだけであそ

　ぶのはもったいないから。）

※この学習者も、アドバイスカードを班員に見せながら話している。読んではいない。アドバ

　イスを箇条書きではなく、1文の中にいくつものことを書きこんでいる。このことが話に影

　響して明確さを欠くことになった。

A－4．ゆっくり遊べる、木で遊べる、坂道で遊べる、猫の寝床がある、オブジェがある、さ

　くらがきれい、かえるがいる、おわり。

（木であそべる。／坂道であそべる。／ねこのねどこがある。／オブジェがある。さくらがき

　れい。／かえるがいる。／西大畑公園はじまんがいろいろあるから。）

※アドバイスカードに書いたことを読み上げている。話型が整えられていない。教えてあげた

いことが、一つ一つ投げ出されている。

次にB班の活動の実際を分析考察する。

8班の活動の実纏は．記録に見られるように明確である。しかし4人とも「アドバイスカー

憩に書いてあることを読み上げている。

B－1，西大畑公園は、とっても広いのに、遊具も、遊具もあって…（聞き取れず）木のとこ

ろ在行ったりしますaなぜなら一、なぜならv・一一、西大畑公園はとっても一面白いところもたく

さんあるのに一遊具ばっかり遊んでいるから。

〈酋大麹公園は、とても広いのに、ゆうぐばっかりあそんでいないで、木の所へ行ったりして、

たくさんあそぶこと。／西大畑公園は、とてもおもしろい所がたくさんあるのに、ゆうぐばっ

かりであそんでいるからです。〕

※話璽がやや整っていないが、かなり明確な話しぶり（読みぶり）であるeアドバイスとその
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理由を分けて話したせいか溺いている糟者からすかさず、rお一・言ってる鰍がわかる」

の発言が出た。

B＿2．私のは一、西大畑公園は広いので、遊ぶなら遊具だけじゃなくて・全体を使って遊ん

だらいいと思います。遊具以外にも楽しいことはたくさんあるので・それを見つ｝ナられたらい

いと思います。なぜなら一、西大畑公園は広いので一、遊びもたくさんあると思います。

（．西大畑公園は広いので、あそぶなら、ゆうぐだけじゃなくて・ぜんたいをっカ’って・あそ

んだらいいと思います。／・ゆうぐいがいにも、たのしいことはたくさんあるので・それをみ

っけられたらいいと思います。／西大畑公園は広いので、あそびもたくさんあると思います・）

※この学習者は、「アドバイスカード」に書いたことをそのまま述べて（読んで）いる。「アド

バイスカ＿ド」の記述は、箇条書きであり、文の構造が整っていることから・それを読みあげ

た話（読み）は明確である。

B＿3．西大畑公園は広いから遊具だ1ナじやなくて、もっと広い鯛で遊んだらL’いと思い

ます。なぜならみんなが遊具で遊ぶとけが人がでるからです。

（西大舩園は広いから、ゆうぐだ｝ナじゃなくて、もっと広いはんいであそんだらいいと思い

ます。／みんながゆうぐであそぶとけが人がでるからです・）

※この学習者も、「アドバイスカード」に書いたことをそのまま述べて（読んで）いる・「アド

バイスカ＿ド」の記述は、文の構造が整っていることから・それを読みあげた言乱（読み）も

明確である。

B－4．西大畑公園は一、まだ一年生ぜんぜん自慢知らないから一・それを教えてあげて・一

年生が西大畑公園に行った時に、さら｝こ自慢を見つけてもらって・きてもらいた1・　Nと思います・

なぜなら一まだ一西大舩園には酷がたっくさん・まだたくさんあるじゃん・だから一・

他にも自慢言舌…（聞き取れず）それを見てもらって・それで・縦てもらって一・ほんとにあ

ったらそこに行って調べて…もらいたいからです。遊具、遊具だけじゃなくて、

（西大舩園のじまんを蹴てあげて＝年生力洒大畑姻に行ったときさらにじまんをみつ

けてもらってたくさん西大畑のひみつをさカSしてもらいたい／まだまだ西大舩園のひみつが

かくされているからです／ほか1こもひみつがあったらそこ一いってしらべてきたいからです・）

※「アドバイスカード」に書かれていることがやや嚇さを欠いているため・それを基にした

話し（読み）もやや不明確なものなっている。

以上、A班、　B班のこの問題についての総括的な考察を行う。

この轄活動の場合、解（額とその理由・ER拠）を離に話すことができるための要f牛が

2つある．一つは、アドバイスカードに書く文章糊確であることである・たとえば・箇条書

きで書く、・文の長さを短くすることである・もう一つの要件は・言謹を齢させることであ

る。たとえば「私がアドバイスした1・・Nことは・・一一ということと一一’とN・　Nうことです・な

ぜならば．・・だからですユというよう｛こ型描えさせることで・解を話す話の内容は明確に

なるe
A班、B班を対照させてみると、A班とB班のアドバイスカードに記載の蝉に大きな差異
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はない・しかし・話の内容に大きな差異が出た。A班ではアドバイスを班員に伝える型を欠い

たため明確さを欠いた。B班では、アドバイスカードに書いたことをそのまま話す（読む）こ

とで、書いてあったことが明確であれば、話も言文一致で明確なものになった。しかし、話す

のではなく読んでいるので問題がある。また、A班同様型を欠くため、いまひとつ、目的にあ

った話型となっていない。

　指導者は・指導に当たって、学習スキル「話すスキル『自分の考えを整理して話す』を使っ

て、理由を付けながら話す。意見を聞いている子どもは、聞くスキル『自分の考えと比べなが

ら聞く』を使い・（中略）聞く」をあげていたが、これに「目的にあった型を使って話す。」を

付け加えるとよい。また、「アドバイスカード」に書いたことは1年生に向けての文章である。

それを班員に伝える際にはその目的にあった話型に変換する必要があるe変換して話すことに

なるから、1、2度の練習過程が必要であった。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

授業の実際では、全員に届く音量で話していた。

　（3）蔚の発言につなげて話すことができる

　このことを意識した話の仕方が身についている。たとえば、主な学習課題の「①1年生が西

大畑公園で遊んでいるVTRを見て、気づいたことをプリントに書き発表する」では以下の下

線部に、前の発言につなげて話すことができることが表れている。

　はい・1年生は3年生と違ってえ～、えっとお、木に登ったり、…しなくって、遊具で遊ん

でばかりいました。

　同じです。

　付け足し1

　はい！はい！

　はい！うん・え一っと・遊基一」L年生は遊具
がすきなんだと思います。

付け足します一。

　はい、1さんとSさんに付け足します　1年生は、遊具が好きなので、広場にいる生き物は

静かでいいなと思いました。

　驚かしてたんだよ。

　ばっさばっさ。

　はい。1年生は、3年生と違って西大畑公園の自慢をいっぱい見っけていないと思いました。

　はい。1年生は自慢を見つけていないので、私たちが見つけた自慢を教えてあげたいと思い

ました。

　なんかあ、そ　より　　　にe一ことなんだけど・　1年生は楽しそうだった。

同じです。

　はい。う一んと、1年生は声が大きいんだなって思いました。
（爆笑。）

同じです。

付け足します。
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　1年生は狭いところで遊び、広いところはあんまり使ってないと思います，、

　付け足しなんだけど、友達と仲良く遊んで…遊具とかで友達と仲良く遊んでてよかったと思

いました。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができるe聞く人は話す人に

　　体を向け視線を向けて聞くことができる

　黒板に向かっての着席型態のため、このことはほとんどできない。全体での学習活動で、指

導者から、rK・Kさん、後ろ向いて話してください」「じゃN・Yさんどうぞ。みんなの方向

いてお願いします」という指導があった。この両者は最前列に着席の学習者である。これでも

最前列の他の学習者とは正対できない。前から2列目の学習者が後ろを向いて話した場合では、

横の学習者と正対できないことはもとより、最前列の学習者は後ろ向きで発言を聞くことにな

る。

　班学習ではどうか。

　A班では、2人の学習者が「アドバイスカードJを班員に見せながら話していた。すばらし

いことである。読み上げるのであれぼ」アドバイスカード」を廻し読みすればよいことである。

　B班では、rアドバイスカード」に書いてあることを読んでいたので、終始カードに向かって

話して（読んで）いた。

（5）話し合いを論理的に進めることができる

　全体での話し合いでは、指導者の司会進行で進められている。指導者の指示、学習課題の提

示は論理的である。

　4人班の班学習では、名簿の早い人から順番に話すこと、という指示で、そのとおりに行っ

ていた。しかし、A班では、アドバイスのみで理由を述べていない。　B班では、アドバイスを

紹介しあった後、質問する活動に移ったが、時間が来て途中で終わった。

　班学習で論理的に話し合いを進めさせるための学習指導に問題がある。どのように班学習を

進めるのかの指導が必要である。班活動に入らせる際の指導活動は、「はい、それでね、じゃあ

ね、これから、私みたいにお友達からアドバイスをもらってください。それで、いいアドバイ

スをもらって、これをじゃあ付け加えようっていうのがあったら、後で加えてください。では、

班ごとに机を合わせて、え一と名簿の…（聞き取れず）座ってじゃあ始めてください」という

ものである。最初に何をするのか、それが終わったら次に何をするのか・が明確ではない。ア

ドバイスにアドバイスを、ということは理解されていない。B班がアドバスの紹介の後、質開

活動に移ったのは、その前の「④指導者のアドバイスについて、質問や意見を述べる。」の学習

活動が影響しているのであろう。

　全体での学習と違って、指導者の手を離れての班学習では論理的な学習の進め方を理解させ

たうえで学習に入らせないと、論理的な話し合いの展開は期し難い・

IV　分析考察に基づく教育課程と教育方法の構想

1．学び合い成立の要件

（1）共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

　この観点についての分析考察で言及したように、大変和気藷々とした学級である。児童同士、
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猪導者と児童との人間関係もよいようである。ビデオの視聴中や指導者、児童の発言や発言中

に爆笑が起きたり・旺盛な発言が見られたりして、共に学び共に成長しようという意欲態度を

もっ集団（学級）である・意図的計画的な学級経営の賜物であろう。こうした学級の雰囲気は

学び合いが成立する基盤である。

（2）学習課題が明確であること、難易度が適切であること

　学習課題が明確であること、難易度が適切であることは、自学にとっても学び合い（共学）

にとっても不可欠なことである。学習課題が明確であることにより、何を話せばよいのか、何

を話し合えぱよいのかが分かる。これがあいまいであっては、明確かっ論理的な話、話し合い

はできない・佐藤佐敏教諭の「故郷」の授業を手がかりにしての研究で提案したように、明確

さや難易度の適切さを判断する一つの方法は、指導者自らがその学習課題に取り組んでみるこ

とであるe自分で実際にやってみれば明確さも難易度も判断できる。

（3）自学がなされ各人解を持っていること

　学習課題の提示、即、解答させるケースもないではない。しかし、かなり頭を働かせなけれ

ばならない学習課題については、まず、自学で取り組ませ、一通りの解を持たせてから学び合

いに取り組ませることが原則である。

（4）学び合いの進め方が分かっていること

　学習者に学習活動を委ねる班学習をさせる場合、最初に何をやりそれが終わったら次に何を

やるのか・そして終わったら何をするのかを含め、班学習の進め方をきめ細かに指導し理解さ

せた上で学習に入らせることが不可欠である。

（5）一人ひとりの解の吟味検討が保障されること

　学習課題に取り組ませた以上、各人の自学による解を学級の成員に紹介する機会を設けるこ

とは当然のことである。相互に吟味検討する活動を組織すれば更によいことである。学級の成

員が多ければ・あるいは時間に余裕がなければ、ペアか少人数の学習者グループの中で行わせ

る。

　自学をさせたからには、自学の吟味検討を、少なくともペアで行わせる。吟味検討がなされ

た上で・自学を全体の場に出させることで、全体の場での解の吟味検討の質が高まる可能性は

高くなるe

（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

このことも当然な指導である。そのために指導者がいるのである。

（7）適度な相槌、ロ挿みであること

　他者が話しているときには、口を挿まないことが原則である。しかし、まったく声を出して

はいけないと禁止することはできない。適度さは具体的な事例でしか示すことができないが、

適切に声を出せるような指導が期待される。齋藤孝は「相槌もまた、近年急速に衰えてきたコ

ミュニケーションの技だ。」1）と言っている。根岸教諭の話し方は、見方を変えれば、学習者
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に上手な相槌の打ち方を教えている。

2，学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことできる

　必要に応じてであるが、解をどのように報告説明するかの型を教え練習をさせる。解は解で

あって、それを伝える型と練習が必要であるからである。それがないと、せっかくの解が相手

に伝わらないことが生じるからである。型とは、分析考察のところで述べたことであるが、「私

のアドバイスは、…　　ということと、…　　ということです。なぜならば、…　　だからです」

とか「僕が1年生に教えてあげたいことは3つあります。…　　ということと、…　　というこ

とと、…　　ということです。なぜなら、1年生は、…　　だからです。」のような話型をいう。

練習とは、解をこの話型にはめ込んで、1、2回ぶっぶっ声に出して練習をさせることである。

こうした手順を踏ませることで、解が明確に伝わると共に、解（答えとその理由・根拠）を明

確に話すことのできる力の育成に寄与する。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　小学校1年生にも要求している能力である。話し手から一番遠い聞き手に、十分聞こえるか

確かめさせることで、どのくらいの音量で話せばよいか、感覚的に理解させればよい。高梨敬

一郎氏が「声は、誰かに届けるために出すもの、目的的に出すものであることを意識させれば

いいのです」2）と述べている。ただ大きな声を出せばよいというものではない。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　つなげて話す能力を育成するには、前の発言につなげて発言することを明示する「っなぎ言

葉」を冒頭に置かせるとよい。いくっか事例を挙げる。

　口　もう一度話してもらうことを要請している発言

　　・廊下が騒がしくて聞き取れませんでした。もう一度話してください。

　？　発言内容に質問している発言

　　・話の中に、「ボケモンごっこ」という言葉がありましたね。それはどういう遊びですか。

　　　教えてください。

　←　前の発言に同意した発言

　　・今の○○さんの意見に賛成です。私もOOさんと同じ理由でAということを教えてあげ

　　　たいと思います。

　　・今のOOさんの意見に賛成です。しかし、理由が少し違います。理由はCだからです。

　→　前の発言に反論した発言

　　・今のOOさんの意見Aに反対です。なぜかというと、・・㌔

　　・今のOOさんの意見Aに反対です。もしAならば、…　　㌔

　1　前の発言と関連しない発言

　　・ちょっと今までの話とは違うことですが、最初に言えばよかったのですが…　　と思い

　　　ました。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人に

　　体を向け視線を向けて聞くことができる
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視線を交わすことのできる着席形態、活動形態を取ることである。

（5）話し合いを論理的に進めることができる

　何をどのような順序で話し合いを進めるのか、題材や話し合いの目的に応じた話し合いの進

め方を理解させてから取り組ませることである．

注

1）齋藤孝『コミュニケーシヨンカ』、岩波新書、92頁、2004年。

．2）高梨敬一郎『これが本当の朗読だ』大阪書籍、2005年、11～12頁参照。
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実践者からの見解

根岸　恵美

O　なるほど確かに、と思ったこと

①学習内容にかかわって
学習活動2で、VTR視聴後に提示した課題の問題点を指摘されていた。この指摘は・授業

を受ける子どもの立場から考えて大変適切なものである。教師が、VTRをいきなり見せた意

図は、「何かが違っている」という意識をもたせずに、視聴しながら「何かが違う」と感じさせ

ることが大切であるということであった。しかし、何も意識できず、VTRを見る子どもがい

ることは十分に考えられた。実際の場面でも、途中まで何も意識せず見ていた子どもがいたe

途中で、数人の子どもが「（僕たちと違って）遊具で遊んでいる」という声を挙げたことで、ほ

とんどの子どもが違いを意識して視聴することができた。しかし、これは、教師が意図したこ

とではない。課題提示の大きな問題点であるということを教えいただいた。

②話すこと・聞くことの能力の育成にかかわって

　今まで、自分の授業で、子どもがどのように話すこと・闘くことの能力を身に付けているの

かを分析することがなかった。そのため、今までの経験から、「このような場にこのような話し

方ができるとよいのではないか」という予想を立てて、それを子どもに指導してきたbしかし・

実際何が子どもに効いていたのかは不明であった。今回・学び合いに必要な要件をまとめてい

ただいたことにより、自分が子どもに話し合いをさせる際に・何を大切にして指導してきたの

かを示していただいた。これは、教師にとって大変ありがたい分析である・この要件を基に授

業を構想していくことで、子どもの力による学び合いの授業ができるのではないかと思う・

O　もっとこういうことを分析考察して欲しかった、と思ったこと

　今回グループ学習で上手く話し合いが進められずにいた事実が報告されていた。3年生の初

期の子どもにとって、グループ学習での話し合いは・考えを深めるまでできないのが当然であ

ると、授業者は考えていた。しかし、3年生の終わりには・お互いの考えが深められるような

グループでの話し合いができるようになってほしいと願っている。

では、どのように話し合いが進められることがよいのか。今回の分析で採り上げられていたB

班のように、ただカー一ドを読み合う型から・カードに書いたことを手掛かりに・お互いの考え

を納得がいくまで聞き合うような話し合いができるようになるまで高めていきたい。そのよう

な学び合いのできる学級にしていくために、何が不足しているのか（課題の内容・話し合いの

型、学習スキルなど）が分かれば、次への指導に役立てることができた。次なるステップにつ

ながる改善の方策をまとめて示していただけると参考になる分析となる・
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別紙　分析の対象とした授業記録

　　　　　　　　　　　　　　根岸恵美教諭の授業記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録作成者：樺沢美奈子・相澤将貴

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修　正者：常木正則

　　公開授業日時：平成16年6月1日（水）2校時10時05分から～10時50分
　　学校・学年・組：新潟大学教育人間科学部附属i聯」・学校3年2組児童数40名

　　指　導　者：根岸恵美教諭
　　単元・題材名：たのしさいっぱい！西大畑公園（総合・虹の輪、全30時間本時第8時）

　　主な学習課題：

　　　①1年生が西大畑公園で遊んでいるVTRを見て、気づいたことをプリントに書き発表する。

　　　②1年生へのインタビ三一の内容を確かめる。

　　　③「アドバイスカード」にアドバイスとその理由を書く。

　　　④指導者のアドバイスについて、質問や意見を述べる。

　　　⑤1年生に教えてあげたいことをグループで話し合う。

公開授業時第8時
時刻 学習指導 学習活勤 備考
10：06 1．3年生が西大畑公園で遊んで

いるVTRを見せる。

はい、では、え一と、今日の虹の

輪は、西大畑公園にいきま… せん！（全員で声を合わせて） 指導者の発言途
す！す！す！す！（児童の何人かが） 中に、学習者が発

こんな状態でいけるわけがない。 言を重ねてくる
で、それで、え一と、行かないん ことが目立っ。

だけれど、今まで行ってきたこと

を色々…　ビデオに撮ったの

で…

え一！ホントですか？ウソォー！わ
観てちょ一だい。 かんなかった、イェイ！イェイ！

その代わりにね…え一っと、そ

こで口いらない。（騒がしかった

ので注意を加えている。）その代

わりね、先生のビデオの撮り方が

悪かったのかもしれない。声が入 先生すごいね。え一。なんだよ一。静
らない。 かに！

10：09 あ一。俺たちだ。やっぱり。おれだ。

ぼくだ。ぼくだ。ぼくだ。誰かだ。

Y…。Yだ。　Kちゃん。あ一Kちゃ

ん。あ一おれ。おれたち写されるわけ VTRを観ながら、
ないじゃん。あ一いた。キャハハ。い 学習者が多く話
た。いた。あ一！いたよ、いたよ。S、 す。

S、S、おれたち写されないよ。おれ

いない．

すげ一、何こ机誰か、いじめてる！

一番最初に出てきた。あ一俺たちだ！

S…。いかだ作り？わあすごい。本
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物だ。チョ・一小さい。きゃはは！

（全員大爆笑）

スーツだスーツ1らいが、スーツだ、

らいが、スーツだスーツがごろごろ

してんのかなあ？

（爆笑）

運動会前に、ほら、練習してたね， あ一あ。きゃははは！逃げた犬だ。

あ一はええ一。あ一はええ一。え一一ぼ 学習者の声に混

くもう足痛くって…。わ一いた。え じり、指導者の発

・一竄ﾎい。なんで2回も映ってるのお。 言が聞き取れず。

え一やだあ。僕まだ映ってな一い。し VTRを観ながら、

ようご君たちまだ映ってないよ！え 説明をしている。

一やだ。なんで。お一い！え一もう終

わり？え一。

それで、う一んと、ぜ一んぶはね、

先生も一生懸命撮って回ったん

だけれども、おさえられなかった

ので、それで、う一んと、ここに、

え一っとお一、みんなが、やって 写真集だね。

たときの、う一んと、ここにあが

っているもののね、写真をね、え

一っと、出しておきました。

あそこにSさん映ってるよ。

あそこだけですか。わかりまし
た。

あ、はい、あそこだけです。

あれ、何ですか？

え一あれえ、秘密基地。

そうだね、秘密基地に隠れてる

の。誰にも見つからない。

そうだよ。だから誰にも見つからない

んだよ。

はい、それでね…。

忍者ハットリ君！ロックマンしりと

り。えっ、そうじゃないんだよ、俺、

先生呼んだんだよ、一回。

2．1年生が西大畑公園で遊んで

いるVTRを見せる。

今日は、別の人も西大畑公園にい

たので、その人たちのビデオも観

てもらいます。それはね…

1年生だよ！N小1幼稚園。N小。

そう、N小も居たねえ。え一っと、 指導者の発言途

登場するのは、この学校の…1 N中央幼稚園。N中央幼稚園！1年 中に、学習者が発

年生！しかも、担任の先生は、N 生！1年生。 言を重ねてくる。

先生です。 え一。（拍手が起きる。N先生のほう

を向く。）
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誰？

では、はい、え一っとね、N先生 え一、1年1組1
はね、ビデオでねちょうどね、

みなさんと同じ西大畑公園に遊 西大畑公園好きです。

びに行ったときの事をね、え一っ

と、撮ってくれたので、そのビデ

オをちょっと観てもらいます。

10：12 うわ一。ママチャリビームだ抱ママ VTRに映ってい
チャリビームだ。これで乗ったら結構 るのは1年生とい

すごいよ祇そうだよ祇タイヤブラ うこともあり、前
ンコ乗ったことない。おれ足ひねっ のVTRに比べ発
た。あっ、いた。いたあ一。くそ一だ 言が少ない。

れもいない。なんかシーンとしてる。

誰ひとりもいない。先生の趣味じゃな

い？変な趣叱先生にこんな趣味があ

ったん蔦声がすごいんだけど。やっ

ばり、ゆうきたち。やっと終った。

3．VTRを見て気づいたことを
書かせる。

10114 観てね何か…　思ったことあ

る？

「はい！」といいながら挙手をする。

じゃあねえ一っと、鉛筆すぐ用

意1

「はい、どうぞ！」といいながら ありがとう。

プリントを配る。 書いていいですか？

はい、え一っと、もうね中野さん

が書き始めてますけど、まずね、

名前をしっかり書いてくださ一

い。そしてえ、今のビデオを見て

思ったことを書きま竜時間をち

よっと、決めさせてくだ一い。15 」．　　」

ｦえ一。

分までに、あの時計で…15分ま え一あと1分？

で。はいじゃあ始めてください。 あと1分くらい。

箇条書きでいいですか？

2分くらいあるよ。

1年生？1年生の？1年生のお一？

1年生観て思ったこと。

え一っとTさんが返しに来る部

分が長くなるので、もう1分伸ば

します。

Kさんの鉛筆もう少し長いほう

がいいよ。

（机間指導）

10116 書き終わった人鉛筆をしまって
ください。（挙手している児童に対

して）下ろしてください。
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書く時間が短いので、全部書きこ

もう。

あと1分ですう一。

早いね、よし、しまっているね。

よしっ。

（鉛筆をしまっている班を見て｝

はい、じやあ今書いている文に丸

をつけて、え一っと終わらせてく

ださい。鉛筆をしまいます。

はい、2班さん、全員終わりまし

た払はい。9班さんも全員終わ
りました。

4．書いたものを発表させる。

10：19 はい、それではね、え一っと、今、

ビデオを見てえ、思ったことがい

っぱいあるみたいでね、ちょっと

の時間でしたけど、たくさん書い

てくれました。どんなことを思い

ましたか、教えてください。

は一い！ 児童の多数が挙

T．Mさん。 手をする。

はい、1年生は3年生と違ってえ～、

（板書する） えっとお、木に登ったり、…唱しなく ←発言で、「木に

って、遊具で遊んでばかりいました。 登ったりはして
同じです。 いなかった」と言

付け足し！ いたかったのに、

はい！はい1 言い間違えてし

まったため、訂正

しようとしてい
る。（…部）

付け足しの人、先にしよかっ

な…H・Sさん。
はい！うん、え一っと、遊具ばっかり

って言うところに付け足しなんだけ

ど、1年生は遊具がすきなんだと思い

ます。

大好きみたいだね6

付け足します一。

はい、K・Wさん。
はい、MさんとSさんに付け足しま

す。1年生は、遊具が好きなので、広

場にいる生き物は静かでいいなと思

いました。

鳩がいたよね、みんなのときなん

甑鳩が逃｝掴ってたもんね。

驚かしてたんだよ。

ばっさばっさ。
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じゃあね、えっとお一、他の事…

他の事思ったよって人。

H・Yさん。

はい。1年生は、3年生と違って西大

畑公園の自慢をいっぱい見つけてい

ないと思いました。

長いね。（板書しながら）

K・Rさん。

はい．1年生は自慢を見つけていない

ので、私たちが見っけた自慢を教えて

あげたいと思いました。

あ一、教えてあげたいと思った。

A・Mさん。

なんかあ、それよりも最初に言うこと

なんだけどお、1年生は楽しそうだっ

た。

同じです。

あ一楽しそうでいいなって思っ

たんだね。

K・Kさん。Kさん、後ろ向いて

いってください。

はい。う一んと、1年生は声が大きい

んだなって思いました。

（爆笑，）

ははは』あれはね、ちょっとね、 同じです』

あたしのビデオの撮り方が悪か

っただけでね、みんなも元気でし

たよ。

付け足します。

じゃあ、S・Yさん。

1年生は狭いところで遊び、広いとこ

ろはあんまり使ってないと思います。

あ一広いところは、あんまり使っ

てなかったね。

はい、じゃあ、K・Tさんいこう

カ㌔

付け足しなんだけど、友達と仲良く遊

んで…遊具とかで友達と仲良く遊ん
でてよかったと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　ま

みんなで仲良く遊んでていいな

あ一と思ったのお一。

はい、手を下ろして。

5．1年生に「今度西大畑公園で

どんなことをしたいか」をインタ

ビューした結果を知らせる。

10：19 はい、じゃちょっと座って、す

いません、皆さんからね、いろい
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ろ一年生のことをね、こうだな一

と思ったのを書いてもらったん

ですけれど、さて、ここにね、見

っけていないっていうのあった

でしょ。実はね、N先生に聞いた

ら、一年生は西大畑公園こないだ

初めていったそうです。 」え一！？

だからか一．

でね、え一と、またね、西大畑公

園に行ったら、行きたいかな一っ

ていうのをちょっと聞いてきた

んです。そのじゃあちょっとお話

も…（聞き取れず） 見るんじやない。

」え一ユ 三年生も付いていきたい。

10：20 一年生にえ一インタビューしま

した。優しい先生がインタビュー

しました（ビデオの準備〉 どこ？

だれ一？

N先生でしょ。

どこ一？だれ一？

N先生。

だれ一だれ一だれがインタビューし

たの？

N先生行ってないんだからわかんな

いじやん。

行ったんだよ．

そうだよ行ったよ。

だって、自習のとき…

（ビデオが流れる）

（ビデオに対して笑いが起きる）

10：21 今、一年生なんて言ってました

か。（手を挙げる動作） （口々に〉遊具で遊びたい。

ボケモン。

（みんな）はい！

そういうこといったよね。え一、

K・Nさん。
はい、ボケモンごっこしたいと言って

いました。

（笑い毒遮きる。）

ボケモンごっこって何ですカ㌔ はい1ボケモンごっこはね。

｛口々に説明する。）

一人が…臥公になって．

〈板書する） ううん、違う違う。

はい！｛挙手する〕
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あ、ごっこは平仮名。 電車ごっことか。

電車ごっこのごっこ。

ごっこ。

手が痛い。

はい、お待たせいたしました。 はい1（挙手する。）

K・Naさん。 はい、んと一滑り台で遊びたいと言っ

ていましたら

あ一、滑り台で遊びたい． はい！（挙手する）

〈板書する〉 付け足します。

はい。

付け足します．拍々に）

待ってください．

はい、T・Kさん． はい、Kさんに付け足しです三んと一

滑り台で遊びたいって言って、二人

で、んと一、そうだよね一とか言って

いました。

そうだよね一。って… はい！

いました。…いGさん。 はい、何か観察したいと言っていまし

た。

お、観察したい、いいねえ。

〈板書する〉 はい！

付け足します。

〉付け足しま一す。

はい。

付け足します．

はい！はい！

まだ…（聞き取れず）。

A・Aさ一ん。

はい。生き物を観察したいと言ってい

ました。

はい！（挙手する。）

あ一、ね、生き物を観察したい… 付け足し。

最後ね一。H・Yさん。 はい、遊具で遊びたいと言っていまし

批
同じで一す。

倣書する〉 同じで一丸

付け足しま一す。

もうだめだよ．

違います。

Hさんで終わりだよ．
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』

付け足し。

だめだよ。

Hさんで終わりだよ。

終り祇でさ、これ全部合わせて

一年生は西大畑公園にまた行っ

て何したいって？ （一斉に）遊びたい．

遊んで観察した坑

書いたりしたい、

〈板書する）

ねえ。 勉強とか遊びたい。

遊んで観察したい。

観察して勉強したいです一って

言ってた？ は一い。

・・ ﾏ察したって勉強じゃん。

遊んで観察b

遊びながら観察する。

そっか、遊びながら観察ね一。 遊び観氣
〈板書する〉

灘
遊び半分で。

遊び半．

遊び半分勉強半分．

遊び半分勉強半分、誰かとおんな

じ。 は一い。遊び半分誰かというと先生で

す。

は一い。

おれじゃないよ。

6．1年生今のワンポイントアド

バイスを書かせる。

さあ、こんな一年生 見たことない。

10124 言いたいことある人？ は一い。（挙手する〉

何？

あります。

は一い。

どういう意味？

ある！一年生に言うこと。

…たいし、遊びたいし。言いたい 一年生だから、特に。

ことある人？

一年生にこんなこと言ってあげ

たいなあと、思うことあります はい！

か。 は一い。（挙手する）

手を下ろしなさい。もう一遍聞く

ね。じゃ一年生のもう一遍考える
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よ。一年生は一、遊具ぱっかりで

けていま一せん。ここまでいい

抵それは、そうだった概それ うるさい、うるさい、うるさい。

一
から、

いろいろしたいことをもってい

て、み一んなもっといっぱい遊び

たい人一？って言うたら？ 《一斉に）は一い。

じゃあそんな一年生に、、 掛ける言篤

あなた達が掛けてあげる言葉は

ありますか。 （一斉に）はい！

1α25 じゃ鉛筆用意してください。
あ一。

アドバイス。

西大畑公園…

ワンポイントアドバンス。

アドバイス。

素晴らしいでオね。ワンポイント アドバイス。

アドバイスですよ。 アドバンス。

アドバイスカード、

アドバンスカー㍍

言ってあげたいこと。これをねア アドバンスカード、

ドバイスといいま玄それで・・

こういうアドバイスを一年生に

してあげたいな一と思うことを

書きます。で掲でこれを一年生に

言ってあげたくなっちゃったの

かその理由もちゃんと書いてく

ださ疑では、配られた人すぐに

名葭書いてくださ廷

綾一ドを養寵〉 はいどうそ急〈紙を後ろに籔して〉

慧いどうぞ。 ありがとう。

董まいどうぞ」

はいどうぞc 捻いどう在

今麓iまね、ちょっとね蒔欝かかる ｛書き始紗る。き

と璽う．嚢韓でいい警 時弱かける．

全然ないなあ呑全然ないなあ立

モっか一ないか㌦ 六葺一鍵ぱ．

書いて夢んです熟

｛まいで1ま一年生｛ここんなことを

義えてあげたい、アドバイスもて
あげてください。　　　　　　一 先生書いていい誇亨
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はいどうぞ． 箇条書きでいいですか。

はいどうぞ。

〈机間指導〉 一言ですか。

先生西大畑公園の自慢を教えること

ってアドバイスになりますか。

〈一人の児童に指導〉 せんせ一。

ワンポイントアドバイスなんだ。

せんせ一。

アドバイスぱ

アドバイス。

今度行ったときこうしてほしいって

いうのでいいんですか。

〈発言した児童の方へ行く） ね、先生アドバイスじゃなくて、

うん。 あの一、西大畑公園の自慢を教えたい

ってことにした…

うんいいよ。 ワンポイントアドバイス。

アドバイス．

アドバイスって言うんじゃない。

アドバイス…

あ、ごめん。時間言うの忘れたね。

え一とね、今書き始めた人たちが

いるので、三分。 （驚いて）へえ一。

（机聞指導〉 えへん。（咳）

せんせr。

はい。 書けなくなったちゃった

お一、Yさんこれ…（聞き取れず）

いいですから、理由をしっかり書

いてください。ちょっとでっかす

ぎた。

（机間指導〉

ん？

さああと一分、どんなんです？理

由を書いていない人は理由を書

いてください。

はい、じゃ終わった人また鉛筆を

置いてしまいます。また今度しば

らく鉛筆使いませんよ。

10133 さ、時間になりました今書いて

いる分、またはね理由を書いて

いない人は理由を書いて鉛筆し
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まいましょう。 先生…（闘き取れず）

あそう．ここ書いて…（簾き取れ
ず）

全員が終わっているところは二

班、まだだね。七班終わりました

ね。六班終わりました祇いっぱ

い書いてる人いるね。九班さんも

まだ。六、七、八。五、六、七、

八。四、五、六、七、八。三、四、

五、六、七、八。はい、一、二ま

でいきました。はい、では、え一

ここに、あるのは、私が、考えた 言いたいこと。

古古● 自慢。

言いたいことです。一年生に言っ

てあげたいことです。見てもらっ

ていいですか皆さん。 （一斉に）はい！

やだ。

【笑って〉やだ。 」兄一。

7．教師が考えたアドバイスを提

示し、質問や意見を言わせる。

え一私の自慢を、自慢じゃなくて ㌔え」一。

私のえ一と言いたいことを聞い 見えません。

てみてください。

（口々に）見えませ一ん。

まだ見せてません。 いちねんちえいの皆ちゃんへ。

川で葉っぱを浮かべると。

川で葉っぱを…

へ一一
@　〇
（一斉に机をたたきながら）へ一。

19、20、30…
そういえばそう醜

はい、今ね、だいぶ、え一と一1

00へえぐらいならしてくれた
人もいたけど。 　㌔wスニー。

でもさ一。

そういわれると…

そう、今ね、先生もね、ぜひね、

みんなにねこれを見て読んで、先

生一年生に、

川に入っちゃうんじゃないの。

そうだよ、だって三年生おぼれたじゃ

ん。

10136 じやそういう、私のアドバイスカ
、

一ドに、ん一と質問や意見がある

人言ってください。
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〈教師の例示〉 ㈹人かが）はい．

私がアドバイスしたいことは、 意見は絶酎ない．

r川で葉っぱを浮かべることが

できる』ということです。

なぜなら、1年生は遊具でしか遊

んでいなくて、川には誰もいなか

ったからです。

そう。

先生のいいから輪

反対は絶対ない。

反対は絶対ない。

うん。

うん。でもね一、川じゃなくてもでき

るよ。

そうだよ、川じゃなくてもできるよ．

だってみんな川って…

じゃ、S・Mさん。

はい。え一と、一年生では、葉っばを

浮かべる、あ、川に葉っぱを浮かべる

ことはわかると思います。

から一。

から一、それを、

教えても？

してどうするんですか。

あ一、質問ですか、私に。んと一、

こうやってぽとっと落とすと、わ

一と流れていくじやないですか。

あ、それで競争する。

いや、ぽとっと落として、

はい！

え一、それをただ落としてわ一っ

と流そうと思ったんです。いいで

すかそれで。

はいウ

よっしゃもうきた。

他に質問意見ありますか㎞ 質問、はい。

質問。

質問。

質問でした？
か

質潤です．

じゃ、H・Kさんどうぞ。　Kさん。

　　　　　wﾍい、あの一、川に葉っぱを浮かぺる

っていうのは、普通の葉うぱだと、う

一んと、水が流れてくるから、沈んじ

やうんじやない。

沈まないよ。

沈んでも浮かぶ。
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でも木だったら大丈丸

バシヤーン。

木って葉っぱ一

えと一、S・Mさんなんだったら

大丈夫なの、

木だったら。

だって木だっで・・

だから、

でも葉っぱでもできるよ。

木でもできるよ。

句

葉っぱじゃなくて木を…

はいじゃSさんに今お話聞きま

す。Sさんどうぞ。

葉っぱじゃなくて木だったら、絶対に

浮かぶと思います．

え一とそれ、それあなたやったん 浮かぶことはできるけど…（聞き取れ

ですか． ず）

やっていません。

やってないですカ㌔

は一い、やりました。

はい！

やったことある人？

あ、いかだ作りの人たちやってたよ。

先生あの、桜ならやったことある。

はい、じゃあK・Yさん教えてく

ださい．

はい、あの一、桜を、桜の花びらを、

前へ、いっぱい集めて一、川のところ

に…

流してた人いたよ一。

落ちてたチューリップ、

や、

と一緒に流してみたんですけど、結構

きれいでした。

あ、葉っぱなら大丈夫、葉っぱじ

やなくてお花なら大丈夫だった。

〈板書する〉 はい。

付け足し。

付け足しです。

質問でれ

付け足し硫
付け足しあるよ。

葉っぱより、

花
拡
葉っば

先生賛成
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花，

花のうた。

はい。

質問です。

Kさんありがと。そういうのね、

わかるとね先生もね、じゃ葉っ

ぱ、あの一お花でじゃ紹介しま
す。 え、でもその文て葉っぱでいいです

か。

先生は、うん、葉っぱで書いた。

葉っぱなら質間です。

はい。

はい、じゃN・Yさんどうぞ。

はい。

みんなの方向いてお願いします。

あその葉、その葉っぱって、落ちてる

葉っぱですか、れとも取った葉っぱで

すか。

お一、こわい。

蕎ちてる葉っぱでしょ。

一年生にブチって取るの教える

のは悪いと思うので、落ちてる葉

っぱです．

ありがとうございます。

でもぼく…（蘭き取れず）

葉つばに質問．

質簡ですか。はいH・Sさん。

はい、んと一、葉っぱって種類、種類

で言うと、その葉っぱの、あの一、

繊そ、種類によって浮かぶ、浮かぶのが
変わってくる．

ん？

種類によって浮かぶのが・・

待って、待って、Sさん何だっ

て？
○○さんが言ってるみたいに、種類に一

よって葉っぱは浮かぶか浮かない浮

越まないっていうことです。

を私に聞いてるんですカ㌔

そう。

私もよくわからない。Sさん、　S

さんどうですか．

どういう葉っぱなんですか．いや剖え

ば一。

繊葉…
浮かぶ葉っぱ』

浮かぶ葉っぱってどういう葉っぱな
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んですか。

知ってる人一いますカ㌔

はい。

はい、じゃSさん教えて．

なんかね、よく幼稚園のとき、か、自

分たちで川作ってやったんだけど、細

長い葉っぱとか、

うん。

いうん、あの、あと微妙にちょっと小

さめの葉っぱが、普通の葉っぱじゃな

くて、小さめの葉っぱとか、長めの、

あの一長い葉っぱがよく、

まだあります。

細くて小さければいいんですか。

はい。

ありがと。

〈板書する〉 はい、まだあります。

はい、言いたいことです6

そうするとすぐ浮かぶ。

まだあります．

ちょっと付け足し。バシッと．

そういうこと言わないでよ。

まあいっか。

え一とね、実はね、先生もあんま

りよく知らなかったけど書いち

やったからちょっと自信がなか

ったけど、これ一教えてもらうと

ありがたいです。

はい。（拳手して）

聞きたいことがあります。

意見ある人います貼
意見。

はい。

K・Tさん。
はい。んと、ただ葉っぱを浮かべるだ

けだとちょっと地味なので、んと一、

花びらと葉っぱを、

を一

んと一、なんか、きれいな、きれいな

形に、んと、んと、その花びらできれ

いな形を作ると、花火みたいになる。

あ、葉っぱの形を、き、あの花び

らをきれいに飾ってから流せば

いい．いいかな。

ありがとう。

付け足し。

は一い。
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付け足し。

地味だって言われたな。 （笑う〉

地味だ、

賛成意鬼

賛成意見

付け足しで一す。

はい。

H・Kさん付け足しどうぞ．

はい。

Kさんに付け足しなんだけど、ほんと

に、ただ、葉っぱを流すだけじゃ地味

だから、

（笑う。）

なんか、その葉っぱに、

はい。

自然で作れるものをなんか、作ったら

いい。

作って、それを流せぽいい。いい

抵
付け足します．

付け足しがいっぱいいるね。M・

Sさんどうぞ。

はい。その一、Kさんの何かを作った

りすればいいって言ってたけど、なん

か、学校から持ってきた葉っぱとか、

西大畑公園から、なんか落ちてた葉っ

ぱだったら、なんかペンを持ってきて

書いたりとかしてみたり、すれば、な

んかもっと派手になると思います。

同じです。

葉っぱの舟にすればいいんです

か。 同じです。

あ、いいねいいね。

（板書する〉 葉っぱ舟。

あの笹舟とかあるよね。

付け足します6

じゃあK・Yさん。 はい．Mさんに付け足しなんですけ

ど、葉っぱをセロハンテープなんかで

組み合わせて、そこに絵を描けばもっ

といいと思います．

そっか。もう一つ、じゃ座ってく

ださい。葉っぱに今舟を作るって

いうのがいっぱい出てきたんだ

けれど、Gさん、さっきさ先生さ

ちょっとショックだったんだけ

ど、な一んだ流すだけかって言わ

一・・
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れたけれど、あなたはどうすれば

いいと思う。 う一ん。

先生それがとってもショックだ あわかった。

った。

舟をf剛まいいってことかな、そ たぶんも

っかそっカ㌔ （何人か）たぶん。

たぶん？

1・Kさんは？1さんはなに？ど

うそ三　　　　　　　　　・ 水より軽い物なら何でも浮かぶと思

いま丸

中に空気が入ってる物なら。

そうですね、そういうものもあり

ますねb 風船でいい。

発砲スチロールとか。

T・Mさん。 州に落ちるんじゃないですか。三年生

でも落ちる人がいるのに。

そうです。そプ耽
（板書する〉 それ言いたかった。

どぼ一ん…

ねえ、一年生だもん抱三年生で

も一人落ちましたね。 （騒がしくなる。）

え一と、一辛生だからなおさら気

をっけてあげて教えないとだめ
だね。 そうだよ。

10145 さあ、それでね、んと一、先生ま

だ叙ちょっとねお舟を浮かべ
るその葉っぱのだけで、一年生、

わ一r。遊んだな一って思ってくれ

るかがちょっと心配なんだけど、

いいアイディアある人います
：

か？

はい！

は一い。

H・Yさん。

はい。えと一、なんか、なんか、なん
｝

　　　　　　　　　　　　　　　、ｩ葉っぱ、みんなが作ってそれでみん

i なが作った葉っぱをなんかレースさ
†

せる、たらいいと思います。
「 そっか。

き

一一一’一上r一一、卜rH

一飯欝溺　　　　　　　　　一L 衡人鋤同じです。
’
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レースいいねえ。

はい。

はい。

はい、N・Yさんで終わりです。

はいどうぞ、

葉っぱを、葉っぱの舟を作って、その

中にビービー弾とかビー玉を入れて、

それで落ちるかどうかっておも、やっ

たらどうかやったら面白いと思いま
す．

はい。

でもおっちゃったら、バチャーンと．

じや、

落ちたら最悪じゃん。
工

10：41 前を向いてください。え一っと

ね、みんなからとってもいいアド

バイスもらったんです、私のアド

バイスカードにはねこれだけ。そ

れで一、今紅よく考えてみたら

一、遊びたい一って言っている一一

　　　　　　　　　　　　牟N生に、先生地味だからこうした

ほうがいいよって教えてもらっ

たことと、西大畑公園の自慢知ら

ないから、先生、葉っぱのねこう

いうところ、使うといいよ。花び

らだったらよく浮かんだんだよ

ってことを教えてあげることを

付け加えると、私のねアドバイス

カードはねとってもよくなった

と思いまれζれだったらr年生

きっとね、わかうてくれるだろう

な一と思うので、先生はいいアド

バイスカードができました、みん

なのはどうですか。

すごい…

今のでいいです坑

髄
はい。

はい。

あ一いやいや』

もうバッチグー？バッチグー？

〈何入かが）バッチグー。

バッチグーの人？

は一い。

もうちょっと改良しなきゃいけ

ないなrっていう人？

は一い。

8．自分のアドバスで、1年生に
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も西大畑公園のよさが分かって

もらえるか、グループで話し合わ

せる。

はい、それでね、じやあね、これ

から、私みたいにお友達からアド

バイスをもらってください。それ

で、いいアドバイスをもらって、

これをじゃあ付け加えようって

いうのがあったら、後で加えてく

ださい。では、班ごとに机を合わ

せて、え一と名簿の…（聞き取れ

ず）座ってじゃあ始めてくださ

い。

（机を合わせ始める）

A班の記録

記録作喘：　相澤　将貴

時刻 学習指導 学習活動 備考
10：48 01年生に教えてあげたいことをグループで話し

合う。

A－1．う一んとね、う一んと、もっといろんなと グループ

ころで遊べるようにとか…いろんなところで遊 全員の意

べるし、木だったら木登りできるし、葉っぱで船 見を言い

を作って、川で浮かべて遊べるようになります三 合ってい

A－3．じゃあ、あたし最初でいい？言われたらい る。

やだからさ。

A－4．えっ、ほっちゃんだよ、ほっちゃん。

A－3．わかったあ～。

A－2．う一んと、遊具のほかに、きっ…

A－3．いまアドバイス。

A－4．アドバイスだよ？

A－2．うん、だからアドバイスのとこだよ。

‘

A－4．あっそうなの？

A－2．だから、木で遊んだりできるし、まあ、池

でえ一、オタマジャクシや、アメンボを捕まえる

こともお、できる。

A－3．どこまで言えばいいかなあ。

A－2．全部言えばいいじゃん。

A－3．えっとお一、えっと、内緒の場所とかで…。

　　　　」`－2．えっ？

A－3．みんなが知らない場所とかで、その、少な

い人と一緒に遊んだりすることもできるんだけ

ど、後は言われちゃったりして、あんまりない。

10：50 先生方どうもありがとう

一一
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ございました。いった

んここまでになりま
す．

A－1．じゃあ、次ほっちゃん言って…． ←A－1
A－4．ゆっくり遊べる、木で遊べる、挺道で遊べ さんは次

る、猫の寝床がある、オブジェがある、さくらぶ に言う嬢

きれい、かえるがいる、おわり． 番の人を

A－1．じゃ、ほっちゃん行け！ A－2さ
A－2．なんでえ一？ んだと擬

A－1．あっそっか。もう言わない。 違いして

A－2．いけばいいじゃん。 いる。（本

A－3．fなぜならj言えばいいじゃん．「なぜなら』 当はA一

A－1．あっ、そうだ抵なぜなら、こんなに広い 4さんの

西大畑公園を使わないで一簸所だけに薗まって遊 番。）

んでいるから。と、自然をあんまり使ってないか

ら。

A－4．もう一回あげると…．

A－2．いけよ、別にいいよ、言っても．

ら…。

A－3．ねえ、あたし先に言ってもいい？ A一桑さ

A－3．藝大纈公懸に1まいろんな遊びがたくさんあ んぱ）発言

るのに、遊具だ持で遊ぶの｝まも憤たいないから． 誌か脳せ

A－2．えっと、1年生捻遊具しか遊⇒るところを藁 るまう若

っけていない…見っけていないかもLれ桑いか A－一舞さ

らあ、纏のところもお、まあ教えてあげ発い。 ん轟澆言

A－4．やっぱりね。 する．

A－2、終わっちゃった。

A－3．終っちゃった。

A－4．はい、ちょっとは繋、ないんね亨

A－1．ないよね，

A一慧．質欝．

A－3、醜
A－2．鑑
A一慧．賛撰と言われてもねえぴ義え呑

A－3．ん、じやあ擾議、本で｛畢〆て違ぶ燈？

A一違．え、えらいもん額選慧．

A一醤．ねえ、載戻していい摯

A一違．もう終っちゃr誌？

A一遼、そうみたい．

A－3．もう裏Lて輪・毒・釦だよね。

A－1．もう裏していがみたい。
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巳班の記録

記録作成者1　樺沢　美奈子

時刻 学習指導 学習活動 備考
10：48 01年生に教えてあげたいことをグループで話し

合う。

班ごとに活動。以下はそのうちの一グループ。

先生、名簿の早い順から一？

もうやっていいの？

はい…（蘭き取れず）
＼

何で早い順なの一。

ちょっと…（聞き取れず）

B－1．西大畑公園は、とっても広いのに、遊具も、

遊具もあって…（聞き取れず）木のところへ行った

りします。

なぜなら。なぜなら…ぱいいじゃん。

なぜなら一、なぜなら一、西大畑公園はとっても一

面白いところもたくさんあるのに一遊具ぱっかり遊

んでいるから。

お一、言ってる意味がわかる。

二つあってもいいの？

いいんだよ。

B－2．私のは一、西大畑公園は広いので、遊ぶな

ら遊具だけじゃなくて、全体を使って遊んだらいい

と思います。遊具以外にも楽しいことはたくさんあ

るので、それを見つけられたらいいと思います。な

ぜなら一、西大畑公園は広いので一、

そうだよね。

遊びもたくさんあると思います。

ほとんど一緒だね。

え、ていうかと全部一緒だね。

B－3．西大畑公園は広いから、遊具だけじゃなく

て、もっと広い範囲で遊んだらいいと思います。な

ぜならみんなが遊具で遊ぶとけが人がでるからで
す。

ははは、何それ・一へへ。けが人がでるからですだっ

て。

B－4．西大畑公園は一、まだ一年生ぜんぜん自慢

知らないから一、それを教えてあげて、一年生が西

大畑公園に行った時に、さらに自慢を見つけてもら

って、きてもらいたいと思います。なぜなら一、ま

先生方どうもありがとう だ一西大畑公園には自慢がたっくさん、まだたくさ

ございました。いったん んあるじゃん。だから一、他にも自慢話…（聞き取

ここまでになります。 れず）それを見てもらって、それで、

何？

教えてもらって一、ほんとにあったらそこに行って

調べて…もらいたいからです。
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遊具、遊真だけじゃなくて、
終了“　　　　．　　．　　　　　　　　捨

終了．

（撮影者に対して）ビデオ見せて一。

これで、終わります。

せんせ一。終わりました。

終わりまし輪はい、えっ

となんか付け加えありま

すか． ない．

ない。

はい、じゃあそのまま机戻

してください。

（机を戻す）
、

一磯一



回　山田綾子教諭の授業（小4）を手がかりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析考察者　足立　幸子

1　授業の概要

公開授業日時：平成18年7月12日（水）3校時10時35分～11時20分

学校・学年・組1新潟市立割野小学校4年　児童数10名

指　　導　　者：山田綾子教諭

　単元・題材名1「白いぼうし」（全9時間本時第3時｝

主な学習課題　：感想を交流し、設定をとらえる。

［　分析の対象とした授業記録

（別紙）

III授業の分析考察

1　学び合い成立の要件

（1）共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

　10名という人数のため、声が届きやすく学級成員の相互理解が強いようである。お互いに発

言していることを把握しやすいという利点もある。教師の発問に対し・積極的に発言しようと

いう態度が見られる。全体的に学習に対する教室の雰囲気はよい・しかし中には教師に促され

るまで一度も発言しなかった子どもも1名おり、個人差がある。

（2）学習課題が明確であること、難易度が適切であること

　本時の学習課題は、①感想を交流すること、②設定をとらえること・の2点である・

　前半の「①感想を発表すること」では、前時に書いておいていた感想を・3人～4人の小グ

ループで発表しあった。授業記録にあるように、学習課題が、感想を「交流」することである

ならば、子どもの様子からは、学習課題が難しかったといえるであろう。つまり・発表者の子

どもがノートを読み上げるだけで、聞いている子どもたちのほうから・その感想に対する質問

や意見は出されなかったからだ。しカ・し、授業者が授業中に述べているよう｝こ・「馳を発表し

合うユということであれば、子どもたちは授業者の示した話型をもとに、スムーズに感想を発

表できていたb難易度は適切であったといえるe
　後半の「②設定をとらえること」においては、設定とは時・人・場（所）のことであること

を授業中に繍したので、子どもたちは「白いぼうし」のsumを・本文に基づいてつかむこと

であることをよく理解していた。難易度は適切であったと思われる・しかし・時の設定につい

ては、子どもたちは時を季節として答を出さなければならないように感じて1・　Nたらしく・「夏が

いきなり始まったような暑い日です」「相の初め」ということは読み取れて1・　Nたのに・それが

夏であるか夏でないかということで議論｝こなってしまった・人については澄場人物の醐

を授業者醐確に示したので、子どもたちは、人を醐にとらえることができていた・場（所）

については、時間切れになってしまった・
また醐半と後半の間に、授業者が、禅元で学習すること一っけたい力を明示して1・　Nたの
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が印象に残ったeJ子どもたちは・クライマックスを読むことなど、今後の学習課題に期待をし

ているようであった。

　（3）自学がなされ各人解を持っていること

　前半の「①感想を交流すること」については、前時に書いた感想があるので、みな解を持っ

ている状態であった・しかし・同じグループの成員が発表をしているときに、どのようにすべ

きかについては・分かっていなかったようである。したがって、どの子どももものおじするこ

となく、堂々と感想を発表することができていた。

　後半の「②設定をとらえること」については、その場の教師の発問に基づいて答える形であ

ったので・特に自学というものはなかった。授業中に辞書（事典？）を使って、自分の学びを

明確にして・応答しようとすることは・自学をし、解を持とうとしているとみることができる。

時の設定において・六月が夏なのかどうか自分の意見を確かにするために、事典を用いている。

「夏みかん」についても辞書を引いて・納得のいく答えが出せるように議論を深めている。

　このように辞書を使うことは、習慣化しているようである。例えば、本授業でも中間部分で、

クライマックスとは何かという話になり、教師が40「お一。終わりの部分をクライマックスと

いうんではないかと。お一。いい線いってるね。是非ね、クライマックスっていう言葉にっい

て詳しく・」と言っている時に・「辞書で調べてみようよ、クライマックス。」というっぶやきが

生まれている。また・それを受けて教師が、教師41「調べてみたいね。調べてみたい人、後で

どうぞ・」と言っている。すなわち・辞書というツールを自学に必要な道具として使いこなすこ

とが習慣化しているし・使いこなそうとする意欲もあると評価することができる。

（4）学び合いの進め方が分かっていること

　前半の「①感想を交流すること」については、授業者の意図としては、感想を発表すること

でよかったのか・感想を交流することまでを望んでいたのかによって、評価が分かれることで

ある。ここで・授業者が書いた授業についてのコメントを引用したい．

　3人組になって・感想の交流をさせた。予め教師が用意した班学習の話型を黒板に示し、

話し合いの進め方を指示したe児童は、A黒　に示された話型の　　を　ながら話し合いを

進工・一司会になった児童は・はりきった様子で司会をした。司会ではない児童も司会

をしたそうに口をはさんで・司会の子どもの発言を助ける様子が見られた。ただ、聞き手の

顔を見て話すということを・指示し忘れてしまい、発言するときの児童の視線は、ノートか

ら離れなかった。

　B一人の　t「が・わった一’‘話し手への　胡の時Rをとるよ’に話型の　に示してあった

一人の児童に対して・2っから3つの質問が出され、出された質問に対して話し手が答える、

というC一謂一態で話し△いが行われていた　出された　問に・　る話し手の応答　その応

ぱに・　るさらなる　謂とい一よ’にはなっていない　本時では　そのよ・な・まで　tし

一＿だが・児童の主体的な読みの活動における感想交流の場面といった時、も
う少し能動的な様子が見られるよう班学習の経験をさせていくことが重要であると思った。

　（英字と下線は分析考察者）
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　下線Aによると、子どもたちは、黒板に示された話型の見本を見ることによって、感想を交

流するという学び合いの進め方が分かっていると考えられる。少なくとも、授業者はそれを意

図した。感想の交流に司会者をたてるというレベルでは、このことは十分に達成できていたと

いえる。

　しかし、下線Bの発表後の聞き手から発表者への質問が行われたかどうかについては、授業

者の目に入ったグループでは、行われていたのかもしれないが、授業ビデオ及び授業記録を見

る限り、確認できない。つまり、少なくともビデオに写ったグループについては、発表のみが

行われ、そのことに関する聞き手の反応は示されなかったといえる・すなわち、発表後の学び

あいの進め方については、十分な理解がなされていなかった。

（5）一人ひとりの解の吟味検討が保障されること

　本授業の中で解の吟味がなされたところは、「②設定をとらえること］の中の時の設定である。

子どもたちは、思い思いの方法（辞書を引く、本文を読み直すなど）で、自分が主張する解の

正当性を証明しようとしていた。

　この点について、授業者も一定の成果を得たと感じ、次のように述べている。

［3時を終えてユ

　叙述に即して文を読み取らせるにはどうしたらよいか。本時の、「時の設定」を吟味させる

場面でその答えが見えてきたように思う。まず児童は、自分の考えと仲間の考えとの間にズ

レを感じた時、自分の考えが正しいことを証明したくなるのである。他者にそれを証明する

ために児童は一。うまく根拠を見つけ出せた時・他者にそれ
を伝える。しかし、その根拠に相手が納得してくれないと知るや・また　たな　拠を文　に

一。そんな姿が児童の中に垣間見られた。教師と児童
との一問一答式の授業からは到底このような姿は生まれてこない。複数の児童が持ち寄った

考えを児童自身の力で吟味する中で生まれる姿なのだと確信した・（下線は分析考察者）

　この授業者の考察は、その通りであると分析担当者も考える。ただし・下線に示したように・

授業者は解の吟味検討が本文の叙述を読むことによって行われたことを述べているが・実際の

授業は、叙述の読みによってのみ吟味検討が行われたわけではない。辞書を引いて新しい知識

や情報に基づいて、季節が月に対応して決められることなどの先行知識の呼び出しによって・

あるいは地域によって季節が異なるという先行知識の呼び出しによって・解の吟味検討は行わ

れたのである。このことは、読解の授業において、多くの教師に誤解されていることだと分析

担当者は考えている．けっして融述に目Pして読むj＝とだけで解の嚇ができるわけではな

い．本文に書かれていないこと（自分ρ醗緻から得た先行繍や感輪ど）と書かれてい

ることの比較によって、読解という行為は行われるのである・

（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう授業者が適切に指導すること

授業者は、学び合いが自然曝開するように、子どもの鰭や醐齪していた・例えば・

緯を引く綱を子ども辣めたとき｛こ、これを認めた（酬の発言89「どうぞ・糟見たい

人はどうぞ藷ってきてください。］　tsど）．あるいは、子どもが意見を言おうとした場面では・
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反対意見であることを明示した1：で促し、論理的な展開になるように働きかけている（教師の

発言83rはい、　K・Mさん、何、何の意見？／反対意見どうぞお。私は、なになにだと思いま

す」）。

　また、同時に、学び合いが論理的に展開するように、学び合いの過程を立て直すということ

も適切に行っていた。教師の発言80で、「この『ような』っていう言葉に引っかかりましょう。

ね、M・Kさん、そこを指摘してくれました。／「ような」と書いてありますから、夏が始ま

ったような暑い日だから、夏じやないんじゃないかって。」と述べている部分である。ここは、

子どもたちが、六月が夏であるのかないのかを議論しており、議論が這い回りかけた部分であ

るeM・Kさんの提出した論点が検討されないままの主張が続いてしまいそうだったので、授

業者が適切に介入し、論点を整理し、議論を立て直しているのである。

　（7｝学習内容を事前に子どもに提示し、子どもがどのような力をつけるのかを自覚させよう

と試みていること

　この授業の中で特徴的なのは、授業者が以前の学習内容を子どもたちに確認させた上で、こ

の単元で何を学習することになるのか、またどのようなカをっけていくのかを、自覚させよう

と働きかけていることである。このような、学習内容の意識化は、これからの国語科授業にと

って極めて重要な点であると、分析考察者は考えている。

　教師の発言13「はい4月に勉強した「三っのお願い」のときのノートの部分を出してくださ

い。どんな勉強をしたか思い出してみましょう。1や14「え一、「三っのお願い」を勉強したと

きのノートのところ。S・Kさん、ありがとう。一番初めにまず何をしましたか。何をしまし

たか。」で、まず、前に学習したことを思い出させている。

　続いてそれを何度も繰り返し述べ、教師の発言44「設定をとらえる力を今日はつけてもらい

たいと思います。／はい、書けた人、起立。」、45「はい、座ってる人、3っのことをとらえた

いんですが、3つを声に出した人から腰を下ろしてください。」に見られるように、子どもたち

にも、言わせている。

　またビデオでは、予め用意された大判用紙に、本単元でつけていく力が示されていた。つま

り、自覚化の働きかけは単に会話の中で意識づけるというレベルではなかった。周到に準備さ

れ、子ども自身に何度も言わせるということを通じて、定着させることを試みているのである。

　加えて、この授業では扱わないけれども、国際的な動向としては、読むこと・書くことの授

業において、何をどのように学習していくのか、子どもたちがメタ言語を用いて自覚的である

ことが重要であることが、認められるようになっている1）。学習履歴を重要視する最近の動向

に適合した授業展開になっているb学び合いを行っていくときに、なんとなくできることを示

すのではなく、自分がどのような力をっけどのような意見を持ちどのように集団に協力できる

のかを自覚して学習に参画していくことは、きわめて重要であると言える。

2　学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことができる

　この授業では求められる解は比較的単純なもので、子どもたちは堂々と自分の考えを述べて

いる。例えば・教師の発問14rえ一、『三っのお願い』を勉強したときのノートのところ。……。

一番初めにまず何をしましたか。何をしましたか。」に対して、rH・K　えっと、題名と作者
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を書いた。1と答えている、21「主題っていうのは何でしたか・」に対してもNfI・Y　えっと、

作者が言いたいこと。」とすぐに答えている。答えに窮するという場面は・この授業では見られ

なかった。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　授業の実際では、全員に届く音量で話していた。

　また、子どもの人数が少なく、声が届きやすいということもあるかもしれないが・答え方が

明確でなく、他の子どもたちが聞き返すという場面も特になかった。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　この授業で、子どもたちに最も意識されているのは、前の発言に対して自分が言うのは反対

意見であるということである。この場合、反対意見であることを明示的に述べたあと・意見を

述べている。例えば、教師の発言78の後に、rH・K　はい・その反対意見あります・」「T’

K　はい、その反対意見あります。ユとしているe

　全体的には、自分の意見と違う場合に、前の発言との関係を明示しながら述べることが多いe

しかし、一部ではあるが、前の意見を強化することを意識して述べている意見もある・

　また、公の発言ではないが、意見を述べている途中に疑問を差し挟んだほかの子どものつぶ

やきを踏まえて、発言を続けるということもできているeその例として・教師の発言124前後

の子どもの発言を取り上げる。

　　rS．K　近いことは近いんだけど、ええと、なんかモンシロチョウや夏みかんがあるのが

　少しおかしくて、その場所によるけど、んとお、雨が良く・雨が良く降るときが・んとお・

　一番夏太陽のあたる場所で、ん、たとえば、まあ・ないかもしれないけど・もし・ここ・こ

　れが熊本県の話だったら、熊本は良く夏が当たりますよって」

　この発言は、少し混乱しているが、新潟ではなく他の地域であれば・季節にずれがあるかも

しれないということを述べようとしているものである・この発言に対して・子どもがなぜ熊本

を出したのか、疑問を出す。

　　「T・K　なんで熊本になるの？」

　　「H・K　たしかに。」

　　「H・K　でも、それも当たりかもしんない。」

H．Kは、T・Kの出し躍問に納得しつつも、S・Kの言わんとするところをとらえなが

ら、支持を表明している。ここで、教師が、

　　「125．仮に熊本としてでしょ。」

と助け舟を入れ、これに対してS・Kは、次のように応じるのである。　　　　　　　　＿

　　　　　　雌＿熊本、熊本がも順に繍嚇構欄が当たる場所ですよおって・不
　　「S・K
　していて、示していて、ここはええ罐構夏が、ね、夏瀦構ここは早く・夏に早く・早く

夏になる場所とかあるし、テレビで見たんだけど・ええと・えと夏が早く始まったよ三てい

　　う二7．．．，スがあって、もしかしてそこかもしれない・あまんきみこさんは夏は・　t」・　Z・そ

の白い帽子で、な、夏．Nの時にぽの時｝こ作った言舌じゃないかと思います・」（下線は分析

こ三鷲の発言は、前の意見を続けて言っているのであるが端のようにrたとえば」と
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いうのは・T・Kの疑欝に対して・たとえとしてあげているに過ぎないということを表明して

いるのである。L

　－・1一方、賛成意見を述べるような発言も試みられていた。教師の発言107の後に、rS・K　H．

Kさんの意見にもう一つ付け加えです。あのう。ここにもぎたてって書いてあったので、…　…」

　「S・K　もぎたてって言うのは・えと、待てよ。もいでばかりの時間がたってないことで、

まあ・えと・秋に取ったのかなあ・秋・秋に近い日に取ったのかなあって」という発言があるe

S°Kは・付け足しの意見のつもりで述べ始めた。ただし、この発言自体は、fもぎたて」の意

味の取り違えもあって、H・Kの意見の強化にはなっていない。

　以上・全体として・反対意見のときにはかなり上手に、前の発言を受けていたが、賛成意見

などについては・発展途上にあるといえよう。教師も「まず児童は、自分の考えと仲間の考え

との間にズレを感じた時・自分の考えがIEIしいことを証明したくなるのである。」と述べている

通り・前の発言が自分の意見とずれていた時にこそ、意識的に自分の意見を位置づけて発言す

るのである。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人に

　　体を向け視線を向けて聞くことができる

　最初の感想を交流するところでは、机を3～4人のグループ用に配置したため、聞き手は自

然に話し手に体を向けていた・しかし、それが聞く態度として十分であったかというとそうで

はない。相槌も質問も差し挟まれることはなかったからだ。このようになってしまった原因は、

むしろ話す側にあったといえよう・話し手の体は、聞き手のほうを向いていたが、自分のノー

トを読み上げるのに必死で・自分の視線を聞き手に向けることはほとんどなかったからだ。自

分が見られていなければ・聞き手がうなずいてもそのことは話し手に伝わらない。だから、聞

いているという態度を表明しそこなってしまうのだ。これは、教師の5での指示が不十分であ

ったからであると考えられる。

それでは・これから感想を発表し合います。司会者の人、見てください。司会が、「これから

感想を発表し合います・なになにさんお願いします。jあなたの左隣にいる人を指名してくだ

さい・左隣にいる人を指名してください。左手の方にいる人を見て、例えば、rS・Kさん、

お願いします・」つて言われたらS・Kさんは、座ったままで結構です。自分の感想について

読んでください・ということですeで、終わったら今度司会者の人が、いいかな、次、時計

回りで「なになにさんお願いします。」と言ってください。で、その人が言います。最後に、

司会者の人が「じゃあ・僕の感想を言います。Jあるいは「私の感想を言います。1と言って

自分の感想を発表してください。質問がありますかeなければ司会者、お願いします。

この指示を見れば分かるように・教師は、司会者が感想の話し手（読み手）が最初に言う一言

しか、指導をしていないからだ。

　後半の設定について話し合う場面については、よかったと思う。聞き手は自然と話し手を見

て・意見を闘いていたといえる。教師から、「意見を言ってくれる人のほうを見ましょう」とい

うような指導はなかったが・子どもたちは自分の意見とのずれがないかどうかが気になるので、

真剣に話を聞いているのである。
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（5）話し合いを論理的に進めることができる

　前半の感想交流は、論理的というよりは、機械的であると私には見える。教師の発言5の後

の子ども（司会者）の発言rA・N　これから感想を発表し合います・1・Yさんお願いしま

す。」は発表を始める導入部分であって、これだけで論理的であるとは判断できない・これまで

述べてきたように、授業者の意図が感想の交流ではなくて発表を目指しているものであれば・

まずは、機械的な司会であっても、とりあえず司会者になる経験をさせているということなの

であろう。

　前半の感想交流の部分を除いては、すべての話し合いは教師の司会進行のもとに行われてい

る。この教師の司会のし方は、まず教師が発問を出す・単純な発問の時はnt問一答式であるe

それに答えさせるときに、一問一答式ではなくて、複数の回答を出させている。そして・場合

によっては、子どもの意見の交通整理をするという形である。複数の回答を出させる場面では・

論理的に進めることよりも、子どもが発言したいという意欲を重視し・意欲にそった応答でs

進行していっている。

IV　分析考察に基づく教育課程と教育方法の構想

1．学び合い成立の要件
（1）共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

　理想的には、共に学ぼうという意欲を持つ集団であったら・どんな人数でも学び合いは可能

であろう。しかし実際に、このような10人という人数の集団で見ると・小学校の中学年という

この時期にあっては、人数の要素も大きいのではないかと推測される・学級の他の成員が何を

考えているかが見えやすいので、自分の意欲も喚起されやすいのだ。

（2）学習課題が明確であること、難易度が適切であること

学習課騨明確であり灘易度繊切であると・醗な応答をもたらすことができる・作業

もスムーズに進む．しかレ課題灘しすぎると遮答が出てこなかったり階えにくくて何

度も言い直したりすることがある。

（3）自学がなされ各人解を持っていること
事前に自学をしておく形式でなくても、その場で翻時えたり・考えを強化するため｝こ本

を読み直したり轄を調べたりするという活動湘人のペースでできるようになってし’ると・

子どもは解をもって、自信を持って発言することができ・学び合い嚇切に進行する・

（4）学び合いの進め方が分かっていること
教師が予め「学び合いの進め方ユを示すと、子どもはそれ｝こ沿って・よどみなく学び合いを

進めることができる．しかレ示しガが不適切であると・学酷い醐果も減じるe

（1㌶㌶鷹鷲㌘鷲1蒜るかに着RU（．自分の解を噛ること

ができる．解を麟していくにあたって泊分のペースで本を読纏したり・齢して締を

調べたりする余裕を与えることで鴻味㈱力遵深いものとなる・
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「

（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　子どもたちが意見を出しやすいように促したり、必要に応じて、意見を交通整理することを

教師が行うと、学び合いが論理的に自然に展開していく。

（7）学習内容を事前に子どもに提示し、子どもがどのような力をつけるのかを自覚させよう

　と試みていること

　子ども自身が自分が何を学習するのかを自覚することは、学び合いを行っていく前提として

重要である。

　以上のように、この研究で設定されていた条件は、この授業においても重要な条件であると

いうことが確認できた。また、それに加えて、学習内容を提示することの重要性も、学び合い

の要件と考えたい。

2．学び合いに必要とされる話すこと懇くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠｝を明確に話すことできる

　課題が分かりやすく自分の解に自信があれば、子どもは堂々と話すことができる。答えに窮

することもない。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　子どもが学習集団の全員に届く声量で言舌すことがなけれぱ、聞き返しや確認がないために、

話し合いがスムーズに進行する。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　子どもが自分の意見の述べるときに、前の発言との関係を明確にしながら話すことができれ

ば、話し合いの展開が見えやすくなる。しかし、まずは、自分の意見とのずれに着目し、反対

意見を述べるところから、そのような力はついてくるのだろう。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人に

　体を向け視練を向けて聞くことができる

　話し手と聞き手が視線のやりとりをすることは、話す・聞くという学び合いにおいて、重要

な要素である。さらには、聞く側がうなずいたり質問をしたりして、どのように聞いているの

かを示していくことが大切である。

（5）話し合いを論理的に進めることができる

　一問一答式ではなくて、複数の回答が出てくる話のときも、教師や子どもが意見の交通整理

をするようなことをしていけば、論理的に話し合いを進めることができ、学び合いを効果的に

行うことができる、

聞くことの能力についても、最初に想定したような条件が、この授業においても働いている

ことが確かめられた。
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注

1）足立幸子「マルチリテラシー・一一＋ズ」、『月刊国語教育研究』・第395号・46～51貰・2005年

資料1　授業者のコメント
＿授業者が修士論文の作成過程において、自らの授業を振り返りコメントをつけたもの’一

【第3時】　7B12日（水）　第3校時

3－A　初発の感想を交流させる。（上に引用）

3－B　松井さんがどんなことをしたのか確かめさせるe

　松井さんがどんな戦いをしたのか、その結果どうなったのかに注意をむけて聞くように指示し

て、教師の範読を始めた．児童は瀞か｝こ聞き入っていた・特に指示はして1・　Nなかったが・鉛筆を

片手に持ち、読めない瀦にルビをふりながら聞く児童も見られた・にのような纐は・授業記

録にはない。）

3－C　作品の設定を確認させる。

作品の設定とは何かをたずねた．時・人・場所という言齢次々と数人の耀から出てきた・こ

の作品の設定を教科書の中から探して④ノートに書くように指示した調童はノートに次のような

記述をした。
人，松井さん・お客さん・たけのたけおくん・太ったおまわりさん・おかっぱの女の子’松井さ

んのおふくろ・たけおくんのお母さん

　場所：ほりぱた→大通り→細いうら通り→小さな団地の前の野原

人と場所の齪は、案外すんなりと文中か硯引ナ出していた・一酬題になったのは・日寺畷

定である．ほとんどの噛は、殻は夏である、と考えた・その根拠は・P52L1°「夏力｛いき

なり始まったような暑い日です．」という文をとらえ・夏であることを主張した・鱗｛こ繍繊

で進めると考えていたのだが、一人の醒瀕ではない・と主張した・やはりP52L1°「夏が

いきなり始まったような暑い日です．」とあるから夏ではないと考えたのだ・児童は齢な根拠を

引いてきた。

．　P52L9に「六月の初め」と書いてあるから夏である。

．辞書に夏みかんのなるのは、秋と書いてあって収穫は夏、と書いてあるから

・ワイシャツの腕をたくし上げてと、書いてるから暑い日だと思う

などぽではないと舖する児童を納1辱させようとは中の証拠を探し出すためにイ可度も勧姿が

見られた縞鳳夏が始まったばかりの「初夏」ということで繍が出た・

3；：と錦㌶㌫きになつてv・ること、全体は4つに分かれていることを伝えると・ど

の児童も自分一人の力で場面わけをすることができたe

　3－E　作品の事件をまとめる。
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のである。そんな姿が児童の中に垣聞見られた。教師と児童との一問一答式の授業からは到底この

ような姿は生ま慕てこない。複数の児童が持ち寄った考えを児童自身の力で吟味する中で生まれる

鱗なのだと擁信した。



実践者からの見解

山田　綾子

1　「学び合い成立の要件」からの分析考察を読んで

　足立幸子先生は、学び合い成立の要件として次の7つを挙げ分析考察をされた。

　（1）共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

　（2）学習課題が明確であること、難易度が適切であること

　（r3　）自学がなされ各人解を持っていること

　（4）学び合いの進め方が分かっていること

　（5）一人ひとりの解の吟味検討が保障されること

　（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　（7）学習内容を事前に子どもに提示し、子どもがどのような力をつけるのかを自覚させよ

　　　うと試みていること

　このうち2つの要件についてコメントする。

「（3）自学がなされ各人解を持っていること」について

児童一A一人に考えるための道具を持たせることは・e学を促すため瞳要な条件だと考え

る．足立魅は瀞書に湘された。自学で辞書を道具として使うにはぶす言葉にすばやく

たどり着かなければならない．そのため｝こ、予め児童には縮を引く訓練を繰り返し行い・2°

秒以内に醐の諜を引けるよう指導してきた・また・轄を朋すると・e分の考えを撫

する諜や靖を見つけられる、言いたいことを相手に説明するのに便利である・という繊

をさせてきた．噸このような繊をさせると・縮を自学の道則して自然に雛的にligm

するようになるe
本時において、児童僻書を活肌自力鰍を試みた行動は泊ら学ぶ姿の第一歩として・

指導者としてもうれしい行動の表れであった。
全員の児童がもれなく自分の解を持っていな1ナればぷし合い・学蹄いは成立しない・と

いう足立先生の学び合いの要件には同感である。

「（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指瀦が適切に指導すること1について

し歴㍑：ご；㌶㌫霞誌霊6甲瓢：篇㌶鰺：麟霞㌶：

たり拡散させたりすることは、とて磁しく私の重要な指導課題でもある・足立先生は「交通

者の技術が、学び合い成立の重要な要件である。
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　2　r学び合いに必要とされる話すこと・蕎くことの能力」からの分析考察を読んで

　　足立先生は、学び合いに必要な話すこと・蘭くことの能力について以下の5点から分折考察

　をされている。

　　（1）解（答えとその理由・根拠〉を明確に話すことができる

　　（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　　（3）渤の発言につなげて話すことができる

　　（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。欝く人は話す人

　　に体を商け視線を向けて聞くことができる

　　（5き話し合いを論理的に進めることができる

　学び脅いに必要な話すこと・聞くことの能力があるe大いに同感であるe話し合いを進める

たthの必要条件とも言うことができるeここで言及Lたいことは、さらにこれらの能力を下支

えする掴語の能力を育成することが重要なのではないかということである。剖を挙げるe（3｝

の「翰の発言につなげて話すことができる1ためには、さらに次のような技能がなけれぱ、前

の発言につなげて話すことはできないのではないか。

　①　友達の話を聞いて、同じところや違うところを考えながら言舌すこと

　②場面や友達の様子を考えて、合う言葉を選んだり、言わない方ぶいいと思うところは言

　　わないでおいたりすること

　③友達の話題内容からそれないように気をっけながら話すこと

　足立先生が示された学び合いに必要な話すこと・聞くことの能力は、学び合いに欠くことの

できない重要な能力には違いない。しかし、「前の発言につなげて話す1ことは、大入が思うほ

ど児童にとっては簡単ではない。さらに細かく具体的な行為として指導者が明確に認識するこ

とが必要である。指導者が日々の授業の中でめざす具体的な児童の姿として意識し指導してい

くことによって、学び合う姿を育てていくことができるものと考える。

　また・足立先生は話すことの能力を中心に分析されたが、聞くことの能力も併せて分析考察

していただくとよかった。一人の発言に関わって次の発言が生まれるところに「学び合う」姿

があると言うことができる。一人の発言に関わった発言をするには、友達の発言に注意探く耳

を頻ける「聞く能力」が欠かせない。学び合いにはr話す」ことよりもむしろ「闘く」ことに

重点を置かなければならないと考えるからであるe

　以上・足立先生からいただいた分析考察に感想を述べさせていただいた。先生の分析は示唆

に富んでおり、教えていただくことが多くあった。丁児童は前の発言と自分の考えとが、ずれて

いた時にこそ意識的に自tS）の意見を位置づけて発言する。だから反対意見はL手に前の発言を

受けて話せるが、賛成意見はまだ習熟していない」とのご指摘に、はっとさせられたe支持麺

な意亮を話す指導をこれまでしていなかったことに気づかされたからである。撹判的にものご

とを晃ることにばかりに指導の重点を置いてきたことを反省した。批判的・支持的商8§母闘き

方・話し方を指導することの大切さを教えていただいたことに感謝したい。ありがとうござい

ましたe
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別紙分析の対象とした授業記録

　　　　　　　　　　　　　　山田綾子教諭の授業記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録作成者：伊藤　裕・｛酬建矩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修　正　者：常木正則・足立幸子

　　　公開授業日時1平成18年7月12日（水）3校時10時35分～11時20分

　　　学校・学年・組：新潟市立割野小学校4年児童数10名

　　　指　　導　　者：山田綾子教諭

　　　単元・題材名1「白いぼうし」（全9時間本時第3時）

　　　主な学習課題：感想を交流し、設定をとらえるe

公開授業時 第3時
時刻

i縫過） 学習指導
学習者の発言

w習活動の様相（※を付して示す）
備　考

10：35 1．「白いぼうし」を読んだ感想を

（oo） 書いてもらいました。今日は一番初

めに、お友達とその感想を交流し合

いたいと思います。机を三角、ある

いは星、あるいは4つ合わせてくだ

さい。はい、班になりましょう。

※机を移動させている。

え、4人の班、なんでS・Kちゃんが

そこにいるの。違うよ、え、どういう並

びになってん、こ机理科のチームにな

ってんならそうならなくてもいいじゃ

ん、確かさ、あ、そっか、そっち女子3

人だからT・K．くんがあれしないとだめ

なんか。みんな、机動かさないでもっと

後ろ行こうよ。

お、T・Kくん、ここ、3、4、5。

2．なりましたか；

※板書内容を声に出して読む児童がい

る。

3．はい、見ましょう。それでは、

この中で、お一、いいかな。はい、

それでは、3人あるいは4人でじゃ

んけんをして一番勝った人が司会

者です。せ一の。
（児童全員で）最初はグー、じやんけん

ぽん。

亀

※1回で決まらず、何回かじやんけんを

する班がある。

4．ちょっと撮らせてね大きい声

でちょっとお願いね。

5．それでは、これから感想を発表

し合います。司会者の人、見てくだ

さい。司会が、「これから感想を発
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表し合います。なになにさんお願い

します。」あなたの左隣にいる人を

指名してください。左隣にいる人を

指名してください。左手の方にいる

人を見て、例えば、「S・Kさん、

お願いします。」って言われたら

S・Kさんは、座ったままで結構で

す。自分の感想について読んでくだ

さい、ということです。で、終わっ

たら今度司会者の人が、いいかな、

次、時計回りで「なになにさんお願

いします。」と言ってください。で、

その人が言います』最後に、司会者

の人が「じゃあ、僕の感想を言いま

す。」あるいは「私の感想を言いま

す。」と言って自分の感想を発表し

てください。質問がありますか。な

ければ司会者、お願いします。

A・N　これから感想を発表し合います』

1・Yさんお願いします。

1・Yえ、感想ってこれですカ㌔

6．昨日書いた自分の感想をお互い

に発表し合ってください。

1・Y　「なぜ白いぼうしの下にもんし

うちょうをつかまえてあったんだろう。」

です。

※ノートに書いてあることを読んでい
る。

7．全部読んでください。

1・Y　うんと、「たけのたけおくんはな

ぜ白いぼうしを置きっぱなしにしていた

のか？」、「太ったおまわりさんの体重は

なんきろ？」、「どれくらい夏みかんはす

っぱいにおいなのか。」、「虫とりあみをか

かえた男の子は、たけのたけおくんなの

か。」、「男の子の口を0（オー）にしたの

はなぜか。」、「やなぎのなみきはなんぼん

くらいあったのか。」、「ほんとうにちょう

が化けたのカ㌔」、「白いちょうちょは、ク

ローバーとタンポポといっしょにいてき

れいだうた。」、「ぼく｝噺』・さいちょうちょ

がしゃ峠づたらぎゃくに話しかけま
ず．」、「シャボン玉のはじけるような小さ

な声ってどれくらいの声なんだろう。」、

「車の中には夏みかんのにおいがいいに

おいだったんだろうなあ。」、fいっおかっ
’

ぱの女の子はタタシーに乗ったのか口」こ

れで終わります．
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A・N　ありがとうございました次に

S・Kさんお願いします。

10：40 S・K　えうと、感想ですか。①榎み
（05） かんのにおいはどうゆうにおいだうたか

知りたい。↓、rいちばん大きい夏みかんは

どのくらいか。たぶん2◎センチだと思

う。」、「ぼうしは、だいたいどのさいず

か。』、④「もんしろちょうは、飛ぶのが

はやいかな。松井さんは、ちょうちょを

にがした時、どうゆう気持かなあ。もし

ぼくだったらちょうちょにがした」…、
、

8．いい、いい。直して言って。

S・K　「ちょうちょにがして悪いなあ

と思った。」、「ちょうちょっかまえた人は

どのくらいざんねんだったかなあ」だっ

輪
※終わった児童が「先生、終わりました。」

と報告する。

9，はい。

A・N　ありがとうございまし鬼次に

私の発表をします。「女の子はどうして消

えたのか。」、「どうして、団地の前にいる

のだろう。j、『どうして、松井さんは、夏

みかんを車の中にのせたのだろう。」、「ど

うして、松井さんは、ちょうちょをにが

したのだろう。」、「松井さんは、どうして

急いで車にもどったのだろう。」、「夏みか

んのにおいをかいでみたい。」、「もんしろ

ちょうをっかまえたことがあります。」、

「私が松井さんで、女の子が消えたら、

びっくりしてずっとさがすと思います．」

これで終わります。

似下別の班の活動記録）

T・Kんと、なんで…

10，聞いてる人も聞いてあげなさ

いb T・K　『なんで松本さんは大きいの一

つだけ車の中においたのか。」、「なんで女

攻 の子はまいごになったのか。』、「シャボン

玉のはじけるような、小さな小さな声を
閉いてみたいです。」・・、これってなんて　　　　　　　　　　　　　　　壺

読むんですカ㌔

11．よこちょう。なのはなよこちょ

う。

T・K　f菜の花横町ってどこだろう。」、

「小さな団地の野原ってどこだろう」、
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「なぜミラーには、だれもうつってない

のだろう。」、「車の中には、夏みかんのに

おいがなぜのこっているのだろう。」、「ふ

とったおまわりさんは、体重なんキロな

んだろう。」これで終わります。

T・K　司会者さん。R。

M・R　えっと、「なんでぼうしからちょ

うたちがでてきたんだろうか。」、「女の子

って、なんという名前なのか。」、「女の子

はなぜそこにいたのか。」、「松井さんはな

ぜ運転手になったのカ㌔」、「ぼうしがおい

てあったのはなぜカ㌔」、「なぜ、ちょうち

よがたくさん飛んでいったのか。」これで

終わります。

T・Kはい、終わりました。

12．あ珍がとう。じゃあ、席をもと

に戻してください。

※児童たちが席をもとに戻す。

13．はい4月に勉強したf三っのお

瀬い」のときのノートの部分を出し ※ノートをめくり、指示された部分のノ

てくださ鞠どんな勉強をしたか思 一トを開く。

い出してみましょう。

玉4．え一、「三つのお願い」を勉強 ※S・Kが児童の落ちた鉛筆を拾う。

したときのノートのところ。S・K

さん、ありがとう。一番初めにまず

何をしましたカ㌔何をしましたカ㌔

i5，題名と作者を書きましたそれ H・K　えっと、題名と作者を書いた。

から何をしましたカ㌔

H・K　えっと、［感想を持弓力」と書い

1丘はい、感想を持っカをみんなに て、「感想」と書いた。

っけて欲しいと書きました。そうい

う勉強をしました。はい、ここに書

いてあります。

※黒板に提示している部分を見る

ように促す。

f三つのお願い」のとき、一翻め

にした勉強は感想を書くことをや

りました。次に何やりましたカ㌔

10145 A・N設定をとらえる。
（10｝ 17．設定をとらえましたよ軽どこ

に書いてあるかノートを見てくだ

さい。設定をとらえるっていうとこ
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ろ。設定をとらえるっていったと

き、この文章から何をとらえればい

いんですか．

T・K　r時」。

18．うん、『時」。それから。

T・K　暢」。

19．「場所』。それから。

T・K　f人」．

20．「人」。「時」、「人ゴ、鴇所」だ

よ．この3つをとらえればよかった

んですね。はい、設定を読み取る、

やりました。次に何やりましたか。

M・R主題
2Lうん、「主題jとらえましたね。

主題をとらえました紅主題ってい

うのは何でしたカ㌔

1・Y　えっと、作者が言いたいこと。

22．作者が、

1・Y伝えたいことだ。伝えたいこと。

23．伝えたいこと。その作品を通し

て伝えたいことを主題といって、主

題を考えましたねはい、それから、

実はその間に、「設定を読み取る」

と「主題を考える」の間に、こんな

勉強もしたとノートに書いてあり

ます。見てください。「ノービィが

3っのお願いをしましたが、どんな

お願いをしたのか」ということをみ

んなのノートに書いてもらったと

思います。

T・Kえ、どこ。

24．なかったですかね。

1・Y　あ。

T・K教科書だったよ、先生。

25．ノートに書いてなかった。T・

Aさんのノートになんかあったよ

うな気がしたんですけれど。なかっ

た。どんなお願いしましたかってあ

ったよ紘じゃあ、1つ目はなんだ

っけ。読んでごらん。

ザ
T・K　『そうね、お願いっていえばこ

の寒さなんとかならないかな。三

26．っていうのが1つ目のお願い w

で、2つ目は占

T・K　rあんたみたいな人、ここにい

てほしくない。帰ってよ。」

2τうて言ったんだ抵それから3

っ昌が。
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丁噛K　「いい友だちがいなくなってさ

びしいよ。もどってきてくれないかな。」

28．っていう3つのお願いをしたこ

とを読み取りましたねはい、それ

それ、先生、みんなに読む力をっけ

てほしいと考えて授業を組んでき

ました。じゃ、ちょっと見てくださ

い。　もうノートいいですよロ

はい、「三つのお願い」のとき、

感想を書きまし輪昨日、みんなに

「白いぼうし」のときも感想を書い

てもらいました。これはみんなにこ

ういう力をつけてほしいからです。

※黒板に「感想を持っ力」と提示し

た

※児童が「感想を持っ力」と声を出士

2曳「感想を持っ力」をっけてほし

いからです。えっと、それから、「設

定を読み取る」のところはこんな力

をつけてほしいからです』

※黒板に「設定を読み取る」と提示

した。

理由がちゃんと言える。

30．はい、本読んだときね、誰が主

人公で、どこでどんなことをやった

話かって、設定をとらえるカがなけ

れば本読んでも楽しくない、ね。設

定をとらえる力をつけてほしいと

考えています。それから、ここ、ノ

一ビィーがした三っのお願いを読

み取るのは、なんでこんなことをさ

せたのかというと、こういうカをつ

けてほしかったからです。読みまし

よう。せ一の。

（児童全員で）正確に文を読み取るカ。

31．みんなに正確に文章を読み取る

力をつけてほしかったからです。最

後に主題考えましたね。主題は』

主題をとらえる力。

32．はい、読みましょう。ど一ぞ。

（児童全員で）主題をとらえるカ。

33．はい、これをとらえるようにし

ます。だってその本読んだって、何

も感じないうていうのはおかしい

ね。なんか言いたいこと、作者が言

いたいことが伝わってくるように

’読めるといいなあと思ったから、こ

んな風に入れてみました。
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「白いぼうし」の中にも、同じよ

うな活動をしていきます。まず感想

を書きます。その次、設定を読み取

ります。今日これやります。それか

ら、明日、松井さんの性格を読み取

りたいと思います。その次の日、こ

のお話に出てくる色、このお話に出

てくる色について、

S・K色が表すイメージ。

T・Kあれ、虫取り網は、青色

34．青色の虫取り網ね、それから。

まだあるよ。

白し帽子。
●

35．白い帽子。まだあるよ。

’S・K　あ、レモン。夏みかんの色

36．夏みかんとかレモンは何色か

な。

あ、信号の色

37．実はたくさんあるんだよね。

赤、緑、

38．クライマックスをその次検討し

ます。クライマックスという言葉み

んな知らないです。これから教えま おれ、知ってる。〔児童不明）

10150 す。最後の方に主題を考えて、あま

（15） んきみこさんの他の作品をいろい

ろ読んでみたいと思います。その

次、評論文というのを書いてもらい

ます。

T・K　クライマックスって、知ってま

すよ。クライマックスって、最後のとこ

うじゃないんですか。

39．クライマックスって最後のとこ

ろ。うん、もうちょっと詳しく言っ

て。

T・K最後の、終わりの部分。

40．お一。終わりの部分をクライマ

ックスというんではないかと。お

一。いい線いってるね。是非ね、ク

ライマックスっていう言葉にっい

て詳しく、
ピ 辞書で調べてみようよ、クライマック

ス。

41．調べてみたいね。調べてみたい

人、後でどうぞ。

さて、それでは、今日は設定をと

らえることにしますので、ノートを

出しましょう。
※児童ノートを開く・
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魏．はい、今日の日付。

※児童日付をノートに書き写す。

43．はい、赤で。今日みんなにつけ

てもらいたいカを書きましょう。

設定を読み取る力。

※児童ノートに殴定を読み取る力」と

書き写す。

T・K　これで前冬って。

44．設定をとらえる力を今印まつけ

てもらいたいと思います。

はい、書けた人、起立。 「

※何名かの児童が起立する。

45．はい、座ってる人、3つのこと

をとらえたいんですが、3っを声に

出した人から腰を下ろしてくださ

も㌔

（児童各自）時間、人、場所。

46、K・Mさん、なんですか。

K・M　えっと、時閑と、時と、えっと、

あと、

47．少し言い方を換えてもいいか

な。

K・M　3っ。

48，3つあるよ。時と．あと何。

K・M場所。
49．うん、場所もある瓶それから。

もう1つあるよ。

（他の児童が）人。

50，ありがとう。はい、人。この3

つのことを設定といいま洗ね、も

う見ないで言えるかな。隠すよ。

（児童各自）時、人、蹴

51．はい、女の子に質簡しようかな。

女いくそ．はい、ここはなんでしょ

う。

（女子児童が声を揃えて）場所』
、

521ここなんでしょう。

（女子児童が声を揃えて）人。

53．ここなんでしょう。

（女子児童が声を揃えて）時。

54．ここは。

（女子児童が声を揃えて）人。

55．せえの。

（女子児童が声を揃えて）人。あ、時、

人、場所。

56．時、人、場所。じゃあ、時』い

つのお話ですか。

う一ん、夏。
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57．証拠がなければだめだ。

わかるわかる。

58、ノートに書きなさい。ノートに

「時」と書いて、その言葉で、いっ

なのかということを書きなさい．

S・Kあ、証拠、すごい証拠がある。

季節ですか。

59．う一んと、どうだろう。季節も

書いてあるし。季節も書いてあるだ

けでないね。

※カメラを黒板側に向け、板書を撮 ※教科書を見ながらノートに「時」の証

影する。 拠となる部分を書き写す。

※H・Kの発言を受けてカメラを H・K先生、証拠ありますよ、証拠

H・Kのノートに向け写す。

10155 ※1・Yのノートを写す。
（20） なんか、K・MちゃんとT・Hちゃん

の間がすっげ一離れてる。

60．はい、「時」まで終わりました

かね。すごいね、何ページのどこど

こに書いてあるというね、この引用

の技を使っている人がいる抵教科

書何ぺコジ何行圏何々と書いてあ

るって。えらいね、5年生や6年生

みたいだね，引用の技を使ってる人

がいるね。

S・K先生、6行目の行ってどういう

字ですか．

6Lはい。
S・K　6行目の行ってどういう字です

カ㌔

※黒板に「行」の字を書く。

※S・Kは黒板の方を見てノートに書き

写す。

砿あ、「人」まだ待って。今、ま

だ「時」。よし、じゃあ「時」言っ

てもらおう。はい、発表してくれる

ふ
※多くの児童が挙手する。

63．いつのお話ですカ㌔いつのお話

ですか。はい、T・Aさん、お願い

します。

T・A　えっと、「六月のはじめ」と書い

てあるから、夏だと考えます。

※T・Aの発言を受けて板書する。
1・Y　はいはい、T・Aさんに質問。

64．質問。どうぞ。

1・Y何峠一ジの何行目に書いてある

んですか。
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T・A　52ページの6行目です。

卜Y　え、9行目じゃないの。

65．あ一、なるほどなるほど。T・

Aさんいい勉強したれそうだね、

∨ あの、ページね、ここから1行目2

行目でないところご注意してくだ

さい．ね、最初のページ。えっと、

下に「5」って書いてあるとこある

でしょ。うん、ここが5行目になり

ます抵そうすると、何ページの何

行目ですか。

T・A　52ページの9行目です。

66．はい、9行目に、今の「六月の

はじめ」と書いてあるそうです。他1

にいかがでしょうか。

はい、はい。（多くの児童が挙手する。）

67．まだありますカ㌔そうですか。

じゃあ、1・Yさん早かったから

1・Yさんに聞きますカ㌔

1・Y　うんと、夏だと思います』理由

は、52ページの10行目に書いてある

からです。

68．なんて書いてあるのですか。

1・Y　うんと「夏がいきなり始まった

ような暑い則です』

69．これに付け足しのある人います

カ㌔今の1・Yさんに付け足しのあ

る人いますカ㌔

S・K　はい、はい。

70．はい、S・Kさん。

S・K　えっと、付け足しってどういう。

71，ううんと、付け足しって言った

んですけど。僕もそう思いますって

いう似たような意見ありますか。

S・K　えっと、「夏がいきなり始まった

ような」だから、この場所では夏が早く

始まったと思います。

72．ほう。なるほど。この場所では

って言ったんだね。この場所では。

M・Kはい、先生6
73．いいよ。

M・K反対意見です。

7屯反対意見お一、いきなり反対。

夏じゃない。じゃ、夏だという人の

意見をもうちょっと聞きましょう。

夏だという人の意見。じゃあ、M・

Rさん、お願いします』

M・R　えっと、吟目は六月のはじめで
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す。夏がいきなり始まったような暑い日

です。ユと書いてあったので夏だと思いま

す。

75．なるほど。夏がいきなり始まっ

たような暑い日ですと。これ、みん

な夏の意見ですかねは、じゃあ、

H・Kさん。

H・K　うんと、今日は六月の初めで、

六月は梅雨の時期で、夏だと思います。

76．梅雨の時期だから夏である。は

い、T・Kさん。
T・Kえっと、僕も夏だと思います。

わけは52ページの9行目に「六月のは

じめ」と書いてあって、その季節、その、

夏の前の季節が春で、春は三月、四月、

五月が春で、六月、七月、八月が夏だか

らです。

77．いい意見言ったね理由にね、

説得力があるよねいいね。じゃあ、

反対意見、聞いてみようか。はい、

M・Kさん、夏じゃない。

M・Kええとお、季節は夏じゃないと

11：00
思います。わけは、あれ、52ページの

（25） うちの7行目の夏がいきなり始まったよ

うなって書いてあるから夏じゃないと思

います。

78．おお。10行目ね。10行あた

りね。この一番下のこの。夏がいき

なり始まったようなってことは、ま

だ夏じやないってことだよね。

H・Kはい、その反対意見あります．

T・Kはい、その反対意見あります。

’79．はいじゃあ、T・Kさん、先に

どうぞ。

H・K　うんとお、その、ようなって書

いてあっても、冬、冬で白いワイシャツ

を腕までたくし上げていますって書いて

あるからうんとお、冬、冬に、うんとお、

ワイシャツなんか着るんですか？腕まで

たくし上げてる。

80．ちょっと待って。M・Kさんは

冬だとは言ってないんだよ抵夏で

はない、と言ったんだね。

T・K夏とは言い切れないといったん

ですよ。

夏ではないのではないか？
T・K一つ目は質問で、二つ目は”…

夏ではないと言う意見。この「よう
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な」っていう言葉に引っかかりまし

よう。ね、M・Kさん、そこを指摘

してくれました。

rような」と書いてありますから、

夏が始まったような暑い日だから、

夏じゃないんじゃないかって。は

い。じゃあT・Kさん。

T・Kはい、えっとお、M・Kさんに
質問だけど、夏じゃないとしたらあ、え

っとお、季節は何なんですか？

ひそひそ声で児童が話している　「夏に

近いって。冬の日かどうか。どこにも書

いてない。冬とか、秋とか、春とかj

M・Kはい、あの、冬……・…㌔んっ

とお、あれ冬の、えっと夏に近いとき

でも、夏に近い、ときです。

81．じゃあ、季節はどうだったの？

周りの人。

児童数人が口をそろえて　「春、春、春」

82．春だって言う。春なんじゃない

かって。

児童一斉に数人が手を挙げる。

83．はい、K・Mさん、何、何の意

見？

K・M反対意見です。

反対意見どうぞお。私は、なになに

だと思います』

K・M私は夏だと思います。

84．うん。

K・Mだって六月の初めと書いてある

から、春ではあり、春ではないと思いま

す。

85．はい、じゃあ1・Yさんです。

辞典を持ってきていいですか。

86．辞典、どうぞ。持ってきてくだ

さい。じゃあ、その間にじゃあ、K

さん、あ、S・Kさん、どうぞ。

S・K　えっとお。H・Kさんの意見で

はないんだけど、夏という意見はまだあ

ります。で、あの、なん、なんていうか

文字、なんか、ええと、54ページの、1，

2，　3，　4，　5，　6，　7，　8，　9，　10，

11行目のモンシロチョウです、のとこ

うにモンシロチョウは夏だと、夏に生息

しやすいから夏だと思います
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1・Y　はい、夏って証抱ま辞典に書い

てあります。

88．辞典。どうぞ。

1・Y　んと、辞典で「夏」と調べると、

四季の一つ。六月、七月、八月ごろって

書いてあって、んと夏だと思います。

児童数人が手を挙げる。「はい！　は

い！」　「先生俺も言ってもいいです

か？」　「はい！　はい！」　「先生、

俺もやってもいいですか？俺も調ぺた

いんですが。」

8息どうぞ。辞書見たい人はどうぞ。

持ってきてください。はい。T・K

さん。

T・Kはい。んっとお、俺前、本で
見たんだけど、んと、四月、五月、あ、

三月……

90．ちょっと待って。ちょっと待っ

て．ちょっと待ってよお。辞書の人、

いいかあ、持ってきたらいったん座

って、みんなでT・Kさんの話聞こ

う。

T・Kんとお、前、本で見たんだけど、

四月、あ、三月、四月、五月が春で、六

月から七月が夏だと書いてあったので夏

だと思います、

91．はい。どうぞ。

S・Kえっとお、えとお、また52ペー

ジに戻るんだけど、夏のようなって言う

ところを春のような、あ、夏のようなは、

ええとお、春とは言い切れないかもしれ

ないけ、あ、夏だと言い切れないかもし

れないけど、六月はほぼ夏に近くて、ま、

11：05 冬の臥冬の日と掴ま分かるけどさ、春

（30） とは言い切れないんじゃ、春、春』ええ

と春とは言い切れないと思います』春と

いう言葉がどこにも書いてないので、あ、

春という証拠がどこにも、国語のノート

に見てても春という証拠はないので、

．（「夏みかんがあ。夏みかんが」のつぶや

きあり］

周囲の児童が辞書を読み上げる。ξ春は

3，4，5」

92．あとの人はどうですカ㌔A・N

さんはどういう意見ですか．わたし

はなになにだと思います．
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A・N私は夏だと思います。わけは、

えと、六月の初めでも暑いときはあるじ

93，なるほど。 やないですか。だから夏だと思います。

猟．はい。H・Kさん。 児童数人が手を挙げる

H・Kんとお、反対意見でえ、は、春

っていっても三、四、五月だから、んと

95，辞書に書いてあったのかな。は お、夏だと思います。

一い。T・Kさん。

S・K　えっとお、なんていうか、えと

国語辞典に見たんだけど夏みかんという

ところに、なんか、夏みかんのところに

例が書いてあって、なんか秋に実をつけ

るが次の年まで取らず木のうえで、と書

いてある、

※児童が小声で周囲と話し出す。

S・K　あ、はい。最大の意見がありま

す。えっとお、夏と、夏とか春とかは違

って梅雨の季節だと思います。理由は、

96．仲間に話す。先生に話すんじゃ えと、あまんきみこさんが

なくて、仲間に話オ。

あまんきみこさんが、んと、えと本当

に、夏と書いたか、夏のような、春のよ

97．はい。では、座ってください。 うな、ん一、ん一。

さて、M・Kさんが今、引っかかっ

ているのはここなんですごこの「よ

うな」って。これ文章に書いてあり

ます。読みましょう。どうぞ。

全員が音読　「夏がいきなり始まったよ

98．もし、じゃあこの「ような」を うな暑い日です』」

取ってみましょう。はい。

全員が音読　「夏がいきなり始まった暑

99．これなら季節は？ い日です。」

10αだよね。夏がいきなり始まっ 児童全員が「夏」

た暑い日です。だからもう、これは

夏だって決定です。Kさんが今引っ

かかりているのは、この「ような」

という言葉だそうですよ。夏がいき

なり始まったような暑い日ってこ
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とは、夏のような暑い日ってことで

す輪そういう意味でしょ。夏のよ

うな暑い日ですってことは、夏じゃ

ないんじゃないかなって言ってる

んです。そこに答えてあげないと、

M・Kさん納得できないと思うよ。

H・K先生もう一つ。

1・Y辞典で初夏ってA・Mさんが調
101．五月六月と書いてあった？ べたら、五月六月って書いてあった。

1・Y　えと、初夏って、初夏って、だ

から、M・Kさんが言ってるのは春じゃ

なくて初夏のことを言っているのかもし

102．なるほど。初夏、初夏ってな れない。

んですか？

1◎3．夏の始まり。なるほど。いい 1・Yはじめの瓦夏の初め．

案出してくれたね。1・Yさあん。

H・K先生。先生んっとお、これ秋

104．ちょ、ちょっと待って坑ち かもしれません。

よっと待ってよ。

H・K夏みかんのところを調べたら、

えっとお、初夏に花が咲き、うんとお、

秋に大きな実をつけるって書いてあるか

105．ほんとっ？ ら、

1◎6．どう？ 秋だと思います。

児童が騒然とする。「六月は確実に秋じゃ

1◎7．うん。 ないでしよ」

S・KH・Kさんの意見にもう一つ付
け加えです。あのう。ここにもぎたてっ

108．ええ、ええ。もぎたてです。 て書いてあったので、

S・K　もぎたてって言うのは、えと、

待てよ。もいでばかりの時間がたってな
，

㎡ 1いことで、まあ、えと、秋に取ったのか

なあ、秋、秋に近い日に取ったのかなあ

1◎9．ほんとっ？ って

T・K　もぎたてって言うのは、とった

ばかりじやん。

11α六月と書いてあるんだから秋 1・Y六月は秋じゃないでしょ。

じゃないん『じゃないかといってる

一97一



んだけど。

H・K　じゃあ、おかしいですよ。こっ

ちの夏みかん。

T・K　はい。はい。はい。はい。

H・K　こっちの夏みかんには秋に、大

きな実をつけるって書いてあって、こっ

ちも大きいのって書いてあるから、えと

111．この参考という隣を読んでく 紘
ださい。

112．うん。 H・K参考。

H・K秋に実をつけるが次の年まで取

らずに木のうえで…、へ。

あ、そうだね。

113．H・Kさん。読んで上げてく H・Kそれがあったか。

れる。H・Kさん、私も初めて知っ

た。はい、どうぞ』

114．その隣にさ。 H・K　ん。

秋に実をっけるが、次の年まで取らずに

115．熟させる 木の上で、

116．だって。次の年まで。てこと 熟させてから食べる。

は今の秋という考えは、ね、H・K

さんいいところに目をつけたね。辞…

書にそんなこと書いてあるうて先

生も初めて、夏みかんそんなして一

年も木の上に

児童騒然とする。

S・Kでも、もぎたてだから、それは

11τそうだね 多分、次の年まで待ってみなくちゃ

喝

118．そうなんだ。そうすると1・ H・K参考を見るまでは秋だと思った。

Yさんがいい案出してくれた。夏が

いきなり始まうたような暑い日。ま

るで夏の初め。夏は夏でも、真っ盛

りの夏じゃなくて夏が始まったあ

たりのことを言うんじゃないかな。

初夏ということです。はい、かなめ

さんどうですカ㌔いいですカ㌔はい。

春と夏の境目ごろの、どうも初夏の

頃のお話じゃないかっていうこと

だそうです。いいですかね。
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S・K完全に夏とは言い切れない。

119．完全に夏とは言い切れない。 H・K先生ちょr）と待ってください。

120．うん。 S・K完全に夏って言うんじゃなくて

121．うんうん。 T・K　六月も夏は夏だから。

122．うんうん。 S・K　六月が始まるときに、梅雨って

いうのがあって、梅雨って雨が、すごい

雨が降るし、夏にあんまし近くなくて、

123．うん。 ちかいじゃん。（児童不明）

S・K近いことは近いんだけど、ええ

と、なんかモンシロチョウや夏みかんが

124．うん、うん。 あるのが少しおかしくて、その場所によ

るけど、んとお、雨が良く、雨が良く降

るときが、んとお、一番夏太陽のあたる

場所で、ん、たとえば、まあ、ないかも

しれないけど、もし、ここ、これが熊本

県の話だったら、熊本は良く夏が当たり

ますよって

T・Kなんで熊本になるの？

H・K　たしかに。

H・Kでも、それも当たりかもしんな

125．仮に熊本としてでしょ。 い。

S・Kたとえば、熊本、熊本がもし夏

に結構、結構太陽が当たる場所ですよお

って、示していて、示していて、ここは

ええと結構夏が、ね、夏、結構ここは早

く、夏に早く、早く夏になる場所とかあ

るし、テレヒで見たんだけど、ええと、

えと夏が早く始まったよっていうニュー

スがあって、もしかしてそこかもしれな

い。あまんきみこさんは夏は、な、え、

その白い帽子で、な、夏、夏の時に、夏

126．なるほど。あまんきみこさん の時に作った話じゃないかと恩います。

は例えばどこでこのお話を作った

と、いうか、その場所によるかもし w

れないね。たとえば北海道だったら

六月の初めってどうだろう？ S・K場所による。

127．まだ桜咲いてる。桜咲いてま H・K寒い。

すよ。

128．沖縄の六月の初めだったらど T・K沖縄かもしんねえ。
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うだろう。

129．もう真夏も真夏。梅雨が明け 暑い、真夏。

てますよ。

130．海で、うん、あるよ。もう海 H・K梅雨なんかあるんですか？
で泳げます。ね、そういう意味から

行くと、どこで書いたかっていうの

も確かに話題にはなると思う抵い

Il：15 い視点ありがとう。さあ、かなめさ

（40） ん。どうもありがとう。あなたのこ

の「ような」のおがずで、ただの夏

ではない初夏って言うことが分か

りました。たしか、去年、このとき

にもかなめさん、すごいいいこと言

ってくれてねたしか、大戦争にな

ったんですよね、あの時もね。

児童たちに笑いが起きる。「夏だと思いま

す』」「なにい。」「ジャキジャキッ。」「ド

ッカーン。jふざけあう児童たち。

1・Y梅雨って調べたら、六月って書

いてあって、初夏は、んとお、梅雨なの

か、初夏なのか、わかんなくなってきた

六月は』

S・Kえ、Y君、まだ初夏のページ？

T・K？　新潟県なら

1・Y　ええと、奈々子ちやんが初夏の

ページで、俺が梅雨のページ開いてるけ

ど、梅雨は

H・K　じや、奈々子ちやん、参考って

言うのがある。参考。

A・Mえ？参考。
S・K　ああ、はいはいはい。

1・Y七月から八月にかけて降る雨っ

て書いてあるけど。奈々子ちゃん読んで

みて。

131．と、書いてあるのね。なるほ A・M夏の初め、五、六月ごろ。
ど。

S・K　はいはいはい。NさんとYさん
132．ちょっと待って。梅雨という は、

のは、梅雨というのは季節の名前で

はない。こうやって雨がたくさん降

る状態のことを指して、梅雨の時期

って言うんだれいわば桜の時期と

か、菜の花は咲く時期とかそういう

のと似てるかもね。季節的には、季
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節的には今、時のことを言っていま

すので、初夏って言うことで今日は

押さえたいと思います。もしかした

ら梅雨の時期だ、かもしれません。

ありがとう、1・YさんとA・Nさ

ん、そういう二人で、僕、棚軋じ

やあ、あなた梅雨ね、とかって分け

るのもいいねこの勉強の仕方、み

んなで覚えておこう。

T・Kあれ、でも先生。うんとお、な、

夏に初夏も入ってるんじゃないんです

133。もちろん、夏に入ってます。 か？

夏です。春ではない。
1

134．はい、じゃあ次ですよ。人、

行きましょう。人。

13δ．はい。人。何人ぐらいの人が S・K？　は一臨はい。
このお話には出てくるのかな。書い

てみましょう。 T・K？　松井さんだ、まず。

先生、人も虫に入りますかさ
「

S・K？　モンシロチョウとカ㌔

T・K？　それは虫は人に入りますか？

じやないの？　反対じやん。

136．入りません。 H・K？　先生え、入る？

137．5人でしたか、 H・K？　んっとお、5人。

H・K？　あ、待って。1，2，3，4。

138．5人ですか。 5．はい、5人

？　3人までしか書いてません。

？　4人じゃないよ。ちゃんと読めば分

かるよ。

？特って抵ちょっと待って。

？　あの、名前もわからくていいんです

13息え。たとえば山田綾子とか、 か？

具体的な名前でなくて良いかって

こと？　はい。 ‘

？　先生。誰かのおじいちゃん、おばあ

14立書いてないのもありますから ちゃんは？

輪

？あ、5人いるね。

H・K　うん。55ペー苦
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T・K　俺i、58見た。

H・K　え？

T・K　58見た。

H・K　58。
141．ほんと、5人？　そう？ T・K　ま、まあ。

H・Kああ、たしかにねえ。M・Rち

やん、50、55のどづカ㌔

T・K俺、58調べた。
H・K？　の最後の方。

M・R？　あ、ああ。

H・K？　でしょ。

A・M？　言うな。

T・K　6人見つけた。

H・K　なんで？

T・Kだから、58ページに。
H・K　いないでしょ。

T・K誰かのおばあちゃんとカ㌔

？　白い帽子をかぶった、お母さん。

H・K？　えっ、白b帽子をかぶったお

母さん？

T・K？　白い帽子をかぶった女の子の

お母さん。

142．はい、じゃあ聞いてみましょ H・K？　女の子じゃないの？

う。まだ今日、発言していない人、

起立まだ今日発言をしていない

人、立って自分の意見を言っていな

い人、起立。

143．T・Hさん、言ったかね？　言 T・K？　全員言ったんじゃないの？

H：20 ってませんれ立ちなさい。他にい
韓5） ますかあ？　立って下さい。

144．M・Rさん、痘分の意見を言 T・K？　Rさん。

った？

∋

145．實った？ T・K？　言ってない。

14杜でも、M・Rさんに向かって T・K？　言ってませんよ。

こんなふうにした覚えがあるなあ。

147．なんか言ったねえ。 T・K？　たしかに。

T・K？　なんて言ったんですか？　声
1　　輪

148．でっかい声で言いましょう。 が小さくて全然聞こえなかった。

じゃあ、T・Hさんにお願いします』

T・Hさん。はい、順番にじゃあ言

ってください。一一人目。
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149．二人目． T・H一人目、松井さん。

1蹴大きい声でお願いします。 T・Hたけお。

i51。たけおです、とか、たけおで S・K？　ん？

ありません、とか、言いましょう。

152．たけお。はい、三人黒。 T・Hたけおです。

153．です。 T・H女の子。

154．（板書しながら）あっとっとと T・H醜
お。はい、四人目です。

T・Hお母さんです。

T・K？　誰のお母さん？

15δ．はい、五人目です。

1脆他にどうでしょう？　T・A 終わりです。

さんです。

T・A紳士です。

157．これで終わりですか。 S・K？　あっ、おばあさんが。

A・Nさん．

A・N　はい、かなり太ったおまわりで

158．おまわりですか。 す。

T・K？　『かなり」ではないよ。太っ

159．なんて書いてありますか？ た

T・K？　太った。rかなり」とは書いて
点

160．rおまわり」と書いてなくて、 ない。

「おまわりさん」。他にどうでしょ

う？

161．まだ居る？　ほんとお？　じ （数人が手を挙げる）

・やあ、M・Rさんお願いします。

M・R松井さんの、お母さんピ

T・K？　えっ、いないよ。

？　えっ。

T・K？　松井さんて、もう大人じやな

いも

1・Y？・いや、大人だけど、お母さん

だよ。

16a松井さんの何？　オフクロ？ H・K？松井さんのオフクロ。
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T・K？　これは書いてるだけで、これ

は夏みかんを届けてるだけで、

H・K？　まあ、いいじゃん。もう、名

163．他にどうでしょう。はい、M・ 前出ている。

Kさん。

M・Kええと、男の子です。
164．じゃあ、たけおくんイコール、 1・Y？　男の子は……

じゃ男の子ってことにしましょう ？．たけのたけおくん。

ね

H・K？　たけおの「お」でもう分かり

165．1・Yさん。 ますよ、男って。たけこだったら……

1・Y　んとお、んとお、んと、あ、ん

166，じゃあ、ここに「たけの」っ と、たけのたけおくんと、あと、

て、苗字入れますね。はい。たけの

たけおくん。

167．うん。 1・Yはい。と、お母さんは…

168．あ、たけのたけおくんのお母 1・Yたけのたけおくんのお母さん。
さんね。

S・K？　うん、たけの。たけのようこ

16g．え、お母さんの名前は「よう ですよ。

こ」なんですか？

児童数人　ちがう（笑）。

170．あと立ってる人は、なんだろ ？　たけの、たけのあやこ。

う？　おわり？　S・Kさん、なん

だろう？

171．菜の花横丁。 S・Kええっと、菜の花、菜の花横丁。

172．人の名前だったね。 T・K？　人じゃありませんよ。

173．はい、ここにねえ、ええと、

確認したいことがあります』

S・Kモンシロチョゥ？

174これは？ T・K？　え、人じゃありませんよ。

175．これは、入り…一ません。 H’K？入んない。

T・K？入り…ませんん。
176．なぜですか？
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虫だから。入じゃありませL人じゃな

177．人じゃないから、これは入れ いから。

ません。じゃあ、もう一つ…

H・K？　あれ、それね、虫があったら

ね、モンシロチョウ、モンシロチョウ

178．はい。七番。松井さんのオフ って三匹ぐらい．

クロ、どうですか？

179．これは、どうしましょうか？ 1・Y？　え、登場人物じゃない。

T・K？　え、でも、名前だけでも出て

るんだからさ、

1・Y？　登場はしてないじゃん。
弗

T・K？　名前は…、登場してなくたっ

てさ、名前が出てれば

1・Y？　登場人物のことじゃないの。

人っていうのは、ねえ。

H・K？　まあ、人って登場人物……

T・K？　ただ、夏みかんを届けただけ

で、

H・K？　まあ、人っていうのはさ、名

前でもいいんじゃないの？

18（Lうん、登場人物。 T・K？　登場人物でしょ、これは己

T・K？　だったら、登場はしてないじ

やん。

H・K名前でもいいんじゃない

㌔Yでも、すっこいすっこい脇役だ

けど…

S・K脇役って何？

1・Y　脇役って、あのう、出てるかも

181、出てるんじゃないか。これは しんない。

人に入れますカ㌔T・Hさん。どう

しましょう。松井さんのオフクロは

人に入れますか？

T・H松井さんのお母さんは影が薄い

182．はい、じゃあ、山田先生の登 から入れない。

腸人物の定義を教えますね。ええ

と、そのお話の中に登場してきて、 亘

何かお話をしたり、ね、しゃべった

り、あるいはその人の行動が書かれ

ていたら、登場人物に入れようと思

います。

183．お母さんの行動は書かれてい T・K？働
るか、ちょっと見てくれますか？
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、

T・K？　夏みかんを取って、速達をし

184．って、どこに書いてあるんで てきた．

すか？

185．何ページ、拘行目。 T・K？　んとお、

186．うんうん』 T・K？　んとお、五十三ページの
●

18τ読んでみて下さい。 1・Y？　六行目。

　輪
s・K？　田舎のオフクロが速達で送っ

P

188．は賎と、書いてあります。 てくれました、

速達で送ってくれた、ということ

が、行動としピ癖いてあるのでcこ

れはね、今日は入れようと思いま

す』M・Rさんありがとう亘ね、松

井さんのオフクロも入れましょう。

189」はい。じゃ、書いておくカ㌔ T・K？　じゃ、書いておくカ㌔

はい、時間になってしまいました、

途中になってしまいましたが、終わ

りにしますね。
＝

w　　　　　　エ　’

S・K繊・どうしておまわりさんて、

おまわりさんて言うようになったんです

190．ねえ……（ビデオ終わり） か？

帆
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回　藤井正人教諭の授業（小5）を手がかりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析考察者　三塚　　貴

1　授業の概要

　授　業　日　時：平成17年7月11日　（月）11時10分～12時10分

　学校・学年・組：新潟大学教育人間科学部附属新潟小学校5年2組　児童数37名

　　指　導　者：藤井正人教諭
　　単元・題材名：聞いてよ、私のお願い一家族への手紙（全6時間本時第5時）

　　主な学習課題：相手の立場と自分の事例とを関連付ける表現の仕方を身に付けよう。

皿　分析の対象とした授業記録

　（別紙）

皿　授業の分析考察

1．学び合い成立の要件

（1）共に学び共に成長しようという意欲態度を持つ集団（学級）であること

　共に学び合おうとする意欲態度が十分にあった。授業者の説明は熱心に聞き質問には積極的

に挙手して答え、自分の賛同する答えには拍手を送っていた。班活動においては・他の人の物

の言い方を正し、発言を支える場面が見られた。

（2）学習課題が明確であり、難易度が適切であること

　「聞く」には、①相手の言うことを聞く場合と、②相手にものを尋ねる場合とがある・①の

場合は、相手の言っているのを聞いて理解するのであり・②の場合は・相手に尋ねて何かを知

ろうとするものである。この後者の②の場合には、さらに・自分の知りたいことを相手に尋ね

て知ろうとする場合（②一1）と、相手の考えを尋ねて知ろうとする場合（②一2）とがあるe

今回の藤井正人氏の授業で扱ったのは、この②一2の場合だったe

相手の考えていること・思っていること・感じていることを尋ねるということ｝ま湘手の中

にあるそれらのものを引き出そうとすることであり、単に知ろうとすることではない。相手の

心に歩み寄って湘手が言おうとしていること・言いたがっていること｛こ思いを馳せなければ

ならないeその意味で②一2の場合の相手に聞くという学習をすることは、児童にとって大き

な意義を持っている。
＿方「話す」は、一般的にはは分の述べたいことを言舌すのであるが疏井正砥の授業で

扱ったのは．9分ではないある人の端に立って話すということであった・っまり・聞く方の

側は湘手の考えていることを聞き出そうとし、言舌す方の側は・ある人物の立場に立って遭

問に対するその人の考えを述べるという学習である澗く側は僻の考えをより多く引き出そ

うとし昂す側はある人物の立場に立ってその人の考えを繊して話すという・人への醜を

基にして成り立つものであって、大きな意義を含んだものであった。

藤井正人氏の言う「なり切り質問」の部分を見てみよう・この紛は班学習で・4人で班を
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搾り、3人が質鰐する入、1入が質闘を受ける人で構成された。質闘する側は、最初に質欝す

る人、つっ込みを入れる入、さらにつっ込みを入れる人で、それらに対して、質簡を受けた人

はある人の立場に立って答えるという形である。

　私の琵ていた班での質間を受ける人の立場は、　「遊びにっれて行r｝てくれない親」　「運動を

しない父」　「妹の部撞のテレビを見る昆」　「机の上に勝手に物を置く母」の4つであった。こ

のうち、「蕪の部屋のテレビを見る昆」では、fことわって入るのか．」　丁妹がいるのに入る

のか。」　「妹はどう患っていると患うか。」という質欝が出され、3つ目の質蕎には、　丁引き

出しの中の物がi鷺くのがいやだ。」と、妹の立場で答えていた。妹というのが質欝を受けた入

そのものなので・つい・自分の立擬で物を言ってしまったのであるer運藪をしない父」では、

忙しくて運覇する時閥がないという父に対して、仕事が本当に楽しいのか、とか、子どもと一

籍に運藪をすれぱ良いのではなV・か、とかの質闘が出されたぶ、答え轄籍略なものであったe

　蘭くという観点から見れば、相手から十分に話を引き出すに至っておらず、話すという観点

か塾すると、毬の入の立場に十分になり切って話すことができていなかったのである。兄・父

・母といった目上の入々の考えに思いを巡らせたり、目上の入になり饗ってその考えを推灘し

て述『ることの難しさが感じられた。

｛§）奮学轟tなされ各人鰐を舞っても、ること

　璽学習の後、1書く相手の家族　2｛ア｝その入の状穣　　｛イき窪分の霧　3績纂、という

纏で文章をまと毒るという捧業に入｛｝た蕊　｛ア）の部分に、そ桑入の状混そ9．｝もので韓なく．

その入¢状混に対する窪分の気籍ちを書いている鶉童ぶ、私穆衰た鰻碧で繧x1奪且中？入誤

た。や1ま堅碧上の入CZ）ことを推簗して叙述すること¢難しさが、ここiこも選ていたようであ

る。

（4〕琴完範きも、毒澆曇書轟聾｝妻、って詩ること

　前半欝糞窪〉、轟議さ蘂た文章において、結論を寡鍮・本譲iこそ¢まま慈謬静鐘て書皐て嚢勢

かどうか爵穣討都諺で｛ま、掌び膏いの違毒方毒竃十聾わかってお書、つ豪ぎ謬i露繋こ轟聾鐵霧妻

してどん姦も燈を入れる甑款寿と挙げら義た。鐘半露轟羅嚢謬違穆婁も1｝3Skt｝て玉壊二ようだ

鋲青っているうちに・｛Eo入PtSE轟iこ違って霧を言う妻いう嘉譲あいま｝・iこ姦って、轟登e

童轟で嚢を言ってしまう墨金藻交じってもまもi、そ穆あ勢ま勢さ穰、轟蓬で文牽を蓑乏蒙る霧

麺も議てしまったようであるn

ζ§｝－A塾ξ琴謬璽嚢｝鰺麩嚢責轟董蓬轟iさk’｛r　“ること

　轟等葦｝撃緩遼藁で窪｝講嚢・霧・9｝i｛1）pasで萎ま、一入塾を顯｝嚢言iこ巽Lて．璽季をL麦誓、

嚢糞量｝慧量を鐙ナ蓬した蓼iしてk・たni聾霧麹こおいても、蓬入撃嚢塞を交義1して嚢寿と霧藁式

書嚢嚢轟警を轟警轟もて、一真塾と書｛竃｝癸霊をle邊：e受黍蓬ヒ菱｝てL、塾▲うrξ塾萎e
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2．学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことができる

　前半の学級全体での討論・話し合いの部分では、発言者は理由・根拠をはっきりと示して答

えていた。後半の「なり切り質問」の班活動では、他の人になり切って答える際に、その人の

考えが十分推測できなくて、理由・根拠が挙げられない答え方も見られた。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

学級全体での討論・話し合いでは、学習集団の成員全員に十分に声が届く音量で話していた。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　前半の学級全体での討論・話し合いの部分は、授業者と児童との一問一答式に近いやり取り

がほとんどで、児童が前の発言を受けて発言する場面がほとんどない。あったのは次のAの場

面のみである。又、後半部の班活動は班での話し合いではなく・質問し・それに答えるという

形なので、やはり、前の発言を受けて発言するという場面はほとんどないe中に一つだけそう

いう場面が見られたものを、Bとしてあげる。

　分析の記号は以下の通りである（ここでは二通りの発言だけである。）。

　←　前の発言に同意した発言

　↑　前の発言に対する意見やアドバイスを行っている発言

　また、〈　〉で囲まれた数字は、発言番号を示す。なお、F・Mは授業者藤井正人である・

A　学級全体での討論・話し合いの場面

1）話し合いの実際
＜1＞F・M　この結論は、今この本論にこのまま続けていいですか。悪いですか。

〈2＞K　　　私は悪いと思います。なぜなら、結論では私も一緒に漫画を読む時間を短くし

　　　　　　ていこうと思いますってありますよね。　（児童の多くが「はい」と答える。）で

　　　　　　も、序論と本論では、私が漫画を読む時間が長いとかそういうことが書いてない

　　　　　　ので、私も一緒に漫画を読む時間を短くしていこうと思いますっていう・漫画の

　　　　　　例をいきなり出すのはちょっとおかしいと思います。

＜3＞F．Mいきなり漫画が出てきますね。ほかにどうでしょうeこの漫画の例だけですか・

　　　　　　続けられないのは。

＜4＞H　　　Kさんが漫画の例を出すと序論や本論に関係ないからっていったんですけど・

　　　　　　それだし、あと、本論にかいてある紫色の煙にも多くの有害物質が含まれていま

　　　　　　すとか、そういうものを漫画の代わりに入れてやった方がいいと思います・

2）分析
　←＜4＞H　Kの発言に同意した上で、さらに別な自分の意見を加えている（ただし・自分

の意見の中身自体は不十分であるが。）。

B　班活動での場面

1）話し合いの実際
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＜5＞S　（札を持ち、準備する。）ペットを飼うことを許してくれないSの母です。質問を

　　　　どうぞ。

＜6＞R

＜7＞S

＜8＞N
＜9＞S
＜IO＞T

＜ll＞S

＜12＞T

＜13＞N

なんでペットを飼うのはだめなんですか。

生き物を飼って、生き物が死んでしまった時は、すごい悲しいから、嫌です、

どんな動物でもいけないんですか。バッタとかそういうのもe

はい。

Sさんは、どうしてペットを飼いたいと思っているのですか。

Sさんじゃないよ。お母さんだよ。

ちょっと待って、え？

Sさんが本当にペットを飼いたいと思っているのは分かっていますかっていう風に

　　　　闘くの。

＜14＞T　ああ、お母さんは、Sさんが本当にペットを飼いたいと思っているのは分かってい

　　　　ますか。

＜15＞S　う一ん、分かっていると思います。

＜16＞N　質問も、今度はフリーだよ、フリー。

＜17＞R　質問ある？（間をおいてから。）Sさんのお母さんは、ペットを飼ってたそのペッ

　　　　トが死んじゃって悲しかったから、そういうのに反対なんですか。

＜18＞S　以前、家で金魚を飼っていて、それが死んでしまって、悲しい気持ちになってしま

　　　　ったからです。

＜19＞N　なんか質問する？

＜20＞R　　待っててもいいんでしょ。

＜21＞S　待ってみよう。

（少し間が空く。）

＜22＞N　あ、ペットの世話は、誰がするんですか。その金魚の時は誰が世話をしていたんで

　　　　すか。

＜23＞S　金魚が死んだ時、まあ…　　（以下、聴取不能。）

＜24＞R　もし、今度ペットを飼うんだったら、今度はSさんのを、自分で世話をするように

　　　　Lますか。

（時闇切れ。）

2）’分析

↑＜11＞　前のTの発言が、Sのお母さんに対してでなく、　Sに直接言いかけているので、問

　　　　い方を訂正している。

↑＜13＞　質問者のTに、質闇の仕方がなお分かっていないのを見て、闘き方を教えているe

↑＜16＞　3人の質欝者が一つずつ質問を終えたので、今度は誰が質問をしてもいいと、周り

　　　　に呼びかけて、質問を促している。

↑＜17＞　前の発言を受けて、自分よりほかに質間のある入がいないかどうか確かめている。

　　　　（その上で自分が質問している。）

↑＜20＞　NがTに対して質闇をするかどうか聞いたのに対して、せかさずに質問することを

　　　　思いつくまで待とうと言っている。
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←＜21＞　待つことに同意している。　（待った結果、別の人から質問が出されたt，）

↑＜22＞　＜7＞Sの発言を思い出して、生き物が死んだ時、なぜそんなに悲しかったのかと、

　　　　その理由を推し量って質問している。

考　察

　前述の「（2）学習課題が明確であり、難易度が適切であったか」の後半部分で「なり切り

質問」部分については既にしるしたが、　rB－1）」のやり取りを見てみると、質問の仕方が

よく分かっていなかった児童に、班の一人が間違いを指摘し、すぐには分からなかったと知る

や、別の一人がさらに丁寧に教えてやっている。また、質問を促されると・自分に質問があっ

ても、まず、周りに質問する人がいないかどうか気を配ったり、再度質問を促す発言があった

時は、あわてずに、いい質問が出るまで待とうとしている。これによって・当初の発言では・

理由が十分には述べられていなかった答えに対して、よりはっきりした理由を引き出す質問が

なされることになった。周りの人たちに対する配慮があったからこそ・このようないい形が生

まれたのであろう。他への配慮が大切なことの格好な例である。

　班活動での話し言葉は、言い方が分からなかったり、うまく言えなかったり・言い間違えた

りしたときは、くだけた言葉が出たが、目上の人に対して質問し、目上の人の立場で答える場

合では、その人にふさわしい言葉遣いをしていた。

（4）　話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人

　に体を向け視線を向けて聞くことができる

　全体での討論・話し合いの場面では、発言者は授業者の方を向いて発言していたが・聞く人

は発言者の方に目を向けて聞いていた。班活動においては、机を動かして・班員同士が向き合

う形になったため、発言者は聞く人に向かって話す姿勢・聞く人は発言者に向かって話を聞く

姿勢が、自然にできていた。

（5）　話し合いを論理的に進めることができる

　4人の班員がそれぞれの役割を持ち、その役割を交互に交代しながら・同じ活動を4回繰り

返したので、全員が同じように活動できた。その活動は前述のBの場合のように・軌道修正し

て適切な方向に向かうことができた場合もあるが、途中からずれて行ってしまったケースも・

多々あったようである。これは、他の人の立場に立って物を言うということの難しさによるも

のであろう。
しかし端討したBのケースのように、班のほかの人一の心くばりにより・班の醐気が和

やかになり瀕齢答の方もより灘ることになったものがあったのは・他一の酉己慮の大切さ

ということを教えてもらうことになって、意義深かったように思う。

IV　分析考察に基づく教育課程と教育方法の構想

1．学び合い成立の要件
（1）共に学び共に成長しようという意欲態度を持つ姻（轍）であること

相手の考えを尋ねたり湘手の考えをeiき出すことができるような鯛をする際｛こは湘手

＿の思いやりが腰とされ湘手の立劇こ立ってものを考えることが大切である・そのために
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は、普段の学絞生活において、クラスの人eに対する常日頃の心配りがなされていなければな

らない。そうずれば、共に学び共に成長することに、喜びが見出されるようになるであろう。

（2）学習課題が明確であること、難易度が適切であること

　学習課題は、適切な言葉によって示され、学習者によって正確にとらえられるものでなけれ

ばならない。また、指導者は、その課題によって何を明らかにさせようとするのかをしっかり

と把握していなければならない。また、学習者の力が均一ではないので、誰もが取り組むこと

のできる課題でなければならない。誰もが取り組むことができ、しかもそれについて考えるこ

とでより理解が深まったという達成感の持てるような課題であり、難易度であることが望まし

い。

（3）自学がなされ各人解を持っていること

　自分以外の誰かの考えを推測して話すためには、意識的にその人の立場に立ってものを考え

なければならないe文学教材の学習においては、登場人物の気持ちを考えることが多いが、さ

らに、その入物がその状況においてどう考えどう行動するかを、その人物になり切って考える

というような学習を取り入れるのも有効かもしれない。また、常舞頃家庭生活において、父母

や祖父母の立場に立って、その人たちの気持ちを思いやることも大切である。

（4）学び合いの進め方が分かつていること

　話し合いの進め方を周知させるために、ある程度パターン乾して繰り返すことも必要だが、

学習の内容に応じて、それに変化を加えることが必要であるeまた、掌警内容に応じた進め方

について、学習者同士で話し合うことも大摺である。

（5）一人ひと￥の解の聾今妹検討が保証されること

　一入ひと9の意見が十分検討される時間の保たれることぶ必要であるが、その意見がどのよ

うに導き出されたものか、どのような広がり・深みを持っているのかも汲み取るようにLな静

れぱならない。

（6）学び合いが譲理的（自然）に療籍するよう撞導者が蓬欝i二撞導すること

　意見が対立したまま膠着状態に醸r）たときには、対立している議本のところを墾らかiこL、

翼方に共通している点はないか、相手の意昆に良さ慧ないか、などi7［〉検講を擢し、当籍の責嚢

毛こ濁執することなく、それぞれがより良い意慰こ蓮Lて蕃導るようにすることが霧要であるe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±
2、撃慧奮も、に書要とされる諾すこと溺くことPtee力

持｝駕（誓とそPt理褒・擢拠〕を嚢蓬仁轟すtと藩できる

　轟曇なりの理由・銀拠を窮らかにした答えを持つことikE’らろんだが、篭嚢こ轟執すること

豪く、入玲慧慧を蕎いて蜜分の当初の誓えを藁纏す柔歎翼を舞っことも大麹であるゴそL〈、

▲撃轟い答えを導き議す力を身1こつ謬るよう、努毒るべきである。

《2＞撃璽纂蓬摺1議嚢童嚢仁声藝渥く書量で藷すこと褻できる

　轟iを」二蓼て慧ロき蓼を嚢すことが弐嚢だが、書擢嚢奮が姦くても、大きな声で言えるよう豪
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雰囲気が普段からでき上がっている必要がある。

（3）前の発言につなげて話すことができる

人の発言をよく聞いてて・それに机て・質問するのか、付け臓るのか、部分的に駐す

るのか・反対の観を述べるのか・別な観点から述べるのか、をはっきりさせて、意見を述

べることが大切である。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人に

　体を向け視線を向けて聞くことができる

クラス全員が一9の円形に座ることができるのが理想的だがに重のコの字型に座っている

場合でも・できるだけ多くの人に向かって話し、聞く人はその人の方を見て聞くことが大切で

ある。班活動の場合でも・相手の顔を見て話し、聞く人も、相手の顔を見ながら聞くようにし

なければならない。

（5）話し合いを論理的に進めることができる

　自分の意見を主張し通そうとせずに・人の意見を聞いて自分の考えを修正し、人の意見に対

しても修正を加え・相互の意見がよりよいものになるようにすることが大切である。
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実践者からの見解

藤井　正人

O　なるほど確かに、と思ったこと

　・　本実践の闘き取りにおける話し手は、　「自分の家族のある人物になりきって、その人の

　　思いや考えを話すjという役割であった。やはり、この聞き取り活動は難しかった。分析

　　考察者が「兄・父・母といった目上の人々の考えに思いを巡らせたり、目上の人になり切

　　ってその考えを推測して述べることの難しさが感じられた」と述べている通りである。

　・　考察に、　「周りの人たちに対する配慮」の具体がいくつか挙げられていたが、この視点

　　は、授業者にはなかった。対話を学習活動に採り入れる場合の大前提である「学級集団の

　　支持的風土」の育成を意図していたので、その具体を示し、さらに評価していただき、大

　　変ありがたかった。

O　授業者の意図と異なること

　・　学級全体での話し合いの場面で、r前の発言とっなげている発言がほとんどない」と分

　　析されていた。ただ、ここは、もともと、そのような発言を期待していなかった場面であ

　　った。ここは、教材文から、相手の立場と自分の事例とを関連付ける表現の仕方に気付か

　　せることが目的である。　「前の発言とっなげる発言」が出るためには、それを意図した授

　　業者の働き掛けと子どもたちにつなげるための「話すスキル」が必要である・たとえ・自

　　然発生的に「つなげる発言ユが出たとしても、そこに教師の明確な働き掛けの意図がない

　　のであるから、評価はできない。

　．　授業後半の小集団での活動は、表面的には「聞き取り活動」であるが・実際は・聞き手

　　の聞き取りを目的としたものではなかった。家族の一人の立場に立って質問を受けること

　　によって、話し手（＝書き手）が家族の気持ちや事情を慮ることを目的としたものである。

　　っまり、質問されて十分に答えられないことによって、自分が家族の気持ちや事情を理解

　　していないことを自覚する。そして、一方的なお願いを書くのではなく・もっと家族に共

　　感する必要性を実感することをねらった活動であった。したがって・現象的には・活発な

　　聞き取りが行われないことは当然であり、むしろ、それを意図した結果であった・ただ・

　　それが大変難しい活動であったことは、上述した通りである。
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別紙　分析の対象とした授業記録

藤井正人教諭の授業記録

記録作成者：片田陽子

修　正　者：三塚　貴・常木正則

公開授業日時：平成i7年7AilH（月）3校時11時10分～12時10分
学校・学年・組：新潟大学教育人間科学部附属新潟小学校5年2組児童数37名

指　　導　　者：藤井正人教諭

単元・題材名：聞いてよ、私のお願い～家族への手紙（全6時間本時第5時）

主な学習課題：相手の立場と自分の事例とを関連付ける表現の仕方を身に付けよう。

公開授業時第5時

時刻 学習指導
学習者の発言（遠し番号で示す）

w習活動の様相（※を付して示す） 備考
11110 1．みなさん序論と本論をね下書

きを（聴取不齢こちらの教材文の

お父さんたばこをやめて　序論と

本論まで、今臼は何をやるんです

か。

1．結論。

2．結論。

2．はい。

3．吉揖お父さんと石塚お父さん

に、たばこをやめてお願いする結

論
4．一回自分で黙読してみましょ
う。

5．文字読めますカ㌔全員で声をそ

うえていきます。「だから」さんは

い。

3．読む。

6．お父さんにタバコをやめさせる

ために、どのようなお願いの仕方

をしていますか。結論で』気づい

たことがある丸どのような、に、

どのようなお願いの仕方をしてい

るでしょう。Hさん。

4．はい。えっと、自分と一緒にがんばり

ましょうっていうようなこと。

5．拍手

7．一緒に頑張りましょう。

8．同じ考えの人は拍手しました。

自分も「緒に頑張ろうとお願いを

する。そういうとお父さんも頑張

る気になるかな。その他どうでし

よう。え一、Yさん。　Yさん。

6．はい。私も、いきなりお父さん今すぐ

一116－一



にたばこをやめてくださいとは言わず

に、

7．～日5本減らすことから始めて、

9．うん。

ぱだんだん少なくしていったらどうです

かというように、

10．うん轍

9，お父さんもいきなりやめてと言われた

ら、

11，うん。

1αそれは無理だろうなと（聴取不能）か

もしれないけど、一日5本減らすことか

ら始めてと言われたら

12．うん。
｝

11．あ、それならお父さんにもできそうだ

なと思うかもしれないように、うまく誘

っている。

13うん。

泣聴取不龍
14うまく誘っている。

抵いきなりじゃなくてうまく誘っ

ている。お父さんの何を考えている

の。

13．聴取不龍

16．お父さんの気持ちを考えている

んだね。

11：14 17，お願いする家族の他にどうでし

よ．この2っでいいですか。

自分も一緒に頑張ろう。で、お父

さんの気持ちを考え七いきなり

「やめろ」とは言わない．え一、

みなさんが今挙げたようなこうい

う結論を書いてほしいなと思いま

す。

18．ですが‥・ですが、教材文の

序論と本論、結論もう一回ダーっ

と読んでいきます。スラスラ音読

いくよ。ね、これ何回も読んでる

から。読める桓えっと、見えな

い人は自分のノートに貼ってある 弧

ものを読みます。前の人読めるか

な。

19．お父さん、今、から、スラスラ

音誌

2（Lストッズ序論、一回（聴取不

能）…　た抵本論、これから、
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さんはい。

2Lじやあ、今（聴取不能）ところ、

さんはい。

22．この結論は、今この本論にこの

まま続けていいですか。続けてい

いですか。意見を言ってください。

このまま続けていいですか。悪い

ですか。どっちかな。聞いていい

ですか、Kさん、どう艦

14．はい。私は悪いと思います。なぜなら、

結論では私も一緒に漫画を読む時間を

短くしていこうと思いますってありま

すよね、

15．はい。

16．でも、序論と本論では、私が漫画を読

む時間が長いとかそういう例、ことが書

いてないので、私も一緒に漫画を読む時

間を短くしていこうと思います。ていう

漫画の例をいきなり出すのはちょっと

おかしいと思います。

23、ちょっといきなり出てるね。そ

のまま＿．Kさんはばつ。いき

なり漫画がでてきます。ほかにど

うでしょう。この漫画の例だけで

すカ㌔続けられないのは。はい、

Fさんどうですか。

17．はい。えっとKさんがさっき漫画の例

を出すと序論、あ、本論に関係ないから

って言ったんですけど、それだし、あと、

本論に書いてある紫色の煙にも多くの

有害物質が含まれていますとか、そうい

う本論に、書いた、ものを漫画の代わり

に入れてやったほうが、いいと思いま
す。

24，本論に書いてあること。
、

18．あ、そうじゃなくて本論に漫画をいき

なり、出すんじゃなくて、本論のことを

少しくっっけ、加えたりして、最後まと

めたほうがいいと思います。

25．ここはねえ、付け加えが必要だ

と。っながってない理由をもう一回

言ってください。

1息っながってないのは、えっとだから、

お父さん今すぐにたべ、たばこをやめて

とは言いませんって言うので、また、新

しいことを言っていてやめてとは言わ

ないんだよっていう新しいことを言っ
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ているので、

26．ここ、新しいことだ。

20．うん。

27．ただっながらないんだ。

28．お父さん今すぐにやめて。これ、

つながってない。新しいことだよ

ね。はい、Hさんどうぞ。

21．ぼくはだめだと思うんですけど、うん

と、だからって書いてあって、なんか最

後の、まとめにだからって言葉を使うと

思うので、

29．うん。これ、「だから」まとめ

に使う。

22．うん。だから

3αだから、はい。

23．使わないと、あ、つなげないとだめで

す。

3Lはるちゃん、どこがっながらな

いの。まとめのfだから」とっな

がってないんだけど、こ、どこが

っながってない。もう一回。

24．なんか、あの、ほん、本論に、えっと、

つながらないのは、

32．うん。

25．理由とか書いてあって、

33．うん、

26．それで、

34，うん。

27．なんかそれをまとめるために、

35．うん．

28、なんか結論があるから、

36．うん。

29．だから、「だから」っていうのは、ま

とめに使うものだから、

うん。

30．つながらないと思う，

37．うん。

3＆この文がっながらないってこと

ですかbお父さん今すぐにたばこ

をやめてとは言いません、がつな

がらないってことですカ㌔じゃあ
‘

今、Yさんが言ったことですか
亮

　　　wﾋ。ちょっと付け加えてくれまし

たね，「だから」っていうのはま

とめなんだと。はい、Kさんどう

ぞ。

3Lえっと私は、　KさんとHさんにつけ足

ヤ しで、
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3息はい．

32．あのう、本論の最後、本論には、

如．うん。

33．あのう、お父さんにたばこをやめてほ

しい理由が書いてあるのに、

41。うん。

34．結論には、

42．うん。

35．そ、それとは違う、今すぐたば、たば

こをやめてとはいいませんって書いて

あるので、

43．うん。

36．そういうふうに付け加えるんなら、

44．うん。

37．でも、お父さんたば、いますぐたばこ

をやめてとはいいません、っていうのが

45．1なるほど。

38．お父さん今すぐたばこをやめてくださ

いっていうふうにとかしないと、っなが

らないと思います。

4杜あ、この文がっながらないのね。

47．でもに、でもの聴取不能｝

11：22 48．いいでしょうカ㌔つながらない

という理由が、2つ出てきました

が、え一、付け加えて、いくつか

出ましたけれども。で、改めて、

じゃ、っなげるためには、この、

この蘭に必璽なんだよね何が必

要なんでしょうカ㌔改めて、この

っながってない。っなげるために

は何が必要でしょう。どんなこと

を書けばいいでしょう。Sさん。

3息最初の文を「だから」っていう文にす

るんなら、なんか、その前に、

4αうん。

40．ほ、あ、本論が、

50．うん。

41．こう、資料とかがあって、

51．うん。

42．なんか、「だから」とか使っているの

で、

52．うん。

43．それも、こう、たばこを吸っている人

が、なんか、なかなか、

5翫うん．

44．こう、少なくできませんとか、

54．うん。

45．こういう資料とかを使って、
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55．あ一、

46．そして、だから、お父さん、っていう

感じにしたほうがいいと思います。

56．このたば、こから、たばこを吸

っている人は、こう、なかなかや

められない。あの、資料があると

いいかもしれない。なるほどね。

なかなかやめられない。それ、お

父さんが、なんでしょうかね。お

父さんの＿気持ち。気持ち。K

さんは、こういうお父さんなんか

の資料が必要である。あればい

い。お父さんがなかなかやめられ
「

ないってことを言うと、「だから」

につながると。つながる。

47．逆。

57．逆。

48．うんと。

58．つながる。

59．お父さんがなかなかたばこをな

かなかやめられないんだってい

う気持ちを、ゆって、「だから」、

今すぐにたばこをやめてとは言

いませんとつながりますか。っな

がりますカ㌔いいですか。

49．はい。

60，じゃ、これが必要だと。

61．「ア」。「ア」としましょうかね。

62．じゃ、もう1つ、これをっなぐ

ためには、何が必要ですか。Tさ

ん。

5αはい。えっと、自分も、今すく鰻画を

やめられないっていう気持ちを書いた

らいいと思います。

63．自分も、漫画の例。

64．えっと、Tさんもう一回。これ

はどんな例なんですか。

51．自分も今すぐ、やめられないので

65．自分も、うん。こう、お父さん

と、

52．・同じ気持ち。

66．同じ。なるほど。まるっきり同

11：26 じかどうか、うん、まあ、同じと

か。あとは、似ているとか、そう、

なかなかやめられないっていう

お父さんの気持ちと同じような、

または似ているような、自分の漫

画の例、が、必要だと。そうする
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とっながるかな。これとね。

67．そこで、みなさん、これから教

材文①と、教材文②を、今のこと

を踏まえて、つなげてる文を、書

いてもらいます。が、今これはた

またまこのお、このお、教材文の

私の漫画の例だよれここちょっ

と本当にみなさんの＿例にして

ほしいんです。ちょっとなかな

か、悪いと思っているんだけど、

なかなか、やめられないなあとい

う例がある人手を挙げて。こうい

うことなかなかやめられないな

あという。生活の中で。なかなか

やめられないなあという例。な

い。Tさんどうですか。

53．うんと、ゲームをしている時間。

68．え。

54．ゲームをしている時間。

69．ゲームをしている時間。なかな

かやめられない。

70．はい。こういう人手を挙げて。

テレビゲームをしている時間、な

かなかやめられないなあ一って

いう人どれくらいいいます。は

い。

71．他にこんなのがあるっていう

人。0さん。

55．えっとなんか、

72．うん。

56．テレビを見ている時間。

73．テレビを見ている時間。ち

よ＿、っていう＿。テレビの時

間。これなかなかやめられないな

あ一っていう九はい。

74他にどうですか。Sさん。
b

57．はい。コンピューターをしている時間。

75．コンピュータ。夢中になって。

Sさん悪いと思ってる。

58，う一ん。

胞やりすぎなのか。Kさんどうで

すか。

59．えっと、友達とかと遊んでて、きりが

ないっていうか。

77．どういう遊び6

60．サッカーとかでもそうだし。

78．友達とかとの遊び。

61．あ、弟とかも。
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79．ああ。

80．（聴取不能）さん。どうですか。

62本読んでいる時間。

8L読書。本。

63．それっていいんじゃないの。

82．え一っと、

65．やめろうっわれても、やめられないよ。

83．ちょっと読みすぎてる。本。は

い。Kさん。

65．勉強っていうか。休憩の時間。

額．一旦休むと、休むのやめられな

い。

66．あ～あ。

85．今もちょっと遅れてきたもん

ね。やめられなかったかあ。はい。

8 67．（聴取不能）一旦じゃないもん。

68．いちんち中休んでるもん。

69．やすんだことねえ。

6．え一、はい、Mさん。

70．勉強前の時間かせぎ。

87．へへっ。

71．あ～あ。

88．前のね、この前のやっね。はい。

89．え一、今いくつか出してもらい

11：29 ましたが、どれが、漫画もいいで

すよ。自分が今たまたまこの、教

材の例が漫画ですけど、漫画もそ

うだっていう人もいいです。え

一、この中で、自分が悪いと思っ

てもなかなかやめられないって

いう例がありますか。その例にし

て、つなげてほしいんです。ちょ

っとプリント配りま一す。（プリ

ント配る）

72．（聴取不能）お母さんとか（聴取不能）

時間とかも．．．（聴取不能）やりなさい

って（聴取不能）

90．はい、すぐ名前書いて一。

73．（聴取不能｝え。へえ一。（聴取不能）

91．これ、結論は真ん中となってい

ますが、ここ今、あの、ここは気
竃

にしなくていいですね。自分の、

今変えましたので、じゃあ本論

と、こちらの結論を結ぶ部分、今、

こう、空欄になっていますが、そ

こに、入れてほしいんですが、書

き出しだけいいますので。さい、

さ、さっきさあ、え一誰だったか
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11：33

11：37

11：38

なあ、fだから」じゃなくて何が

いいっつった。

92．「でも」が大事』

93．書き出し、「でも」、はい、この

書き出しで、つなげて下さい。時

間は5分です』

9・cl，，今ここの、ちょっと書くのやめ

て、「ア」と「イ」を入れるんだ

よ。黄色で書いてるの、これを入

れて、つないでください。

95．あ、これ「私の」です。まあ、

　「ぼくの」でもいいね。

96．あの、男の子は「僕」でもいい

です。私が、え一はい。

97．全部埋まらなくてもいいんだ

　よ。もちろん。逆に足りなかった

　ら裏いってください。あと一分程

度でまとめましょう。

98．そろそろいいでしょうカ㌔

99．はい、じゃあ、そろそろまとめ

てください。

100．①と②、っながりましたか。

101．はいじゃあ、それ鉛筆置いて、

それ裏返しにしましょう。

102いったん、おわりまN・…一す。途中

でもおわりま一一9r．途中でもいい

で一す。

103．え一、今は、こ、このおとい

　う教材文で結論を考えてもらい

ましたが、これからいよいよ自分

の作文の結論を考えて書いても

らいます。が、あのような結論を

書くためには、まずこれだよね。

このことが、これまあいろいろみ

なさんと違いますが、このことが

　しっかりわかってないと、自釧以

てる、同じような、自分の例、で

ませんよ祇そこで、今日これか

ら、これについて、グループで質

問しあつて、えV－一、考えてほしい

なと思います。

104．（捕助黒板移動）よいしょ。

74．「でも」

75．え一。（書き始める）

76．せんせえ、これ書き出しの、つなげる

部分で、これ私の、
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11：40

105．じゃ4人グループで、え一、

一人、全員がまずねえ、人それぞ

れお願いする家族になりきって

　ください。例えば、え一っと、こ

れ1さんの例ですけども、1さん

は話の途中で、口をはさんでくる

お母さんに、はさまないでってい

　うことだよね。で、1さんは自分

が、話の途中で口をはさんでくる

　Kの母になりきってください。

106．それぞれが、え一っと、こう

途中（聴取不能）書いてありますの

で、みなさん題名から、なりき、な

りきりましょう。そして他のグルー

プの人たちが、質問をします。さっ

き気持ちって言いましたが、気持ち

でもいいし、様子でもいいし、事情

でもい、いいですから、質問します。

じゃちょっと、この、さっきたばこ

の例ですねえ、え一っと、ちょっと

たばこの例で説明します祇まず、

1番の人、なりきった人がこう言い

ます。え一、「ぼくはたばこをたく

さん吸っている誰々の父親です。」。

これを読めばいいですね。で、「質

問どうぞ。」って言います。で、1

番です。で、2番の人が最初に、気

持ちでもいいし、いろんなこう、で

もいいから質問しますe例えば「一

日何本くらい吸ってますか。」、で、

なりきった人がそのき、人になって

答えますe「20本以上は吸っていま

す。ユe次、他の二人の人は、ちょっ

とそこ5人だから、3人ね。人は、

つっこみます。「たばこはとっても

悪いことは知っていますか。」。答え

ます。「はい、知ってます。」。あ、

ごめん、言い忘れたけども、なりき

ってるんだけども、ついつい、「吸

ってるようです」って言ってもいい

ですから。あのお、ほんとはこれ、

自分なりきってるから、「吸ってま

す」でいんだけどねここはまあ、

ま、混ざってもいいですね。で、さ

らに4番の人がつっこみます。「ど

うしてやめられないのですか。」e

で、さっきのでてくるよね、fやめ

ようと思っても、っいつい吸ってし

77．あははは

78うふふふ
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まいます。」。さっきのお父さんの気

持ちが、で、出てきましたねで、

2番3番4番が、終わった時点でこ

こまで必ずやって、あとは、自由に

つっこんでください。「たばこを吸

っている時はどんな気持ちです

か。」って聞かれても、もしそれが

答えられなかつたら、「わかりませ

ん」でもいいです。なりきったとし

てもね、わかりませんでもいいです

ね。「まわりに迷惑をかからないよ

うに何か気を遣っていますか。」、

で、「外に出て吸っています。」とか。

ね、ここは3人がこう順番に質問し

たら、あとはもう質閏は、ある人が

質問して、なくなった時点で終わり

です。いいですか。で、なりきった

人はそのお願いする家族の気持ち

とか、そういう様子とか事情なんか

を、もう一回振り返ってみてくださ

い。はい、じゃ4人グループになり

ましようa

A班の記録

記録作成者：樋口大輔

1番の人一T　2番の人一A　3番の人一K　4番の人一Y

時刻 学習指導 学習活動 備考
11：44 ・（A班の学習者、斑をつくる）

・はい、え一とKさん、こ

れあげますので。Kさ一
ん。

・（学習者に教具を渡してい
」

く）Hさん、はい、Hさ一

ん。

11：45 A：教具を取り、席に戻ってくる。

Y：これ一番後ろの人だよね，

T：ねえ見せて。

T：ねえこれどうしたの？

K：母の真似。

Y：母も

A：うち父と母。

元はい、うちわにしない。

・はい、じゃあ一番の人は
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手を挙げてください。 T：（札を持った手を挙げる）。

U：46 ・一ﾔの人は、この札を立 ・（T以外の児童は札を伏せ、全員が指導者に注目する）

ててください。他の人は、

ちょっと混乱するから札

閉じてて。

・（様子を確認し）札は、札

は伏せておきましょう。

・はい、一番の人、一番の

人だけは札を立ててくだ

さい。はい、じゃあ二番の

人は、「質問します」の、

インタビューの時に使っ

た、え一「質問します」の

札を出してください。 Tlインタビューか。

Y：これでいい？

K：それでいいって。いいから早くやれよ。

A：それでいい、それでいいよ。

・はい、じゃあいきますよ Y：いい？
■

一。えっと、3分、にする

から、ここは終わっても、

次の二人目にいかないで。

時間を区切っていきます

（ストップウォッチを準

備する）。

・はい、じゃあ一番の人か

．らいきますよ一。僕は私は

から。はい、用意始め。

T：んと、僕は一…

K：私はでしょ。

T：私は一、長電話をしてしまうTの母です。

Y：一日に、何時問耐可分くらい長電話をするんですカ㌔

11：47
T：んと一、短いと1時間くらいで、長いと2時澗半く

らい、です。

K：30分でも長電話だけど。

K：タバコは・違った。長電話は、みんなが困っている

と知っていますカ㌔理由は？

A：え、違うよ。一日何本ですかっていうのがつっこみ

だから。

K：つっこみ？そっカ㌔分かった。うんとね、何にしよ
うかな・何にも話すことないのに、何をそんなに話　　　｛

ｵてるんですカ㌔

T：えっと、人に一、えつと人にだから電話で何かこれ

これ貸してくださいと甑これこれ貸してもらった

ので返しますとか、そういう時に、用件だけじゃな

くてつい世間話と融そういうことを話してます。

11：48 K：ええ？
`：えっと、世間話とがするんだったら、まず物とか特

徴を教えてください。
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T：ええ、ま…（以下、聴取不能）

Y：そうやって、長電話してる時は、みんなに迷惑をか

けているとか一、そういうことは考えないで夢中に

なっちゃいますか。

Tlそう言ったって俺が声かけてんだもん。

・あと1分です。 K：：子どもだって．

T：そうか、う一んと話に夢中で…

K：息子さんは、だいぶ怒っていますカ㌔

T：え一と、そういうことはうまく言えない。

K：う一んと、どういう時に限ってありますか。例えば

11：49 何曜日とカ㌔

T：えっと、土日はあんまやんなくて、学校がある5日

間のうちにやります。

K：だからこう書いてあるのか。

A：じゃあ何にしよう。

・はい、じゃあ今の質問し

ている人に答えたら終わ

りにしてください。

T：まだ質問してないや。

A：んと一、なんで、物を借りたりしている時に、世間

話ができるんですカ㌔

T：うんと、う一ん物に関係しているっていうか・・

主1150 ・はい、役割変わりますよ

1－@o
・はいストップしましょう。

じゃあ今度4番の人、札を

挙げて一。 K：4番って俺？

・4番の人札を挙げて、正番 T：えっと…お前だろ。

の人が最初に聞く人で一 A：（札を立てる）。

す。質問しますカードを用

意して…（ストップウォッ

チを用意する）。

・はいじ・やあ3分間、質問

タイム始め。

T：えっと、Aさんがどういうことをして、怒ることが

多いですか。

A：う一んと、え一っとそうだな…

Y：じゃあ私が質問します。カッカッと怒ると、癌や、

そういう病気が起こることを知っていますカ㌔

11：51 A：はい。

K：カッカと怒ると、どんなことをしますか。ただ怒る

で終わりますカ㌔

A：怒るで終わります。

K：なんだ、いいじゃん、優しいじゃん。

T：えっと一、怒る時間は何分くらいですか。大体』

Alえっと、短くて13、14分。

K：えっ、みじカ㌔うち普通に14、15分だし．そこに

座りなさいとか言って。
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Y：え、うち30分くらい怒るよ。

K：一気に1時間くらい怒るとさ、何に怒ってるか分か

らなくなるよ。

Y：えっと一、娘さんもきっと嫌な気分になるんじゃな

いかと思うんですけど、怒ってると、嫌な気分に、

なりますか。

A：（聴取不能9

U：52 K：よ一し、つっこみ。

T：次お前じやん。

K：う一ん。

Y：え、じゃあアタシいい？えっと、怒：った日と力斗まど

んな気分になりますか。

・はい、あと1分です。一 T：あ、はいはいはいはい。えっと、怒るときの声の大
吟

回りしたら自由にどうぞ きさは、何くらいですか。だいたい、ライオンの雄

一　〇 たけびとかそんな感じで。

K：それはね、例えばYの傍とかであのさ、お前さって

言うとか。

11：53 K：優しさにね、何を言っている掴まかなり重要だと思

う。家出とかしちゃうもん。

Y：え、家出？

・はい、じゃあ今の質問を T：あ、もう終わりだよ．次3番。

している人で終わりにし K：え、俺？

ます。

K：二人やるの、二人？

・はいじゃあ次3番の人で

す。はい、お家の人になり

きりま一す。

・4番の人が質問の札を持

ちま一す。

・はい、用意、はい始め。

K：うんと一、僕の部屋をつくってあげない、父と母で

す。

Ylはい、A。
Kl最初は父でいこう。いや、母の方でいこう。

A：どうして、部屋を、作ってくれないんですか。

K：まあ、一番おおきな理由は、あれ、狭い、部屋が。

あ、あのね、俺たちは・・

11：54 T：俺たち？

K：ちが一う。えっと、家族は、よく遊ぶから、その道

具とかで、2個の部屋が、物置とかになったりする

ので、スペースがない。

T：ふむふむふむふむ。えっと一、自分の部屋とかがな

くて一、何か不満とかそういうことはありますカ㌔

K：うんと一集中してものができてないとカ㌔あれ・兄

がいるから、学校とか入ってない妹は何にもしる妹

ことがないから、だからもう、騒いでいいんだと思

って、お兄ちやんがべんきょうしてても・騒いでい

いんだと思って、もう普通のように、上に上がった
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りして、勉強道具が、傷んだりする、そういう二と

11：55 があります。

Y：うんと一、そういうことなら、子どもの部屋が、も

しスペースがあったら、そういうのが1つあった方

がいいと思いますか、それとも無い方がいいと思い

ますか。

K：それは、作るそうです。うん、作る。でも、あれだ

って。もし、怒られた時とかに、逃げ込んだりする

と、すぐ、壊すっていうか、物置にするっていう…

T：えっと、自分の部屋がなくて、さっき俺が質問した

のと似てるんですけど、自分の部屋がないとイライ

ラしたり、そういうことってないですカ㌔

ll：56 K：部屋がないから、部屋で寝たりとか、そういう活動

が…5人全員で部屋で住んでるわけだから、ある人

が暑いって言って・・大人が寒いって言っても、なん

か、賛成多数とかで勝手に決まったりします。あと、

それからまだ、そんなクーラーつけたいとか、換気

扇したいって言うのに、親の気持ちで、決まったり、

・はい、じゃあすぐの質悶 します。

が終わったら、終わりで一 T：その気持ちよく分かんない。

す。 K：あ、俺じやない。

11：57 ・はい、4番目最後で一す。

家族になりきる人、札を持

って手を挙げて一。

・はい、最後ですね。じゃ

あ3番の人が最初に質問

しま一す。4番と1番の人

つっこみで一す。

・はい、3分間、始め。

Y：私は、あまり休みをとらない、Yの父と母です。質

問をどうぞ。

K：え一と、働いているというのは、どういう意味で働

いて、例えば、働きすぎてよく考えてくれないとか、

働きすぎて遊んでくれないとか、自分が可哀想だと

か、どういう意味で働きすぎなのかを、教えてくだ

さい。

■

Y：うんとなんか、あんまり一、車に一日中乗ったりし

てて、イライラしちゃって、それで、それがさっき、

言ったように、病気になったり、なりやすくなった

りするから、休養するようにって。

K：なるほど。

11：58 A：どうして、働きすぎたり、途中でやめたりすること

ができないんですか。

Y：えっとやめるっていうか、なんか、うんと一…

K：やめれない？

、

Y：時間がないんじゃないかな一？よく分からないけ

ど。

T：休みをとれなくて、え一っと、娘さんがイライラす
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ることとかありますか。

Y：アタシが？

Y：アタシが一、イライラすると掴まないんだけど、お

父さんたちが、体によくないんじやないかって思っ

て、それで、休んだほうがいいんじやないかって、

思います。

U159 T：ふ一ん。

Y：他にある人いませんか。

T：自由にやる人、手挙げて。

T：う一ん、なんか難しいなあ。

T：なんか働きすぎでやばいこととかありますカ㌔

・あと1分で一す。 Y：えっと、なんか、プールと捌こ連れて行ってほしく

ても忙しいから連れて行ってくれなかったり、しま

す．

12：◎◎ ・はい、じゃあ今の質問に

答えて終わります。

・はい、じやあ速攻で元に

戻りま一す。 ・（机を元に戻す）

・プリントがいきま一す． ・「そっくりそのまま？」と質問が出る。

12：01 ・はい、すぐに名前を書き

ま一す。

・え一、名前が書いたら、

今度はお願いする家族の

ところに、いま札がありま

す祇それを、そのまま書

けばいいと思います。

・そっくりそのままじゃな

くて、最近水泳をやってい

ないおばあさんへ、とカ㌔

・各自、プリントに書き込む。

・⑫は？」

・②は②でやります。はい、

12：◎2 ①を書いたら黒板を向き ‘　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

ま一丸黒板、蹴 ・各自、書き込む。

・はい、じやあ一旦…うん、

後で書いて。顔を上げて。

・②に、今質問をされて、

自分がお願いする家族の

気持ちとか様子とか事情

で分かったことを、アです
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ね、アの所に書きます。そ

して、え一今、その、お願

いする家族の今言った気

持ち、様子、事情などに似

てる、自分の例をイに書き

12：03 ます。今度違うよ、今度ね、

これを書いたら、最後に自

分の手紙の結論を、今日は

作文ノートじゃなくて、こ

こに、プリントに書いてく

ださい．え一、序論、本論 、

を見直したい人は当然作 ・プリントに書き始める。

文ノートをみてもいいで

すごいいでしょうカ㌔はい、 ・K：、Y：｛黒板を見ながら考える。）

じゃあ②③を続けてどう ・A、T：（プリントに書き込鶴）

艦 Y：思いっかない。

・机間指導に入る。

K：（プリントへの記入を始める。）

12104 ・（Yに）どう？ Y：（プリントへの記入を始める。）

12：05 Yl（作文ノートを見直す。）

・そう？

・（Kに話しかける。内容は

聴取不能。）

12：06 ・そのまんま結論に、③も

書いてください。

12：07

12：08 ・先生方、ありがとうござ

いました。みなさんはもう

ちょっと、続けられるよう

12：09 だったら続けてください。

12：10

B班の記録

記録作成者：片田陽子

1番の人一N　2番の人一H　3番の人一S　4番の人一Ha

時麺 学習指導 学習活動 備考
11144 ・（B班の学習者、班をつくる）

・はい、え一とKさん、こ

れあげますので。Kさ一
ん。

・（学習者に教具を渡してい

く）Hさん、はい、Hさ一
ん。

11：45 Hl映ってるね。
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S：うん。

S：（教具を取りにいく。）

・はい、うちわにしない。

・はい、じゃあ一番の人は

手を挙げてください。

11：46 ・一ﾔの人は、この札を立

ててください。他の人は、

ちょっと混乱するから札

閉じてて。

・（様子を確認し）札は、札

は伏せておきましょう。

・はい、一番の人、一番の

人だけは札を立ててくだ

さい。はい、じゃあ二番の N：（札を立てる。）

人は、「質問します」の、

インタビューの時に使っ

た、え一「質問します」の

札を出してください。

・はい、じゃあいきますよ

一。えっと、3分、にする

から、ここぱ終わっても、

次の二人目にいかないで。

時間を区切っていきます

（ストップウォッチを準

備する）。

・はい、じゃあ一番の人か

らいきますよ一。僕は私は

から。はい、用意始め。

N：僕は最近、短気を起こしているNの兄です。

・（笑いが起こる。）

N：質問どうぞ。

11：47 Ha：えっと一、どんな時に怒っていますか。

Nlえっ、別に怒らなくていいときに怒っています。

S：えっと一、Tさんのお兄ちゃん、あなたは、ん一と、

短気を起こす？

H：（S：に何か話している。どういう時に怒ったかを

説明している様子。前半の内容は聴取不能）別に怒

らなくていい時に怒っているって。

S：え、自分なのに言うの？

Hlもしも自分だったらっていうことだよ。

Slうん、難しい（首を傾げる）。

11：48
Ha：違う質問の方がいいんじやないの？どんな時にと

かどういうことで怒りますか、とカ㌔

Slじゃあ、どういうことで、よく怒りますか？

N：爪を切っていてうるさい時よく怒ります。

H：え、あの一、Nさんのお兄ちゃんは・うんとNさん
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・あと1分です』 のお兄ち・やんは、自分が切っている時に、うるさい

と言われたらNさんはどういう気持ちか分かります

カ㌔

N：あ一なんかよく分かんなくなった、あの、お兄ちゃ

んが爪を切っているときに、僕が歌を歌った時は、

うるさいって言った。

11：49 H：歌？

N：ああ、なんか喋っていたら。

H：ああ、そういう意味か。爪を切っている時に、なん

か喋ってるからうるさいと、うるさいって怒った

の？　　㌔

N：うん。

H：ああ、そういう意味か。え一と、じゃあ…

・はい、じゃあ今の質問し H：え一と、じやあ、え一と、自分も、Nが言われた気

ll：50 ている人に答えたら終わ 持ちを分かりますか？

りにしてください。

・はい、役割変わりますよ

一　〇 N：（札を下ろす。）

・はいストップしましょう。

じゃあ今度4番の人、札を

挙げて一。

・4番の人札を挙げて、正番 Hl（札を持つ。）

の人が最初に聞く人で一

す。質問しますカードを用

意して…（ストツプウォッ

チを用意する）。

・はいじゃあ3分間、質問

タイム始め。

H：え一と私の話をよく聞いてくれないHの母です。

N：その時、Hさんの気持ちが分かりますか。

H：え一、あまりよく分からないというか、きっと、話

をよく聞いてほしいと思っています。

Ha；Nさんは、どういうことをしている時に、話をよ

く聞かないのですカ㌔

H：え一っと、アタシは、アタシから、なんか、なんて

　巳P1：51 いうんだろ、アタシのお母さんから、アタシに言う

ことを、アタシが言ってるっていうカ㌔え、なんて

言うんだろ？長い話とかしてると、たまに邪魔って

いうか、聞いてない時があります。

11152 S：んと一、話を聞いていないっていうのは、話を、H

さんが話をしているっていう、話を開いてうていう

のはわかるんですか。

H：んと一、分かってても、分かってるけど、話をして

いると、っいっい、話しちゃう。

、

NlHさんは、あなたを話しているのを、無視したこと

@がありますカ㌔

， H：う一ん、無視っていうのを？
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NlHさんが聞いてくれないことはありますか。

Hl闇いてくれない？アタシが喋っているのを？

Nlお母さんが、喋っているのを聞いてくれない。聞か

・はい、あと1分です。一 ないっていうの。

回りしたら自由にどうぞ H：え、嫌な話だと聞かないかもしれない．

一　〇

11：53 ・（指導者に注目する。）

・はい、じゃあ今の質問を

している人で終わりにし

ます。

・はいじゃあ次3番の人で

す。はい、お家の人になり

きりま一す。

・4番の人が質問の札を持ち

ま一す。 Sl（札を持ち、準備する。）

・はい、用意、はい始め。

S：えっと、ペットを飼うことを許してくれないSの母

です、質問をどうぞ。

H：え一っと、なんで、ペットを飼うのはだめなんです

か。

S：え一っと、生き物を飼って、生き物が死んでしまっ

た時は、すごい悲しいから、嫌です。

N：どんな動物でもいけなんですか。バッタとかそうい

11：54 うのも。

S：はい。

Ha：Sさんは一、どうしてペットを飼いたいと思って

いるのですカ㌔

S：Sさんじゃないよ、お母さんだよ。

Ha：ちょっと待って、え？

N：Sさんが本当にペットを飼いたいと思っているのは

分かっていますかっていう風に聞くの。

Ha：ああ、え、お母さんは、　Sさんが本当にペットを

飼いたいと思っているのは分かっていますか。

S：う一ん、分かっていると思います。

N：質問も、今度はフリーだよ、フリー。

Hl質問ある？
H：Sさんのお母さんは、ペットを飼ってたそのペット

が死んじゃって、悲しかったから、そういうのに反

11：55 対なんですか。

Sl以前、家で金魚を飼っていて、それが死んでしまっ

て、悲じい気持ちになってしまったからです。

Nlなんか質問する？

H：待っててもいいんでしょ。

S：待ってみよう。

・（少し間が空く。）

11：56 ・はい、あと1分で一す。
N：あ、ペットの世話は、誰がするんですカ㌔その金魚

@の時｝義金魚の剛ま、誰が世話をしていたんですカ㌔
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S：金魚が死んだとき、まあ…（以下、聴取不能）。

｝｛：ん一と、もし、今度ペットを飼うんだったら、今度

は、Sさんの、を、自分で世話をするようにします

か。

・はい、じゃあすぐの質問

が終わったら、終わりで一

七
Ha：（札を持ち、準備をする。）

11：57 ・はい、4番目最後で一す。

家族になりきる人、札を持

って手を挙げて一。

・はい、最後ですね。　じや

あ3番の人が最初に質問

しま一す。4番と1番の人

つっこみで一す。

・はい、3分間、始め。

Ha：私は仕事の話ばかりして、楽しい話をしないHa

の父と母です』

Slんと一、Haさんのお父さんとお母さんは、仕事の

話と、楽しい会話を、えっと、仕事の話ばかりをし

て楽しい会話をしないっていうのは悪いことだと思

っているんですカ㌔

Ha：え一、自分は、夕飯の時に話したいことがあって、

子どもの方に目を向けないから、ちょっと悪いん

11158 じゃないかなって…分かんないけどね。

H：え一っと、え一、Hiaさんのお父さんとお母さんは、

仕事の話ばかりをして、楽しい会話をしてみるとか

はできないんですカ㌔

Halえ一。

HlHaさんのお父さんとお母さんは、仕事の話ばかり

をして、楽しい会話が、できないんですか。できる

のに、してないんですか、それとも、できないんで

すカ㌔

Halえ一、分からないけどだいたい、仕事の話を直接

したくなっちゃったりします。

11：59 N：あなたたちは、で、いいんだったっけ。あなたたち

は、楽しい会話を、楽しい会話をしようと思ってい

ますか。

Hal思ってると思うんだけど、っい話しちゃう。

N：思うんだけど？

：多分そうじゃないかと思うんだけど、お父さんとお母

さんじゃないから、多分そうなんじゃないかなって

・あと1分で一す， 思うから。

Ha：思うんだけどにした。

Ha：いいよ、待ってよう。

・（待機する。）
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12100

・はい、じゃあ今の質問に

答えて終わります。

・はい、じゃあ速攻で元に

戻りま一す。 ・（机を元の位置に戻す。）

・プリントがいきま一す。

・はい、すぐに名前を書き

ま一す。 ・（プリントを受け取り書き込む。）

12：01 ・え一、・名前が書いたら、

今度はお願いする家族の

ところに、いま札がありま

す祇それを、そのまま書

けばいいと思います。 ・「そっくりそのまま？」と質問が出る。

・そっくりそのままじゃな Nl指導者に注目し、再度プリントに目を向ける。

くて、最近水泳をやってい ・（各自、プリントに書き込む）

ないおばあさんへ、とか。

・「②は？」

・②は②でやります。はい、

①を書いたら黒板を向き

12102 ま一す。黒板、黒楓

・はい、じゃあ一旦…うん、

後で書いて。顔を上げて。

・②に、今質問をされて、

自分がお願いする家族の

気持ちとか様子とか事情

で分かったことを、アです

ね、アの所に書きます。そ

12103 して、え一・今、その、お願

いする家族の今言った気

持ち、様子、事情などに似

てる、自分の例をイに書き

ます。今度違うよ、今度ね。

これを書いたら、最後に自

分の手紙の結論を、今日は

作文ノートじゃなくて、こ

こに、プリントに書いてく

ださい。え一、序論、本論 N：（自分のプリントに書き込む。）

を見直したい人は当然作 Nlプリントに自分の例なども書き込む。

文ノートをみてもいいで

す。いいでしょうか。はい、 H：（自分ゐ例などを書き込む。）

じゃあ②③を続けてどう

ぞ。 S：先生、なんかさ猷これ似てるっていうカェ飼いた

＜ないっていうのと、したくないっていうのば違う

から…

・そのまんま結論に、③も

12：04 書いてください。

12：05
S：（うなついて、手を止めしばらく考える。）
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12ξ脆 Ha：（記入を続ける。）

・うんちょっと見せて。こ

葦2：07 こ、こ二のところは違うか

12：08 ら．したくないうて・

12：09 ～先塗方、ありがとうござ

12珪0

@L

いまし編みなさんはもう　　　　　、

ｿょっと、続けられるよう

　　　　　　　　　　　’ｾつたら続げてくださ培



回佐藤佐敏教諭の授業（中2）を手がかり［：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析考察者　鈴木　恵

1　授業の概要

　授　業　日　時：平成17年10月26日　（水）1校時、9時30分～10時20分

　学校・学年・組：新潟大学教育人間科学部附属新潟中学校2年2組　生徒数3g名

　指　 導　 者：佐藤佐敏教諭
　単元・題材名：無指名討論主題に迫る　一ゼブラー（全7時間・本時第6時）

　　主な学習課題：主題を明らかにするために、最も大きな心の転換点を考えよう。

II　分析の対象とした授業記録

　（別紙）

皿　授業の分析考察

1．学び合い成立の要件

（1）共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

　学級の構成員のすべてが、共に学び共に成長しようという意欲態度を持っている。これは、

授業者の日常の指導のたまものであろう。その成果は積極的な生徒の発言、すなわち発言総数

41回、一人当たりの発言回数1．・05回という数値に表れている。

　ただし、発言の後に起こる「賛同の拍手」は、納得あるいは同意の意思表示とのことである

が、それにしては、タイムアップとなった授業終末部の発言40・41を除き、すべての発言に対

して拍手が起こるのは解せない。主旨が暖昧な発言に対しても．　一一様に拍手が起こるからであ

る（後述）。それぞれの発言に対して敬意を表す習慣的なものであって、分析考察者（鈴木、以下

同）は形骸化したものと考える。

　その中で、発言35をまとめた授業者の言（31）の直後に期せずして起こった拍手は・発言35

に対する、もしくは35の発言者に対する賞賛の拍手と理解した。

（2）　学習課題が明確であり、難易度が適切であること

　「主題を明らかにするために、最も大きな心の転換点を考えよう」という学習課題自体は明

確であり、生徒たちは忠実に主人公ゼブラの「心の転換点」を追究した。優秀な附属中学校の

生徒にとってはさしたる難問ではないだろうと予測したが、意外にもかなり難渋したようであ

る。このままでは、おそらく授業者の意図した着地点には到達できないだろうと思われた・

　問題は、はたして「心の転換点」なるものがあるのかという点にある。すなわち・主人公ゼ

ブラが、どこかの時点でそれまでとはガラッと異なる（全く逆の）心境になったと読み取るこ

とが可能か否かということである。
授業者は洞年6nに行われたr故郷』実践｝こおいても洞趣旨の・主人公の最も大きな「心

の繍点」を追究する授業を展開したが、分析考察者はその際にも「心の転鯨」なるものが

果たしてあるのかという疑問を抱いた。
そこで、簡潔に、しかしテキストに忠実に教材分析を行ってみた・すると・以下のような流
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れで、次第にゼブラの心境に変化が生じ、最終的にはフランクリン通りを「歩いてみよう」と

さえ思うようになる心境変化の過程が読み取れた。

①話の前提として、走るのが大好きなゼブラが、いつものようにフランクリン通りの急坂

　　を駆け下りて「わしになった」時に交通事故に遭い、特に左腕に重傷を負ったことが語

　　られる（Pl14－－5）。　※フランクリン通りがトラウマとなる。

②夏休み間近に、ゼブラはフランクリン通りをやって来た男（ウィルスン）と出会い、彼

　　の左腕の「そでは空っぽ」であることに気がっくが、r見ないよう」にした。（P115）

　　※自分と同じ左腕であることがポイント。

③ゼブラは「ききたくてたまらな」いほどに、ウィルスンの左腕に強い興味を示し、美術

　　の講師の口を探しているウィルスンに対して、（話がわかる？）イングリッシュ先生の方

　　に頼みに行くよう示唆する。（P116）　※イングリッシュは「想像力1を重視する教師。

④美術の講師として雇われることになったウィルスンは、ゼブラに特別講座の受講を勧め

　　る。（Pl18）　※ゼブラはこの時点では講座にあまり興味がない。

⑤ウィルスンに、自分そっくりの似顔絵を画いてもらったゼブラは、ニックネームが「ゼ

　　ブラ」であることを教える。ウィルスンが画き足してくれたしま馬を何度も眺めている

　　うちに、それが「動いているように」思えてくる。（Pl19－20＞

　　※ウィルスンの絵の力に引き込まれ始める。

⑥次の臥イングリッシュ先生から「想像力の大切さがわかるj講座として受講を勧めら

　　れたゼブラは、彼女からウィルスンがベトナム戦争で怪我をしたことを聞く。その後、

　　講座を申し込んだ際には、彼がヘリコプターのパイロットであったことを聞く。（P12e－1）

⑦講座の初日の様子。アンドリアが美術を得意とするのに対して、ゼブラがかなり不得意

　　である状況が描かれる。ウィルスンから「新しい則で見るように指示される。また、「が

　　らくたを人間に」するウィルスンの想像力を目の当たりにする。（P122－4）

⑧（次第に上達してきた）ある朝、ウィルスンは「右手か左手をかくように」と指示する。

　　「新しい目」をもって画いているうちに、ゼブラは「こわばったまま曲がっている」r奇

　　妙でみっともない手」ではあるが、自分の左手がrちゃんとした手」に見えてくる。（P125）

　　※ウィルスンは、ゼブラが左手を画かざるを得ないことを知っている。

⑨ある日、ゼブラは「特別に心ひかれるものをかいてくる」という宿題に対してヘリコプ

　　ターを画き（ウィルスンは受け取ると「手が一瞬こわばった」）、翌日の「特別に心ひか

　　れるものを作ってくる」という宿題に対しても、やはりがらくたでヘリコプターを作る

　　（ウィルスンは「笑わなかった」）。ヘリコプターを作る際、ゼブラは自分が「左手も使

　　っている」こと、「曲がったままだった二本の指が少しだけ伸びている」ことに気がつく。

　　（P125－6）※ウィルスンへのアピールか。アンドリアには、ヘリコプターに見えない。

⑩（講座も終わりに近づいた）ある日言われた、rなんでもいいから思い出になる絵をかい

　　てきてくれないか」というウィルスンの願いに対して、何も思い浮かばないゼブラはふ

　　と窓際のヘリコプタv・一・に目をやる。すると、それが今にも「スロットル全開で動きだし

　　そう」に見えてくる。帰宅後、画用紙を「左手で押さえながら、風景（なぜかそれは人’

　　の顔のように見えた）をか」き、「その上を飛んでいくヘリコプターとしま馬をかいた」。

　　「あまりいい出来ではなかった」が、これをウィルスンは喜んで、ベトナム戦争での親

　　友レオンの名前を書き添えるように頼む。特別講座の終了、ウィルスンとの別れ。
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　　（P127－8）　※アンドリアが「想像力」ということばを使う。また、ゼブラの指が動くこ

　　とを発見して喜ぶ．

　⑪（次の）学期の最初の臥イングリッシュ先生から呼ばれたゼブラは、ウィルスンから送

　　られてきた大きなカラー写真（黒く輝く壁とゼブラの絵が写っている）と手紙を渡され、

　　　レオン・ケラーがアーティストで、ベトナム戦争で戦死したこと、ウィルスンが1年に

　　夏休みだけレオンのための贈り物探しに出かけること、今年の贈り物がゼブラの画いた

　　絵であったことを知る。手紙には、「左手が治るといいね」と追伸があった。（P129－30）

　　※手紙を見つめていたイングリッシュ先生が、目頭に指を当てる。

　⑫（その日の）午後の休み時間、ゼブラは校庭から「フランクリン通りの方を眺め」、「土

　　曜日か日曜日に、（これまで避けてきた）あの通りを歩いてみよう。」と決意する。そして、

　　　「ゆっくり坂道を角まで下りて」「家に帰ろう」と決意する。一緒に歩いて帰ることにな

　　ったアンドリアにも、「（フランクリン）通りで、すごくいいものを拾えそうな気がして」

　　きたことを告げる。（P130－2）　※初めてゼブラが「歩いてみょ立」「家に帰ろh」という、

　　ポジティブな意思表現を使用する。期せずして、アンドリアが「歩いて帰ろうと思う1

　　　と言う。

　以上の如くである。いわゆるr心の転換点」はないのであって、ゼブラが上記②で左腕のな

い男（ウィルスン）に出会って以来、彼に興味を覚え、魅力を感じ、彼から「想像力」を発揮し

て「新しい目」でものを見ることを教えられつつ、次第に左手の怪我を素直に受け容れられる

ようになる過程で、ウィルスンがベトナム戦争で自らの左腕と親友レオンを失った悲しみを乗

り越えて生きていること、レオンへの鎮魂の贈り物として今夏はゼブラの絵が選ぱれたことを

知った結果、ついには⑫において、トラウマを脱して前向きに明るく人生を歩もうとする心境

に至るという、一連の流れが読み取れる。

　確かに、一っ一っのポイントを丹念に読み込むことは、作品理解を深めることにつながるで

あろう。しかし、そのポイントのどれが最重要かに拘泥する限り、上記のゼブラの心境が徐々

に変容する状況を、点ではなく線で読み敢らせることにはっながらないだろう。またその際、

登場人物としてウィルスンのみならず、「想像加を重視しポジティブな思考をするイングリッ

シュ先生やアンドリアが担う役割を、十分に絡めて考察することが必要である。特にイングリ

ッシュは、深読みが許されるならば、あるいは彼女がゼブラのためにウィルスンを呼び寄せた

のではないかとさえ思えてくるからであるe

　何れにせよ、授業者は今後は「心の転換点」のみにこだわるべきではないと考える・

（3）自学がなされ各人解を持っていること

　前述のように、授業者は「中心人物の最も大きな心の転換点」を追究する中で・作品の「主

題」をとらえるという方法を採っている。そこで事前に学習プリントを準備し・『少年の日の思

い出』における中心人物「ぼく」の「最も大きな心の転換点」を例示した上で・『ゼブラ』の主

人公の「最も大きな心の転換点」を考えさせる学習を行っている。その際・その根拠をできる

だけたくさん書くことを要求している。ポイントとなるイメージ語も挙げる・ように指示する。

そのため、学習者一人一人はあらかじめ学習課題の「一次解」とでも言うべきものを持って・

討論に臨むことになる。
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（4）学び合いの進め方が分かっていること

　前項に述べた「一次解」は、前時において当初10箇所あり、これが討論の結果6箇所にまで

絞られてきた。当初の10箇所、絞られた6箇所が妥当なものであるかはしばらく措くとしても、

自分の意見を述べっっ他者の意見を聞き、それら相互の比較検討を通して次第に10が6に淘汰

されてきたわけであるから、学習者は学び合いの進め方が分かっていたと考えてよいだろうb

　授業者の提唱する「無指名討論」「ブラックボードサーフィン」の手法が、学習者に浸透して

いる状況が確認されたe

　（5〕一人一人の解の吟味検討が保障されていること

　討論・話し合いでは、学級構成員39人のうち25人が発言している。実に64、　1°／。の学習者で

ある，発言総数は41回で、その内訳は1回発言者14人、2回発言者7人、3回発言者3人、

4回発言者1人であって、特定の学習者が発言を繰り返しているわけではない。その限りにお

いては、極めて活発で有益な討論であったと言える。ただ、授業時間の50分間に41回もの発

言がなされるということ自体に、全体として上滑りの議論になってはいないか、今一度吟味し

てみる必要があるように思う。直前の発言を受けたものであっても、果たして本当に前言をよ

く咀囑しているのか、消化しているのか、疑問に思われる発言も多々あるからであるe

　また、例えば学習者の発言12「一心の転換点っていうのは…」や発言
25「私は　ほどのYさんの意　に反対で一一・」は、直前の発言を受けたものではなく、明らかに

かなり前の発言を改めて取り上げているものである。このことは、必ずしも学習者の全員が直

前の発言ばかりに注目しているのではなく、ずっと前の発言に対してじっくりと吟味検討して

いる者も少なからず存在することを物語っている。

　よって、一つ一つの発言に対して十分に吟味検討（する時間）が保証されていたとは、必ずし

も言えないと判断される。

（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　授業者の手法は「無指名討論」であるから、基本的には学習者が前言を受けて次々に発言す

るという形態を敢る。学習者の資質・能力が大きく関与することは言うまでもないが、日常の

学習が質的・量的に如何様に積み重ねられて来たかが、成否をわける大きなポイントとなる。

　授業は、スムースに流れているように観察された。まず「最も大きな心の転換点1について

の討論が行われ（9：30～10：05）、学習者の発言27を受けた授業者の発言25「はい、ヘリコプ

タ由の形象を読むと何になるか」から、一時的に「ヘリコプターの形象」を探るものへと転換

し（10：05～10）、学習者の発言31を受けた授業者の発言27「はい、討論に戻します」から、

再び「最も大きな心の転換点」についての討論へと軌道修正されている（10：10～25）。この間、

学習者からの発言を促す発言（1・2・3・4・19・25・26・29）、曖昧な発言に対して当人に

内容を確認する発言（7・8・33）、発言者当人に内容を確認しつつ、全体に内容を周知させる

発言（7・9・10・11・12・13・14・16・17・18・2e・21・22・23；24・27・28・29・31・32＞、

スキルを確認する発言（6）、ブラックボb．．一一一ドサーフィンを促す発言（15・i7・27・28・29・30＞

なども適宜行われている。

　しかし、前項に記述したように、本時の授業そのものが一つ一つの発言内容の吟味よりも、

スピー一…ディーな展開の妙味を重視した授業であったために、すでに授業時間（9：30～10：20）を
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超過した時点における学習者の発言391ウィルスンさんが多分そこで大きく心が変わったんじ

ゃないかなと思います」によって、従来追究していた「主人公ゼブラの心の転換点」から、想

定外の「ウィルスンの心の転換点」へと視点がズレ始めた際に、十全なる手立てを講ずること

ができず、結果的に未消化のまま授業の終末を迎えることになってしまった点は悔やまれる，

2．学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことができる

　学習者の発言3「私は、「奇妙でみっともない手がちゃんとした手に見えたところ」が最も大

きな心の転換点だと思います。理由なんですけど、～（中略）～ちゃんとした手に見えたところ

で明るい方に考えられる想像力というか、ついて、それが現れたことだと思うので、そこが最

も大きな心の転換点だと思います。」に端的に示されるように、ほとんどの発言が［結論一根拠

一結論］の構造を成している。最低でも「私も～」「僕も～」「私は～」「僕は～」といった助詞

「も」「は」の使い分けによって、同内容か別内容かを明示して発言をしているようである。

　学習者は、解を明確にして発言していたと言えるだろう。

　なお、分析考察者は、できれば、「今（先ほど）の○○さんの△△という意見に賛成（反対）です

が～」という形で、直前の言なのか、誰の意見に触発されての発言なのかをはっきりと明示し、

その意見のおおよそを引用させる方式を提唱したい。討論がより論理的に進むであろうし、引

用させることで学習者の「聞くこと」への集中力を高め、なおかつ授業者にとっても聞き取り

の確認ができる方式だからである。「話すこと・聞くこと」指導の中で、ともすると「話すこと」

指導に偏りがちな現行の授業を、「聞くこと」も重視した指導へと質的転換を図り得る、画期的

な方式ではないかと自賛している。これは「国語」の授業だけではなく、すべての授業・活動

に取り入れて日常的に実施することが望ましい。要は、習慣づけることである。この習慣が、

「聞く」力のアップにつながるものと確信している。

（2）学習集団の構成員全員に声が届く音量で話すことができる

　分析考察者は、十分な音量であったと判断する。ただし、本来このことは指導者と学習者、

あるいは学習者間で確認すべきことである。どの程度の音量ならば一番遠い位置にいる学習者

が正確に聞き取ることができるか、当該のクラスにおいてあらかじめ確認しておく必要がある。

実際の授業においては、発言者のほとんどが下を向いて話しがちになることを、あらかじめ想

定しておくとよいだろう。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　次に、学習者の41回に及ぶ全発言を分析する．分析に使用する記号は以下のとおりである・

これ以外の主旨の発言も観察されたが、他の論考に倣った。記号も一瞥して判断できるものが

望ましいが、これもまた同一とした。

　　口　もう一度話してもらうことを要請している発言

　　？　発言内容に質問している発言

　　←　前の発言に同意した発言

　　→　前の発言に反論した発言

　　｛　前の発言と関連しない発言
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なお、板書の「最も大きな心の転換点」6箇所は、授業記録同様①～⑥で示すこととする．

　①手をかこうとしたら、ちゃんとした手に見えたところ（P125Ll1）

　②左手を使っていることに気付いて、2本の指が少しだけ伸びたところ（P126L7）

　③黒い鳥が空高く昇ったのを見て、ヘリコプターがスロットル全開で動き出しそうに見え

　　たところ（P128L2－－4）

　④人の顔のように見えた絵と、その上にしま馬とヘリ：コプターを描いたところ（P128L6－8）

　⑤手紙をもらって写真をみたところ（P129L3－5）

　⑥フランクリン通りを眺めたところ（P130Ll6）

いわゆるr賛同の拍手」が観察された部分には、〈賛同の拍手）と明示した。

　1）分析
Af最も大きな心の転換点」についての討論部分

　発言1：イメージ語の「新しい目」を使って、⑤を主張する。（賛同の拍手〉

←発言2：「僕もKさんと同じ場所なんですけど～」。直前の発言1を受け、イメージ語の「人

　　　　の顔のような風景1を使って、⑤を主張する。〈賛同の拍手〉

→発言31「私は～」。イメー一ジ語「想像力」を使って、発言1・2とは別の意見を述べ、①を

　　　　主張する。（賛同の拍手〉

→発言41「私は～」。イメージ語「フランクリン通り」を使って、⑥を主張する。（賛同の拍手〉

←発言5：r僕もMさんと同じで～」。イメージ語「フランクリン通り」を使って、⑥を主張す

　　　　るe（賛同の拍手）

←発言6：F僕も同じ所だと思ったんですけど～」。⑥を主張するe〈賛同の拍手〉

←発言7：「私も～」。イメージ語「廃品やがらくた」を使って⑥を主張するe（賛同の拍手〉

　　　　移動者（①→⑥）1名

←発言8：f僕も今までのfフランクリン通り」の意見に賛成なんですけど～」。⑥を主張する。

　　　　　（賛同の拍手〉

←発言9：「僕も同じところなんですけど～」。⑥を主張するが、論理展開が破綻しているe

　　　　　（賛同の拍手）

←発言10：「僕も～」。⑥を主張するe（賛同の拍手〉

→発言11：r僕はフランクリン通りのところに反対意見なんですけど～」。⑥がおかしいとして

　　　　学習者全員に疑問点を提示し、⑤？を主張する。（賛同の拍手〉移動者（⑥→⑤＞2名

1発言12：「さっき、Kさんが言った～」。直前の発言ではなく、しばらく前の発言を受ける。

　　　　その意味では反論と見ることもできる。③を主張する。〈賛摘の拍手）

→発言　13：f私は～」。イメージ語「ゼブラの左手」を使って、②を主張する。（賛同の拍手）

→発言14：「私は～」。①を主張する。（賛同の拍手）移動者（？→①）4名

←発言15：f同じく、僕もSさんと同じで～」。①を主張する。〈賛同の拍手〉

←発言16：f私は～」。イメージ語rゼブラの左手」を使って、①を主張する。（賛同の拍手〉

　　　　移動者（？→①）7名・（？→⑤）1名

←発言171「私も～」。①を主張する。〈賛同の拍手〉

→発言18：「今のに反対みたいな感じなんですけど～」。⑥を主張する。（賛同の拍手）

i発言19：「撲は～」。直前の発言を受けたものではなく、じっくり考えた整然とした発言。①
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　　　　を主張する。（賛同の拍手）　移動者（？→①）多数

？発言20：「僕はちょっと質問なんですけど～」・①に多数が集まったことへの疑問を呈すe

　　　　（賛同の拍手〉

→発言21：「私は～」。前言を受けて、なお①を主張する。（賛同の拍手）

→発言221「今の意見に反対で～」。「驚いたことに」というテキストの表現に注目し、①への

　　　　反対意見を述べる。（賛同の拍手〉

←発言23：「私は、私も～」。⑥を主張する。（賛同の拍手〉

←発言24：「僕も（中略）反対なんですけど～」e①への反対意見を述べる。〈賛同の拍手＞

1発言25：「私は先ほどのYさんの意見に反対で～」。直前の発言ではなく、しばらく前の発言

　　　　19を受ける。その意味では反論と見ることもできる。好奇心でヘリコプターを作って

　　　　持っていったとする意見。（賛同の拍手〉　　　　　　　　　　　　　　　’

※この発言から、「ヘリコプター」の形象についての討論に傾く。

B「ヘリコプター」の形象についての討論部分

→発言26：「今の意見に（中略）反対なんですけど～」。ヘリコプターはウィルスンにとってはモ

　　　　ンスターではないという意見。（賛同の拍手〉

→発言27：「反対で～」eウイルスンにとってはモンスターだという意見。〈賛同の拍手）

※この後、授業者が「ヘリコプター」の形象についての意見を求める発言をする。

　発言28：「僕は～」。⑥を主張する。ヘリコプターはベトナムだという意見。（賛同の拍手）

←発言29：「私も（中略）1さんと一緒で～1。レオンの死がヘリコプターに出ているという意見。

　　　　（賛同の拍手）

→発言30：「僕はちょっと違うんですけど～」。ヘリコプターはウィルスン自身ではないかとい

　　　　う鋭い意見。（賛同の拍手）

←発言311「私も同じで～1。ヘリコプターはウィルスン自身。傷を負っているけれども、自由

　　　　だということを強調しているという鋭い意見。（賛同の拍手〉

cr最も大きな心の転換点」についての再度の討論部分

　発言32：「私は～」。④ではないことを主張する。論理展開が破綻している。（賛同の拍手〉

※この後2分間、学習者相互の相談時間を設定する。

←発言33：rMさんの意見につながる感じなんですけど～」。ベトナム戦争の記念碑の前で撮っ

　　　　た写真は、ゼブラに対して過去を克服しようと呼びかけているものだとする、興味深

　　　　い意見。⑤を主張する。〈賛同の拍手〉　移動者（？→⑤）多数

←発言34：「私は～」。④から⑤に変更する。論理展開が破綻している。〈賛同の拍手）

→発言35：「今のKさんの意見を聞いて意見が固まったんですけど～」。前言に同意したようで・

　　　　実は別の箇所⑥を主張する。〈賛同の拍手〉

→発言36：「僕は～」。ゼブラの描いた絵には、シマウマとかヘリを飛ばして自由に前向きに生

　　　　きようとする考え方が表れているとする。⑤を主張する。（賛同の拍手〉

←発言37：rSさんのすばらしい贈り物っていうのに関連してなんですけど～」。理路整然とし

　　　　た意見で、⑤を主張するe（賛同の拍手）

1発言38：「さっきのSさんの意見に付け足しなんですけど～」・二つ前の発言を受けている。
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　　　　⑤を主張する。（賛同の拍手）

←発言39：「今の意見に付け足しなんですけど～」。⑤を主張する。（賛同の拍手〉

　　　　※ウィルスンの心の転換点という、新たな視点が出てきた。

？発言40：「ちょっと0さんの意見に質問ていうか確認みたいな感じなんですけど～」。鋭い発

　　　　言であるが、本質から外れている。賛同の拍手なしb

→発言41：「言われたばっかりなんでまだあまり深く考えが固まってないんですけど～」。質問

　　　　に返答不能状態。賛同の拍手なしe

　2）考察
　以上の分析に示したように、基本的には発言者は直前の発言を受けて意見を述べていること

が分かる。その際、同内容を主張する場合は「私も～」「僕も～」から発言が始まり、別内容を

主張する場合は「私は～」f僕は～」から語り始めることが多いようであって、このことは前述

したとおりである。ただ、記号f白で示したr前の発言と関連しない発言」は、確かに前言

を直接受けるものではないが、何れもしばらく前の発言をじっくり吟味した上での発言の如く

に分析することができた。必ずしも、授業の流れを無視した、突飛な発言ではない。

　とすれば、実際の授業においては、授業の流れの本流にリアルタイムに乗っている学習者ば

かりでなく、少し遅れた波あるいは少し離れた波に乗る学習者や、水面下に沈潜する学習者も

存在することを意識しておく必要がある。

（4）話す人は話を伝える構成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人

　　に体を向け視線を向けて聞くことができる

　この授業における学習者の座席の位置取りは、黒板側に位置する授業者に対して「コの字型」

になっている．このことを前提として、討論における体勢と視線について、その実際を分析す

る。分析の観点は以下の通りである。

0誰に発言の内容を伝達しようとしているか

　A：学習者（学級の構成員）

　B：授業者（指導者）

　C：不明

○誰に（どこに）視線を向けているか

　ア1主として発言の内容を伝達したい人物

　イ1人物に対してではなく、主としてテキストやプリント（テキストやプリントを引用しな

　　　がら話している場合を含む）

　ウ：人物に対してではなく、主として机・床面・壁面・天井など

1）　分析結巣

A（ア十ウ）　　発言40　　　　　（1例）

A十B（ア）　　発言22・35　　　（2例＞

A＋B（ア＋ウ）発言18・20　　　（2例＞

B（ア）　　　　発言11・24・28・32t33・41

B（ア十イ）　　発言1・2・3・4・5・6・7

　（6例〉

・8・9・10・12・13・14・15・17・23・
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　　　　　　　25・26・27・29・30・31・34・36・37・39

B（ア＋ウ）　　発言38　　　　　（1例＞

B（ア＋イ＋ウ）発言16・19・21　（3例）

〈26例〉

　2）考察

　授業者に向けての発言がほとんどである。「コの字型」の座席、無指名討論、授業者はサポー

トに徹するという前提から推測して、学級の構成員に向けて多くの発言がなされることが期待

されたが、授業者（指導者）が教室にいて、しかもその正面＝＝1・板の前に位置取りしている場

合、学習者の意識は基本的には授業者に向けられ、その発言も授業者に対して行われるという

ことが改めて確認できた。学習者（学級の構成員）のみに向けられたと思われる発言は1例

（2．4％）のみ、学習者と授業者双方に向けられたと思われる発言は4例（9．8％）、残りの36

例（87．8％）はすべて授業者に向けられたものであった。学習者に向けた発言のようでありな

がら、実は授業者に向けられている。これが通常の授業における実態ではないだろうか。

　例えば、発言11は「フランクリン通りをながめていろいろ恐怖とかそういうのを乗り越えよ

うと思ったからって、みなさん言うんですけど、そう思えるようになったのは、やっぱりその

前に何かがあったからで、みなさんもいきなり暗い気持ちからながめてて、よしやろうとは思

わないですよね。（はい。※他の学習者の返事）」のように、他の学習者に対して「みなさんJ

と呼びかけ、「～ですよね」と問いかけをする。他の学習者は「はい」と返事までしているので

ある。が、実はこの発言は授業者に向かって、授業者を見ながら行われているのである（多少は

横目で学習者の方も見ているかもしれない）。

　ただ、発言40「ちょっと今の0さんの意見に質問ていうか確認みたいな感じなんですけど、

えと、ウィルスンさんの心の転換点て言ったんですけど、ウィルスンさんの心は転換点の前と

後で、どんな風に変わったんですか？」に関しては、発言の方向、視線共に明らかに学習者（発

言39）に向けられたものと認められる。

　昨今、日本人が欧米人に比して話し相手の目を見ないで発言をするとか、それは自信のなさ

を露呈するマイナス要素であるとかの言説が横行しているが、古来、日本人は相手の目を睨み

っけるほどに凝視しながら話をする習慣はない。また、待遇意識に優れた日本人は・そこに目

上である授業者（指導者〉がいる以上、その存在を無視して話し合いを行うはずもない・

　よって、この教室で観察されたかかる状況は、至極当たり前の日本の授業風景を表している

ものと理解されたい。極めて表面的に、発言者の体勢や視線の方向を捉えるべきではない。

　なお、発言の受け手（聞き手）側の体勢・視線については、分析の材料を得ることができな

かったため割愛した。

（5）話し合いを論理的に進めることができる
　先述したように、本授業については外見的には極めてスムースに流れているように観察され

た．まず「最も大きな心の転鯨」についての討論が行われ・一時的に「ヘリコプターの形象」

を探るものへと転換レ再び「最も大きな心の転鯨」についての討論へと軌道修正されてお

り、この間学習者からの発言を促す発言、曖昧な発言に対して当人に内容を確認する発言・発

諸当人に内容を酬しつっ、全体に内容を周知させ硯言・スキルを酬するees・ブラッ

クボ＿ドサーフィンを促す発言なども適宜行われたことも述べた。
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　しかし、はたしてそれが論理的な展開であったか否か、という段になるといささか心もとな

い。これも先述したことだが、本教材に一っの1心の転換点」はないのであって、むしろ主人

公ゼブラが左腕のない男（ウィルスン）に出会って以来、ついにはトラウマを脱して前向きに明

るく人生を歩もうとする心境に至るまでの一連の流れを読み取らなければならない。ポイント

のどれが最重要かに拘泥するのではなく、ゼブラの心境が徐々に変容する状況を、つなげて読

み取らなければならないのである。そのポイントーつ一つが重要な局面であることは間違いな

いのであるから、授業者はそれら全部を今一度組上に上げて比較検討させ、実はそれらのすべ

てが作品の中で緊密にっながっていることを、学習者に気づかせる必要があるのである。学習

者もまた、討論の中でそのことに気づいてほしい。

　とにもかくにも、ギアを落としてスピードダウンしてみよう。車がそうであるように、スピ

ードを落とせぱ、今まで流れるばかりでちっとも見えなかった景色も、はっきりと見えてくる

はずである。授業者も学習者も、一つ一つの発言に対して十分に吟味する必要がある。そうで

なければ、討論のための討論に等しい。

　このことは、いみじくも授業者の最後の発言に現れている。曰く「はい、ネームプレート動

かした人、手を挙げてください。はあい、良かったね。みんなの力だね。はい。友達の意見で、

自分の考えがまたね、どんどんどんどん変わっていく。いいコラボレーションができましたね。

ただ、まだ一つにはなってないですねえ。はい、ええ一、一つに絞らなくてもいいんですけれ

どもね、はい、え一、この続き、じゃあ次回やって最終的に主題に迫っていきましょう。i

　「友達の意見jで「自分の考え」が「どんどんどんどん変わって」よいのか。上滑りの討論

でよいのか、改めて問いたい。

N　正しいf話Lことば3指導を期待する

　ことばに、f話しことば］と「書きことば」の二っがあることは周知のことである。小・中学

校現場においても、この違いを意識した指導が行われることが望まれるが、実際にはこの二っ

を混1司、もしくは区別せずに取り扱われるのがほとんどのようである。一時期流行した「話す

こと・襲くこと」領域における「スピーチ」指導なども、本来「話しことば」で行われるはず

のスピーチが、スピーチ原稿（実はr書きことば」が主体）を読み上げるだけですまされてしま

うことが多い。これでは、全く「話しことば」の指導にならないのは欝窮である。

　本単元で使用されることばは、主としてf話しことば」である。スピーチと違って、討論や

ディベー一一　5の場合は、あらかじめ原稿を用意することはないから、基本的には全編「話しこと

ば1によって実施されていると見なしてよいだろう。

　この「話しことば」の特撒を挙げるならば、①余剰言語（遊びことば〉が頻用される、②単語

や表現の繰り返しが多い、③倒置されることが多い以外に、④文脈のねじれが見られる（主語・

述語の不照応、修飾語・被修飾語の不照応、接続語の論理の不整合など）、⑤纏語・俗っぽい表

現の使用、などが指摘されるeこれらは、そもそも1話しことば］の特徴であるので、これら

のすべてを払拭・消滅させることはできない。しかし、ことばがコミュニケーションの最重要

手段であることから考えると、内容が少しでも正確に誤解なく伝達されるためには、よりよい

ことば遣いや表現を違究し、それをH常的に使用できるように、授業の中でも譲練する必要が

ある。今回は、このうち上記の④と⑤を摺題としたい。

〈1｝文脈のねじれ
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　今回の授業での発言には、「話しことば」としての様々な問題点が看取された。その中の一っ、

文脈のねじれが甚だしいために・内容が容易に把握できない発言に対しては、その都度適切な

指導・助言を行ってほしい。

　例えば・発言32「はい・え・私はえっと128ページに、の書いたところは、えと、反対です。

えっと、それは、それは、えと、あくまでなんか希望っていうか、えと、シマウマとヘリが飛

んでいる絵を書いたのは、そういう飛んでいるっていうのはすごい良い意味でというか、なん

かそう、なんか、なんていうんだろう、向き合って、なんか克服しているってことだと思うん

ですけど、えっと、書いたっていうのは、ええまあ、ただ書いたってことだから、えと、それ

は、ええと、単にそのお、ちゃんと向き合って、ええとお、なんていうんだろう、前向きに生

きていけたらいいねえ、っていうそういう意味で書いたんじゃないかって。だからこれは心の

転換点ではないと思います。」は、発言全体の論理展開が破綻していて、何を主張しているのか

全く分からないのではないだろうか。少なくとも、分析考察者には判然としない。

　また、発言34「えと、この絵を描いて受け取ったウィルスン、ウィル、スンさんが手紙を送

ってきたってことは、えとウィルスンさんはこの絵を受け取って変わったん、と思ったんです

よ。で、その絵を受け取って、ええと、ベトナムの記念碑を見て、ええと、ゼブラも、えと、

な、あの、それで変わって、で、その、そのあとにいいものが拾えそうだって言ってるのは私

はええとお、ゼブラもそのウィルスンさんにあこがれて、その自分もアーティストみたくなり

たいなって思って、ええと、あ、ここで、なんか、思ったと思っ、思って、ええとお、ええ、

だ、だから私は、そのお、ええとお、写真と受け取って記念碑を見たところだと思いました。」

は、特に後半部分の論理展開が破綻している。何れの場合も、自分の考えを相手（授業者や他の

学習者）にきちんと正確に伝達できていないはずである。

　なお、発言9「怪我をしたっていうのは、ベトナム戦争に例えるとアメリカにやられてしま

ったみたいな、戦争で大打撃を受けてしまったみたいな、そんな感じなんじゃないかなと僕は

思いました。（中略）それっていうのは、ベトナム戦争に例えちゃうと、アメリカと仲良くやっ

て今まで戦争してきたんですけど、その面影をなくして仲良くしようってことを考えてると思

うので、僕はやっぱり「フランクリン通り」が最も大きな心の転換点だと思います。」は、こと

ば自体はスラスラと流暢に流れ出てきており、それがために一見適切な発言のように受け取ら

れがちであるが、実は中途半端な内容理解のままに発言したものである。

　発言41「え一、え一と前は、えと、まあ、今あの考えが深く、今あの言われたばっかりなん

でまだあまり深く考えがかたまってないんですけど、まあ、言わす、ちょっと、まあ、わかん

ないと思うんですけど、まあ、言います。ええと、」は、前掲の発言9と町じ学習者による発言

であるが、自分の主張（発言39）に質問（発言40）が出て、しどろもどろになって返答不能状態

に陥ったところである。この学習者の場合は、発想がユニークでボキャブラリーも豊富なので

あるが、ことばが上滑りしてしまう傾向が見られる。

　何れの場合も、発言一つ一つの論理展開に対する授業者の適切な指導・助言が必要である。

　ちなみに、これらの発言（発言41を除く）に対しても「賛同の拍手」が起こっている。やはり・

「賛同の拍手Jは完全に形骸化していると断ぜざるを得ないようである・

（2）俗語・俗っぽいことば
発言の中には、いわゆる若者ことばが散見する。「なので」「なんで」という接続詞もその一
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っである。「なんでJは「なので」がさらに崩れた言い方と考えられる。41発言中5発言（12．　2％）

に看取された。女子3名・男子2名、すべて異なる学習者であるが、このうち4名が「なので」

を1圃だけ使用していたのに対して、発言20の発言者（男）は「なんで」をユ発言中に4回も使

用している。用例は以下のとおりである。

　発言12（女）「さっき、Kさんが言った心の転換点っていうのは、私はやっぱり「ゼブラの指

が動いたところ」だと思うんですよ。なので、そのゼブラの指が動いたその喜びっていうのを

表してる文が、128ページの2行目から4行目の、ゼブラの高ぶる気持ちをヘリコプターだっ

たり黒い鳥として表しているところが最も大きな心の転換点だと思います。J

　発言18（女）「人から言われるだけじゃなくて、こう自分で、人から言われてそれを理解して、

じゃあ自分はどうするんだって考えた部分が転換点になると思いました。で、なので、私はウ

ィルスン、ウィルスンさんから美術講演で想像力とかを教えてもらって、手紙も読んで、そこ

で、それから現実を受け止めて、じゃ僕はどうしよう、じゃあフランクリン通りを歩いてみよ

うと考えたフランクリン通りを眺めたところが心の転換点だと思いました。」

　発言20（男）「やっぱりその気持ちがその体っていうか、どっか行動として現れることでその

気持ちの心の転換点ていうのが、こう読んでる人にも伝わるっていうか、そういう風に僕は思

ったんですけど．なんでその奇妙でみっともない手がでちゃんとした手に見えたって言う、そ

の見えたっていうだけで自分が思ったことだと思うんですよeなんで、もしそこの人たちが。

なんで、えと今消されちゃったんですけど、えと無意識に左手をええと動かしているっていう

ところで、ええとその気持ちがからだに出ているんじゃないかと思うんですけどeなんで、そ

のちゃんとした手に見えたってそういうふうに思ったところだけで、ええと最も大きな心の転

換点にしているのはなぜかなとちょっと聞いてみました。」

　発言37（女）「それで、えっとお、ウィルスン先生とレオンさんっていうのは、えと、やっぱ

りベトナム戦争とかでヘリコプターに対しての思い出があると思って、と、その三人はヘリコ

プターというもので、えと、共通していると思いました。なので、この写真をもらったところ

っていうのは、えと、その、と、自分は直接はレオンさんとは関わってはいないけど、と、そ

のレオンさんを通じて、ええとウィルスン先生がえっとお、前向きになったっていうのを自分

も関わっているんだということを、えと、見れて、それで、えと、前向きになれたんだと思っ

たので、ここが転換点だと考えました。」

　発言39（男）「それを受けて、ええと、ウィルスンさんはゼブラにその写真を送って、えと

お、ま、これは多分、ええとお、ウィルスンさんがゼブラに変わって欲しいんだっていうこと

を伝えていると思うんですね。で、それで、ええとお、130ページでゼブラは変わったと思い

ます。なので、僕はええとお、ゼブラの気持ちが変わった、ええとお、ウィルスンさんの、か

ら来た手紙、写真を読んだところが心の転換点だと思いました。」

　この原因・理由を表す接続詞「なのでiについて、福嶋秩子は本来「今日はとてもいい天気

なので、駅まで歩いていくことにした。」と表現していた文を、最近「今日はとてもいい天気だ。

なので、駅まで歩いていくことにした。」の如くに使用するようになったもので、30代以下の

若い世代の話しことば（一・－Ptの世代方言、新方言）であり、「だから」の代わりに使われ始めた

ものの如くに推定している（『ことばとくらし』17号、新潟県ことばの会、2005）e

　また、矢澤真人は断定の助動詞「だ」の活用形「な1に「ので」がっいたもので、「だ」に「か

ら」がっいた「だから」と同類のものだと説明している（『問題な日本語』大修館、2004）。主
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観的な「から」に対して「ので」が客観的で丁寧だという感覚から、理由をごり押しする感じ

がする「だから」や・畏まり・気取りすぎる「ですから」を意識しつっ、新たにrなので」が

生まれたのではないかというのである。（この点、分析考察者は「ですのでSとの関係もあるの

ではないかと憶測している。）

　分析考察者の観察によっても、本来の文中における接続助詞的用法から、文頭の接続詞的用

法へと変化した「なので」は、基本的には30代以下の世代で使用されるようである。まれに、

40～50代の使用者を認めることがあるが、それらは若い世代との交流によって無意識的に身に

っいた（あるいは意識的に身につけた）ものと推察される。ただ、「なので」の変化形「なんで」

の使用は、30代以下に限定されるようである。

　また、最近では、学生のレポートや試験の答案中に「なので」を発見することもあり、「話し

ことば」の「なので」が「書きことば」にまで、しかもオフィシャルな場にまで進出（侵出）し

始めたことを認めざるを得なくなった。

　歴史的に見ても、「だから」「ですから」などの「だ1系「です」系接続詞に比して、相当遅

れて発生した「な」系接続詞ではあるが、少数の「ならば」「なのに1なども次第に認知されつ

っあるようであり、やがて「なので」も市民権を得るようになることが予測される。しかし、

現時点では「違和感を感じる人もいる新しい用法1であり、「使用には注意が必要」で「改まっ

た場では、「ですから」などを使う方が好ましいj（以上『問題な日本語』から引用）と考えられ

ている。

　授業を改まった場と考えるか否かの意識的な問題もあろうが、少なくとも「国語」の授業に

おいては、現時点で正しいと考えられることば遣いや表現を使用することが望まれる。この点

に関しても、授業者の適切な指導・助言を期待したい。特に、「なので」の変形「なんで」を連

発する発言20に対しては、何らかの指導があってもよかっただろう。

［付記］

　授業記録の作成には、常木研究室の学生、伊藤裕・伊藤健矩両君に全面的に協力いただいた。ま

た常木正則教授自らによる修正も賜った。この正確な授業記録なくしては、本稿も成し得なかった

だろう。また、授業者の佐藤佐敏教諭には、貴重な分析考察の機会を与えていただいた。論中、非

礼の言辞が多々あるかもしれないが、授業実践改善の目的を持っものなれば、何とぞご寛恕の程を

お願いしたい。上の方々に対して、改めて深甚の謝意を表する次第である。

　国語学の専門家として、最後に言語指導に関する考察を加えたが、諸事情によりごく一部の問題

を取り上げたに過ぎない。ここに述べ得なかったことは、別の機会に譲りたい。

　なお、本実践を記録するビデオカメラは1台のみであった。今回のような研究テーマには・話し

手を撮影するもの、聞き手を撮影するもの、話し手・聞き手を含む全体を撮影するもの・合計3台

の設置が望ましい。最低でも2台はほしい．今後の課題とされたい。
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実践者からの見解

佐藤　佐敏

　これほどまでに自分の授業が鋭角的に分析の姐上に載ったことは今までになかった。それだ

けで実践者として望外の喜びを感じる。そして、分析者の指摘の多くは私の実践の今後の課題

を明示しており、これもまたありがたいことである。分析してくださった先生方に心より謝意

を申し上げたい。

　それでは、実際の分析にしたがって、授業者としての見解を端的に述べる。

　常木教授は次のように授業学級（3年3組）を評価している。

　「中学校の教室では、おそらく希有といってよいほどに、共に学び共に高め合う姿勢態度の

できていた学級であった」

　また、鈴木教授は、次のように授業学級（2年2組）を評価している。

　「学級の構成員すべてが、共に学び共に成長しようという意欲態度を持っている。1

　授業者として、共に授業を創り上げようとした生徒の姿を評価してもらえたことは、最高の

喜びである。分析者にこのように語らせた生徒たちと授業を公開できたことに、感謝したい。

　授業には目的がある。今回の授業の目的は、　「共に学び合う姿のある授業」を公開すること

にあった。　「共に学び合うことで、自分の最初の解釈が深まっていくことJを目指した授業で

あった。この点が、今回の授業公開の目的である。っまり、授業者のねらいは、「共に学び合

う姿」を生徒の姿で見取ってもらうことにあったので、その授業の第一義的なねらいを評価い

ただいたと解釈するe

　次に授業者がねらっていたのは、互いの意見を述べ合う上で、　「解釈に深まりがあったかど

うか」である。その点においては、次のような痛烈な批判をいただいた。

　「全体として上滑りな授業になっていないか、今一度吟味してみる必要がある。」　「上滑り

の討論でよいのか、改めて問いたい。」

　授業者は、この批判については、以下のように考える。

　発言のみを取り上げると、議論が上滑りとなっていたとも解釈できる。そして、その理由は、

授業者の意図を推測してくださったように「スピーディな展開の妙味を重視した授業であった

ため」であった。分析者の論述にあるように、授業者は授業におけるテンポを重要視しているe

　広く中学校の国語教室を見渡すと、　「自主的に発言する生徒が1人もいない学級」　「発言者

が10人に満たない学級」　「発言総数が20にも満たない学級」が、なんと多いことであろう

か。授業者は、その実態を前にして、「意欲的に発言し合い、高め合っている国語教室もある」

ということを示したかった。そのためには、テンポある展開は、授業の生命線であった。分析

者が、授業者の意図を思いはかってくださっていることに、感謝する。

　そして、　「上滑り」というご指摘には謙虚に耳を傾けたい。代案を示してくださっているよ

うに、立ち止まり、全員にゆっくりと文章を咀囑させる必要は確かにあったと省察する・いか

に「無指名討論」であったとしても、検討を深めるためには、教師が積極的に話し合いの舵取

りをすべき場面はあった。その点で躍躇したことは反省しなければならない・一そして・議論が

噛み合っていない部分における最も大きな原因が、両教授のご指摘のとおり・　「心の転換点の

検討に問題があった」とする点も甘受する。
　さて、それでは、今回の授業は、授業者のねらっている姿に・生徒は達していなかったので
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あろうかc両教授のご指摘はご指摘として、事実を基にした分析であり、反論の余地はない・

しかしながら、授業者は、授業者のねらっている姿に生徒が達していなかったとは判断してい

ない。それは、次の理由からである。

　　「授業後の生徒の学習プリントで、解釈の深まりを充分に確認できる」からである・

　多くの生徒に、この討論の末に、解釈の深まりはあった。自分の気付かなかった解釈に気付

いたり、より妥当な解釈に納得して新たな解釈を記述したりする姿はあったのである・

　三富真智子は、　「できるだけたくさんの推理を出してください」という量強調教示と「でき

るだけ鋭い推理を出してください」という質強調教示を比較し、量強調教示のほうが・量的に

も質的にも創造的推理を促進したという実験結果を発表している1’：‘　1・確かに・「論理的に噛み

合っていない話し合いjであったり、　「必ずしも前者の発言に絡めた話し合い」でなかったり

した様相はあった。しかしながら、その発言量において、生徒は、個々の興味・関心に応じて・

それぞれが、他者の発言に耳を傾け、自分の解釈と対比し、自分の解釈を深めている姿はあっ

た。発言総数41回、異なり発言者数25人という数値は、上滑りとなる話し合いに陥ってい

たとも言えるが、多くの生徒の解釈が互いの解釈を触発し合う状況を創り出していたとは言え

ないであろうか。授業者が、「無指名討論」と銘打ち、それができる状況に生徒たちを鍛えて

きたのは、　f多くの解釈が互いの解釈を触発し合う」という意図に基づいている。

　なお、鈴木教授は、授業中の生徒の「話すこと聞くことの能加についても言及している・

どの指摘も、事実に基づいた妥当な評価であり、今後の授業者の授業に参考となるものであっ

た。殊に、　fOOさんの△△という意見に…」と論点を明確にした文型を生徒に与えて話させ

る方略は、生徒の聞く力を高め、論点の噛み合った論理的な話し合いを推進するカとなるであ

ろう。是非、今後の授業に取り入れていきたい。また、生徒に、今以上に論理的な話し方を身

に付けさせるべきであるということや、文脈のねじれのない話ことばを話させる必要もある。

加えて、俗語などを語らせないように指導する必要もある。

　これと同様に、常木教授は、「発言内容によく分からないことがあったら質問をするように・

という指導」をすべきであると述べている。　「分からないことがあったら質問する・と言う質

問力が学び合い学習では必要である」というご指摘も、参考にしていきたい。

　これら「話し合うカ」は、話し合いの場でしか育てられない。取り立て指導では身に付かな

いという多くの論文が発表されている’×’2。

　しかしながら、誤解を恐れずに述べると、現場の国語教師としては、実は、ここにジレンマ

があることも述べておこう。つまり、　r話し合いの最中に、話し方について指導することが・

生徒の発言意欲を減退させることにならないか」というジレンマである・生徒の意識は「発言

内容」に向かっている．その時に「話しことば」や「話し方」　「話し合いの方法」について・

授業者が、中学生という多感な生徒たちの発言意欲を削ぐことのないように・さりげなく・し

かし、それでいて本人たちが納得するように配慮して指導していくことが、どれほど可能にな

るか一両教授のご指摘は、このジレンマを乗り越えるべく、　「恐れず、指導せよ」という熱

きエールであると解釈する。週3回の国語授業という枠組みの中で構築される生徒と授業者の

関係性において、生徒の学習意欲や発言意欲を大切にしつつ、その可能性を探っていきたい。

※1　三宮真智子（2001）「創造的思考」森敏昭編著『おもしろ思考のラボラトリー』北大路書房pp．121・一一・138

※2　山元悦子（2002）f聞く・話すカを育てる国語科教育の構想」福岡教育大学紀要第5ユ号第一分冊PP57－70

（注記）本稿は、常木正則の「回　佐藤佐敏教諭の授業（中3）を手がかりに」も対象とした論考である。
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別紙　分析の対象とした授業記録

　　　　　　　　　　　　　　　佐藤佐敏教諭の授業記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録作成者：伊藤裕・伊藤健矩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修　正者：常木正則・鈴木　恵

　　公開授業日時1平成17年10月26日（水）1校時9時30分～10時20分
　　学校・学年・組：新潟大学教育人間科学部附属新潟中学校2年2組　生徒数39名

　　指導者1佐藤佐敏教諭
　　単元・題材名：無指名討論主題に迫る　一ゼブラー（全7時間本時第6時）

　　主な学習課題：主題を明らかにするために、最も大きな心の転換点を考えよう：t

注記

　1　「備考」欄の例えば、「B一ア・イ」は、発言者が発言の内容を誰に伝達しようとしているか、また、視線を誰に

　向けているかを示したものである。「A3は学習者（学級の構成員）、　fB」は授業者（指導者）、｛C」は不明、　fア」

　　は主として発言の内容を伝達したい人物、1イ」は主としてテキストやプリント、iウ」は主として机・床面・壁面・

　天井などである。ただし、その判断は決定的なものではない。

　2　「備考」欄の「19（13－2）」は、発言19が、発言13の学：習者の2回目の発言であることを示したものである。本記

　録では、発言総数は41回である。その内訳は、1回発言者14人、2回発言者7人、3回発言者3人、4回発言者1

　　人である。

　3　学習者名は、すべて姓のみのイニシャルで示した。別人であっても、同一イニシャルの場合がある。

公開授業時　第6時

時刻 学習指導
学習者の発言（通し番号で示す）

w習活動の様相（※を付して示す）
備　考

※最も大きな心の転換点の候補6っが板

書されており、学習者は自分が選んだと

ころにネームプレートを貼っている．

選択の分布は以下のとおり。

①手をかこうとしたら、ちゃんとした手

はい、机の形を作っとこう、机 に見えたところ　　　　　　一8人

②左手を使っていることに気付いて、2

あれだね、1時間目の討論で、だい 本の指が少しだけ伸びたところ一3人

ぶもう偏ってしまったね、これね。 ③黒い鳥が空高く昇ったのを見て、ヘリ

下げとくよ、もう。 コプターがスロットル全開で動き出しそ

うに見えたところ　　　　　　一2人

④人の顔のように見えた絵と、その上に

しま馬とヘリコプターを描いたところ

一2人

⑤手紙をもらって写真をみたところ

一〇人

　　｛Eフランクリン通りを眺めたところ

一24人

はい、この間嫌ですねじゃあ、『初

恋1でも暗舗しますか。はい、起立。

どうぞ。はい、いきます。さん、は

い。
（起立し全員で）r初恋島崎藤村

まだあげ初めし前髪の林檎のもとに見

えしとき前にさしたる花櫛の花ある
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君と思ひけり　やさしく白き手をのべて

林檎をわれにあたへしは薄紅の秋の実

に人こひ初めしはじめなり　わがこ〉

うなきためいきのその髪の毛にか』る

とき　楽しき恋の盃を君が憶に酌みし

かな林檎畠の樹の下におのつからな

る細道は誰が踏みそめしかたみぞと

問ひたまうこそこひしけれ」

はい、オッケー。座らないでいいで

す。はい、6つのスキル、はい、確

認できたら座ろう．どう艦 ※暫時確認確認後、各自着席。

09：30 はい、じゃあ、始めましょう。あい

さつ。

起立気をつけ。これから玉時闇目の国

語の授業を始めます。（全員で）お願いし

ます。

1．はい、じゃあ今日は、心の、最

も大きな心の転換点を考える第2

時間目ですね。1回目の討論の前に

10あった意見が、今、12345
6、6つに絞られてます抵はい、

じゃあ、続きです。どこからでもい

いです．はい、意見を言っていって

ください、どうぞ。

（闘があく）

2．はい、どう毛このまま1時間

終わっちゃうそ。はい、どうそ㌔

ユ．はい。えっと、イメージ語の「新し B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 い勘の形象を読むと、美術のときにだ

（すなわち、指導者は基本的には発 けに使う「新しい目」ではなく、物事を

言を背中で聞いている。ただし、板 新しく見るための目だと思います。その

書終了後はすばやく黒板の何れか 理由なんですけど、ウィルスンさんとゼ

の端に移動し、生徒と斜めに対する ブラを話し合わせると、ウィルスンさん

姿勢となる。以下、筒様） はおかしい。ベトナムで戦争を経験し、

そして友を失い、自分の手を失いました。

そのときウィルスンさんは、暗蘭の中に

いるゼブラと同じ境遇にいて、ゼブラと

同じように友の死や自分の手がなくなっ

たことを受け入れることができませんで

した。しかし、ウィルスンさんは新しい

目で自分を見ることで、友の死と自分の

手がなくなってしまったことを受け入れ

ることができました。ゼブラはウィルス

ンさんの送ってきた写真を見ることで、

ウィルスンさんが友の死や自分の手がな

くなったことを受け入れているというこ

とを知り、ゼブラもその写真を見て自分
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の折れた手を受け止め、前に進んでいこ

うという気持ちになったと思います。な

ので、心の大きな転換点はウィルスンさ

んから手紙を受け取ったところだと思い

ます．

※ユ．の意見に対する賛同の拍手

2．僕もKさんと同じ場所なんですけど、 B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 僕はイメージ語の「人の顔のような風景」

ってところなんですけど、それで、その

人の顔のような風景は、ウィルスンさん

にとってはレオン・ケラーと考えたんで

すよ。それで、128ページのll行目に「ウ

イルスンさんはその絵を見て、『ウィルス

ン先生の上にレオンと書いてもらえない

力辿」と言ったんですけど、その絵を見て

言ったんで、その風景を見てそれをレオ

ンだなと思ったからそう言ったと思うん

ですよ。だから僕は、人の顔のように見

える絵をウィルスンさんにとってはレオ

ン・ケラーと思ったんじゃないかと考え

ました。で、ウィルスンさんにとってレ

オンというのは、親しい友であり、悲し

い人であり、親友でもあり、憧れでもあ

ったと思うんですよ。それでウィルスン

さんがそんなことがあったという手紙と

か写真を読んだときに知ったので、大き

な心の転換点はそこだと思いました。

※2．の意見に対する賛同の拍手

3．はい、関連しなくてもいいです、

どうぞ。

3．私は、「奇妙でみっともない手がちゃ B一ア・イ

んとした手に見えたところ」が最も大き

な心の転換点だと思います。理由なんで

＊発言の要点を板書している。 すけど、形象を読むスキルの4番を使っ

て、イメージ語の「想像力」がどんな形

象を表すのか考えたんですけど、私はこ

れが空間からちゃんとした手を生み出す

ことだと思いました。ちゃんとした手を

生み出すってことは、ゼブラは自分の手

09：35
　‘�ﾜだちゃんとした手として見つめられ

なくて、見つめられないのが見ることで

ちゃんとした手と勇気をもつので、その
「

勇気を象徴していると織、ます。ゼブラ

の想像力っていうのは、最初はイングリ

ッシュ先生の授業のように小鳥が死んだ

話をしたりして暗いものだったんですけ

ど、ウィルスン先生の授業を受けてから
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はもっと明るい風に考えることができて

います。なので、ちゃんとした手に見え

たところで明るい方に考えられる想像力

というか、ついて、それが現れたことだ

と思うので、そこが最も大きな心の転換

点がと思います。

※3．の意見に対する賛同の拍手

4．他の人どうぞ。固いね、なかな

か。はい、関連しなくてもいいです

よ、どうぞ。

4．私は「フランクリン通りをながめた B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 ところ」だと思います。イメージ語の「フ

ランクリン通り」を読み取ると、ゼブラ

にとって嫌な場所とか二度通りたくない

ような場所だと思います。それで、その

フランクリン通りをながめて、それでゼ

ブラがそこを歩こうと思ったのはすごく

勇気のいることだと思うので、そこが一

番の転換点だと思いました。

※4．の発言に対する賛同の拍手

5、僕もMさんと同じで、形象を読むの B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 に6番の登場人物の’こ牌と重ねて考える

っていうのを使つて、イメージ語の「フ

ランクリン通り」はゼブラの恐怖心を象

徴していると恩います。やっぱり、最初

の方でゼブラは事故に遭って、今まで歩

けなかったから恐怖心っていうのがあっ

たと思いました。で、その、13豆ページ

にフランクリン通りを歩いたので、その

恐怖心を乗り越えたと思うので、大きな

転換点だと思います。

※5．の発言に対する賛演の拍手

6．僕も属じところだと恩ったんですけ B一ア・イ

ど、ゼブラが怪我したぱっかりのときの

フランクリン通りと、

5．ゼゴラが何したときの。

怪我をしたときの、前半のフランタUン

通りと131ページの、一番最後のフラン

クリン通りを比較してみると、

6．比較するのね、比較するスキル

．を使うの抵はい、どうぞ。

離半は怪我をしたことに対する恐捧心と

力梅しさとか、マイナス的なイメージが

あったと思うんですけど、後半の132ぺ

一ジで、fすごくいいものが拾えそうだ」

とか、「明るい人生を歩めそうな感じ」
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ってことで、前半はマイナス的なイメー

ジしかなかったフランクリン通りが、プ

ラス的なイメージになってきたことで、

一番最後にフランクリン通りをながめた

ところだと思いました。

※6．の発言に対する賛同の拍手

7．私も最も大きな転換点は「フランク B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 リン通りをながめたところ」だと思いま

す。はじめフランクリン通りでウィルス

ン先生が探していた廃品ガラクタってい

う風にゼブラは見ていたけど、後半の方

ではそれをいいものと見ていると私は考

えました。この転換点までは、ゼブラは

廃品やガラクタとしか思えなかったけ

ど、この転換点からは廃品やガラクタを

いいものだと思うようになっています。

それは、このイメージ語の形象を読むと

廃品やガラクタは新しい発見だと思いま

す。なので、そういう発見をできるよう

になったこの場面を転換点だと思いまし

た。

※7．の発言に対する賛同の拍手

※「手をかこうとしたら、ちゃんとした

手に見えたところ」の生徒1人が、「フラ

ンクリン通りをながめたところ」へとネ

一ムプレートを移動させる。

8．僕も今までの「フランクリン通り」 B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 の意見に賛成なんですけど、132ページ

の「通りで、すごくいいものを拾えそう

な気がして」きたってゼブラが言ってる

09140 んですけど、気がしたってことはフラン

クリン通りからオーラを与えてるってこ

とで、今まで

7．なになになに。

オーラをゼブラに与えていて、今までゼ

ブラはフランクリン通りなんて魔の場所

だったのに、その魔の場所からオーラを

与えてもらってそれに従うっていうか、

　　‘ｻんな感じの心の転換点が見られます。

※8．の発言に対する賛同の拍手

9．僕も同じところなんですけど、理由 B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 がちょっと違ってて、僕はゼブラの作品

をベトナム戦争と関連付けて考えまし

た。そう考えると、フランクリン通りっ

ていうのはアメリカだと思います。理由
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は、最初ゼブラっていうのはフランクリ

ン通りを嫌なものみたいに思っていたじ

やないですカ㌔それはフランクリン通り

でゼブラが怪我をしたからです。怪我を

したっていうのは、ベトナム戦争に例え

るとアメリカにやられてしまったみたい

な、戦争で大打撃を受けてしまったみた

いな、そんな感じなんじゃないかなと僕

は思いまし蔦そう考えるとすると、僕

は最後の方でフランクリン通りに行こう

として、132ページで「いいものを拾え

そうな気がして」たみたいなことを言っ

ていると思うんですけど、それっていう

のはウィルソン先生とかいろいろな人に

会ってゼブラ自身が成長して、怖いもの

を乗り越えて克服しようと思ったんです

よ。それっていうのは、ベトナム戦争に

例えちゃうと、アメリカと仲良くやって

今まで戦争してきたんですけど、その面

影をなくして仲良くしようってことを考

えてると思うので、僕はやっぱり「フラ

ンクリン通り」が最も大きな心の転換点

だと思います。

※9．の発言に対する賛同の拍手

ちょっと確認ね。誰の目から見る

と、誰の視点に立つとフランクリン

通りはベトナムになるの。

誰の視点って、

ウィルスンさんから見てですか、ゼ

ブラから見てで柑㌔

ゼブラ。

ゼブラから見てフランクリン通り

がベトナムに見える。

いや、えっ。

8．ちょっとね、楓点の勉強がちょ

っとね、きちっとしてなかったから

ね、今のような話になったかと思い

ますけどね、また後で考えてみて

ね、はい、続けます、どうぞ。

10．僕も「フランクリン通りをながめた B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 ところ」が最も大きな心の転換点だと思

うんですけど、前回の授業でSさんが「す

ごくいいもの」っていうのを希望とか、

そういう風に形象を読んだんですけど、

僕もそれに賛成で、132ページにアンド

9アが「あら、少しは明るい入生を歩め

そうな感じになってきたわね。」つていう

風に言ってるので、今までは明るい入生
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を歩めそうな感じじゃなかったっていう

風に読み取って、その明るい人生じゃな

いってところから希望をもって明るい人

生に歩めそうな感じになってきたってい

う風に、希望がないってことからすごく

いいものが見つけられるっていう風な希

望をもつような考えに変わったのでそれ

が最も大きな心の転換点だと考えまし
た。

※1αの発言に対する賛同の拍手

9．ちょっと確認ね、フランクリン

通りというのは今までみんなの意

見を聞くと魔の場所であって恐怖

の場所であったと、形象を読むと

ね。いいものがないところであった

のに、そこのところでいいもの、明

るい人生を拾えそうになった、とま

とめてくれたわけねはい、わかり

ました。続けてどうぞ。

ll．僕はフランクリン通りのところに反 B一ア

対意見なんですけど、

いいねえ。

フランクリン通りをながめていろいろ恐

＊発言の要点を板書している。 怖とかそういうのを乗り越えようと思っ

たからって、みなさん言うんですけど、

そう思えるようになったのは、やっぱり

09：45 その前に何かがあったからで、みなさん

もいきなり暗い気持ちからながめてて、

よしやろうとは思わないですよね。（はい

※他の学習者の返事）だから、少なくと

もそれ以前に転換点があったと僕は思い

ます。

も

※11．の発言に対する賛同の拍手

1α結果なんだと、最後ね。転換は

もっと前にあるってことね、はい、 ※2人の生徒が、「フランクリン通りをな

どうぞ。 がめたところ」から「ウィルスンさんか

ら来た手紙と写真を読んだところ」へと

ネームプレートを張り替える。

12．さっき、Kさんが言った心の転換点 B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 っていうのは、私はやっぱり「ゼブラの

指が動いたところ」だと思うんですよ。

なので、そのゼブラの指が動いたその喜

びっていうのを表してる文が、128ペー

ジの2行目から4行目の、ゼブラの高ぶ

る気持ちをヘリコプターだったり黒ル鳴

として表しているところが最も大きな心

の転鯨だと思います。
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※12．の発言に対する賛同の拍手

1L言い換えると、ヘリコプターが

動き出そう、出したように見えたと

いうのが、この形象が、手が動いた

という喜びにつながっているとい

うこと抵この手が伸びて嬉しかっ

たとか、喜んだという感情語を使わ

ないで、ヘリが動き出そうとしたっ

てことでそれを表しているだろう

と、ここのところで転換が図られた

ということねはい、続けて。

13．私は、126ページの6行目の、「左手 B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 を使っていることに気づいて、少しだけ

二本の指が伸びたところ」で、形象を読

むスキルの6番を使うと、イメージ語の

ゼブラの左手っていうのがゼブラの心情

を表していると思いました。で、そのゼ

ブラの怪我した左手が動いたり物をっく

るのに使っていたりとかするから、その

ゼブラの心の成長というのも変化してい

ると思ったし、で、その左手が動いたか

らこそ少しでも明るい人生が歩めそうな

風になったんだと思います。

※13．の発言に対する賛同の拍手

12．手が伸びたから、最終的なね、

明るい人生にたどり着いたんだろ

うと。ここじゃないかと、いうこと

だ祇はい、どうぞ。

1工私は125ページのll行目だと思いま B一ア・イ

す。

13，もっと前にあるってこと祇は

い、どうぞ。

それで、その前と後を対比すると、ちゃ

＊発言の要点を板書している。 んとした手に見える前は、118ページに

あるように、自分の手が嫌でいつも悲し

い話をしたり、自分の人生をすごく暗く
●

考えていました。でも、ここのところで

自分の手がはじめてちゃんとした手に見

えて、その後は黒い鳥が空高く昇ってい

きヘリがスロットル全開で動き出しそう

に見えるようになったり、今までずっと

嫌だったフランクリン通りを歩いてみよ

うと思つたりしたのも、この転換点によ

って明るくなっていくゼブラを描いたも

のだと思うので、最も大きな転換点はこ

こだと思います。
、

※抵の発言に対する賛同の拍手

※14．の発言を受けて、生徒4人が「手
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をかこうとしたら、ちゃんとした手に見

えたところ」へとネームプレートを移動

する。

15．同じく、僕もSさんと同じで、125 B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 ページの11行目だと思うんですよ。なぜ

ならば、ゼブラがフランクリン通りなど

をながめたり歩くことができたっていう

のは、奇妙でみっともない手がちゃんと

した手に見えたっていうことだから、こ

のちゃんとした手に見えたっていうの

は、他のフランクリン通りとかのきっか

けになったものだから、ここが最も大き

な心の転換点だと思います。

※15．の発言に対する賛同の拍手

16．私は125ページの11行目のところに B一ア・イ・ウ

＊発言の要点を板書している。 移動したんですけど、形象を読むスキル

4番を使うと、イメージ語の左手はゼブ

ラの成長や心の成長に大きくか関わって

いるといえるので、左手の様子や変化か

らゼブラの心情を象徴しているとする

と、最も大きな心の転換点は、ゼブラの

左手の変化にあると思うので、今までは

09：50 ちゃんとした手に見えなくてそこで見え

たから、見えてそういう風に考えられる

ようになったから、そこから左手が動か

せるようになったり、結果的にはフラン

クリン通りを歩いて克服できたので最初

の転換点はそこだと思います。

※16．の発言に対する賛同の拍手

14．今までの意見をまとめてくれて

いますね。あの、ごめんね、左手の

変化がそのままゼブラの心の成長

と重なっているというこどて縮』

形象のここでしょうかね、ゼブラの

心情とね、左手の変化とねはい、

続けてください。動かしていいよ。

※生徒7人が「手をかこうとしたら、ち

やんとした手に見えたところ」へとネー

@　亡?vレートを移動する。

※生徒1人がウィルスンさんから来た手

紙と写真を読んだところ」へとネームプ

レートを移動する。

15ちょっとしたウェーブですね。

どうぞ。

1戊私も125ぷ一ジの11行目のところに B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。
移ったんですけど、中心人物がゼブラで・
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その対役となっているのがウィルスン先

生だから、ウィルスン先生となんか関わ

りがないと中心人物の心も変化しないと

思いまし島で、美術講座を受けてウィ

ルスン先生が想像力を教えてくれたから

こそちゃんとした手に見えたから、ウィ

ルスン先生と関わって最初に自分が得た

ものっていうか、そういうものが想像力

で、だからちゃんとした手に見えたから、

一番大きな心の転換点はそこだと思いま

したこ

※凧の発言に対する賛同の拍手

18．ええと、今のに反対みたいな感じな B・A一ア・ウ

んですけど

16．面白くなってきたね。

人から言われて心が変わるのも心の転換

＊発言の要点を板書している。 点だとは思うんですけど、ゼブラってい

うお話の場合、ゼブラは最初怪我をして、

やけくそな気持ちになっていて、自暴自

棄な気持ちって言うんですか、になって

いたので、このお話の場合はゼブラが自

分でしっかり考えたりしたところが転換

点になると私は考えました。

ちょっと待ってね自分でしたこと

が転換点になるだろう。はい。

人から言われるだけじゃなくて、こう自

＊発言の要点を板書している。 分で、人から言われてそれを理解して、

じゃあ自分はどうするんだって考えた部

分が転換点になると思いました。で、な

ので、私はウィルスン、ウィルスンさん

から美術講演で想像力とかを教えてもら

って、手紙も読んで、そこで、それから

現実を受け止めて、じゃ僕はどうしよう、

じゃあフランクリン通りを歩いてみよう

と考えたフランクジン通りを眺めたとこ

うが心の転換点だと思いました。

※毘の発言に対する賛同の拍手

自分でしたってのはどれ？　この

辺で言うと。

この中で言うと、一番最初のはウィルス

ンさんに新しい目を使えって言われてた

んで違うと思って、その次のところはち

よっとだけなんかそれは自分のに入るか

もしれないけど、それはけっこう無意識

のうちに伸びていたって書いて、

これは無意識なのね？

書いてあったっていうかそんな感じなの
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でそれは違うと思って、

うん。

その次はまあ、自分が考えたとこで、

見えたことね。

見えたことで。その次のやつも自分でか

いてみるで、

これは自分でかいたものだね。自分

で行動したものだ楓はい。

その次は読んだものだから、ウィルスン

さんから受け取った感じで。

人から聞いてとか、無意識のものじ

やないんじゃないんではないかっ

て事です抱はい。わかりました。

皆さんいいですか？　はい、続けま

す。どうぞ。

19．えっと、僕は、その、ちゃんとした 19（B・2）

＊発言の要点を板書している。 手に見えたところだと思うんですけど、 B一ア・イ・ウ

今の意見に関わってその、ちゃんとした

手に見えたところの前と後を対比させ

て、そのウィルスンさんとゼブラの関わ

りの面から見てあの対比させると、それ

まではゼブラはウィルスンさんに何かを

教えてもらったり、してもらったりして

いたのに対して、えと、その、あと、そ

のちゃんとした手に見えた後は、ゼブラ

からウィルスンさんに対して何かをする

という形になっています。で、えと先日、

あの一、ウィルスンさんにヘリコプター

をあげたりするのは、やっぱりその、あ

のう、自分の好奇心からだという意見が

あったのですけど、えとその好奇心とい

うのじゃなくて、僕はそれは違うと思い

ます。で、好奇心とかじゃなくて、えと、

その、教えてもらったことでちゃんとし

た手に見えたっていうそのことがあっ

て、自分はそのちゃんとした手に見えた

09：55 ってことは、そのう自分と向き合うこと

ができたって言うことから、やっぱり、

その過去を見っめることで、自分がより

分かるようになることをウィルスンさん

　　‘ﾉ教えてもらったので、そのお返しにま’

た、ウィルスンさんも過去とまたヘリコ

プターで向き合ってくださいみたいな形

でそのヘリコプターを渡したんだと思い

ます。だから、えと、その、ウィルスン

さんとゼブラのかかわりのところから見

るとそのちゃんとした手に見えた前と後

ではかなりの転違いがあるのでそこが
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一一ﾔ、もっとも大きな心の転換点だと考

えました。

※1αの発言に対する賛同の拍手

17．これ前回、ね、第一時潤目の討

論の中ではそれに関わって、や、単

なる好奇心で作ってたんじゃない

かっていう意見がありましたよね。

はい、反論してください。あ、ちょ ※何名かの生徒がネームプレートを移動

っとウェーブがおきてますね。ちょ する。

っと待とうか。お、さすが演申脚本

係長、やるね。はい、じゃあ意見あ

る人、どうぞ。

20．僕はちょっと質問なんですけど、あ B・A一ア・ウ

の、125ページの11行目の人がすごい多

くて、それに質問なんですけど、えとや

っばり前回のえと「走れメロス」のとき

＊発言の要点を板書している。 もそうだったと思うんですけど、例えば、

水を飲んだことによって、その気持ちが

変化して走れるようになったんだからや

っばり気持ちにえと行動があの伴うこと

が、やっぱりそういう大きな心の転換点

ていうか、やっぱりその気持ちがその体

っていうか、どっか行動として現れるこ

とでその気持ちの心の転換点ていうの

が、こう読んでる人にも伝わるっていう

か、そういう風に僕ば思ったんですけど。

なんでその奇妙でみっともない手がでち

やんとした手に見えたって言う、その見

えたっていうだけで自分が思ったことだ

と思うんですよ。なんで、もしそこの人

たちが。なんで、えと今消されちゃった

んですけど、えと鯖識に左手をええと

動かしているっていうところで、ええと

その気持ちがからだに出ているんじゃな

いかと思うんですけど。なんで、そのち

やんとした手に見えたってそういうふう
● に思ったところだけで、ええと最も大き

な心の転換，点にしているのはなぜかなと

ちょっと聞いてみました。

※2αの発言に対する賛同の拍手

1＆今のは分かりました？　見ただ

けでどうして気持ちが変わったと

言えるんですかってことだね、簡単

に言うとね

21．ええ、私はええと125ページの11 21（3－2）

＊発言の要点を板書している。 行目だと思うんですけど、ええと奇妙で B一ア・イ・ウ

みっともない手が、ちゃんとした手に見

えたうて言うのは、ええ、あ、ええと、
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ここでゼブラはえと左手を書いてるんで

すけどその左手を書くっていうのは、あ

のう、自分の手をそのちゃんとした手と

して認め、えと、ちゃんとして、ちゃん

とした手として受け止められたってこと

だと思って、で、この書いたっていう行

動があるから、ええとお、そのここで心

が変わっているんだと思いました。

※21．の発言に対する賛同の拍手

左手を書いたということは何を受

け止めたということ？　この形象

を読むと。

ええと、自分の、えと、怪我をした手を

その今まではみっともなくて、ただ、た

ぶん自分の手と思いたくなかったと思う

んですけど。

うん。

それは、これはちゃんとした手で自分の

手なんだってことを受け止めたんだと思

います。

19．なるほど。ちょっと関わってあ

ります？　いいですか？　はい、ど

うそ。

22．今の意見に反対で、125ページの11 22（18・2｝

行目、「ちゃんとした手」っていう上に「驚 A・B一ア
いたことに」って書いてあるんですね、

失ネL黒板に書いてなかったねは

い白

驚いたことにちゃんとした手に見えてる

＊発言の要点を板書している。 んですけど、驚いてるってことはまだ受

け止めてるって感じじゃなくて驚くって

言うのは受け止めるためのただのきっか

けであって、ここからまたなんか色々あ

って受け止めていくんだと思うので、受

け止めるって言うのは違うと思います。

※22．の発言に対する賛同の拍手

20．やっぱり無意識的にやっている

ことは変わったとは言えないよね。

驚いたことに。はい。本当に受け止

めたと言えるんですか？　本当に
4

明るく考えたといえるんですか？

ということですね。

23．えと、私は、私も、えと、122パー B一ア・イ

ジのちゃんとした手に見えたところは反

対です。

はい。

えと、ええと一番最後の132ページのえ

えと、4行目にええと、1さんが言って
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10：00 たんですけど、えと、いいものを拾、え

えと、すごくいいものを拾えそうだった

といってるんですけど、えと、それは、

えと、私はフランクリン通りが一番のゼ

ブラのハードルって言うか、

あつ、ハードルね，

その、事故のことを乗り越えられるバー

＊発言の要点を板書している。 ドルだと考えてるんですけど、そのいい

ものを拾えそうな気がしてたっていうの

はえと、なんていうんだろう、その一番

のハードルをなんかよく見、よ、いい、

プラスで見ようっていうそういう、こと

だと思うから、ええと、そこまでええと

言え一たってことは、ええとそこがええ

と一番大きな心の転換点だと思うんで、

ええ、フランクリン通りを乗り越えられ

たからこそ、ええと、その、ええ、その

転換点、一番大きな転換点だと思うんで、

ええ、まだちゃんとした手に見えたとこ

ろは無意識で、えと、先生に言われただ

けで見えたんだと思うから私は反対で
す。

※23．の発言に対する賛同の拍手

2L先生に言われて驚いて気づいて

州，　・にね、だったものではなく

て、ちゃん、フランクリン通りの形

象をバー一ドルと捉えたのね。ハード

ルを乗り越えたところ、こっちの方

が大きいじゃないかっていうこと

ね。どうぞお。

24．ええと僕も200、あ、125ページの人 24｛2・2）

＊発言の要点を板書している。 に反対なんですけど、ええと仮にあの、 B一ア

手に見えたってことで受け止めたと考え

ても、あの、心の傷はまだ残ってるわけ

だから、あの、心の傷を残っている状態

で心の変化はまず起きるわけがないんで

すよ。だからあの、そういう心の傷を、

あの、癒し、癒しきれてないのに、あの、

変化は起きないと思います。

※24の発言に対する賛摘の拍手

22．心の傷は、この段階では癒えて

ない。ほう。あ、じや、言いたい？

どうぞ。

25．私は先ほどのYさんの意見に反対で、 25（4≒2〕

＊発言の要点を板書している。 好奇心ではなかうたということに反対で B一ア・イ

1

す。で、えと、126ページに手が一瞬こ

わぱったってあるんですけど、えと、ウ

イルソンさんは窮らかにヘリコプターの
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ことを嫌がっていて、これを忘れさせた

ときに強張ったっていうのが、ゼブラは

分かっていたのに、その次の日にまたそ

れを持って行って、で、そのあとアンド

リアに、「な、なに？」って聞かれて、「モ

ンスターさ」って答えてて、モンスター

っていうのはやっぱり悪いもの、悪の、

悪ていうかその、あ、悪者だから、ええ

と、ウィルソンさんにとって悪いものだ

と分かっているのに持って行っているの

で好奇心ということになると思います。

※25．の発言に対する賛同の拍手

23．作ったヘリコプターについて、

ま、モンスターさって言ったよね。

一つの見方は、ま、冗談が言えるよ

うになった、明るくなったんじゃな

いかなっていう解釈があったかと

思うけれども、ええと、Kさんは今

そうじゃなくって、このモンスター

っていうのは悪い意味でもある。何

作ってるかわからないっていうこ

とね。ヘリコプターがね。

26．えと、今の意見に、あの、反対なん 26（13－3）

ですけど、 B一ア・イ

いいよ。

確かに「手が一瞬強張って」ていうのが

＊発言の要点を板書している。 あるんですけど、その後に、それを壁に

貼ったとか、その後も、えとお、え一、

そのあとも、そのウィルスンさんは笑わ

なかった、でも、それをいろんな角度か

ら眺めて、それで、あの、ゼブラの顔を

見て頷いたってあります。だから、これ

はやっぱりその、いやがっ、最初は確か

に、うってきたかもしれないけど、それ

でもやっぱりその、それに対して、ゼブ

ラの、ま、それ、ヘリコプターに対して

やっぱり、その、その、イヤだっていう

意思じやなくて、それはやっぱり自分の

過去を思い出すものだとして受け止めた

と、ウィルスンさんはそれを受け止めた

　　‘ﾆ思います。で、えとそのモンスターっ

ていう話があったんですけどモンスター

は、えと、僕の考え方では、たし掴こ、

その、アンドリアにとっては、あの、モ

ンスターとして見られるかもしれないけ

れど、ウィルスンさんにとっては、

ああ。モンスターっていうのはアン

ドリアから見たらモンスターであ
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るからモンスターって言ったんだ

ね？　はい、ごめんなさい、続けて。

あの一、やっぱりウィルスンさんにあ、

あのうヘリコプターをあげてこそ、その

価値が発揮されるものなのでウィルソン

さんにとってはモンスターではないと思

います。

※26．の発言に対する賛同の拍手

24．ちょっと待ってねああ、いい

ね、続けよう。

27．ええと、あの、あの、反対で。ええ 27（4－3）

10105 ＊発言の要点を板書している。 と、このモンスターを渡されてアンドリ B一ア・イ

アはきっと大笑いするわよって言って

て、で、つまリアンドリアもそれを冗談

だと受け止めているけどウィルスンさん

は笑わなかったということは冗談だと受

け止めなかったわけだから、実際モンス

ターと思ってるんじゃないかなと思いま

した。

※2戊の発言に対する賛同の拍手

25．じゃあ、ヘリコプター．ウィル

スンさんにとってはなんですか？

はい、ヘリコプターの形象、読むと

何ですか？　今それをY君はモン

スターではないとしか言わなかっ

たよ抱はい、ちょっと討論から外

れて、はい、ヘリコプターの形象を

読むと何になるか、はい、言ってく

ださい。特にまだ意見言っていない

人どうぞ。（間があく）

どうぞ。ヘリコプターは何。

28．あの、まあ僕はウィルスンさん、ウ 28（8・2）

イルスンさんにとってヘリコプターは、 B一ア

まあ、ベトナムだと思います。まあ、理

由はやっぱりベトナムでヘリコプターの

パイロットをしていたっていう、まあ、
ら

したこともあるし、です、です。

※28．の発言に対する賛同の拍手

2丘えと、どうですか？　はい。

29．えと、私もえと1さんと一緒でベト B一ア・イ

＊発言の要点を板書している． ナム、ベトナムと、あと、えと、親友の

レオン君を思い、思い出っていうか、親

友の絵をなくした悲しみっていうのが現

れてるんだと思います。えと、128ペー

ジに、えっとお、の12行目に、親友なん

だ、ベトナムで一緒だった、私なんかよ

りずっとすばらしいアーティストになっ

ていただろう、ってあるんですけど、そ
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れで、えと、ベトナム、レオンは、ベト

ナムが死、ベトナムでレオンは死んでし

まって、で、それでなんか飛行機に、あ、

ヘリコプターのパイロットで、で、ベト

ナムで親友をなくしているので、それで

あっと、えと、その、レオンの死がヘリ

コプターに出ていると思います。

※29、の発言に対する賛同の拍手

30．あ、えっと、あの僕はちょっと違う B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 んですけど、ええ、まあ、確信は持てな

いんですけど、ええとウィルスンさんに

とってヘリコプターは、まあ、ええと自

分自身なんじ・やないのかなと思いまし

た。えっと、たとえばシマウマであった

らゼブラだし、あ、まあ、ゼブラなわけ

で、ま、要するにヘリコプターだったら、

ま、ウィルスンさんだと考えました。で、

まあ、そのヘリコプターを渡されたとき

に、まあ、ウィルスンさんの手が強張っ

た理由っていうのは、ま、たしかにいや

な思い出があったっていうのと同時に、

そのベトナムでの自分を思い出すよう

で、まあ、イヤだったんじゃないかなあ

と思ったから、ま、形象はウィルスンさ

んの時代かなと思いました。

※3αの発言に対する賛同の拍手

31．えっとお、私も同じでヘリコプター B一ア・イ

＊発言の要点を板書している。 はウィルスン、ウィルスン、ウィルスン

さんだと思うんですけど、えっとお、次

にアダムが書いた、あの、ゼブラが書い

た絵にはええとヘリコプターとシマウマ

が飛んでる絵だったんですけど、えと、

それはその後ろの風景からして、あのう、

ええと、ヘリコプターがウィルスンさん

で、えっとシマウマがゼブラだとすると、

なんか、自由に飛んでいる絵なので、な

んか二っとも、あ、怪我、傷を負ってい

るけれども自由だということを強調して

いる品でヘリコプターはウィルスンさん

自身だと思いました。

※31．の発言に対する賛同の拍手

27，今のTさんの話を聞くとさ、こ

この段階で咋リコプターとシマウ

マが飛んだということで、シマウマ

とヘリが自由になったって言った

んだよね、そういうことだね？　こ
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こまでのヘリコプターは、たとえば

モンスターであったりしているん

だけども、この絵を書いたところで

飛んだと、自由になったと、はい、

ネームプレート動かしたくなった

らどうぞ。はい、討論に戻します。

はい、戻しますよ。

32．はい、え、私はえっと128ページに、 32（23－2）

＊発言の要点を板書している。 の書いたところは、えと、反対です。え B一ア

っと、それは、それは、えと、あくまで

なんか希望っていうか、えと、シマウマ

とヘリが飛んでいる絵を書いたのは、そ

量0：10 ういう飛んでいるっていうのはすごい良

い意味でというか、なんかそう、なんか、

なんていうんだろう、向き合って、なん

か克服しているってことだと思うんです

けど、えっと、書いたっていうのは、え

えまあ、ただ書いたってことだから、え

と、それは、ええと、単にそのお、ちゃ

んと向き合って、ええとお、なんていう

んだろう、前向きに生きていけたらいい

ねえ、っていうそういう意味で書いたん

じゃないかって。だからこれは心の転換

点ではないと思います。

※32．の発言に対する賛同の拍手

2＆Mさんはここなのね？　これは

飛んでいる絵を書いたというのは

希望の段階だろうということね？

自由になれたらいいなあというよ

うな抵はい、続けます。ちょっと

相談する時間やろうか？　なに、ち

よっと迷ってる人いますね。はい、

あのお、じゃ、2分。はい、どうぞ

お．ネームプレートを動かしたかっ

たら動かしていい。

※生徒は2分間、隣の生徒らと相談に入

る。

29．相談の中で考えが変わったら移

動して良いですよ。（かなり間があ

く）

30秒後に討論を再闘します。今の

うちに変えたい人は変えといてく

ださい。（間があく）

はい、じやあ、相談の時間やめ。

動いた人いますねえ、はい、どうぞ。 一

33．はい、えっとお、 33（1・2）

あ、ここから、この話を続いてます B一ア

か？
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あ、はい。

はい口

はい。

ええと、けれども飛んでいる絵を描

いたのは希望からにすぎないとい

う、Mさんの意見からどうぞ。

えうと、Mさんの意見につなげる感じな

＊発言の要点を板書している。 んですけど、そのあと、その絵を持って、

あのウィルソンさん、ウィルスンさんは

あのベトナムにある記念、ベトナム、記

念碑の前で写真をその撮ったっていうの

は、あの、あ、あと、その前に付け足し

なんですけど、その絵で人の顔に見えた

っていうのは、たぶん、レオン、レオン、

あ、Nさんも言ったんですけどレオンの

顔で、

Nさんが言ったように、人の顔のよ

うに見えたって。人の顔っていうの

はレオンではないか、はい、そし

て？

はい、で、その写真を撮ったっていうの

はその記念碑には、レオンの名前も刻ん

であって、レオンとウィルスンさん、そ

のヘリコプターのウィルスンさんはなん

ていうか、その過去のことを克服し、こ

れから前向きに進んで行こうっていうの

を誓って多分撮って、

あ、ちょっと待ってね。前向きに生

きていこうと、レオンの前でウィル

スンさんは誓っていた。

はい。

ああ、そして？

そして、それはまた、違う意味もあって

ゼブラにも僕たち、僕たちっていうか、

まあ、自分は克服したからあのゼブラも

克服してこれから一緒に誓わないかみた

いなのを問いかけるような写真を送って

きて、それでゼブラはなんていうんです

かその克服しようっていう風に思った、
んだと思い、思ったので、思ったと思っ　　己

ｽのでえとお、大きな心の転換点はそ

の写真を受け取ったところだと思いまし

た。

※3鋭の発言に対する賛詞の拍手

※多くの生徒がネームプレートを移動す

る。

関連してどうぞ』

34．えっと、私は、 34｛4－4）
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B一ア・イ

10：15 30．ちょっとまって。ウェーブが起

きている。おう、ビッグゥェーブだ

ねえ。Hさんビッグウェーブ起こし

たねえ。はい、じゃあKさん、どう

ぞ。

私は最初128ページの5行目だと思って

たんですけど。

あなたは一番最初からここ、ここに

したんだよね？　はい、うん。

そうなんですけど、えと、その意見を聞

いて、まあ、変えたんですけど、

うん。

えと、この絵を描いて受け取ったウィル

＊発言の要点を板書している． スン、ウィル、スンさんが手紙を送って

きたってことは、えとウィルスンさんは

この絵を受け取って変わったん、と思っ

たんですよ。で、その絵を受け取って、

ええと、ベトナムの記念碑を見て、ええ

と、ゼブラも、えと、な、あの、それで

変わって、で、その、そのあとにいいも

のが拾えそうだって言ってるのは私はえ

えとお、ゼブラもそのウィルスンさんに

あこがれて、その自分もアーティストみ

たくなりたいなって思って、ええと、あ、

ここで、なんか、思ったと思っ、思うて、

ええとお、ええ、だ、だから私は、その

お、ええとお、写真と受け取って記念碑

を見たところだと思いました。

※3屯の発言に対する賛同の拍手

35，えっとお、フランクリン通りを眺め 35（20－2）

＊発言の要点を板書している。 たところに戻ったんですけど、ええと今 A・B一ア
のKさんの意見を聞いて意見が固まった

んですけど、えと、ウィルソンさんから

来た写真ていうのは、たとえば、えと、
」

ベトナム戦争の記念碑、まあ、お墓とか

そういうのあるかどうかわかんないんで

すけど、そういうのも多分一緒に祀られ

てると思って、やっぱりそこのえと友人

に会いに行くのはやっぱりすごい悲しく

て、多分それがそのウィルスンさんにと

ってのハードルだとえっと僕は思いまし

た、その記念碑に行くことがハードルだ

と思ったんです。で、その写真を見て、

その、よし、ええと、僕も、変わってや

るそってそういう風に思ったのは確かだ

と思うんですよ。で、それを、ええと、
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それを見て、ええと実際にそのフランク

リン通りをさっきハードルって言う形象

でとらえたっていう意見があったんです

けど、その自分のゼブラにとってのバー

ドルは、ええと、フランクリン通りなわ

けで、その写真を見て、その、確かに思

ったっていうのは事実なんですけど、実

際、その、ええと、乗り越える、ええと、

きっかけになったのはやっはりフランク

リン通りを眺めてその通ろうって思った

ところで、ええと、自分も、ええと、ウ

イルスンさんと同じように変われたって

いう、そういう風にええと事実としてそ

の、行動が、気持ちが行動に現れてると

思うので、戻しました，

※35．の発言に対する賛同の拍手

3Lこの写真で、ウィルスンさんが

ベトナムを越えるハードルをね、越

えている姿を見たり、超えようとし

ている姿がわかった。この写真を受

け取ってね。だから、ゼブラもフラ

ンクリン通りのハードルを越えよ

うと思った．は一あ。 ※ここで期せずして拍手が起こる

36．えっと、僕はえっと、ウィルスさん、 B一ア・イ

＊発言の要点を板書している． ウィルスンさんからあの来た写真を読ん

だところに変えたんですけど、えっと

123、8ページで、えっとお、あまりいい

出来ではなか、自分の書いた絵のことを

あまりいい出来ではなかったて書いてあ

るんですけど、あと、えと、130ページ

のウィルスさんのてが、ウィルスンさん

の手紙では、ウィルスさん、ウィルスン

さんは、えと、すばらしい贈り物って書

いてあるんですけど、えっと、それはあ

の、ウィルスンさんがそのゼブラの、あ

の、あの、すばらしいと感じた理由は、

ゼブラがあの、その、シマウマとかヘリ

を飛ばして自由に前向きに生きようって

いうそういう、あの、そういう考え方が、

あの、あの良い作品だと考えて、すばら

しい贈り物って書いて、って書いたんだ

と思います。だから、ま、写真をもらっ

たところだと思いました。
，

※36の発言に対する賛同の拍手

37、えっとSさんのすばらしい贈り物っ 37P－2）

＊発言の要点を板書している。 ていうのに関連してなんですけど、ええ B一ア・イ

と私はさっきタイミングがつかめなくて
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言えなかったんですけど、えと、ヘリコ

プターのイメージを、のやっを読むと、

えと、レオンとゼブラと、ええと誰だっ

け、ウィルスン先生の三人に共通する思

い出だと思いましたええと、ゼブラと

ええとウイルスン先生っていうのは、え

と、ウィルスン先生は、えと、ベトナム

でヘリコプターに乗っていたことは誰に

も言っていないけど、っと、先生からゼ

ブラは聞いてゼブラだけがそれを知って

いるって感じで、えと、ヘリコプターを

通した二人のかかわりが、えと、書いて

あると思いました。それで、えっとお、

ウィルスン先生とレオンさんっていうの

は、えと、やっぱりベトナム戦争とかで

ヘリコプターに対しての思い出があると

思って、と、その三人はヘリコプターと

いうもので、えと、共通していると思い

10：20 ました。なので、この写真をもらったと

ころっていうのは、えと、その、と、自

分は直接はレオンさんとは関わってはい

ないけど、と、そのレオンさんを通じて、

ええとウィルスン先生がえっとお、前向

きになったっていうのを自分も関わって

いるんだということを、えと、見れて、

それで、えと、前向きになれたんだと思

ったので、ここが転換点だと考えました。

※3τの発言に対する賛同の拍手

38．ええと、さっきのSさんの意見に付

＊発言の要点を板書している。 け足しなんですけど、えっと、ん、すば B一ア・ウ

らしい、ん、毎年すばらしい贈り物を持

って帰るって書いてあるんですけど、ん、

それで、え、すばらしい贈り物って考え

た理由はちょっとSさんと違って、ええ

と僕はですね、ええ、自分のヘリコプタ

一での事故に気づかせてもらったから、

そういう風に思っている、ん、そういう

風な素敵なものだと思ったんではないか

なと思いました。で、だから、ん一、で、

ん、ちがう、ゼブラにもそういうことを

気づいて欲しいから、写真を送ったんじ

やないかなと思いました。

※38，の発言に対する賛同の拍手

32．ちょっと言葉を補うと手が強張

ったとかいうことだよね。ウィルス

シさ古自身もヘリコプターから避

けてたんではないかということねロ
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で、さっきTさんはウィルスさんが

前向きに生きようとすることにゼ

ブラ自身も関わったことに自分で

気づいて、ていうことだ紅自分も

前向きに生きようと本当に思った

のはここではないかっていうこと

だれはい、続けてください。

39．えと、今の意見に付け足しなんです 39（94）

けど、 B一ア・イ

はい。

僕もあのお、130ページの14行目なんで

＊発言の要点を板書している。 すけど、ええと僕は、あのお、128ぺ一

ジの5行目のところで、えと、たぶん、

僕iはあのゼブ、ゼブラじゃなくて、ウィ

ルスンさんが多分そこで大きく心が変わ

ったんじゃないかなと思います。

これを受け取ったウィルスンさん

がここで大きな転換点があった。ウ

イルスさんにとってね。

はい。ウィルスンさんの心の大きな転換

＊発言の要点を板書している。 点はそこだと思います。理由は、ええと

まあ、まず、その人の顔のよ、ように見

える絵を受け取ったところで、ええと、

やっぱ、あのう、生徒も変わろうとして

るんだから、私も変わらなければいけな

いってそう思ったと思います。だから、

ええと、128ページの最後の行に書いて

あるように、ええと、がっしりした、た

くましい手だったというように書いてあ

るんですけど、多分、それはそういう意

思を表しているんじ・やないかなと思いま

す。それを受けて、ええと、ウィルスン

さんはゼブラにその写真を送って、えと

お、ま、これは多分、ええとお、ウィル

スンさんがゼブラに変わって欲しいんだ

っていうことを伝えていると思うんです

ね。で、それで、ええとお、130ページ

でゼブラは変わったと思います。なので、

僕はええとお、ゼブラの気持ちが変わっ

た、ええとお、ウィルスンさんの、から

来た羊紙、写真を読んだところが心の転

換点だと思いました。

※3αの発言に対する賛同の拍手

4αちょっと今の0さんの意見に質問て 40（18・3）

いうか確認みたいな感じなんですけど、 A（相手）一ア・ウ

えと、ウィルスンさんの心の転換点て言

ったんですけど、ウィルスンさんの心は
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転換点の前と後で、どんな風に変わった

んですか？

41．え一、え一と前は、えと、まあ、今 41〈9・3）

あの考えが深く、今あの言われたぱrコか B一ア
りなんでまだあまり深く考えがかたまっ

、　、

てないんですけど、まあ、言わす、ちょ　　　　　　　　　　　へ

ﾁと、まあ、わかんないと思うんですけ

ど、まあ、言います。ええと、

33．あ、ちょっとごめん祇きっと

その質寵の裏にあなたの考えもあ 牛

るんだよね。はい、あの、じゃあち

よっと時間になりましたので今日

はここまでにしたいと思います。ど

うですか？　はい、ネームプレート

動かした人、手を挙げてください。

10：24 はあい、良かったれみんなの力だ

ね白はい。友達の意見で、自分の考

えがまたね、どんどんどんどん変わ

っていく。いいコラボレーションが

できました払ただ、まだ一っには

なってないですねえ。はい、ええ一、

一っに絞らなくてもいいんですけ

れどもね、はい、え一、この続き、

じゃあ次回やって最終的に克題に

迫っていきましょう。ね、はい、終

わりま士

工
鉱気をっけ．これで国語の授業を終　　　　　　　　　　L

わりまれありがとうございました。

34．はい、ありがとうございました

一■1
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回　島　和宏教諭の授業（中3）を手がかりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析考察者　中川　諭

1　授業の概要

　公開授業日時：平成17年11月8日（火）9時45分～10時35分

　学校・学年・組：新潟大学教育人間科学部附属長岡中学校3年2組　生徒数38名

　指　　導　　者：島　和宏教諭

　　単元・題材名：思いを効果的に伝えるためには（全11時間本時第9時）

　　主な学習課題1魯迅「故郷」を、見たことのない中学2年生に紹介しよう

II　分析の対象とした授業記録

　（別紙）

班　授業の分析考察

1．学び合い成立の要件

（1）共に学び共に成長しようという意欲態度を持つ集団（学級〉であること

　中学校の教室としては、共に学び合おうとする意欲態度に優れた学級だと考えられる・

　それは、まず授業者の本時における目的・説明の時には熱心に授業者の話に耳を傾けている

ことに現れている。そして授業者の説明で不明確であったことに対しては・積極的に質問し理

解しようと努める態度が見て取れる。さらに班活動に入った時には、自らの意見を進んで述べ

ると同時に、他の人の発言をしっかり聞いて理解し、それに対して自分の意見やアドバイスを

述べようとする態度が鮮明であった。

（2）学習課題が明確であり、難易度が適切であること

　本時の学習課、題には多少曖昧さがあったft

　魯迅「故郷」の読解の学習を終えて、その内容を紹介するにあたりどのように紹介すれば・

まだこの作品を読んだことのない人が分かりやすいかを考える・という学習課題である・

　授業者が「予告編のような形のものを作って紹介に挑戦する」と述べることで・これから行

う学習活動の目的を分かりやすく生徒に伝えようとしている・そして注意事項を6点にわたっ

て説明し板書している。学習課題を明確にしようとする授業者の意図は十分伺える。

　＿方、「予告編のような形のもの」という授業者の指示に対し・生徒の中から「予告編みたい

に、途中までを見たいって思わせるように作るのか、それともその話自体の核心まで触れてし

まって、全体を紹介するのか、どっちかなあと思って．」という疑問が出された・その質問に対

して授業者からは、「どこまで行くのが一番劃上がるのか？」という酪のみカsなされ・「途

中まで」を示すのか「諦体の核心」までを示すのかを明確に峠れなかった・質問し姓徒

はいちおう㈱はしていた．しカ・しはっきりとした答が示されていなt，・Nので・B分の半㈱漆

当に正しいのか不安に感じた生徒もいたようだった。
このように課題に多少の麟さがあったため、戸惑いながら個人作業に取りカ’かった生徒も

少なからずいた．そのため臥作業は思ったほど齢どらず・獅動の酬こ進ん塒も乱
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合いがスムーズに行えないという結果に繋がってしまった。もし課題をより明確にして、何を

どこまでやるのかをはっきり生徒に指示していたならぱ、個人作業もスムーズに行え、班での

話し合いでも活発な議論が展開されたのではないだろうか。

　しかしながら、ある程度学年が進んだ段階では課題をあえて明確にしないで、生徒たちの問

で話し合いなどの学習を通じて課題を明確にしていくという学習活動も、意味のあることでは

ないだろうか、授業者からおおよその方向付けがなされた上で、生徒一人一人が課題を自分な

りに明確化し、自分なりの解を見つけていく，また班単位あるいは学級全体で話し合いを行う

ことを通して、自分たちで考えながら課題を明確化しそれに対する解を見つけ出す、という学

習活動であるe本時においては、生徒からの「途中までを見たいって思わせるように作るのか、

それともその話自体の核心まで触れてしまって、全体を紹介するのか」という質問に対して、

授業者が「それはあなたがたの判断だよね？」と述べている。本時の生徒の学年は中学3年生、

義務教育段階の最上級学年である。課題をあえて明確化せず生徒たちに考えさせようとする授

業者の意図なのかも知れない。しかし本時においては、生徒がそのような学習活動に慣れてい

ないためか、必ずしもうまくいったとは言えなかった。

　このような、指導者があえて課題を明確化せず、生徒が作業を進める中で課題を明確化し解

を見つけていくという学習活動は、今後検討していかなければならない重要な問題であると考

えるfiしかし「話すこと・聞くことの能力養成」とは問題点が多少異なるので、別の機会に改

めて考察したいe

（3）自学がなされ各人解を持っていること

　本時の学習が始まった段階では、本時の課題に対する解はまだ持っていなかった。そのため

本時の中で指導者の指示により、各人が解を見つけ出す個人作業の時間が設けられた。しかし

与えられた個人作業の時間は20分程度に過ぎず、解を導き出すのには十分ではなかった．ただ

し50分の授業の中で半分近くの時間を取ったのであるから、本時において個人作業にこれ以上

時間をかけることはできないであろう。

（4）学び合いの進め方が分かっていること

　個人作業が終わった後、指導者は「こんな内容でいこうと思っています、もしくはここで今

ちょっと困っています、というようなことについて紹介だけしてもらいます。今こんなふうに

思っています、ここまでできました、お互いに紹介をしてみて下さい」あるいは「まず紹介を

聞く。で、ここに合ってないよという部分については指摘をしてあげて下さい」と述べ、これ

から班単位で話し合いの学習活動を行うこと、話し合いの中で何を話し合うのかということを

指示しているe授業記録からも分かるように、生徒はほぼその指示に従い話し合いを進めてい

た。学び合いの進め方が分かっていたと言ってよいだろう。

（5）一人ひとりの解の吟味検討が保証されていること

　本時においては、学級全体で討論・話し合いをする学習活動は行われなかった。

　班活動における話し合いでは、一人の発言に対して他の班構成員から意見が出されたりアド

バイスがあったりして、短時間ながらも一人ひとりの解の吟味検討は行われていた。
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（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　…っの班は3、4人で構成され、学級全体で全部で10の班に分かれて話し合いの学習活動を

行った。その際授業者は各班の話し合いを見て回り、適宜指導を行っていた。（具体的な指導内

容は授業記録には記載されていない。）

（7）言葉遣いが適切であること

　授業記録にあるAグループにおける班活動の話し合いの中で、次のような話し合いが行われ

ていた。（便宜上、〈〉内に発言番号を記す。）

＜1＞4：紹介するとこねえなあ。

＜2＞2：いろいろ書いてあるじゃん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

〈3＞1：つまり順調でもう困るところが何もないから私は一人でできるってそういうこと？

〈4＞4：し、やし、や。

＜5＞3：ひどい。

〈6＞2：ひどい。

〈7＞4：そんなことないっすよ。

　班単位の話し合いであり、生徒同士で行われている会話であって指導者が必ずしもその場に

いるとは限らない。しかし教室内で行われる授業中の話し合いであるeにもかかわらず、上記

の話し合いの中で用いられている言葉遣いは、ほとんどが授業時間以外の普段生徒同士の間で

使われているであろう、比較的くだけたものとなっている。たとえば＜1＞の「～ねえなあ」、＜2＞

の「～じゃん」、〈7＞の「～ないっすよ」は、休み時間のとりとめもない会話の一部とほとんど

変わらない言葉遣いではないだろうか。また班活動の話し合いの中ではいわゆる「若者言葉」

も散見された。授業記録に記載のあるAグループの話し合いの中にも「ウケ狙い」という言葉

が見られる。また授業記録には記載がないが、Aグルー・一・・一一プ以外の班の話し合いの中でも、「どこ

までやればいいか分からない。迷い宣」とか、「紙芝居墓ユといった言葉が用いられていた。

　これらは、授業中とはいえ少人数による班活動の話し合いであり、かっ生徒たちのすぐ側に

指導者がいないからこそ出てきたものであろう。そのような状況の中で、普段のくだけた話し

言葉や若者言葉を使うことは、生徒同士の間では話し合いが円滑に進むという長所を認めるこ

とはできるかも知れない。しかし国語科の授業中における話し合いの学習であるならば、くだ

けた話し言葉や若者言葉などはできるだけ用いず、丁寧な言葉遣いを心がけるように指導すべ

きではないだろうか。教室という空間を離れた場合、話し合いは必ずしも親しい友人同士だけ

で行うものではない。話し合い学習において適切な言葉遣いに留意することは・国語科の学習

指導においてきわめて重要な問題だと思われる。

2．学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答とその理由・根拠）を明確に話すことができる

　個人作業に十分な時間を取ることができなかったため、各自はっきりとした解を持っていた

わけではないが、個人作業の中で考えたことを班内の他の人たちになるべく分かりやすく話そ

うとする態度が見られる。中には、個人作業で使用した自分のプリントを他の生徒に向け・プ
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リントに描いていた図を示しながら話し、自分の意見をより理解してもらいやすいように工夫

している生徒もいた。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　学級全体での話し合い活動はなかったので、教室全体に届く声量で話すことができるかどう

かは、本時からは分からない。

　班活動での話し合いは、人数が3～4人という少人数ではあるが、各自の声量は十分であり、

他班の話し合いの声によってかき消されるようなことはなかった。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　班活動での話し合いの中で、授業記録に記載のある「Aグループの話し合い」においてなさ

れた生徒たちの発言について分析する。Aグループは4人で構成される班であり、その話し合

いでは、4人の生徒が一人ずっ自分の意見を述べ、それに対して他の生徒が意見を述べるとい

う形式が繰り返されて話し合いが進められている。そこで、意見を述べている発言を規準とし

て、全体を4つに分けて分析を行う。分析の記号は以下の通りである。

　　口　もう一度話してもらうことを要請している発言

　　？　発言内容に質問している発言

　　←　前の発言に同意した発言

　　→　前の発言に反論した発言

　　↑　前の発言に対する意見やアドバイスを行っている発言

　　1　前の発言と関連しない発言

また〈〉で囲まれた数字は、発言番号を表す。

①生徒1の意見に関して

　8，話し合いの実際

　＜1＞11プレゼンテーションの持ち味があんまり生かせないような、文章だけで表すのがち

　　　　ょっと難しい部分があって、でもそのへんはあんまり話してもしょうがないんで。あ

　　　　とは、主人公に名前がないこと。主人公をプレゼンテーション中に指し示そうと思っ

　　　　ても、なんか代名詞とかで指し示せないことがちょっと困ったことです。おわりです。

　ζ2＞2：「わたし」は？

　〈3＞1：だから、かぎかっこでわたしって使っても…困ったな一困ったな一1

　b，分析

　＜1＞1生徒1の発言であり、個人学習で解を考える中で困ったことを述べて問題提起をして

　　　いる。

↑＜2＞：「故郷」本文中に主人公を指し示す代名詞がないという＜1＞の問題に対し、「わたし」を

　　　代名調として使ってはどうかというアドバイスを行っている。

→〈3＞：＜2＞のアドバイスに従ったとしても思うように解を完成させられないことを表明してい

　　　るe
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②生徒2の意見に関して

　a，話し合いの実際

　＜4＞2：私は、まず、え一と、ルントウに再会する前にヤンおばさんと会うじゃないですか。

　　　　だけど、なんとなく、その、ルントウのことを思い出してヤンおばさんが出てきて、

　　　　ルントウと会うから、その、ルントウのことを思い出した、思い出した時にもう、な

　　　　んて言うか、なんだろう、ヤンおばさんとルントウの再会を逆にして話そうかなと。

　　　　そのほうがわかりやすいかなと．なんだけど、それで、どうやって終わるかが問題。

　　　　たぶん、あの、ちょっと考えてるのは、その、舟で故郷に別れて、その瞬間で終わり

　　　　にしようかなと思います。まだわかんない。終わり、

　b，分析

　く4＞1生徒2の意見である。「故郷」の内容を説明するにあたり、ヤンおばさんがやってくる

場面とルントウとの再会の場面とを入れ替えて説明した方がいいのではないか・という考えを

述べる。それに対する他の生徒からの意見はない。

③生徒3の意見に関して

　a，話し合いの実際

　〈5＞31え・一・一一と、今のところは結構、あの一、簡略化で。とりあえず、え一一と、当時の舞台

　　　　背景を言って、あとルントウと主人公のどっちか書かないという方向にしていこうか

　　　　なと。やっぱりおもしろみをだすっていうのが難しいですeウケ狙いでは…

　〈6＞4：だめだよね。

　＜7＞3：だめなんだよね。

　＜8＞2：ウケ狙いってどうやってするの？

　＜9＞3：なんか結構ウケ狙いでする人もいると思って…

　＜10＞2：やだな。やだな。

　＜11＞3：その中でまじめに作りたいなと思いました。

　＜12＞2：はい。まじめにね。

　b，分析
　＜5＞：生徒3の意見である。「簡略化」と言っているが、これは全体のあらすじをまとめると

　　　いうよりも登場人物であるルントウか主人公かどちらかについて述べないでおこうとい

　　　う意味であろう。本時の最初に授業者からあった「予告編」という指導を踏まえた上で・

　　　おもしろみのある紹介を作ろうと考えている・

←〈6＞：〈5＞の最後の言葉を受けて、代わりに言葉を発している・

←〈7＞1自分の意見に賛同した＜5＞を繰り返している。
？＜8＞1〈5＞の中に「ウケ狙い」という諜棚てきたので、どのようにして「ウ嬢い」でプ

　　　レゼンテ＿ションを行うのか具体的な方法を尋ねているeここで言う「ウケ狙い」は・

　　　プレゼンテーションを聞く人を笑わせる方法という意味か・

1＜9＞，「ウケ狙い」という繍こついての発言ではあるが・＜8＞の質問に対する回答にはなっ

　　　ていないe
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1＜io＞：「ウケ狙い」すなわち見る人を笑わせようとするプレゼンテーションに対して反対の立

　　　場を述べようとしている。

←＜El＞：＜10＞を受けて、見る人を笑わせるようなものではなく、きちんと内容を紹介したプレ

　　　ゼンテーションにしたいという、意見を述べている。＜5＞の内容を確定させている。

④生徒4の意見に関して

　a，話し合いの実際

　＜13＞4：紹介するとこねえなあ。

　〈14＞21いろいろ書いてあるじやん。

　ζ15＞1：つまり順調でもう困るところが何もないから私は一人でできるってそういうこと？

　ζ16＞4　1し、やし、や白

　＜17＞3：ひどい。

＜18＞2：ひどいe

〈19＞4：そんなことないっすよ。

＜20＞1：じゃあ、じやあ話そうよe

＜21＞4：まあ、俺も普通に当時の背景っていうか社会っていうところはちょっと説明しよう

　　　　　かなAで、主人公と他の人物っていうか、ルントウと主人公が主に、その人物関係

　　　　　をちょっと説明して。浅く、浅く説明。

＜22＞1：はい、終わり一。

　b、分析

　＜13＞：班の話し合いで何を述べたらいいのか迷っている発言かe

→＜14＞1「故郷」は内容豊富な作品だから、紹介したいところは幾つもあるのではないかという

　　　意鯵の、ζ13＞に対する反論である。

→＜15＞：＜13＞に対して反発する発言である。

→＜16＞：＜15＞で言われたことを否定しようとする発言である。

→ζ17＞1＜13＞が班での話し合いを否定したと捉え、それに対する反発であろう。

←＜18＞：同上。

→＜19＞：＜17＞・q8＞で自らの態度を責められたので、それに対する反対の発言である。

←＜20＞：＜13＞では話すことがないと述べた生徒3に対して、意見を述べるよう促す発言である。

←＜21＞：＜20＞を受けて、自分がどのようなプレゼンテーションを行おうと思っているのか、現

　　　時点での考えを述べる。時代背景と登場人物の関係を中心にしたいと述べる。

1＜22＞：班員全員の意見が述べられたことで、班での話し合いの終了を宣言している。

⑤考察

　話し合いの前に各自がしっかりとした解を持っていなかったこと、話し合いの時蘭が10分程

度であり、その中で4人の班員全員が意見を述べなければならなかったことから、十分な話し

合いができたとは言えない。しかしそのような話し合いの中でも、いくつかの問題点を指摘す

ることができる。

　まず自らめ意見をはっきりと述べることはできている。生徒4のように発言を多少躊躇した
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態度を見せる生徒もいたが、他の班員に促されて最終的には自らの意見を述べることができた、

　短い話し合いの中ではあるが・一人の意見に対して討論を行おうとする態度も見て取れる。

〈1＞に対する＜2＞はまさにそれである。また〈5＞に対して＜6＞から＜11＞もプレゼンテー一一一ションの内

容についての議論である・しかし残念ながら時間の関係か、その議論は深まることはなかった。

十分な話し合いの時間が与えられていたならば、もっと内容に突っ込んだ活発な議論になった

のかも知れない。活発で充実した話し合いを行わせるためには、あらかじめしっかりとした解

を各自に持たせておくこと、話し合いの時間を十分与えることが重要である。

　すでに「1　学び合いに必要とされる要件」の「（7）　言葉遣いが適切であること」で指摘

したように、上記〈13＞から〈22＞の話し合い活動の中にはくだけた言葉遣いが散見される。先述

のように、話し合いの学習で言葉遣いに留意することは、重要な問題だと思われる。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人に

　　　体を向け視線を向けて聞くことができる

　本時における話し合いは、3～4名の班活動においてのみである。授業者の指示により、班

活動に入る段階で、班員同士で向き合うように机を動かした。そのため発言者は聞く人に向か

って話す姿勢、聞く人は発言者に向かって話を聞く姿勢が自然とできていた。

（5）話し合いを論理的に進めることができる

　先述のように、話し合いのために与えられた時間はわずか10分あまりである。その中で4人

の班構成員が全員自分の意見を述べるという条件だったため、一人の生徒あたりの発言に対す

る討論は、その生徒の問題提起を含めて3分足らずという短い時間であった。そのため内容の

深まった話し合いにまで発展することができず、話し合いを必ずしも論理的に進めることがで

きたわけではなかった。

　そうした状況の中ではあるが、〈1＞の発言に対する＜2＞の意見は生徒1の考えの及ぼなかった

ことをアドバイスしようとする発言であり、論理的な話し合いに発展していこうとする兆しが

見えなくもない。また〈13＞から＜21＞までの発言は、中身こそ十分ではないが、前の発言を受け

てそれに応えるという発言が繰り返されており、この点においては話し合いとして機能しつっ

あるところが見て取れるのではないだろうか。

N　分析考察に基づく教育課程と教育方法の構想

1．学び合い成立の要件

（1）共に学び共に成長しようという意欲態度を持つ集団（学級）であること

　学び合いが行われるための基本的な条件である。本稿で取り上げた学級は、先述のように、

生徒自らの積極的な発言が見られると同時に、他人の発言をよく聞いて理解しようとする態度

が見られる。この点で、学び合いが行われる基盤が確立している学級であるといえる。この条

件はクラス担任・教科担任の普段からの学級経営や授業の進め方が大きく影響するものであろ

う。

（2）学習諜題が明確であること、難易度が適切であること

適切な難易度は学び合いにとって重要な条件となる。いたずらに難易度の高い学習課題であ
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っても逆に難易度の低い学習課題であっても、生徒は学習意欲を失うであろう．学年に応じた

適切な難易度の学習課題を設定しなければならない。

　学習課題が明確であることも、重要な条件であろう。学習課題が明確でなければ、どのよう

な学欝活動を行えばいいのか分からず、その結果学び合いが成立しなくなるだろう。しかし、

ある一定の条件が整っていれば、学習課題をあえて明確にせずに取り組むという学習活動も可

能になるかも知れない。生徒同：ヒで話し合いをし学習課題を明確化していくことを通して、学

び合いが成立すると考えられるからである。その場合でも、指導者には明確な意図があり、生

徒自身に学習課題を明確にさせるよう指導していかなければならない。

（3）自学がなされ各人解を持っていること

　学び合いに入る前の段階で一人ひとりが自分自身の解を持っていなければ、学び合いに入っ

てもただ他の生徒の意見を聞くだけということにもなりかねない。一人ひとりが解を持てるよ

うに事前学習を保証することが不可欠である。

（4）学び合いの進め方が分かっていること

　学習活動の中でまず何を行うのか、その次には何をするのかを、生徒に十分把握させなけれ

ばならない。クラス全体の学習活動であっても、あるいは班活動であっても、指導者が適宜指

示を出し、学び合いの方向性をつける必要があろう。

（5）一人ひとりの解の吟味検討が保証されること

　一人ひとりの解の優れている点・不十分な点を理解し、自分自身の解をより優れたものにし

ていくところに学び合いの大きな目的がある。だとすれば、一人ひとりの解を学習活動の構成

者全員でじっくり検討する条件を整える必要がある。特に話し合いを行うだけの十分な時間を

与えることは重要だと思われる。

（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　指導者からの適切な指導は不可欠である。学習活動の中で何を行うのか、どのような問題に

っいて話し合いを行うのかなど、適切な指導がなければ、学び合い自体が成立しなくなるかも

知れない。また話し合いが進む中で、話題が別の方向に逸れた時にも、指導者が適切な指導を

行って軌道修正し、論理的な学び合いとなるようにしなければならない。

（7）言葉遣いが適切であること

　班活動の場合、指導者が常に側にいるわけではないこともあり、生徒たちはつい普段生徒同

士で使っているようなくだけた言葉遣いで話し合いを進めがちである。また最近の生徒たちは、

テレビのバラエティ番組などの影響が大きいせいか、いわゆる「若者言葉」を頻繁に用いる傾

向がある。これらを全く認めないというわけではないが、正しい言葉遣い・改まった場での丁

寧な話し方を身につけるのも、国語科の持つ重要な役割ではないだろうか。話し合いという学

び合い学習の中で、正しい言葉遣いで話をするよう、指導者も学習者も留意しなければなるま

い。
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2．学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答とその理由・根拠）を明確に話すことができる

　個人学習の段階でどこまで解にたどり着けたのか、まだどのような問題が残り何が分からな

いのか、これらをきちんと整理した上で話をすることが重要であるh話し合いに入る前に、こ

れらを整理しておくよう、指導者から働きかけることが有効であろう。本稿で取り上げた学級

は中学3年生ということもあり、この点についてはおおよそできていた．

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　班活動での話し合いなのか、学級全体での話し合いなのか、それによって音量も変わってく

る、どれくらいの声の大きさが必要なのか、普段の学習の中で身につけるよう心がけるべきで

あろうtp

　また、あわせて他人が話している時はそれを静かに聞くという態度も重要である。ある一人

が話している時に他で無関係な話をしていたら、話をしている人は声の大きさを大きくしなけ

ればならない：、他人の話を静かに聞くことができないということは、学び合いにとって大きな

阻害となる。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　前の発言で何を言っていたのかをしっかり理解していることが前提となる・したがって話を

する能力とともに、しっかりと聞いて理解する能力も必要となる。その上で、今の発言に賛成

なのか反対なのか、どのようなアドバイスをすることができるのかをよく考えて・前の発言に

っなげて話さなければならない。相手の発言に対する自分の立場を明確にする訓練を行うこと

が重要であろう。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。繋く人は話す人に

体を向け視線を向けて聞くことができる

　話す人は話を聞く人の目を見て話をする、聞く人は話している人の目を見ながら話を聞く・

ということが基本となるであろうc，クラス全体に向かって話をする時のように一対一の話し合

いでない場合は、必ずしもそのようにはならない場合が多い。とはいえ・話をする人はできる

だけ話を聞いている人全員に向かって話をするように、また蘭く人は話している人の方を向い

て話を聞くよう、普段から心がけることが大切であろう。

（5）話し合いを論理的に進めることができる

　指導者から話し合いの目的・手順を明確にしておくことが、論理的な話し合いを成立させる

ためには必要となる．それと購に弓舌し合いの時間も粉に与えな肋ぱならない・時間が

短ければ、時間に追われて、結局話し合いが論理的にならないことも考えられる。

（6）正しい言葉遣いで話すことができる
さまざまな繍が雌している今臥何が正しい醸遣い・正しい表現なのか・　（a」がくだけ

た諜遣い・表現なのか、あるいは誤った表現なのか・躍耀魁ていなし’生齢少なから

ずいるはずである．酷科畷業を中’むに．9段か6・［iE・Lい言難いを翻皐するよう獅なけ
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れ，ば摩らない9それと同時に、改まった場において話をする時、あるいは目上の人に対して話

をずる時には、どのような態度で話をしなければならないのかということを、身につけておく

必饗愚あるだ呑・う。



実践者からの見解

島　　和宏

1　「学習課題の暖昧さ」の指摘について（皿1（2）ほか）

　授業で示した学習課題について生徒から出された疑問に対し、授業者が回答した内容が明

確なものではなかったと指摘されている。確かに、その通りである。

　　この点に関して説明させていただく。今回の授業は、当校が進めている「学習過程」に関

わる研究の一実践である。この「学習過程」では、学習対象に対して生徒が追究の価値を見

いだし、自らが課題設定して追究活動を進めていくという流れが構想されている。従って、

授業者の回答に含まれている曖昧さは、生徒に判断させる余地を残しておきたかったという

意図の上のものであった。

　　しかしながら、回答の曖昧さは意図したものであったものの、実際の生徒の反応としては、

分析で述べられている様子が確かに見られた。その後の展開における不十分さを生まないよ

　うにするために、どこまでを明確にし、どこからを曖昧にしておくのかという点について、

授業者が事前に明確な線を引いておく必要があると感じた。

2　個人作業時間の短さの指摘について（皿1（3）ほか）

　　確かに、個々の生徒が自分なりの解を見いだすためには時間が不十分であったと感じるe

研究協議会の公開授業ということもあり、それ以上時間延長することを避けたeここにもっ

　と十分な時間をかけ、各自が明確な解をもつに至っていれば、その後の話し合い活動がより

充実したであろうことは十分予想される。

3　グループ活動時の成員の言葉遣いへの指摘について（M1（7）ほか）

　　学級全体での学習の際の発言などに対しては、言葉遣いの適不適について指導してきた。

　しかし、グループでの話し合い活動の際の言葉遣いについての指導は、授業者の留意がかけ

　ている部分であると確かに感じる。ともすれば、授業者も同じ傾向に陥りかねないという反

省もわいてくる。授業時、しかも、国語科の学習となれば、やはりあらゆる活動で国語科と

　してなすべきことが徹底されていることが望ましいと感じるe今後、この点について留意し・

　指導の在り方について考えていきたい。

●　今回の授業は、「話すこと・聞くこと」をねらいの中心としたものではなかったが・その授

　業時の様子をr話すこと・聞くこと」という視点で分析していただき・授業者の普段の取組

　にどのような課題・問題があるのかについて知ることができた。非常にいい機会となったと

　感じている。ねらっている点についてはあれこれと策を練り、振り返りもポイントをおさえ

　て行うが、その他の点は普段の取組をもとに活動を進める感じになるため・このようにいく

　っかの視点から詳しく分析することがない。今後の授業改善の課題を教えていただくことが

　でき、とても良かったと感じる。
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別紙分析の対象とした授業記録

　　　　　　　　　　　　　　　島　和宏教諭の授業記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録作成者：石塚智美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修正者：中川諭

　公開授業日時：平成17年U月8日（火）　9時45分～10時35分
　　学校・学年・組：新潟大学教育人間科学部附属長岡中学校　3年2組生徒数38名

　指導者：島和宏教諭
　単元・題材名：思いを効果的に伝えるためには一「故郷」（全11時間本時第9時）

　主な学習課題：魯迅「故郷」を、見たことのない中学2年生に紹介しよう。

公開授業時第9時

時刻

09：45

9：46

学習指導
　はい、じゃあ始めましょう。

1．じゃあ、え一と、黒板に書きましたが、思L

を効果的に伝えるためには、ということで、みt

さんには「故郷」という作品を紹介するという

動に取り組んでいってもらいます。

　で、あの一、前これ書いてもらいましたが、ね、

コンセプトの。思いを効果的に伝えるためには、

あの一一・・t、どんな要素が必要なのか、とか、今

でみんながどんなふうに考えているのか、ちょっ

と書いてもらったのを見せてもらいました。そ

中で、思いを効果的にこう伝えるためには、内V・S

をなるべくたくさん盛り込んでいくのが良い

だ、という捉えをLている人や、紹介する内容に

ついても初めからこう順序立てて全部、一から1

番にこう並べていくのが良いのだ、というようt

考え方をしている人もいました。

　まあ、場合によってはそうかもしれないけど、

果たしてそれが全てに当てはまるのかどうかと

いうことについて、作品紹介に挑戦していく中で

何かこうみんなの中にこう考えが生まれてくる

のが確かめられてもいいし、新しいのが見つかる

のでもいいと思う。そういうのを期待しながら

っていきたいと思います。

　それで、え一と、実際にやってもらうのは、別

回も軽く話をしましたが、もう1回確認しておき

ます。どんな彩で作るかというのは、f故郷」が

映画とかテレビのドラマとかそういうもので、こ

れからみんなに披露される。それを予告編のよう

な形のものを作って紹介に挑戦する、ということ

です。

　目的は、まだこの作品を知らない人が、あなた

のこの作品紹介を見て、「あ、この作品を読んで

みたいな」というような気持ちになるというこ

とe作晶を知らない人が読みたいな、というふう

学習者の発言（通し番号で示す）

学習活動の様相（※を付して示す） 備考
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9：48

な気持ちになるような，（板書する）

　で、今回は誰を相手にして行うのかというと、

皆さんの後輩、中学2年生作品をまだ見たこと

がない人。（板書する）

　こんな目的と相手を意識して作っていっても

らいたいと思います。

　で、作ってもらうときに皆さんに注意をしても

らいたいことを今から5つ、前回も確認済みの内

容も含めてですが。1つ目は、この「故郷」とじ

う作品を今まであなたがたはいろんな形で読

できたわけですが、この作品から受ける印象で

るとか、作品全編を通してこう流れている雰囲一

といったものがあったと思います。その雰囲気に

合ったものにして下さい。楽しいお話であればそ

れが伝わるような作品紹介、悲しいお話であれ1

それが伝わるような作品紹介、f故郷」の場合｛

どうであったか、作品から受ける印象、そして

編を通して流れている雰囲気それがったわるよ

うに。（板書する）それをまず第一に頭の中に

れて。

　2つ目は時間です。時間は100秒程底　（板

する）

　3っ目は、ただこう話をするだけでなくてあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

ものを使って。共通して使うのは、コンピュータ

のプレゼンテーションソフト。（板書する）

　4っ目は、今まで自分の見た映画とかドラマ

予告編を思い浮かべてみるといいのですが、

の中のものがいろいろでてきますよね。今回

「故郷」という作品の紹介をするにあたっては、

「故郷」という作品の本文中の記述を是非盛り’

んでみて下さい。全部それで組み立てるのではt

くて、本文中の記述を中に盛り込んで。（板

る）

　そして、最後は、皆さんに今返却されていま

が、これまで取り組んできた内容。人物相関図、

誰がでてきて、どんな人で、どんな関係だった

か。2つ目は心情描写。「わたし」に注目しなが

ら作品の中で気持ちがどう動いていったのか。

して3つ目は魯迅についての話とか、魯迅がこ

作品を作ったころの世の中の状況とかの話を

たり、作品を通して描かれていたものを基にしt

がら、あなたなりに作品の主題は何かなという

を捉えて、その3つの活動で取り組んできたも

を上手に生かしていく。（板書する）

　この5つ、まあ6つ書いてしまいましたが、1

つ目2つ目は同じと考えて下さい。これに合っ

るもの。5つの条件を留意点として、頭の中に

きながら作品紹介についての構想を組んでいつ
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　　　てほしいと思いまポこれずっと黒籏に残して

　　　くので、あの一、警いてもらう必要は特にありま

　　　せん。

g：53　で、どんな形で進めていってもらうのかという

　　　と、作業用のワークシートをこれから2種類配り

　　　ます。1つ目は、これです。自由に使ってくださ

　　　い。どんな内容にするかとか、どんなことを盛り

　　　ユむかとか、構成どんなふうにするかとか、こ

　　　自由に使って下さい。もう1つは、こっちでい

　　　いろとこう考えたものをまとめていくシー一ト

　　　。パワー一一一ポイントというのは画面に出します

　　　で、画面に、あ、画面をどんな場面にしようかと

　　　いうのをこちらの左側の枠の中に書く。その

　　　をtllしているときにどんな紹介をしていこうか、

　　　どんなことを話しようか、という原稿になるも

　　　をこっちに書いていく。で、今回は作品紹介で

　　語でやりますので、プレゼンの画面は絵をいっ｛

　　い使うのではなくて、絵ではなくて言葉ですeと

　　んな言葉をどんなふうに出していこうか、言葉

　　　って画衝を作っていく、ということで考えて

　　て下さい。まずはあちらの構想で、まずは全部

　　　してみて、それをどう組み立てていくかまとま

　　たところからこっちを記入していきます。一応7

9：56

9：58

　　用、7場面作れるだけのスペースがありま

が、時関が限られていますので、全部埋める必

はない．場合によっては足りなくなるかもしれ

　んが、足りなくなったら声かけて下さい。ちょ

っと余分に印麟してあります。これからの活動

’　、大体わかりましたか。いいですかeじゃあ、

あの一、シート配りますので、まず名前書いて

さい．（シートを配布する）いいですか。じゃ

烏を練る活動から入っていきますが、あの一一、

る程度構想がまとまったらプラン、プラン作り、

体的な形でプランに繋げるというのに入って

さい昏一応この授業の中では10時20分まで、1

寺20分までその構想を練る活動の時間にしたし

と思います。20分になった時漁で、え一、どの

構想がまとまってきたのか、それともどのあま

りで悩んでいるのかということについて話し合う

悶をとります。あの一、作成途中でも、構想

　っている途中でも一応20分できりますので，

間の進み具合とバランスをとりながら活麿を進

ていってみて下さい。じゃあ皐速取りかかって

さい。

2．Nさんから質問が出たんだけど、どこまで

　どこまでやればいいんだ

う。全体をなのか、初めの部Z

だけなのカ㌔
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ったらいいですか。

違う、そんな変な言い方し

ないです．（笑）

あ、ごめん。Nさん、何て言ったんだっけ？

え、だから、予告編みたいに、

途中までを見たいって思わせる

ように作るのか、それともそ

話自体の核心まで触れてしまっ

て、全体を紹介するのか、どっ

ちかなあと思って。

どっちかな？みんなが作るのはどっちだった

かな？核心まで触れてドーンって言うと…

（読みたいという気持ちが）オ

くなっちゃいますね。

どうかな？どこまで出すかな？だから、街角で

さ、後姿がかっこいいとかかわいいとかっていう

人がいるじゃない？どこまで、どこまで行くのカ

一番盛り上がるのか？「お一っ！」とか「あ一…」 あはははは。

あるところまではこう盛り上がりは一緒だよ

ね？だからどこまでいくか、それはあなたがた

判断だよね？こういうのが（黒板を指し）こうだ

ろうな。このあたりも考えながらやってみて下さ

い。

（机間指導をする。） ※各自シートを埋めていく。

10：03 3．あの、ごめん何回も止めて。今S君としゃ

ってて、これの書き方なんだけど紙芝居をこうイ

メージしてもらうといいかな。こっちが紙芝居

お客さんが見るほうで、こっちはその時に読む内

容。そんなイメージをもってやってみて下さい。

（机間指導をする）

先生、辛亥革命っていつでした

っけ？1911年？

…　辛亥革命っていっ？

わかりません。

1911年！

あはははは。

（机間指導をする） ※各自シートを埋めていく。

10：14 （グループの分け方を黒板に書く）　　　　．

10119 4．はい、じゃあストップ！ストップ！あの一、

ストップ！ストップ1筆記用具置きなさい。諦

なさい。じゃあね、え一と、時間がいい時間にえ

ったので、ちょっとグループごとに、今こんなと

ころまで構想ができました、こんな内容でいこう

と思っています、もしくはここで今ちょっと困っ

ていま十というようなことについて紹介だけ
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てもらいます．今こんなふうに思っています、こ

こまでできました、お互いに紹介をしてみて下さ

い。で、グループはこれです。4、4、4、4、

4、4、4、4、3、3、後ろちょっと3人で，
しいですが、3人でやってみて下さい。紹介順は、

ぐるっ、ぐるっ、ここだけこうです。時間は1

分ぐらいしかないですから、1人が4人グルー

だと2分くらいしかしゃべれませんので、今こ え一、2分もしゃべるの！？

なふうに思ってますというのを言って下さい。そ

れで、いいですか、紹介よりも聞く時間のほうカ

長いんですから、あの一、同じグループなった

が言った、紹介してくれた中身について、まず自

分のものとちょっとこう比較してみて下さい。

んな中身になっているのかな、自分のものとこう

比較してみて下さい。もう1つは、これに合って

いるかどうカ㌔（黒板を指しながら）「あなたちょ

っと・吐とか「これで…」、「え一！？」この部分

けてるんじゃないかなあというのがあるかも

れません。他の人の紹介を闘いてて気付くところ

があるかもしれません。まず紹介を聞く。で、こ

こに合ってないよという部分にっいては指摘を

してあげて下さい。いいですか。じゃ、机をこう

くっつけて下さい。

※机を移動する。

10：21 じゃあ、時間もないので、どんどん最初の人から

紹介をして下さい。

（机間指導をする）

【Aグループの話し合い】

1，プレゼンテーションの持

味があんまり生かせないよう

な、文章だけで表すのがちょっ

と難しい部分があって、でも

のへんはあんまり話してもしょ

うがないんで．あとは、主人ノ

に名前がないこと。主人公を

レゼンテーション中に指し示

「 うと思っても、なんか代名詞と

かで指し示せないことがちょっ

と困ったことです。おわりです。

2．「わたし」は？

10：24 5．紹介が終わったら、さっきの個人作業の続き 1．だから、かぎかっこでわた

に入って下さい。 しって使っても…困ったな一

ったな一！

2．私は、まず、え一と、ル’

トウに再会する前にヤンおばさ

んと会うじゃないですか。だ｝

ど、なんとなく、その、ルント

ウのことを思い出してヤンお｝
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さんが出てきて、ルントウと

うから、その、ルントウのこと

を思い出した、思い出した時に

もう、なんて言うか、なんだ

う、ヤンおばさんとルントウ

再会を逆にして話そうかなと。

そのほうがわかりやすいか虎

と。なんだけど、それで、どう

やって終わるかが問題たぶん、

あの、ちょっと考えてるのは、

その、舟で故郷に別れて、そ

瞬聞で終わりにしようかなと患

います，まだわかんない。終

り。

3．え一と、今のところは結構、

あの一、簡略化で。とりあえず、

え一と、当時の舞台背景を言っ

て、あとルントウと主人公のと

っちか書かないという方向に

ていこうかなと。やっぱりおも

しろみをだすっていうのが難

いです。ウケ狙いでは…

4．だめだよね。

3．だめなんだよね。

2．ウケ狙いってどうやって

るの？

3．なんか結構ウケ狙いでする

人もいると思って…

2．やだな。やだな。

3．その中でまじめに作りたレ

なと思いました。

2．はい。まじめにね。

4．紹介するとこねえなあ。

2．いろいろ書いてあるじゃん．

1．つまり順調でもう困るとこ

うが何もないから私は一人で

きるってそういうこと？

4．いやいや。

3．ひどい。

心

2．ひどい。

4．そんなことないっすよ。

1．じやあ、じやあ話そうよ。

4．まあ、俺も普通に当時の

10：27 6．一通り紹介が終わったところから、さっき 景っていうか祉会っていうとこ

活動の続きをどんどん始めてくださいね轟35z ろはちょっと説明しようかな。

でおしまいよ一。 で、主人公と他の人物っていう

か、ルントウと主人公が主に、

その人物関係をちょっと説明
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て。浅く、浅く説明。

1．はい、終わり一。

10：35 7．はい、じゃあ、はい、手を止めて下さい。’

やあ、机、あの一、もとに戻ってないところ、日1

向きましょう。前向こう。よろしいですか。え

と、構想を練る活動は、もうユ時間、もしくは1 ※戻っていないグループは、

時間半くらい時間をとります。で、まとまった を移動する。　・

から、あの←、実際の画面作りとかそういう

も含めて作業を進めていきま竜とりあえず今日

は、今段階どんなふうに構想が練られている正功

蒐せてもらいますので、ワークシート集めます。

名前書いてあるのを確認して下さい。

これ（ホチキスで綴じであるコ

弍
ピー）は自分で持っているん

すか？

ホチキスで綴桔てあるあなたが今まで作うたワ

・一 Nシコトのコピ』rは、そのまま大事に持って

下さい。次薗顔降も使います』じゃあ挨拶したら

ワークシートを集めますので、先に挨拶してしま

いましょう。はい、終わります三
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回　佐藤佐敏教諭の授業（中3）を手がかりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析考察者　常木　正則

1　授業の概要

　授業日時1平成17年・6月15日（水）2校時、10時20分～11時10分
　学校・学年・組1新潟大学教育人間科学部附属新潟中学校3年3組生徒数40名

　指　　導　　者1佐藤佐敏教諭

　　単元・題材名：自分たちの討論で主題を練り上げよう一故郷（全11時間・本時第9時）

　　主な学習課題：主題を明らかにするために、最も大きな心の転換点を考えよう。

ロ　分析の対象とした授業記録

　（別紙）

巫　授業の分析考察

1．学び合い成立の要件

（1）共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

　授業者は、この要件に関する問題意識が鮮明であり意図的な集団（学級）造りを行っている。

その成果は、発言総数36回、発言者数22名という数字に表れている。

　具体的な指導の一つが、「賛同の拍手」である。これは、授業者の説明によれば、「仲間の発

言に対して納得したり同意したりした場合のみに拍手で意思表示すること」1｝である・このよ

うな行為を行わせることで、「学習集団全員で一つの結論に辿り着くことを授業の目的として学

習者全員に意識させ、検討し合う過程で随時自分の考えが修正されたことを周知させることを

奨励する。そして、『共に学び合い、主題をめぐって高め合っている様相』を学習集団全員に認

知させる」2｝とその意図を説明している。

　中学校の教室では、おそらく稀有といってよいほどに、共に学び共に高め合う姿勢態度ので

きていた学級であった。

｛2）学習課題が明確であり、難易度が適切であること

　学習課題は、「主題を明らかにするために、最も大きな心の転換点を考えよう」である。学習

課題の明確さの検討は、この課題では2つのことが検討の対象になる。一つは・「最も大きな心

の転換点」と「主題」との関係の明確さであるeもう一つは、f最も大きな心の転換点」とは何

かの明確さである。本授業での課題追究は、後者の「最も大きな心の転換点はどこか」という

ことであった。そこで、ここでは、こちらのみを取り上げる。

　本学習課題は明確であったか。明確ではなかった・

　まずf心」が何を意味するのか不明確である。学習指導13に「気持ちが一番ね・考えが一番

大きく変わったというわけですね」とあるように詣導者は・r心」とは気持ちであ時えであ

るとしている．r心」とは気持ちなのか、考えなのか繭者なのか・このこと醐確になってい

なかったことにより、学習者の課題追究に混乱をもたらしている・

　　rrだんな劇』と呼ばれたところ』とした学習者は・「心」をf気持ち」と思ってL’　Nたので
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あろう．縮ユ「櫛略）そこを見て．9分も言葉がでなかったみたいなのが書いてあるので・

ここが心の轍点だと思いました」の学習者がその例である溌言2・4・5・8’12の糟

者も同様である。「横になり、船の底に水のぶつかる音を聞いたところ」「ホンルにいつ帰つて

くるのか聞かれたところ」とした学習者は、「心1を「考え」と思っていたようである溌言6

噺略）まとめたところから、心の転換点かな、と思いました・」溌言7「（前略ぱは・ホ

ンルにrいつ帰ってくるの』って剛・れたところからなんですけど・（1略）むしろその後に・

そこから考えを起こしてっなげていったことの方が大切だと思うので・（後略）」の学習都そ

の例である溌言8・9・1・・11・14・16・17・18・2・の学習者も喘である・このように「心」

をr購ち」と取るか、「考え」と取るかで課題の獣も変わってくる・この点醐確でないた

め、両者の間で議論がかみ合わないことが生じている。

　次に、1転換点」の「点」をどう考えるかである。気持ち考えの変わった「きっかけ・起点」

を指すのか違も気持ちが高揚したr時点」頃も顛な考えが浮かんだ「時’点」を指すのか・

このことが明確になっていなかった。いずれを指すかによって・指す箇所が異なってくる・

例えば溌言8は「私はrだんな様！』なんですけど・今の2人に反対で・その・最後の方

に書いてある希望みたいな意見ってV・うのは、元はと言えば・ルントウと再会してから生まれ

た考えだと思ったので、やっぱりrだんな劇』のところが一番印象が変わってくるのかなっ

て思いましko　Jとあるように二の学習者はぽも購ちが高凱塒点を指摘すると共に考

えの変化したきっかけ、起点を指摘してt・　・る。「ホンルにいつ帰ってくるのカ’聞かれたところ」

「船から遠くなる故郷を見ているところ（故郷の山々はますます遠くなる）」「lleltこなり・船の

底に水のぶつかる音を聞いたところ」を指すとした学習者は・9えの変わった「きっかけ・起

点Sを指す鯖を指摘している．一方、最も購ちが高揚した「時点」違樋要な考えが浮か

んだ「時点」を指す、とした学習者は、rrだんな様！』と呼ばれたところ」「緒という考えが

浮かんで、どきっとしたところユを指摘している・なお溌言15は磯樋要な考えが浮かん

だ障点」を「希望という考えが浮かんで、どきっとしたところ」と指摘した学酬である・

縮19は、最も気持ちの高揚した「時点」を「ホンルにいつ帰ってくるのか聞力靴ところ」

としている学習者で、「心と転換点」を「最も気持ちの高揚した時点」ととらえている・

以上gcnてきたように、本時の学習課脚ま明確ではない・これが原因となって・学び合いに

おける討論に混乱をもたらしている．学び合いにおける学習課題の明確さiま・討論・話すこと

聞くことの重要な要件となる。
難易度については、糟者の発言からみて灘度は高くはないと思われる・学習者の全員が

解を持っていたe

（3）自学がなされ各人解を持っていること

　持っていた。指導者は持たせていたb前時に、学習者一人ひとりに・本時の学習課題にかか

わるr最も大きなr心の転換点』は？」と「その根拠をできるだけたくさん書こう1を学習プ

リントに書かせている。
学習指導3「では、主題を明らかにするため｝こ滝も大きな心の轍点を乱創’たいと思

います．はい．いつもの形です．どこからでもいいです．はい・どうぞ・」の指示で溌言が途

切れることなく続いたのは、学習課題への解を持っていたからである。

学び合いにおいては、学習課題につ1・・Nて、準備を整えてから臨ませることで・学び合いの質’
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成果を保障する、授業記録に見るように、一人ひとりの1回当たりの発翫黛が多いこと論理的

であるのは、あらかじめ、学習課題の解を持っていたからである、

（4）学び合いの進め方が分かっていること

　本授業では、学習指導10で「では、グループで話し合いをしてもらいたいと思います．名簿

番号の一番若い人から時計まわりの順番でまず一周それぞれ自分の意見を発言してくださいtJ

そのあとはグループ内でフリー・トーキングをしてください，5分ほど時間あげます。」と進め

方の指示・説明があって、授業記録に見るように、A班は指示通りの班活動を展開している．

一方、B班は、指導者の指示に従っておらず、その活動も整然としていないtp

　進め方が、はっきりとしていないと、班での討論や話し合いがうまく展開しない、話し方聞

き方は全体の場での討論、話し合いと同様であるから、どのように活動を進めるかということ

が学び合い及びそこでの話すこと聞くことの大切な要件となる・

（5）一人ひとりの解の吟味検討が保障されていること

　全体の場での討論・話し合いでは、学級成員40人のうち、22人が発言している・発言総数

36で、22人である。特定の学習者が発言を繰り返しているわけではない：P一人ひとりの発言内

容が十分検討されているかといえば、やや不十分ではあることは・「2・学び合いにおいて必要

とされる話すこと聞くことの能力」の「（3）前の発言につなげて発言しているか」で言及する・

　また、授業記録に見るように、本時の学習課題をめぐっては、5人班でお互いの解を紹介し

お互いの解が吟味検討されている。授業記録にある2つの班のうち、A班は、模範的な活動が

展開している。その活動が十分なものであったかは、班によっても異なる・活動の質について

は検討の余地があるけれども、この班活動により一人ひとりの解の表明と解への検討を受ける

機会は保障された。

（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　授業者は学習指導の具体的手立てとして、「無指名討論で発言がなくなったり論点がぼやけた

場合、教師の支援を仰いだり、教師から論点を整理してもらう」と述べている・

　これに該当する学習指導は、「13．ちょっと待ってね。ホンルとシュイションに話が一旦・行

ったんだけどね、また話がルントウに戻っているではないかということですね・（以下略）」・「14・

はい、もう少し時間が欲しい人は手を挙げ。はい、とにかくちょっと座ってください。はい、

ではここ（「だんな様！」と呼ばれたところ）の人たちに言います・この作品はルントウとの関

係だけの作品ですか．似下略）」、「15．では、これから時間を3分とります・今までやってき

ていて明確にしてなかったところなんですが、学習行為としてのスキルを言いますので・この

中から選択して考えてください。（以下略）」である。

授業者が言うように、言楡話し合V・が順当に醐しなくなったときに・鱒を入れるのは

当然のことである。しかし、適切な指導を行うことは難iしいことである・

班での討論昂し合いに指導を入れること｝まさら罐しい・4・人学級で韻5人で8班であ

る．8つの班が嚇進行で活動を展開して1，　Nる。班活動にどのような仕方で鱒を入れていく

カ．。　一つの班に張り付くことである．そして、時々他の7つ嘩の緬的な鞠状況を嚇し・

かな脹い時間話動が停滞しているような班があれば・張り付いた班の活動状況を見ながら
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になるが、そこの班に赴いて指導する。ただ、ぶらぶら8つの班をめぐるのではなく、今回の

班活動にはどこの班に張り付くかあらかじめ計画をしておくことである。そして、順次すべて

の班に平等に張り付くようにすればよいであろう。

2．学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことができる

　本授業での、発言内容の構成は、基本的に、学習活動1「私は『だんな様！』と呼ばれたと

ころ派なんですけど。その根拠として、ルントウの後ろからシュイションが出てきたときに、

そこになんかこれぞまさしく昔のルントウであるみたいなことが書いてあるので、今のルント

ウの疲れた様子と昔の無邪気なルントウの様子が対比というか、そこが今のルントウと昔のル

ントウの姿の違いが明らかになっているので、そこを見て自分も言葉が出なかったみたいなの

が書いてあるので、ここが心の転換点だと思いました。」の発言に見るように、結論一根拠一結

論、となっており、論理的である。この構成は、ある見解への反論を述べる場合にも適用され

ている。例えば、発言7「付け足しで1さんとHさんの意見に反論します。僕は、ホンルに『い

つ帰ってくるの』って聞かれたところからなんですけど。まずルントウと会うのを、最初から

船の上から楽しみにしていたというところがまずひっかかって、母と話をしてからやっと故郷

の美しい思い出が蘇ったような気がしたってあって、たぶんそれまでは、忘れていたと思うん

ですよ、だから、ルントウと会うこと自体はまあ、偶発したイベントみたいなもんで、むしろ

その後に、そこから考えを起こしてつなげていったことの方が大切だと思うので、僕は『だん

な様！』のところから始まるとは思いません。」であるe

　この学級の大方の学習者は、以上に見たように、自分の解を明確に述べている。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　十分な音量であった。発言者から一番遠い学習者に声が届く音量で話すことは、話すことの

力の基本である。もし、届いていないという事態が生じたなら、直ちに、学習者または指導者

が、届いていないことを発言者に告げることである。

（3）前の発言につなげて話すことができる

　全発言36を、発言3を除き（この発言は、指導者の誤解を解くための発言であるため、除く）、

分析する。分析の記号は以下のとおり。

　　口　もう一度話してもらうことを要請している発言

　　？　発言内容に質問している発言

　　←　前の発言に同意した発言

　　→　前の発言に反論した発言

　　1　前の発言と関連しない発言

　全体での討論または話し合いは、初めの討論（発言1～20）、班学習後の討論（発言21～29）、

指導者からの新たな課題提示後の話し合い（発言30～36）の3回にわたって行われている。そ

こで、それぞれを分けて分析考察する。なお、本討論の分析考察の前提として以下の諸点をあ

げておく。

　①学習課題の自学は前時までになされている。
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②各人の解はどこにあるか授業開始前に黒板に示されている。解の分布は以下のとおり。

　　　「だんな様！」と呼ばれたところ

　　　ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところ

　　　船から遠くなる故郷を見ているところ（故郷の山々はますます遠くなる）

　　　横になり、船の底に水のぶっかる音を闘いたところ

　　　希望という考えが浮かんで、どきっとしたところ

③授業終了時点の分布は以下のとおり。

　　　「だんな様！」と呼ばれたところ

　　　ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところ

　　　船から遠くなる故郷を見ているところ（故郷の山々はますます遠くなる）

　　　横になり、船の底に水のぶつかる音を聞いたところ

　　　希望という考えが浮かんで、どきっとしたところ

一20人
一8人

一1人

一9人
一一@2人

一6人

一33人
　一一〇人

　一1人

　一〇人

④討論の仕方は、無指名討論である。無指名討論とは、授業者の説明によると、「教師の指

　名を待たずに、生徒たちが自主的に発言し合う討論」である。

　A　最初の全体討論（発言1～20｝の分析考察

　1）分析
　この場面の討論の目的は、自分の考える「最も大きな心の転換点jはどこかを、根拠を添え

て述べること及び他の学習者の解に根拠を添えて同意したり反対したりすることで、一っの結

論を得ることである。

　発言1：「『だんな様！』と呼ばれたところ」であると根拠を添えて述べている・

　　〔ここで、学習指導4「はい、じゃ、特にまずこの辺の意見の人たち、どんどん言ってく

　　　ださい。書かれている心を言ってください。どうぞ。」が入る〕

1発言2：発言1に関係なく、「『だんな様！』と呼ばれたところ」であると根拠を添えて述べ

　　ている。

1発言4：発言1・2に関係なく、「『だんな様！』と呼ばれたところユであると根拠を添えて

　　述べている。

　　〔ここで、学習指導7「はい、『だんな様！』に限りません・どこからでもどうぞ。」が入

　　る〕

←発言5：発言4の見解に付け足すとし、「『だんな様！』と呼ばれたところ」であると根拠を

　　添えて述べている。

→発言6：発言1・2・4・5の解とは異なる「横になり、船の底に水のぶっかる音を聞いた

　　　ところjであると述べ、発言1・2・4・5の解の根拠を否定している。

→発言7：発言6を受け、発言6とも異なる「ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところ」

　　であると述べ、発言4の内容を否定している。

＿発言8：発言6・7の解を否定L．　rrだんな劇』と呼ばれたところjであると述べている・

＿発言9溌言8の解に蹄し、「ホンルに1…つ帰ってくるの欄かれたところ」であると述べ

　　ている。
＿発言1。溌言1の解に反論し、「ホンル｛こいつ帰ってくるの欄かれたところsであると述

　　べているb
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→発言lll発言ioの解に反対し、発言6を補強している。解は「横になり、船の底に水のぶ

　　つかる音を聞いたところ」である。

→発言121発言7に反対し、発言5を補強している。解は「『だんな様！』と呼ばれたところ」

　　である。

←．
ｭ言13：発言12を受けて、自説（ルントウのことが蘇ったのは母との話から・ということ）

　　を補強している。
1発言14：自説の「横になり、船の底に水のぶっかる音を聞いたところ1であると述べ・「『だ

　　んな様！』と呼ばれたところ」への反対意見を述べている。

1発言151自説のr希望という考えが浮かんで、どきっとしたところ」であると根拠を添えて

　　述べている。

曙言16：自説の「ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところ」であると根拠を添えて述べ

　　ている。

→発言17：発言16の意見に同意し、自説の根拠を述べている。解は、「ホンルにいつ帰ってく

　　るのか聞かれたところ1であるe
→発言18：発言16・17の意見に同意し、自説の根拠を述べている・解は・「ホンルにいつ帰っ

　　てくるのか聞かれたところ」である。

→発言19：発言16・17・18の解に同意し、自説の根拠を述べている。なお、この学習者は、

　　発言5・12では、「『だんな様！』と呼ばれたところ」としていた。解は・「ホンルにいつ帰

　　ってくるのか聞かれたところJである。

→発言20：最初の解「横になり、船の底に水のぶつかる音を聞いたところ」から・発言16’17’

　　18．19の解に同意し、最初に持った解の根拠を否定し、「ホンルにいつ帰ってくるのか聞

　　かれたところ」に変えた。

　　〔この後班学習に入る〕

　2）考察
　発言1の後、学習指導4で、「はい、じゃ、特にまずこの辺の意見の人たち・どんどん言って

ください。書かれている心を言ってください。どうぞ。」が入ったこともあって・「『だんな様！』

と呼ばれたところ」を支持する発言が5まで続く。発言4の後・学習指導7で・「はい・『だん

な様！』に限りません。どこからでもどうぞ」が入り・発言6・7で・「横になり・船の底に水

のぶっかる音を聞いたところ」、「ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところ1の解が表明さ

れる。その後、発言8で、発言6・7の解への反論がなされている。発言9以降は・4つの発

言（発言12・13・15・19）を除いて、「考えが変わったきっかけ・起点」を示すところの指摘

とその根拠を述べる発言が続いた。討論の流れは、「『だんな様！』と呼ばれたところ」を支持す

る発言から、fホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところ」を支持する発言へと移動している・

　他の学習者の発言内容に対して、聞き取れなかったためにもう一度発言を要請する発言と質

問をする発言は1回も見られない。前者については、発言者の音量が十分あったためそのよう

な発言がなかったのであろう。後者については、発言内容によく分からないことがあったら質

問をするように、という指導がないことによるのであろうか。発言内容が理解できないという

ことはよくあることであるeその発言につなげて発言していくためにも、分からないことがあ

ったら質問する、という質問力が学び合い学習では必要である。

　この場面での討論では、課題の自学がきちんとされていたことによるのであろう、自学によ
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る自説の開陳がきちんとされている一Jまた、前の発言につなげていくという意識が働いている，、

前までの発言とどうつながるのかを最初に述べてから、自分の解を述べている例が多い、発言

5rHさんに付け足しで、…」、発言7「付け足しで、1さんとHさんの意見に反論します。…」、

発言8「わたしは『だんな様！』なんですけど、今の2人に反対で、…　」発言9「反論しま

す．，…　　」等々、である，，

　文章や談話での論理性を高めるため、文と文、段落と段落を結ぶ接続語句を適切に用いるこ

とと同じように、前までの発言とどのようなつながりをもたせて述べるのかを冒頭で述べさせ

ることは好ましいことである。またそのような表現力は話すことのカの一つである・学習指導

では、話のっながりを示す表現を話の冒頭に入れさせること及び多様な表現法を習得させるこ

とである。

　B　班学習後の全体討論（発言21～29）の分析考察

　1）分析
　この場面の討論の目的は、学習指導11「はい、ひとまず話をやめて・机を戻してくださいb

では、グループの中で今意見が変わった人がたくさんいましたですねbでは・グループ内だけ

で友達を説得したのはもったいないですのでね、それを全体にね・それを還元してください・

はい、どうぞc．この意見で変わりましたということを発表してもいいです」に見ることができ

る。「最も大きな心の転換点」はどこかを根拠を添えて述べること・異なった解に対して違うこ

とを根拠を添えて述べること。意見を変えたことを理由を添えて述べること。この活動を通し

て、最初の討論の目的と同様「最も大きな心の転換点」はどこかについて・一つの結論を得る

ことである，，

　分析の観点として、最初の全体討論での観点に次の観点を追加する・

　○　どのような内容の発言をしているか

　　ア　「最も大きな心の転換点」はどこかを根拠を添えて述べている

　　イ　異なった見解に対して違うことを根拠を添えて述べている

　　ウ　意見を変えたことを理由を添えて述べている

　　エ　その他
　討論の仕方は、最初の討論の時と同様、無指名討論である。

発言21見解が変わっていった経過を述べ現在は」ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれ

　　たところ」であることを根拠を付して述べているe一ウ

1発言22班での酬の結果、「ホンル｝こいっ帰ってくるのか聞かれたところ」であると継

　　している。一ア
1発言23「ホンルにいつ帰ってくるの澗かれたところ1であると述べている・一一一ア

　　と呼ばれたところ1とする根拠を述べている。一イ・ア

←発言26　発言25の見解を支持する発言を行っている。一ア

→発言27発言26の見解に反論する根拠を述べている。一イ・ア

＿発言28発言27の見解を支持する根拠を述べている・一イ゜ア

＿発言29購rrだんな様！』と呼ばれたところ」であることの根拠を述べている・一ア
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　2）考察
　①　発言の関連性

　発言21～23までは、各人がそれぞれの見解を根拠を付して述べているe発言24以降は・「ホ

ンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところ」と「『だんな様1』と呼ばれたところ」との対立し

た討論が展開している。両者の違いは、「ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところ」は直接

的なrきっかけ、起点」、「『だんな様1』と呼ばれたところJは根源的な「きっかけ・起点」と・

捉えていることにあるようである。

　②どのような内容の発言をしているか
　この討論の場は、最初の討論及び班学習での討論を経ての場であるe自分の解と根拠を述べ

るだけではなく、異なった解の根拠が適切でないことを述べることが必要である。発言25°27’

28では、自分とは異なる解の根拠に反論し自分の解の根拠を述べている。こうした述べ方が望

ましい。

　C　新たな課題提示後の全体での話し合い（発言30～36）の分析考察

　1）分析
　この場面の話し合いの目的は、指導者の問いに答えることである。学習指導13で「ホンルに

いつ帰ってくるのか聞かれたところ」とすると対役がルントウなのに説明できるかを・学習指

ig　14で「『だんな様1』と呼ばれたところ」とするとルントウ以外の登場人物との関係を説明

できるか、を問うているe前者では検討の時間を1分、後者では検討の時間を3分与えている。

学習活動の様相は、教科書を読んでいたり周りの学習者と意見交換をしていたりしていた。

　分析の観点として、最初の全体討論での観点に次の観点を追加する・

　O　指導者の質問に答えているか

　　ア　答えている

　　イ　答えていない

　　ウ　答えているのかいないのかはっきりしない

　話し合いの仕方は、最初の討論の時と同様、無指名である。

　発言30　シュイション（ホンルのこと一常木注）とルントウが同じことを言っているのでつ

　　ながっている、という趣旨のことを述べている。一ア

←発言31影響を与えたのがルントウで、気づくきっかけを作ったのがホンルである・という

　　趣旨のことを述べている。一ア
←発言32　ルントウとのことからのマイナス思考から、ホンルに聞かれてからプラス思考へと

　　変わっていっている、という趣旨のことを述べている。一ウ

←発言33ホンル、シュイション、楊おばさんのことが書いてなければ・…　　についての考

　えは浮かんでこない、という趣旨のことを述べている。一ウ

1発言4ルントウのイメージが変わったところを検討すると・「横になり・船の底に水のぶっ

　　かる音を聞いたところ」となる、という趣旨のことを述べている。一イ

←発言35　「横になり、船の底に水のぶっかる音を聞いたところ」であることの根拠を述べて

　　いる．・一イ

→発言36発言34への反論を述べている。一イ

　2）考察
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　指導者は、遷も大きな心の転換点」を「ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところユ「『だ

んな様！』と呼ばれたところ」としている学習者に質問をし、答えることを求めている。質問

に正対した発言をしているのは発言30・31である。正対していない、またははっきりしない発

言が、発言32以降続く。このような事態が生じたのは、質問の意味が明確でなかったことによ

ると思われる。

（総括的な考察）

　本時の学習課題は、「最も大きな心の転換点はどこか」である。この課題の解（どこであるか

ということとその根拠）は全員が授業開始前に持っていた。本時は各人の解を出し合って、一っ

の結論を得ることである。

　本時の学び合いでは、各人が自分の解を明瞭に出したり異なった解のその根拠に明瞭に反論

したりと、学び合いにおける話し方のレベルは非常に高い。しかし、学習課題の意味が多様に

理解されているため、一つの結論を得ることができなかった。

　また、新たな課題提示後の全体での話し合い（発言30～36）での発言に、指導者の質問に正

対していない発言が多かったのは、質問の意味が明瞭でなかったことによるものであり、学習

者の聞き方・話し方に問題があったとは言えない。

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人に

　　体を向け視線を向けて聞くことができる

　まず、この授業での全体の場での討論、話し合いにおける着席形態の実際とその問題点を指

摘する。全体の形態は、コの字型である。向かい合って着席している学習者は・3人4列で向

かい合っている。正面を向いて着席している学習者は、8人2列である。この着席形態は・こ

こでの分析の観点から見た場合、全員が前方に向かって着席している形態に比べて改善した着

席形態ではあるが、まだ、検討の観点に見る話す聞く活動を全員ができる着席形態ではない・

　班学習では、机を漢字の凸字型に並べるので、隣の人に視線を届ける場合は首をひねる必要

があるが、話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すこと、話す人に体を向け視線を向けて

聞くことが可能な着席形態である。

　なお、この班学習では、体勢は良好であるが、視線を向けることはほとんどされていない。

これは、視線を向けることに抵抗感があるからであろう。視線を向けて話すということが習慣

化していない学習者は、意識的に視線を向けて話す努力をしない限り・身につかないであろう・

　全体の場での討論と話し合いでの実態分析の結果は以下のとおりである。分析の観点は以下

のとおり。

O　誰に発言を届けようとしているか

　A　学級の成員　　　　　　　　　　　　　　・

　B　指導者

　C　不特定
○　誰に（どこに）視線を向けているか

　ア　発言を届けようとしている人に
イプリント轍科書に（プリント轍科書に書いてあることを引肌ながら話している場

　　合を除く。その必要がないにもかかわらず、終始プリントや教科書に向かって話している
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　　事例である）

　ウ　下（机）に（これも、机の上においた、プリントや教科書に書いてあることを引用しな

　　がら話している場合を除く。その必要がないにもかかわらず、終始下を向いて話している

　　事例である）

　A　全体討論（発言1～20）の分析考察

　1）分析結果

　発言1　C一イ、発言2　B一ウ、発言3　B一ア、発言4　B一ア、発言5　A一ア

　発言6　B一ア、発言7　B一ア、発言8　A一ア、発言9　B－一ア、発言10　B一ア

　発言11　B一ア、発言12　A一ア、発言13　B一ア、発言14　B一ア・発言15　A一ア

　発言16　B一ア、発言17　B一ア、発言18　A一ア、発言19　A一ア、発言20　B　一一ア

　分類すると以下のようになる。

　発言A一アー　6

　発言B一アー12
　発言B一ウー　1

　発言C一イー　1

　2）考察
　指導者に向けて話しているケースが多い。次いで多いのは、学級の成員に向けてのケースで

あるCJなぜこうなるのか、その要因を指摘する。まず、前者のケースは、指導者が学習者の発

言を積極的に受け止める姿勢を見せるからである。このような姿勢を見せる指導者は・発言者

にとっては絶好の話を届ける対象となる。発言者は、体勢も視線も一点に定めることができ・

安心して発言できるであろう。なお、指導者は、発言内容を的確に捉え・その要点を板書する

必要もあって、教室の中では最もしっかりした聞き手になっている場合が多い。また・指導者

は唯一、学習者のいずれにも正対した体勢、視線を取ることのできる位置を占めている・

　次に、後者のケースは、これまでの学習での「発言を学級の成員に届けるように」という指

導の成果であろう。しかし、学級の成員全員に向けての体勢、視線を取ることは・コの字型の

着席形態をとっても不可能である。学級の成員全員に話を届けようとしている姿勢はうかがわ

れるのであるが、その体勢、視線の方向は焦点が定まらない。

　では、以上のような問題点を克服するにはどうすればよいのか。発言者を前に出させればよ

いのである．指導者の占めている位置に学習者を立たせて発言させればよいのである。学習者

が指導者にではなく、他の学習者に正対して話を届け、また正対して話を受け取るためには・

これしか方法はない。

　なぜ、この方法が取られないのか。指導者が、学習者の学習を統括する、という意識が抜け

きらないからであろう。この統括意識を捨てて、どうすれば正常な話す聞くの活動となるのか

を優先して、学習活動を組織すればよいのである。

B　班学習後の討論（発言21～29）の分析考察

1）分析結果

発言21A一イ、発言22　A一イ、発言23　B一ア、発言24　B一イ、発言25　A一ウ

発言26　A一ウ、発言27　A一ア、発言28　B一ア、発言29　A一ア

分類すると、以下のようになる。
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　発言A一アー一　2

　発言A一イー2

　発言A一ウー2

　発言B一アー一一2

　発言B一イー1

　2）考察
　この全体討論では、指導者から、「最も大きな心の転換点」はどこかを根拠を添えて述べるこ

と、異なった見解に対して違うことを根拠を添えて述べること、意見を変えたことを理由を添

えて述べること、が要求された。この場での、体勢、視線の様態は多様である。こうした状況

になっているのは、先の全体討論での考察で指摘したことと同じく、学級の成員全員に向けて

の体勢、視線を取ることができない着席形態と、他の学習者に正対して話を届け、また正対し

て話を受け取ることのできる活動形態（発言者を前に出させて発言させるなど）を取っていな

いからである，どこに向けて体勢を敢るか、誰に視線を向けて話すか、定めがたい位置にいる

からである。

　C　指導者からの新たな課題提示後の話し合い（発言30～36）の分析考察

　1）分析結果

　発言30　B一ア、発言31　A一ア、発言32　B一ア、発言33　B一ウ、発言34　A一ア

　発言35　B一ア、発言36　B一ア

分類すると、以下のようになる。

　発言A一アー2

　発言B一アー4

　発言B一ウー－1

　2）考察
　この場での話し合いは、指導者から、「最も大きな心の転換点」を「ホンルにいつ帰ってくる

のか聞かれたところ」「『だんな様！』と呼ばれたところ」としている学習者に質問をし・答え

ることを求めている。ただし、質問をした指導者に向けて答えるのではなく・質問された課題

を学習者同士で解決することが求められているのである。にもかかわらず・この場での話し合

いが、指導者に体勢を向けた話し方が多いのは、次の理由によるのであろう，通常の言語生活

では、質問をした人に答えることが普通であることから、っい質問をした指導者に向けた姿勢

がとられるからである。また、（1）全体討論（発言1～20）、（2）班学習後の討論（発言21

～29）の考察で明らかにしたように、学級の成員全員に正対して話を届け・また正対して話を

受け取ることのできる話す聞く活動形態がとられていないからである・

（5）話し合いを論理的に進めることができる
　＿つのことについてであれば、そのことをめぐって、討論、話し合いを進めれば・論理的な

展開となる．しかレ本授業でのように複数の検討鞭がある場合・その討編程カミ締的に

展開するためには、配慮すべきことがある。
相は課題「最も大きな心の轍点｝まどこか」の5っの解を討論によって一つの繍に導

くことと詣導者から出された2つの質問、「ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたところ」と
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すると対役がルントウなのに説明できるかと、「『だんな様！』と呼ばれたところ」とするとル

ントウ以外の登場人物との関係を説明できるか」の討論、話し合いである・

　なお、本授業の指導者は討論、話し合いで、無指名討論という方法を取っている・したがっ

て、初めの討論（発言1～20）、班学習後の討論（発言21～29＞、指導者からの新たな課題提示

後σ）話し合い（発言30～36）のいずれにおいても、討論、話し合いに入る前に、どのような順

序で討論、話し合いを進めるかの指導はない。

　r（3）前の発言につなげて発言しているか」で分析考察したように、大体前の発言につなげ

て発言をしており、つなげて発言しているということで、また、解の分布が授業のはじめの5

っから3つに絞られたことから、ほぼ論理的に展開している・と巳えそうである・しかし・さ

らに論理的な展開も考えられる。

　例えば、順番に討論、話し合いを進めることである。初めの討論（発言1～20）・班学習後の

討論（発言21～29）では、あげられた順番にとか少数派の解からとか・指導者からの新たな課

題提示後の話し合い（発言30～36）では、最初の質問の解について一通り話し合ったら・次の

質問の解の話し合いに移るというようにである。こうすることが・自然な論理に従うことにな

る。本授業では、あっちへ行ったりこっちに戻ったりというような混乱は見られないが・それ

は、つなげて発言する力のある学習者集団であったからである。そうした力のない学習者集団

の場合は、討論、話し合いの順番を確認してから、討論、話し合いをさせることで・学び合い

と討論、話し合いの論理性を保障する。

rr　分析考察に基づく教育課程と教育方法の構想

1，学び合い成立の要件

（1）共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

　この要件は、教科経営、学級経営、学年経営、学校経営にかかわる。中学校では・教科経営

のみでは、意欲態度の十分な育成は期しがたいであろう。授業者の所属する中学校では・学校

の研究主題を「共に学ぶ姿のある授業」としており、教職員が一丸となって取り組むことで上

記の意欲態度の育成に成果を挙げている。小学校では、学級経営が鍵を握るであろう・

　小学校高学年あたりからは、精神発達の特性から微妙な人間関係が生じるから・学習面生活

面で、共に学び共に成長しようという意欲態度を癖養することに努める必要がある。本授業で

は、r賛同の拍手」の奨励等により、中学3年生といえども、学級の学習活動に・共に学び共に

成長しようという意欲態度を持って臨むことができる事実を示していることから・困難はあろ

うが決して実現不可能ではない。

（2）学習課題が明確であること、難易度が適切であること

　学習課題が明確であること、難易度が適切であることは、自学にとっても学び合い（共学）

にとっても不可欠なことである。国語教育では国語のカが未だ明確でないことから・その影響

を受けて、学習課題が不明確になりがちである。明確さや難易度の適切さを判断する一つの方

法は指導者自らがその学習課題に取り組んでみることである。自分で実際にやってみれば明確

さも難易度も判断できる。

（3）自学がなされ各人解を持っていること
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　学習課題の提示、即、解答させるケースもないではない。しかし、かなり頭を働かせなけれ

ばならない学習課題については、まず、自学で取り組ませ、一通りの解を持たせてから学び合

いに取り組ませることが原則であるc，

（4）学び合いの進め方が分かっていること

　無指名討論は、学習者自身による学習の進め方の一っの在り方である。全体の場での学び合

いでは指導者がその進め方の指揮権をとることが多い。小学校の低学年では、そうしなければ

学習活動が展開しない。しかし、小学校の中学年以降では、指導者が、順次何をするか指示説

明するのではなく、学習の進め方を単元の冒頭で示すことで、あるいは、ある学習の進め方を

繰り返させることで、学習者自らが学習を進めていく様相を具現したい。

　少人数の学習（班学習、グループ学習）では、この学習の進め方が分かっていることが非常

に大事である。学習の進め方の理解が徹底していないと、グループの活動が停滞したり混乱し

たりする。

（5）一人ひとりの解の吟昧検討が保障されること

　学習課題に取り組ませた以上、各人の自学による解を学級の成員に紹介する機会を設けるこ

とは当然なことである。相互に吟味検討する活動を組織すれば更によいことである。学級の成

員が多ければ、少人数の学習者グループの中で行わせればよいことである・

（6）学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

このことも当然な指導である。そのために指導者がいるのである。

2．学び合いに必要とされる話すこと聞くことの能力

（1）解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことができる

　小学1年生にも要求している能力である。明確に話すことを徹底することである・あいまい

ないい加減な話を許容しないことである。

（2）学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　これも1年生にも要求している能力である。話し手から一番遠い聞き手に・十分聞こえるか

確かめさせることで、どのくらいの韻で話せばよいか感覚的に理解させればよい・　iS梨敬

一一

Y氏が「声は、誰かに届けるために出すもの、目的的に出すものであることを意識させれば

いいのです」3）と述べている。ただ大きな声を出せぱよいというものではない。

（3）前の発言につなげて話すことができる　　　‘
　っなげて話す能力を育成するには、前の発言につなげて発言することを明示する「っなぎ言

葉」を冒頭に置かせるとよいのではないか。いくつか事例を挙げる。

　［コ　もう一度話してもらうことを要請する発言

　　．廊下が騒がしくて聞き取れませんでした。もう一度話してください。

　　．すみません、ちょっと別のことを考えていて潤いていませんでした・なんとなくとて

　　　もすばらしい発言のようでしたので、もう一度乱ていただけないでしょうか・
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？　発雷内容に質悶する発言

　・話の中に、「賛同の拍手」という言葉がありましたね。それはどういうことでしょうか。

　　説明していただけないでしょうか。

　．根拠が2つあるとのことですが、それは、一つはAということ・もう一つはBというこ

　　とでよかったでしょうか。

←　前の発言に同意する発言

　・今のOOさんの意見に賛成です。私も○○さんと同様の根拠でAだと思います。

　・今の○○さんの意見に賛成です。しかし、根拠としてCということもあると思います・

→　前の発言に反論する発言

　・今のOOさんの意見Aに反対です。なぜかというと・”㌔

　・今の○○さんの意見Aに反対です。もしAならば、…　　㌔

　　前の発言と関連しない発言

　・どうも議論が混乱してきたように思います。今ここで、何を議論すればよいのか、整理

　　してみたいと思います。よろしいでしょうか。・°㌔

　・ちょっと話の方向を変えさせてもらいますが、よろしいでしょうか。・・㌔

（4）話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人に

　体を向け視線を向けて聞くことができる

視線を交わすことのできる着席形態、活動形態を取ることである4）。

（5）話し合いを論理的に進めることができる

　学習課題によるが、どうしたら一番効率的な討論、話し合いができるか・討論・話し合いの

進め方をあらかじめ決めてから取り組ませることも一っの方法であろう。

注

1）2）授業者の説明等の出典は、公開授業時に配布された学習指導計画案等による。

3）高梨敬一郎『これが本当の朗読だ』大阪書籍、2005年・11～12頁参照。

4）齋藤孝氏が同趣旨の見解を『コミュニケーションカ』（岩波新書・2004年）で展開してい

　る。氏は着席形態と同義のポジショニング（座席配置）という言葉を用い・「ポジショニング

　は、コミュニケーションの質を決定する大きな要因だ。どこでもポジショニングを自在に組

　み替えるセンスが、コミュニケーションカの重要な一部を占める・」と述べ・さらに・「私の

　経験では、場の組み替えを積極的行う人は非常にまれである・」と述べている。話す人聞く人

　が正対できる着席形態（座席配置〉、活動形態を柔軟にとっていくことが肝要である。
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実践者からの見解

佐藤　佐敏

　これほどまでに自分の授業が鋭角的に分析の祖上に載ったことは今までになかった。それだ

けで実践者として望外の喜びを感じる。そして、分析者の指摘の多くは私の実践の今後の課題

を明示しており、これもまたありがたいことであるr）分析してくださった先生方に心より謝意

を申し上げたい。

　それでは、実際の分析にしたがって、授業者としての見解を端的に述べる。

　常木教授は次のように授業学級（3年3組）を評価している。

　「中学校の教室では、おそらく希有といってよいほどに、共に学び共に高め合う姿勢態度の

できていた学級であった」

　また、鈴木教授は、次のように授業学級（2年2組）を評価している。

　「学級の構成員すべてが、共に学び共に成長しようという意欲態度を持っている。」

　授業者として、共に授業を創り上げようとした生徒の姿を評価してもらえたことは・最高の

喜びである。分析者にこのように語らせた生徒たちと授業を公開できたことに・感謝したい。

　授業には目的がある。今回の授業の目的は、「共に学び合う姿のある授業」を公開すること

にあった。　「共に学び合うことで、自分の最初の解釈が深まっていくこと」を目指した授業で

あった。この点が、今回の授業公開の目的である。つまり・授業者のねらいは・「共に学び合

う姿」を生徒の姿で見取ってもらうことにあったので・その授業の第一義的なねらいを評価い

ただいたと解釈する。

　次に授業者がねらっていたのは、互いの意見を述べ合う上で・　「解釈に深まりがあったかど

うか」である。その点においては、次のような痛烈な批判をいただいた。

　　「全体として上滑りな授業になっていないか、今一度吟味してみる必要があるe，」　「上滑り

の討論でよいのか、改めて問いたい。」

　授業者は、この批判については、以下のように考える。

　発言のみを取り上げると、議論が上滑りとなっていたとも解釈できる・そして・その理由は・

授業者の意図を推測してくださったように「スピーディな展開の妙味を重視した授業であった

ため」であった。分析者の論述にあるように、授業者は授業におけるテンポを重要視している。

　広く中学校の国語教室を見渡すと、　「自主的に発言する生徒が1人もいない学級」　「発言者

が10人に満たない学級」　「発言総数が20にも満たない学級」が・なんと多いことであろう

か。授業者は、その実態を前にして、「意欲的に発言し合い高め合っている国語教室楠る」

ということを示したかった．そのため｝こは、テンポある展開はぶ業の生繍であった・分析

者が、授業者の意図を思いはかってくださっていることに、感謝する。

そして、「上滑り」というご指摘には離｝こ耳を傾けたい・代案を示してくださっているよ

うに、立ち止まり、全員にゆっくりと文章を囎させる腰は勘にあったと省察する・いか

に撫指名繍」であったとしても鹸討を深めるためには凄師が積馴こ乱合いの鯨

㌫：ミ漂㌶三㌶遼嘉；；篇籔灘；籔：『：㌶璽糞

検竪燃瓢；曝耀籔ねらつている姿に、生繊していなかつたので
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　あろうか。両教授のご指摘はご指摘として、事実を基にした分析であり、反論の余地はない。

　しかしながら、授業者は、授業者のねらっている姿に生徒が達していなかったとは判断してい

ない。それは、次の理由からである。

　　r授業後の生徒の学習プリントで、解釈の深まりを充分に確認できる」からである。

　多くの生徒に、この討論の末に、解釈の深まりはあった。自分の気付かなかった解釈に気付

いたり、より妥当な解釈に納得して新たな解釈を記述したりする姿はあったのである。

　三富真智子は、　「できるだけたくさんの推理を出してください」という量強調教示と「でき

るだけ鋭い推理を出してください1という質強調教示を比較し、量強調教示のほうが、量的に

も質的にも創造的推理を促進したという実験結果を発表している削。確かに、r論理的に噛み

合っていない話し合いJであったり、　「必ずしも前者の発言に絡めた話し合い」でなかったり

した様相はあった、しかしながら、その発言量において、生徒は、個々の興味・関心に応じて、

それぞれが、他者の発言に耳を傾け、自分の解釈と対比し、自分の解釈を深めている姿はあっ

た。発言総数41回、異なり発言者数25人という数値は、上滑りとなる話し合いに陥ってい

たとも言えるが、多くの生徒の解釈が互いの解釈を触発し合う状況を創り出していたとは言え

ないであろうか。授業者が、撫指名討論」と銘打ち、それができる状況に生徒たちを鍛えて

きたのは、　f多くの解釈が互いの解釈を触発し合う」という意図に基づいている。

　なお、鈴木教授は、授業中の生徒の「話すこと聞くことの能力」についても言及している。

どの指摘も、事実に基づいた妥当な評価であり、今後の授業者の授業に参考となるものであっ

た。殊に、　「○○さんの△△という意見に…」と論点を明確にした文型を生徒に与えて話させ

る方略は、生徒の聞く力を高め、論点の噛み合った論理的な話し合いを推進する力となるであ

ろう。是非、今後の授業に取り入れていきたい。また、生徒に、今以上に論理的な話し方を身

に付けさせるべきであるということや、文脈のねじれのない話ことばを話させる必要もある。

加えて、俗語などを語らせないように指導する必要もある。

　これと同様に、常木教授は、「発言内容によく分からないことがあったら質摺をするように、

という指導jをすべきであると述べている。　「分からないことがあったら質問する、と言う質

問力が学び合い学習では必要である」というご指摘も、参考にしていきたい。

　これら「話し合う力」は、話し合いの場でしか育てられない。取り立て指導では身に付かな

いという多くの論文が発表されている鯉。

　しかしながら、誤解を恐れずに述べると、現場の国語教師としては、実は、ここにジレンマ

があることも述べておこう。つまり、　r話し合いの最中に、話し方について指導することが、

生徒の発言意欲を減退させることにならないか1というジレンマである。生徒の意識は「発言

内容」に向かっている。その時に「話しことばjや「話し方」　「話し合いの方法」について、

授業者が、中学生という多感な生徒たちの発言意欲を削ぐことのないように、さりげなく、し

かし、それでいて本人たちが納得するように配慮して指導していくことが、どれほど可能にな

るか一両教授のご指摘は、このジレンマを乗り越えるべく、　「恐れず、指導せよ」という熱

きエールであると解釈する。週3回の国語授業という枠組みの中で構築される生徒と授業者の

関係性において、生徒の学習意欲や発言意欲を大切にしつつ、その可能性を探っていきたいe

※ユ　三宮真智子（20el）「創造的思考」森敏昭編著『おもしろ思考のラボラトリー』北大路書房pp，121－138

※2　山元悦子（2002）「聞く・話す力を青てる国諾科教育の構想」福岡教育大学紀要第51号第一分冊pp、57－70

（注va”）輔は淋恵の画佐離敏教諭の授業伸2）を手がかりに」も対象とし端考である。
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別紙　分析の対象とした授業記録

佐藤佐敏教諭の授業記録

記録作成者：金海燕・上松連理子・常木正則

公開授業日時1平成i7年6月15日（水）2校時10時20分～11時10分
学校・学年・組：新潟大学教育人間科学部附属新潟中学校3年3組生徒数40名
‡旨　　　導　　　者：イ左藤　　イ左敏孝嬬命

単元・題材名：自分たちの討論で主題を練り上げよう　一故郷（全11時間本時第9時）

主な学習課題：主題を明らかにするために、最も大きな心の転換点を考えよう。

注記

　1　「備考」欄の例えば、「C一イ」とあるのは、発言者が発言をだれに向けて届けようとしている

　　か、また、視線をだれに向けているかを示したものである。Aは学級の成員、　Bは指導者、℃は

　　不明、アは届けようとしている人に、イはプリントや教科書に、ウは下に、である。なお、この

　　判断は常木が行ったものである。その判断は明確に判断し難く、決定的なものではない。

　2　同じく「備考」欄の例えば「3（2－2）1とあるのは、発言1順の3の発言は発言2の学習者が

　　2回目の発言をしていることを示す。本記録では、発言総数は36回である。1回発言者12人、

　　2回発言者7人、3回発言者2人、4回発言者1人である。

　3　このテープ起し記録は完全なものではない。この記録を引用し論究する場合は、改めてテープ

　　を聴きなおし、発言の完全さを期していただきたい。

　4　前方からの撮影テープは学習指導11～16までを欠く。後方からの撮影テープは学習活動14か

　　ら始まる。

公開授業時第9時

時刻 学習指導
学習者の発言（通し番号で示す〉

w習活動の様相（※を付して示す）
備　考

板書 ※最も大きな心の転換点の候補5っが板

故郷　　　　　魯迅 書されており、学習者は自分が選んだと

ころにネームプレートを貼っている．

主題を明らかにするために、量も 選択の分布は以下のとおり。

大きな心の転換点を考えよう 「だんな様！」と呼ばれたところ一20人

ホンルにいっ帰ってくるのか聞かれたと

ころ　　　　　　　　　　　　一8人

船から遠くなる故郷を見ているところ

はい、まだ2分ありますので紅今 （故郷の山々はますます遠くなる）

までのプリントを見ててください。 一1人

考えるためのヒントがあるはずで 横になり、船の底に水のぶっかる音を聞

す。ナンバー1、ナンバー2、ナン いたところ　　　　　　　　　一9人

バー3。今までのプリントを眺めて 希望という考えが浮かんで、どきっとし

みましょう。 たところ　　　　　　　　　一2人

10：20
起立。（全員で）お願いします。

1．はい。お願いします。立ってて、

いいです。今配ったナンバー6のプ

リントに今ネームプレート貼って

ある所、数字を記入したら座ってく

ださい。どうぞ。自分がネームプレ
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一トを貼った場所。①と書いてくだ

さい。一番最初の意見がある場所で

すね。書いたら座ってください．

2．はい、プリントの説明からいき

ます祇プリント見てください。前

回の場面分けでもこういった形を

やったんですけども、記入状況がよ

くなかったので。はい。左側を見て

ください。討論によって自分の意見

が変わったら、ネームプレートが変
●

わったら、このように書いてくださ

い。黒板で表すと、例えば最初ここ

だった。次がここになった、次がこ

こになった、と言うように、自分の

考えの変わってきたところが分か

るように記述してください。はい、

今の指示が分かったら手をあげて ※全員挙手b

ください。いいですか。

はい、手を下ろしてください。

もう一点。その際にどの考えで、

どんな考えで意見が変わったのか

を下のところに記入しておいてく

ださい。はい、これも分かったら手 ※全員挙手

を挙げてください。

はい、手をおろしてください。

10：24 3．では、主題を明らかにするため

に、最も大きな心の転換点を話し合

いたいと思いま竜はい。いつもの

形です。どこからでもいいです。は

い～どうぞ。

1．私は「だんな様」と呼ばれたところ C一イ

派なんですけど。その根拠として、ルン

トウの後ろからシュイションが出てきた

ときに、そこになんかこれぞまさしく昔

のルントウであるみたいなことが書いて

あるので、今のルントウの疲れた様子と

昔の無邪気なルントウの様子が対比とい

うか、そこが今のルントウと昔のルント

＊発言の要点を板書している。（と、 ウの姿の違いが明らかになっているの

いうことは、指導者は発言を背中で で、そこを見て自分も言葉が出なかった

聞いていることになる。以下での板 みたいなのが書いてあるので、ここが心

書の際の指導者の聞き方も同様） の転換点だと思いました。

4，はい、じゃ、特にまずこの辺の

意見の人たち、どんどん言ってくだ

さい。書かれている心を言ってくだ

さい。どうぞ。
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2．えっと、僕は「だんな様ユにってい B一ウ

う風にしたんですけれども．最初のこの

「故郷」の始まりで、「故郷」の最初のと

ことかに、ルントウとの思い出みたいな、

＊発言の要点を板書している。 そういうのが書いてあって。それに私が

結構こだわったりしたんですけど。この

「だんな様」と呼ばれたことによって、

イメージが崩れたっていうのが、169ぺ

一ジの9行目に「小英雄の面影は、元は

鮮明このうえなかったのが今は急にぽん

やりしてしまった」とあったんだから、

ここが心の転換点だと思います。

どうぞ

3．先生。僕「だんな様」って呼ばれた 3（2－2）

のところにしたんですけど。 B一ア

5．「急にぼんやり」というのはど

こに書いてありますか。何ページの

何行目ですか。

169ページの10行目。

169ページの10行目ですね。う

ん、ここに書いてあるから、ここと

ここの間だね。

＊板書している。

はい、どうぞ。

4．「だんな様」ってところなんですけど、 B一ア

「今回の帰郷は決して楽しいものではな

い」って書いてあるんですけど、その中

でも今回の帰郷にあたって、ルントウに

＊発言の要点を板書している。 会うことが一番の楽しみだと母との会話

から予想できるんですけど。「だんな様」

と呼ばれて、昔と全然変わっていて、わ

くわく感が、残念とか悲しみとかになっ

6．残念、悲しみというのはどこに たから、ここだと思います。

ありますか。

「悲しむべき厚い壁」ね。 悲しむべき厚い壁

＊発言のi魁点を板書している。

どうぞ。

7．はい、「だんな様」に限りませ ※ちょっと、沈黙があった。

ん。どこからでもどうぞ。

5．Hさんに付け足しで、164ぺ・一ジの A一ア

「悲しむべき厚い壁1というのは、単な

る壁とかじゃなくって、悲しむべき、し

かも、厚い壁って、あるんでルントウ

がそれまで思うていたよりも、ひどく遠

くに感じられたと思ったので、結構仲良

かっ虹レントウでもあるので、ショック
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はかなり大きかったんじゃないか思いま

したら

＊発言の要点を板書している。

6．私は「横になり、船にぶっかり」っ B一ア

ていうところなんですけど、「だんな様」

ってところだと、ルントウが変わってい

て、それに対して自分はどう思ったかが

書かれているだけで、まだ、そこは自分

のことはあまり書かれてないから、「横に

なり」のところから、自分とルントウを

　　　　勺艪ﾗて、結局みんなはこうなんだという

＊発言の要点を板書している。 ことをまとめているから、「だんな様」っ

てところはだと、最初にその違いが分か

っただけでまだまとめたりしていないと

思うので、まとめたところから、心の転

換点かな、と思いました。

7．付け足しで1さんとHさんの意見に B一ア

反論します。僕は、ホンルに「いつ帰っ

てくるの」って聞かれたところからなん

ですけど。まずルントウと会うのを、最

初から船の上から楽しみにしていたとい

うところがまずひっかかって、母と話を

してからやっと故郷の美しい思い出が蘇

ったような気がしたってあって、たぶん

それまでは、忘れていたと思うんですよ。

だから、ルントウと会うこと自体はまあ、

偶発したイベントみたいなもんで、むし

うその後に、そこから考えを起こしてっ

なげていったことの方が大切だと思うの

で、僕は「だんな様」のところから始ま

るとは思いません。

8．私は「だんな様」なんですけど、今 A（C）一ア

の2人に反対で、その、最後の方に書い

てある希望みたいな意見っていうのは、

元はと言えば、ルントウと再会してから

生まれた考えだと思ったので、やっぱり

「だんな様」のところが一番印象が変わ

ってくるのかなって思いました。

9．反論します。再会してすぐにこの考 9（7－2）

えが育まれたわけではなくて、むしろそ B一ア

の後の会話とか、あるいはホンルに話を

したところから、昔の自分とルントウの

関係は、まあ友達でよかったって言うん

ですけど、そこから、今の自分とルント

ウの関係のように疎遠になってしまった
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ということが分かってきて、で、どうし

てそうなったんだろうなっていうのが順

を追って話していっていると思うので、

すぐにその場で考えたわけではないと思

います。

10．え一と、だいぶ前に言ったSさんの B一ア

意見に反対で、「だんな様」と呼ばれたと

ころで、シュイションが出てきて、それ

が昔のルントウと重ねているんですけ

＊発言の要点を板書している。 ど、最後の方の希望という考えにつなが

る時に、今の希望を考えるのは、自分と

ルントウをシュイションとホンルと置き

換えた時で、自分とルントウの関係をホ

ンルとシュイションと重ね始めたのは、、

ホンルに「いつ帰って来るの」、あ、自分

も「いっ帰ってくるの」の所なんですけ

ど。「いつ帰ってくるの」と聞かれた時に、

まだ隔絶されてない頃の自分のルントウ

を思い出して、それと比べて希望とかそ

っちの方に考えが行ったので、私も「ホ

ンルにいつ帰ってくるの」からの方がい

いと思いました。

10：31 8．ちょっと確認します。自分とル

ントウの関係をシュイションとホ

ンルとの関係に置き換えた。そして

何だって？

それから、希望という考えが浮かんで

来たのが、「いっ帰ってくるの」と聞かれ

た言葉になったんだと思います。

11．そういうところで、ルントウとシュ 11（6－2）

イションを重ねたり、自分とホンルを重 B一ア

ねたりしているんですけど、結局170ぺ

一ジの15行目あたりに、「希望をいえば、

彼らは新しい生活をもたなくてはならな

い。わたしたちの経験しなかった新らし

い生活を」と言っているから、自分たち

とホンルたちを重ねるんだけど、でもや

っぱりそれぞれ違う道を歩んでいかなき

やいけないっていう風に、重ねているん

だけどちゃんと、各自、ちゃんと生活が

あるっていうのを考えているのがこのあ

＊発言の要点を板書している。 たりだ思うから、そのホンルに「いつ帰

ってくるの」のところは、ただ重ねただ

けでそこからは、だんだん一人一人が

違うものなんだと気づいていったと思う

から、違うと思いました。
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12．えっと、さっきのSさんの意見に反 12（5－2）

対なんですけど。ルントウが出てきたの A一ア
は母親に言われたからで、偶発的だって

言う風にあったんですけど、それにして

はルントウの思い出というのは6ページ

にわたって書かれているんですけど、そ

んな偶発的なイベントに6ページも費や

すってことは結構なキーポイントになっ

ていると思うので。これだけルントウを

象徴しておいて「だんな様」と呼ばれた

とき、心はすごく動かされたと思うので、

ちょっと違うのではないかと思います。

13．えっと、キーポイントにはなってい 13（7－3）

るっていう点では同じですけど、僕が言 B一ア

いたかったのは、ただ単に、船の中とか、

あるいは、そのもっとずっと前があった

はずですけど、そこで、思い出していた

のかなあと思ったのを言ったままです。

14．僕は「横になり、水の音を聞いた」 B一ア

意見を変えたんだね。 のところの意見なんですけど、「だんな （後方からのビ

様」と呼ばれたところも、確かに心の転 デオ記録はここ

換点でもあると思うんですけど、言われ から始まる）

たときに、言われた一瞬で、確かに少し

動いたかも知れないけど、そのあと横に

なってゆっくり考えた時に、違う道を歩

んでいるとわかったり、距離が遠くなっ

たのがわかったり、そういう大きく考え

が変わっていったから、そっちの方が大

きな心の転換点だと思います。

＊発言の要点を板書している。

15、私はルントウが「だんな様」と言っ A一ア

たかどうかとかはあまり関係なくて、こ

の希望という考えが浮かんだとき、私の

希望もルントウの希望も手製の偶像崇拝

にすぎないと気づいたから、ここで大き

く変わっていると思います。

＊発言の要点を板書している。

16，私は、ホンルに「いつ帰ってくるの」 B一ア

と言われたところが一番変わっていると

思ったんですけど。ホンルに、シュイシ

ヨンが僕に、「家へ遊びに来い」と言われ

て、自分とルントウみたいに、ホンルと

シュイションも仲良く心を通わせあって

いることに気づいて、そこからまた、自

分たちのように会わなくなって、離れて
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いったら、こう今の自分とノレントウ㊨よ

うに心をすり減らす生活をしたり、心の

麻癒することになる、だから希望をとい

う言葉が出てきていると墨うので・・そう

思いました。

9．自分とルントウ、ホンルとシュ

イションを重ねたのは、ホンルにご

ういうことを聞かれたからなんだ、

だからこういう風に重ねたのはこ

こからである、ということね。はい。

凱16さんの意見にそのま童付け星しな 董7撞一量］

んですけど。最後の方のf鑑の人のよう B一ア

にやけを起こして野放図に走る生活を共

にすることも願わない」という二の文は、

シュイションに僕1こ運へ遊びにこい」

って言った後に、擾まきばさんの話も墨て

きているので．

｛まい．そうだ抗続けてください。

＊発言の要点を板書している。

ホンルとシュイションを套分とルントウ

iこ塾たことなど．す鴎てまと毒て義璽

　　　　　　　　　　　　　一ﾉしているので．舞纏麺塞当1こ塞わづた

の1ま藁ンル董こぎいつ螂ってξるの」と懸

かれた古｝らで・轄な㌔璃懸挙量…1．た．

鑑私もホンル1こfLり曇うてくる錆」
A一アー一

と霧かれたところ塗んですけぎ．その璽

まで｝ま主鬼公鐵シント亨と’麟轍てL

ま亨たこと⌒の嚢しみだとオユさ塞し書蓬

と泰を考えて挙たんです首ども．二義を
一一一一

寒癸言鐙萎違を薮書Lて皐る。

を糞誇て犠麺塗霧う新た桑希望を童鬼
一一一

曇藁霧う持逡すことオ茎できず．そう考違

る一璽簿表き嚢きづ翻繋隷ン鵡こ二う

實穀誌妻二うだ≧墨づ壼秀毒r蔑

義纂藁奉ン選こ董華う曇・うず誓墨勢 　　　　き�o誓一護き

窮妻ころ董こ嚢裏蓬です董亨塾懸藍毅 　　一決黹A

き

ん轍主繊塾ξき握慈Lみ警璽彗　　　一

i 壕亀纏童r讐毒ウ虹≧墨うん璽す董ナぎ・璽

ヨ 妻聖勇毒き．轟毒r蓼鐙霧．鱈
ミ

そ織こ一誓讐ζL誓て遵謬ぎ⊆｛

　　　　　　　　　　　　　　　　一

議 妻璽う妄鯵㌢墓r璽遷運麺華謄
…

妻糞轟シ撞～華籔轟藷遁轟拳董
誓 ミ 　　　　　　　　　　　　　　　　“

ｭ墨塞藁ぎター鍾藝彗r書’遷霧…塾一一一

iミ　　　　　　　　　　　　　　　ー　’　『

藁議　嚢藁墨藪塁墓藁

≡i嚢轟一



あると思うので、それが結構転換点にも

加わっているんじゃないかと思いまし
た。

20．私は「横になり」のところからホン B一ア・ウ

ルのところに変えたんですけど、最初は

横になった所から、自分の将来というか、

ホンルやシュイションの将来について考

えたと思うんですけど、ホンルに「いっ

帰ってくるの」と聞かれたところでは、

考えにくかったところが、わたしも横に

なって、ゆっくり考えられるようになっ

たということで、ホンルに言われたとこ

うがきっかけとなって、心の転換点とい

うか、希望について考えられるようにな

ったと思います。

10：40 10．はい、では今発表した人は10

人ぐらいです祇ちょっといつもよ

り少ないかな。では、グループで話

し合いをしてもらいたいと思いま

す。名簿番号の一番若い人から時計

まわりの順番でまず一周それぞれ

自分の意見を発言してください。そ

のあとはグループ内でフリー・トー

キングをしてください。5分ほど時

問あげます。その間で、意見が変わ

ったら、ネームプレートを動かして

もかまいません。はい、グループご

とに机を向けて。どうぞ。

A班（5人）の記録 一つの班は5名

A－4，最初に聞いていい。169ページ からなる。A班は

の、自分の道って、何］巳 八つの班の内の

一つ。この後に出

A－2．自分の道は人生と考えていいん てくるB班も同
じやないか。 儀

「A－4」とある

A－3．自分の道は出ているってことは、 のは、名簿番号の

心をすり減らしたことに気づいていると 一番若い人から

思います。若い世代はまだ、心がぜんぜ 時計回りの順番

ん磨り減っていなくて、若々しくて、普 で4人目の人、と

通に身分とか地位とかあんまり関係な いうことを表し

く、心が通い合っているけど、ホンルも ている。

私と違う道を歩いているという。

A－1．僕は「だんな様」と呼ばれたと

t
ころで、一番最後の希望というところだ

ったんだけど、やっぱり、「だんな様」と

呼ぼれて、主人公の私にとっては一番シ
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ヨッキングなシーンだったんじゃないか

と思うから、後々そのことを考えること

もあったかもしれませんが、その時が一

番大きな心の転i換点じゃないか、と思い

ます。

A－2．168ページの13行目で、「はっ

と胸をっかれた。」ってあるんだけど、何

に胸をつかれたのかな、って思うと、昔

の自分とルンントウの関係と今のホンル

とシュイションの関係を、言葉を重ねあ

わせたからだと思うから、そこからつな

げていって、169ページの13，14あたりか
」

ら話がかぶっているので、たぶんここか

らつながっていると思います。「だんな

様ユってところがいちばん大事だと思う

のならば、ただ、「はっとした」とそれだ

けを書いただけではつまらない文章にな

っちゃうんで。はい。

A－3．結局、「わたしも横になって」か

ら？

「ホンルにいっ帰ってくるの」ところな

のかな。

A－3．私は「だんな様」というところ

から、「横になり」ってとこに、変えたん

ですけど。この「横になり」まではホン

ルとルントウが変わってしまったことに

ついて、悲しみとか寂しさとかそういう

ものだけを書いていたと思うんですけ

ど、ここからは冷静に、悲しみだけでな

くて、冷静に見っめて、ルントウが変わ

ってしまったのは寂しいけれど、そうい

うことをホンルとかシュイションに、あ

まり繰り返して欲しくないという、また、

新しい考えっていうか、これまでは自分

とルントウとか、自分たちだけのことだ

けだったけど、自分たちだけじゃなくて、

若い世代にも同じことをしないで欲しい

というそういう希望が出てきていると思

うんで、横になりのところからだと思い

ます。

A－4．今のとだいたい同じなんだけど、

今までの「だんな機って呼ばれたとこ

うとか、ホンルが問いかけたときには、

確かに胸をっかれたり、身震いしたりし
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ているんだけど、これはただ、蜘、たと

か、そういうちょっとびっくりしたみた

いな感じで、その後にじっくり考えると、

今自分は自分の道を歩いているんだなと

考えがまとまってきているから、ここが

心の転換点だと思いました。

A－5．私はホンルに「いつ帰ってくる

の」というところなんですけど、他の人

がみんなが言っているように、自分とル

ントウの関係を子供で表しているってと

いうことは、希望を考えるところにっな

がっていくからこうなるのかなと思いま

した。

A－4．また質問なんですが、悪いです

けど．まずは、ホンルが問いかけたとき

にさ、楊おばさんがどうのこうのって書

いてあるけどさ、これは楊おばさんが犬

じらしを持って飛ぶように走り去ったの

が重要なのか、それともルントウが埋め

ておいたのが重要なのか、どっちなの。

A－2．どっちもそんな重要じゃないじ

やないって思う。

A－4．気にしなくていいのかな。

A－3．ここまでなんか、自分に考えさ

せられることを話していて、その後また

こういう、たわいのない話をして、で、

この辺ではあんまり、自分の感1青とか書

いてないけど、こっからまた「古い家は

ますます遠くなり」とか書いてあって、

だんだん悲しくなるね。

㌔

A－2．楊おばさんの野放図に走る生活

っていうのが、ま、ここにあるけれども、

それを強調するためにあるんじゃない

の。

’

A－3．う一ん、なるほど、そっカ㌔

A－1．じゃなんでわざわざここで出す

〉

の。隠し味？

、　　　」　　　、

A－2．それは、こっからここへ飛ぶた

「　　s 　．S め芯やないの。
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A－3．じゃ、こっから繋がうているこ

とかな。

A－2．俺はね、そう思うけど。

A－3．う一ん、なるほど。

A－4．お前確かさ、ホンルが問いかけ

たところの意見だったよな。

A－2．うん。

A－4．それでさ、シュイションが遊び

に来いってという風にホンルに言った時

とさ、ルントウがさ、最初シュイション

を紹介した時にさ、これぞまさしく、3

0年前のルントウだった時と、似たよう

なことを言っていたよな。子どもは同じ、

昔の自分たちと同じような年代で。

A－2．外見は同じだと思っていても、

まだそこまで内面まで行ってないと思
う。

A－3．なるほどね。

A－4．それじゃ、外見より内面も同じ

って事だ。

8班（5人）の記録

B－1．私はさっき言ったみたいにホン

ルに変わったんですけど、一日中忙しく

てもうそれ以降ルントウの話題ってのは

灰を運ぶとき、それについてはさっきあ

っこが言ったみたいにエピソードみたい

のがあるんで、よくわかんねえや、まあ

とにかくルントウの話はあらかた終わり

になってて、それ以降の後判まほとんど

ホンルとシュイションの話にっいてにな

ってて、ここはホンルの一言が私の胸を

突いたかなと思ったのでここにしまし

た。

B－2．さっきの大岩が言ったようにこ

こで「おじさん、ぽくたちいつ帰ってく

る例っで言ったときに『ああ」みたい

な感じで気づいて、横になってそのこと
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を考えたから。

B－3．何に気づいたの？

㌔
B－2．ショックみたいな感じで、考え

ることに気づいて。

B－4．何がショックだったか聞いてん

じゃない。

B－3、（BL　2を助けるように話し始め

る）ホンルと自分を重ねてるから、自分

も昔こう言ったな、って思って。あ、今

自分は違うんだ、って思っただけじゃん。

B－1．じゃなくって、これが後で、ホ

ンルに言われて、自分もきっとまあ、昔

そういう話を母と掴こしたと思うんです

けど、ここでまた、同じような似たよう

なことをホンルに聞かれて、このままじ

やいけないな、このホンルとシュイショ

ンには違う道を歩んでもらわなきゃって

いう一番最後の文章にいく。

B－2．それにつながってると思った。

B－3．それにつながって、

B－1．それにつながってそこで終わっ

てるから。

B－3．そこで豆腐屋小町のヤンおばさ

んは』

B－1．そこでヤンおばさんを出して、

ヤンおばさんのように野放図に走る生活

っていう、全部がここで最後にっながっ

てるん。最後につながる連結部分がやっ

ぱり転換点かな、って。

B－3．このホンルたちを自分たちみた

いにしたくないっていうのが、本人が気

ついたことで、ヤンおばさんみたいにな

ってほしくないって、さっき言ったでし

よう、それは全部ホンルとかヤンおぱさ

Ll んみたいにならないっていうホンルへの

希望じゃん。ホンルとシュイションへの

、希望じゃん。でも、ここには、結局みん
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な違う生活を持っていかなきゃいけない

からという意味で、ここは、自分じゃな

くて人のやつじゃん。それはそんなに大

切じゃないと思うんだけどな。

B－4．一番はじめ、だんな様の時もさ、

それまで結構故郷に夢を見てなかったじ

やん。

B－5．そう、夢。

B－4．夢、そう、ここで、本格的に夢

が消えたと思ったの抵でも私、（プリン
恒

トを指差しながら）一番初めここのとこ

ろで迷ってたんて。でもこれが完壁に故

郷に対する夢が消えたところじゃん。も

うだめだ、まじめに、みたいな感じでこ

こで夢が消えたんだよ。で、ホンルにい

つ帰ってくるか聞かれたところは、「もう

故郷に未練なんかないよ、ふうん。」とか

思ってたら、ホンルが「いつ帰ってくる

の」って言われて、まずい、みたいな感

じだったんじゃないの。

B－1．そこで私も母も、はっと胸を突

かれた。

B－4．やばい、また同じことになっち

やうと思ったよね。

B－2．Kは、「ホンルにいつ帰ってくる

の」なの。

B－4．ここもちょっと怪しいと思う。

人がいなくなったから、違うんかと思っ

㍍、

希望ってどうなるの。

B－5．r両岸の緑の山々は、たそがれの

中で薄墨色に変わり、次々と船尾に消え

た」で、両側の緑の山々が故郷にとって

の希望とかそういうのが、

T：形象の裏を読むとどうなるの？緑の ここから指導者

山々。 が参入する。

B－5．もう思い出が灰色に風化してい
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くみたいな感じで、ずっと昔の故郷のき

れいな思い出が灰色になってく。

Tl両岸の緑の山々っていうのが、今ま

でのきれいだった故郷の

B－5．故郷の思い出

Tl故郷の思い出を表してるのれそれ

が、たそがれの中で、だんだん

B－5．変わってるってことは、美しく

なくなってく。

T：故郷が美しくなくなってきている、

ってことが読み取れるってことね。

B－1．そこで、例えば両岸の緑の山々

を自分のイメージとかや思い出に置き換

えたとすると、次々と薄闇に消えちゃっ

て、そこで故郷は終わっちゃってるわ

け？終わって最後に…

似下記録なし）。 （前方からのビ

デオ記録はここ

10：49 11．はい、ひとまず話をやめて、机 ※この時点での選択の分布は以下のとお で切れる。再開は

を戻してください。 り。 学習活動30か
では、グループの中で今意見が変 「だんな様！」と呼ばれたところ一9人 ら）

わった人がたくさんいましたです ホンルにいつ帰ってくるのか聞かれたと

ね。では、グループ内だけで友達を ころ　　　　　　　　　　一28人

説得したのはもったいないですの 横になり、船の底に水のぶつかる音を聞

でねそれを全体にね、それを還元 いたところ　　　　　　　　　一3人

してください。はい、どう艦この

意見で変わりましたということを

発表してもいいです．

21．えっと、私は最初は「だんな様」の A一イ

ところで、次は「横になり音を聞いた」
噛

のところで、その次が、ホンルに「いつ

帰ってくるの」っていうところに変わっ

たんですけど、その「横になり」のとこ

うから「ホンル」のところに変わったき

っかけについてを言いますけど。その前

までは心が離れてしまったという話につ

いて言うてて、その一言がきっかけで新

しい生活を見つけるとか、ほかの人の生

活のことを聞いて冷静に判断したのでそ

こだと思いました。

22．うちの班はみんなホンルに「いつ帰 22（16－2）
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ってくるの」と聞かれたところなんです A一イ

けど、その意見をまとめたところ、自分

とホンルの間に出来た壁が自分にとって

はとても辛いことだったんだと思いま

す。それをホンルとシュイションには繰

り返して欲しくないと思ったきっかけが

そこなので、そこです。

23。僕は「ホンルにいつ帰ってくるの」 B一ア
と聞かれたところなんですけども、文章

中にf私も私の母もはっと胸をっかれた」

と書いてあって、ここで何かに気づいて、

それで、このセリフから、ずっと物事を

考えているし、楊おばさんの犬じらしの

Tそうですね 話題がなんで出てくるのかって思ったん

ですけれども、（T：そうですね）

星野さんが言った、野放図に走るにっな

がっていると思うので、それで、この楊

おばさんの話題が出てきてつながってい

るから、そこだと思います。

24．私も、母と私が気づいたことは、彼 B一イ

らは新しい生活をみたいなことが、書い

てあるんですけど、それは自分が残され

てルントウが変わってしまったっていう

のを感じたので、二人にはこれからも一

緒にいて欲しいという思いが、ホンルに

言われて気づいたことだと思います。一

番最初の方にf自分の心境が変わった」

と書いてあるので、ルントウが変わった

ことは、私はある程度予想していたと思

うので、

12，はい、ちょっと待って祇今松

永さんは「だんな様」と呼ばれたと

ころの人たちに言おうとしている

んだよね。はい。一番最初、故郷に

入る時から、故郷が変わってしまっ

たのはr私の心境が変わっただけ

だ」と書いてあるということは、故

郷が変わったことは、もう気がっい b

ているん怠故郷に戻る時にね。

そしてルントウが？はい、続けてく

ださい。

ルントウが変わるのもある程度予想して

いたと思いま丸「だんな様」と呼ぱれた

ときに身醒いしたというのは、その予想

したことが現実味を帯びたから、口がき

けなくなったので、あまり心の転換点で
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はないと思います、

25．「ホンルにいつ帰ってくるの」と聞か A一ウ
れたところに反論で、私は「だんな様」

なんですけど、もし、ここで「だんな様」

って呼ばれなかったら、ホンルに「いっ

帰ってくるの」と聞かれても、「早く帰っ

て来れるといいね」みたいな感じで、終

わってて、深いところに考えが行かなか

ったと思うレ別に、「いつ帰ってくるの」

と聞かれなくてっも、「だんな様」って呼

ばれたわけだから、ショックが大きいと

思うし、そのショックで希望とかにっい

ても考えたと思うので、きっかけになる

と思うので、ここが心の転換点ていうか、

きっかけになるのは「だんな様」と呼ば

れたところだと思います。

26．はい、付け足しで、165ページの8 A一ウ

行目にルントウが「とんでもないことで

ございます。あのころは子供で、何のわ

きまえもなく」って言っていて、自分は

今でも親友みたいな感じだったのに、今

度は私の家来みたいな感じになっている

ので、そこで辛いような感じがします。

＊発言の要点を板書している。

27．「だんな様」って言われたところは、 27（16－3）

＊発言の要点を板書している。 暑い壁が出来たのを知っただけで、「いっ A一ア
帰ってくるの」って聞かれたこところで、

それをホンルとシュイションにはして欲

しくないというところで希望が生まれた

んだと思います。

28．私も横山さんの意見にそのまま付け 28（10－3）

足しで、確かにルントウに「だんな様」 B一ア
と呼ばれることは、自分たちの立場の変

化とか、今まで過ぎてしまった時間とか

を表すためには必要かもしれないんです

けど、「ホンルにいつ帰ってくるの」は、

最初から、話をする暇がなかったとある

ように、本来なら書かなくてもいい意見

を、また書いている。自分が変わったか

らこそ、またここにこの文に書いてある

ので。楊おばさんのこととかも母とかと

話をする暇がなかったのに、少し話した

会話もここに出てきたのでやっぱりここ

が変わったところだと思いました。
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29．「だんな様」のところです。それって 29（8－2）

いうのは、また168ページの13行目に、 A一ア

またルントウの話に戻ったってあるじゃ

ないですか。やっぱり、話がルントウに

戻ったというのは、そのルントウのこと

が結構印象に残っていたから、出てきた

のではないでしょうか。

10：58 13．ちょっと待ってねホンルとシ

ユイションに話が一旦、行ったんだ

けどね、また話がルントウに戻って

いるではないかということですね。

はい、この作品の対役は誰です

か、全員で、さん、はい。

対役は何でしたっけ。はい、ナン ※全員：ルントウ

バー3のプリントに書いてありま

すね。「中心人物に最も大きな影響

を与えた人」ですね。

はい、ここ（ホンルにいつ帰って

くるのか聞かれたところ）にいる人

たち起立してください。対役はシュ

イションですか、ホンルですか。は

い、説明できない人はネームプレー

トを他のところに動かしてくださ

い、説明できる人は立ち続けてくだ

さい。もう一度言います。対役はル

ントウですよね一番大きな影響を

与えたのはルントウのはずです。こ

こにいる人たちはホンルから言わ

れたことで、気持ちが一番ね、考え

が一番大きく変わったというわけ

ですね。ホンルが対役であるなら

ば、それは分かります。対役はルン

トウのはずです。説明できたら立っ

ていてください。説明できなければ

今のことを考えてネームプレート

を動かしてもいいです。相談しても

いいです。

はい、時間1分です。

※ほとんど全員が立っていて話し合って

いる。　　　　一

14はい、もう少し時間が欲しい人

は手を挙げ。はい、とにかくちょっ

と座ってください。

はい、ではここ（「だんな様！」と

呼ばれたところ）．の人たちに言いま

す。この作品はルントウとの関係だ

けの作品ですカ㌔その後の楊おばさ

んとかは登場する必要ないですよ
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ね。ルントウとの関係だけを言って

いるのであるなら‘義はい、ここの

人たち起立。この作品はルントウと ※6人起立

の関係だけを言っているわけでは

ありません紅はい、ネームプレー

トを変えるか、今の私の質問に答え

るようにしてください。座ってくだ

さい。

i5．では、これから時間を3分とり

ます。今までやってきていて明確に

してなかったところなんですが、学

習行為としてのスキルを言います

ので、この中から選択して考えてく

ださい。一つ、もう一度よく音読を

してみる。一つ、ポイントになると

ころを視写してみる。仲間とフリー

トークしてみる。ポイントになりそ

うだなと思われる言葉をもう一度

辞書を引いたりして確認してみる。

はい、それらのことをしながら、私

の質問に答えられるようにしてく

ださい。

※周りの人と意見交換をしている学習

者、教科書を読んで確認している学習者。

16．はい。席にっいてください。ネ

一ムプレートを動かす人いません

11：05 か。ネームプレートを動かさないと ※なし

いうことは、私の質問に答えられる

っていうことですれどこからでも

いいです。どうぞ。

30．157ページの13行目に、昔のルント B一ア
ウが「おいらのとこへ来るといいや」っ 前方テープ再開

て言っているんですよ。168ページに戻

って、シュイションが僕に「家へ遊びに

＊発言の要点を板書している。 来いって」と言ってて、ルントウとシュ
、

イションが同じことを言ってて、ここで、

わたし、主人公は昔の思い出とかぶった

から、あとにもルントウの話が出てきた

りしたと思うので、これはホンルのセリ

フだけど、シュイションとルントウと同

じことを言っているので、対役にっなが

っているのではないかと思いました。

31．影響を与えたのはルントウなんだけ A一ア
ど、それを気づくきっかけを作ってくれ

たのはホンルだという考え方で、例をあ

げると、背中に私はばかです、というシ
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一ルを貼られたとして、自分は気づかな

いんだけど、それを貼ったのはルントウ

で、それを貼られているよって教えたの

がホンルみたいな。それで、ホンルがそ

う言わなきゃ変わらなかったんじゃない

かと思います。ここで大きく変わってい

る。

32．今のに付け足しなんですけど、「だん 32（16－2）

な様」と呼ばれて、ホンルに聞かれるま B一ア

では、寂審感だとか悲しみだとか、マイ

ナス思考のことしか考えなかったですけ

ど、ここにホンルに聞かれてからは希望

＊発言の要点を板書している。 とかプラス思考に変わっていっているの

で。はい。

33．「だんな様」と呼ばれたところの人た 33（21－－2｝

ちは、ルントウが対役ですごく大事だと B一ウ

思っていると思うんですけど、もし、ル

ントウしかこの話に出てこなくて、ホン

ルのこととかシュイションのこととか楊

おばさんのこととかが書いてなかったと

したら、169、170、171ページに書いて

あるような…　についての考えは浮か

んでこないと思いました。

34．えっと、対役が一応ルントウてこと A一ア

なんで、ルントウのイメージが変わって

いるところを検討するといいと思ったん

ですけど、この「横になり」までは、ル

ントウ＝銀の首輪をっけたノ］・英雄ってこ

とになっているんですけど、そのあとか

らは、もうルントウは打ちひしがれて心

が麻痺した人の例ってなっているので、

ここまで事情が変わっているのは、その

「水の音」をはさんでの両端が一番分か

りやすいと思ったので、やっぱりそこが

大きな転換点だと思います。

　　　←R5．えっと、同じく「水の音を聞いた」 35U4－2）

のところなんだけど、その前のところに、 B一ア

r目に見えぬ高い壁があって、その中に

自分だけ取り残されたように、気がめい

るだけである」とあるんですけど、これ

だと自分がいない間に、みんながどんど

んいっちゃって、自分が放っとかれた感

じになっているんですけど、その後の「横

になって」の後に、噌分が自分の道を歩
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いている」と分かって、とあって、これ

＊発雷の要点を板書している。 はみんながどんどん離れてしまったとい

うより、自分が自分で進んでいったと、

自分がやったというふうに書いてあるの

で、ここで考えが変わっていると思いま

す。

36．さっきの片桐さんの意見に反対なん 36（10－4）

ですけど、ルントウが他の人と一緒とい B一ア
うか、すいか畑の銀の首輪の小英雄の面

影とか、そういうのじゃなくて、なんか

もう、一人の人として扱っているような

感じで、言ってたんですけど、それだっ

たら、ルントウが英雄から普通の人に戻

ってきたのは、「古い家はますます遠くな

り」の段落のところの、「今では急にぼん

やりしてしまった」のところだと思うん

で、片桐さんの説明だと、どっちかとい

うと、「古い家はますます遠くなり」で切

られているように聞こえてしまうと思う

んですけど、それ違うんじゃないでしょ

うカ㌔

17．今の質問の意図わかりますね。

「小英雄の姿は急にぼんやりして

しまった」となっているのは前の段

階だから、ルントウとさよならをし

たのはもっとまえではないかとい

うことで切り返されたんですね。

11：10 はい、では、時間になってしまい

ました。まだまだこれからなんです

叢』時間になったので、ひとまずこ

こまで終わりにしたいと思います

ので、そのプリントに今、自分の移

動したものをメモしておいてくだ

さい。それから、その移動させる決

定的になった仲間の意見、もちろん

自分で気づいたのもあるかと思い

ますが、それを記入しておいてくだ

さい．

実はまだこれが出ていないんで

すね「形象の裏を読む」これから

なんですけど祇じゃ、メモしてお

いてください。書き終えた人から提

出して終わりにしたいと思います。
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皿　研究の成果

1　学び合い成立の要件と教育方法

（1）成立の要件

実践の分析よって確かめられた要件は以下の通りである・　　　　　　　　　　　　・

　　ア　共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

　　イ　学習課題が明確であること、難易度が適切であること

　　ウ　自学がなされ各人解を持っていること

　　エ　学び合いの進め方が分かっていること

　　オ　ー人ひとりの解の吟味検討が保障されること

　　力　学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　　キ　学習内容を事前に子どもに提示し、子どもがどのような力をつけるのかを自覚させよ

　　　うと試みていること

　　ク　思考を促すこと

　　ケ　周りの人たちに対する思いやり、配慮があること

　ア～カの要件は、分析に先立ち把握していたものである。実践の分析考察により確認された

要件である。キの要件は、足立幸子が山田綾子教諭の授業分析から導き出したものである。ク

の要件は、山田浩之教諭が提案したものである（山田浩之「実践者からの見解」参照）。ケの要

件は、三塚貴が藤井正人教諭の授業分析から導き出したものであり・藤井氏も同意しているも

のである。
　これらの要件は、学び合いの質を左右するものであり、話すこと・聞くことの能力を発揮す

る基盤である。

（2）要件を満たす教育方法
ア　共に学び共に成長しようという意欲態度をもつ集団（学級）であること

教室は学び合いの場であることを原貝1］とすることである・この原則に基づく学編営と糟

指導によりこの要件は満たされる。

イ　学習課題が明確であること、難易度が適切であること

学習指潮標・内容の理解と醒生徒の縫段階の酬に基づいて満たされるぷ齢・難

易度を判断する手がかりは謂瀦自らがその酬諏粥んでみることで＃尋られる・これに

より嚇に、どのような蹄の力の育成に関わるのかの判断の手がかりも得られる・

ウ課㌫㌶纂欝＝㍊法を指導することで満たされる．課題についての解

を各人が持った状態で、学び合いに入らせることが原則である。

エ　学び合いの進め方が分かっていること
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　学び合いに入る前に、どのように学び合いを進めるのか、学習者が分かっていることで満た

される，学び合いに入る前に、どのように進めるのか確認するとよい。

オ　ー・一人ひとりの解の吟味検討が保障されること

　自学をさせたからには、自学を仲間に紹介し吟味検討を受ける機会を保障したい。ペアで行

わせることで全員の解の吟味検討が保障される。

力　学び合いが論理的（自然）に展開するよう指導者が適切に指導すること

　学び合いが滞っていたり課題からそれたりした場合、臨機応変の指導がなされることで満た

される。どのような状況にあるのかの判断に基づく指導となるので、学習指導は容易ではない。

キ　学習内容を事前に子どもに提示し、子どもがどのような力をつけるのかを自覚させようと

　試みていること

　指導者から、学習活動の目的・目標、内容、方法を学習者に示すことで満たされる。

ク　思考を促すこと

　イの要件と同様、課題にっいて指導者自らが取り組むことで、思考を促す課題となるか確か

めてみるとよい。

ケ　周りの人たちに対する思いやり、配慮があること

　どのような態度、行動を取ることが望ましいのかを、学習者の具体的な姿を取り上げて指導

するとよい。

2　学び合いに必要とされる話すこと・聞くこと能力育成の教育課程と教育方法

（1）話すこと・聞くことの能力

実践の分析よって確かめられた話すこと・聞くこと能力は以下の通りである。

　ア　解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことができる

　イ　学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　ウ　前の発言につなげて話すことができる

　工　話す人は話を伝える成員に体を向け視線を向けて話すことができる。聞く人は話す人

　　に体を向け視線を向けて聞くことができる

　オ　話し合いを論理的に進めることができる

カ

キ

ク

ケ

コ

話型を整えて話すことができる

適度な相槌、口挿みをしながら聞くことができる

話にうなずいたり質問したりすることができる

論理を整えて話すことができる

適切な言葉遣いで話すことができる

　ア～オの能力は、分析に先立ち把握していたものである。実践の分析考察により確認された

能力であるeカ・キの能力は、堀竜一、常木正則が山田浩之教諭、根岸恵美教諭の授業分析か

ら導き出したものである。キの能力は、要件として導き出したものであるが、能力に位置づけ

ることが適当である。クの能力は、足立幸子が山田綾子教諭の授業分析から導き出したもので

ある。また、山田綾子教諭も言及しているものである。ケの能力は、鈴木恵が佐藤佐敏教諭の

授業分析から導き出したものである。コの能力は、鈴木恵、中川諭が佐藤佐敏教諭、島和宏教

諭の授業分析から導き出したものである。なお、中川は、要件としても取り上げたものである。

島教諭も中川の指摘に同意している。
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（2）能力育成の教育課程

　上記の能力が教菅課程の内容となる．

　上記の能力は、すべての学年の児童生徒に必要とされる能力である。したがって、能力育成

のための指導を行う必要があるのである。

　能力の一っ、例えば、「ア　解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことができるjは、小

学校1年生といえども必要な能力であり育成できる能力である。他の7つの能力についても同

様である。

　教育課程の内容として、例えば、話し方としての能カー姿勢、プリントの持ち方、音調、速

度、間の取り方など、聞き方としての能九一メモを取りながら聞く、質問の仕方など上がって

いないのはなぜか、との疑問があるであろう。もっともな疑問である。

　このたびの教育課程の構想では、授業の分析に先立って必要とされる能力を5点上げた。こ

の時点で、必要とされる能力の落ちがあったことは確かである．一しかし、各分析考察者には、

分析過程で必要とされる能力があったら、それを観点とした分析考察をお願いした。その結果・

上がってきたのが追加のカ～crの能力である。必要とされる顕著な能力として分析考察者に認

識されたものである。

　今回の教育課程の構想では、総花的に能力を列挙するのではなく、授業の事実に基づいて・

必要とされる能力を掲げたものであることを了承いただきたい・

（3）能力育成の教育方法

　能力育成の教育方法で肝心なことを初めに述べる。

　第一、どのような能力が必要とされるのか理解していること・この理解があってこそ・児童

生徒の活動の適否が観察できるのである。

　第二、即時的な指導を行うこと。進行中又は活動終了直後・活動の適否の具体例を取り上げ

指導する。音声言語は後に残らないから即時的な指導が効果的なのである。

　第三、具体的な知識・技術を教えること。話型、前の人の発言につなげて話す場合の冒頭部

の内容など、積極的に教えることである。学習者の工夫を待っていては・いつまでも身につか

ない知識・技術があるのである。

　以下、各能力に即して、教育方法の要を記す。

ア　解（答えとその理由・根拠）を明確に話すことができる

　話型を教える。具体例は、鈴木恵の論考皿・2・（1）、常木正則の論考IV・2’（3）に示さ

れている。

イ　学習集団の成員全員に声が届く音量で話すことができる

　どの程度の声を出せば自分から一番遠い人に届くのかを体験的に分からせることである9

ウ　前の発言につなげて話すことができる　　　・

　前の発言との関係を表す言葉を教える。鈴木恵の論考皿・2・（1）に具体的な提案がある・

なお、前の発言との関係では、反対意見や付け加えの意見が多く同意の発言が少ないようであ

る促立軒、岬綾子の論考参照〉ぷ意意見の酬もさせるようにする詳ぴ合いカ§瀦化

するであろう。
工話す人は話を伝える成員に体を向｝ナ襯を向けて話すことができる澗く人は話す人に体

　を向け視線を向けて聞くことができる
少人数でのグループ学習では、このことができる着席形態話動形態がとられている・しか
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　し、自学の記録であるノートやプリントに向かって読むという活動が展開されていることが多

　い．）謹むのではなくダ7k－一プの仲間に話し伝えるのだ、ということを指導する必要がある。問

題を抱えているのは、全体の場でのこの能力の発現である。学級の人数によるけれど、他の成

員を見渡すことのできる着席形態を取らせる。それができないならば、前に出させて話させる

　ことである、t

　オ　話し合いを論理的に進めることができる

　堀竜一の提言f日頃からさまざま形態（話し合いの目的、グループの構成等）による話し合

いを多く経験させることで、学習スキルが身についていくのだろう」の通りである。指導者の

方からf今灘はこの前あのときにやったやり方でやりましょう」の指示で活動に入れるとか、

　rや穆方を班で相談して決めてから活動に入るように」の指示で活動に入れるようになってい

ればよいのである。

亥　話型を整えて話すことができる

　解を発表するとき、前の発言にっなげて発言するときの話型を教える。解そのものは、たと

えて言えば、絵そのものである。絵そのものが引き立っためには、ふさわしい額縁に入れるこ

とである。それと同じように解そのものがくっきり浮かび上がるような解に先立っ前口上が必

要である．そのことを具捧繁こ欝して指導することであるe

キ　適度な相槌、舞撞みをLなぶら聞くことができる

　具体的な揺槌．舞霧みをix　9£げて、その適否を指導者が指摘してやることで満たされる。

ク　§舌にうなずいた撃嚢i欝Lた拳することができる

　児童生徒の具捧簿毒籍嚢s言語行動を即時的にとらえ指導する。例えば、「今のAさんのうな

ずき方はとてもよ3｝っfe。議をしたBさん、　Aさんのうなずきを見て、安心というかうれしい

気持ちになったでL　Si　5。Aさんのようなうなずきができることはとてもすばらしいことですj

というよう1こ撰導する・b

ケ　論理を整えて議すことができる

　鈴木恵の提言講饗泰審易に把握出来ない発言に対しては、その都度適切な指導・助言を行

ってほしい」「発言一つ一っの論理展開に対する授業者の適切な指ve　・助言が必要である」にあ

る通りである。そのた塞詩ま、論の展蘭の適否に気づくことである。

コ　言葉遣いに注意ミ．て嚢すことができる

　鈴木恵の提言「少彙⊆妻Sr国語」の授業においては、現時点で正しいと考えられることば

遣いや表現を使用するこ萱藩墾妻れる」、中川諭の提言「国語科の授業中における話し合いの学

習であるならば、くだ静塾嚢ミ〔言嚢や若者言葉などはできるだけ用いず、丁寧な言葉遣いを心

灘ナるよう｛ご指導す峠きで董翼詩ミ暫ろうか」藪こある通りである。そのためには、ことば遣い、

表現に注馨し適否に気づくこ妻である一G

一236－一



あ　と　が　き

　本研究の課題は、小・中学校国語科における「話すこと・聞くこと」の能力育成を構想する

ことである。いくつかの特徴があった。大学の国語科教育の教員と教科専門（教科内容）の教

員が一っの課題に協働で取り組んだ点、小・中学校の実際の授業に基づき、実態把握、論究、

提案（構想〉を行った点、小・中学校のほぼすべての学年を網羅し、発達段階の違いにも関わ

らず、国語科が取り組むべき、一貫したr話すこと・聞くこと」の能力について追求できた点

などである、

　個人的には、これまでも小・中学校の少なからぬ実践を観察し、考察もし・提言も行ってき

たが、今回、常木教授の提示する研究内容と方法に従って授業実践を分析してみて、授業分析

のカが格段に高められたように思う。それと同時に、さまざまな発見があった。一コマ45分・

あるいは5◎分の授業時間の中で、教師は構想に従い、子どもたちを相手に授業を展開して行くth

1秒1秒がいかに緊密かつ有機的に関連し合って学びの場が作り出されて行くことか。しかし・

歴史的に1回限りの教師と子どもたちとの出会いは予測できない事態に発展したりもするb「学

び合い」とは、そのような授業のダイナミズムから生み出されるのではないだろうか。また・

「話すこと・聞くこと］がいかに「書くこと・読むこと1と相互に補い合っているかも・実感

させられた。「話すこと・聞くこと」の能力育成は、常に国語科全体の見取り図の中に位置づけ

られる必要がある。

　専門分野の異なる教員による協働研究は、実践の場における「学び合い」と同様・さまざま

な視点の発見・深化にその意義があると言えるだろう。
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